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60歳の
キャリアポイントを
迎えた職員数 18名

件
新型コロナウイルス
検査件数

名

新型コロナウイルス
ワクチン接種件数

新型コロナウイルス
陽性者の⼊院

10,208
6,051
3,898

恵寿総合病院
クリニック
恵寿⾦沢病院

件

件

件

2021.7

定年制廃⽌
60歳を超えても正職員として
働くことができる仕組み

董仙会⼊職者数

167名

徳充会⼊職者数

26名

⾒守りロボット
Neos＋Care 導⼊数

38台

6,000
時間

定型業務のRPA化により
削減した時間

RPA

250種類

レクリエーション機器
オミ・ビスタ搭載アプリ数

SDGsで振り返る
Keiju Healthcare System

内セカンドステージ
職員数

15 名18/



2021年度もwithコロナであった。国⺠はコロナ対応に飽きたと⾔うものの、

敵はラムダやオミクロンとしたたかに進化を繰り返した。残念ながら、恵寿総
合病院、恵寿⾦沢病院におけるクラスター発⽣や、各障がい者施設、介
護保険施設で職員、患者・利⽤者の散発的なコロナ感染が⾒られた。感
染対策チームの献⾝的な努⼒によって最⼩限の感染で抑え込むことができ
たものの、この対応のための病棟閉鎖、外来制限、通所利⽤者の制限など
による経営的なダメージを被ることとなった。
このwithコロナの中で、非接触サービスとして、オンラインによる診療、相
談、面会サービスは当たり前のものとなり、様々な工夫も現場視点で発⽣
した。恵寿総合病院のクラスター発⽣時に、患者は病院、大学医師は自
宅ないしは大学病院と⾔う逆オンライン診療を実施したことは、特記すべき
取り組みとなった。
医療サービスでは、新型コロナワクチン接種を個別接種だけではなく、和
蔵

2021年度けいじゅヘルスケアシステム業績集発刊にあたって

倉温泉で職域接種を担当した。高齢化する地域における健康寿命の延伸を狙って「けいじゅフレイルドック」を新たに開始した。介護
サービスでは、法人内介護技能グランプリを開催しその技能を競い、ノーリフトマイスター、Foot活マイスターを認定し、介護の質の向上
に努めた。さらに、VRを利⽤した次世代型レクリエーション機器オミ・ビスタやAIを利⽤した次世代予測型⾒守りシステムNeos+Care
を導入した。障がい部門では、⻘⼭彩光苑ライフサポートセンターで感染対策やプライバシーの確保を目指して増築工事を⾏い30人
分の個室を確保した。
また、着実に進む働き方改革に対する布石も進んだ。病院内の定型業務のRPA（Robotic Process Automation）化をすす
め、2021年度は年間6,000時間相当の事務作業の軽減となった。健康経営では2018年より5年連続となる健康経営優良法人
2022ホワイト500（大規模法人部門上位500位以内）に認証された。兼ねてから導入を検討していた定年制廃⽌を7月より実施
した。さらに、9月、10月、11月に国際医療福祉大学高橋泰教授が主宰するDX塾を担当し、これまで20年以上にわたって進めてき
たけいじゅのDXの軌跡を働き方改革の視点から紹介した。
コロナ禍においても未来への投資としてプロジェクトを進展させた。⽼朽化した恵寿⾦沢病院の今後のあり方に関してプロジェクトチー
ムを設置し、検討を開始した。今年度も「医療へのいざないツアー」をオンラインで七尾高校、羽咋高校、門前高校にて実施し、高校
⽣に対して医療の魅⼒を伝えた。介護技能実習⽣として、インドネシアからの候補者の面接や入国準備を⾏った。さらに、ベトナムの
国⽴ダナン大学との間で、学⽣のインターンシップに関する協定（MOU）を締結した。
Withコロナ、地域における少子高齢・人口減少に加えて、2022年2月にはロシアによるウクライナ侵略が発⽣し、政治・経済が混と
んとしてきた。われわれの分野においても原材料価格の高騰と光熱、輸送にかかる原価上昇が危惧される。まさに2021年度方針とし
たレジリエンス（強靭さ）が必要となる。2022年度は、これら外的要因に対応していくために多くの仕組みの⾒直しを図りたく思う。

令和4年6月吉日
けいじゅヘルスケアシステム 理事⻑



創業
精神 い つ でも

誰でも
た や す く
安⼼し て診療 を受 け ら れ る病院 に す る 。

基本
理念

人命尊重、⼼⾝の健康第⼀の⽴場に⽴ち、職員
が⼀体となって地域住⺠の健康維持（予防、診
療、リハビリテーション、介護）に努めると共に、地
域の中核医療施設として、社会、経済、文化の発
展向上に貢献します。

信頼の⼼
私達は、患者・利⽤者の皆様の権利を尊重し、信頼される
質の⾼い医療により、地域に貢献します。

思いやりの⼼
私達は、思いやりのある病院・施設づくりに努めます。

健全な経営
私達は、収支構造の安定した病院・施設を維持します。

職員の健康と幸せ
私達は、董仙会の発展を通じ、職員の健康と幸せを築きます。
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第1章 法人概要・組織図

1934年 神野病院創⽴ 初代病院⻑ 神野 正隣 (まさちか) 
1964年 第2代病院⻑に神野 正一就任
1967年 第1病棟新築

恵寿病院と改称。医療法人財団 董仙会を設⽴（初代理事⻑神野正一）
1980年 第3病棟新築（454床）
1982年 恵寿総合病院と改称
1984年 ⽥鶴浜町の依頼で⽥鶴浜診療所開設

社会福祉法人 徳充会を開設（初代理事⻑ 神野 正一）
1988年 ⿃屋町（現中能登町）の依頼で⿃屋診療所開設
1989年 ⽼人保健施設「和光苑」開設（新築として県初）
1993年 第3代病院⻑に神野 正博就任

⽼人保健施設「鶴友苑」開設
1995年 第2代董仙会理事⻑に神野 正博就任
1997年 医療情報システム（オーダリングシステム）運⽤開始
1998年 (財)⽇本医療機能評価機構より認定

（200床以上の一般病院B・北陸初）Ver.3.1
1999年 ⿃屋町（現中能登町）在宅複合施設「ほのぼの」運営受託

特別医療法人認可
2000年 穴水町に恵寿鳩ヶ丘病院開設（143床）

第５病棟新築
全国初の医療・介護コールセンターとして、けいじゅサービスセンター開設
董仙会・徳充会を総称し「けいじゅヘルスケアシステム」と呼称
全国初となる院内24時間コンビニエンスストアオープン
⿅島町（現中能登町）デイサービスセンター「いこい」運営受託

2001年 けいじゅ在宅総合サービスセンター開設
2002年 電子カルテシステム運⽤開始
2003年 セントラルキッチン「けいじゅデリカサプライセンター」開設

厚⽣労働省臨床研修指定病院（基幹型）認定
病院内に病児保育室「あんず」設置

2005年 (財)⽇本医療機能評価機構のリハビリテーション付加機能認定
2007年 けいじゅPET-CTセンター開設
2008年 職員宿舎「ビオラ」「コニファー」新築

第4代病院⻑に山本 達就任
社会医療法人認可 11/1より改称(全国9番目)

2009年 けいじゅファミリークリニック開設
けいじゅPET-CTセンターにリニアックセンターを併設
恵寿鳩ヶ丘病院を介護療養型⽼人保健施設に転換
（名称：恵寿鳩ヶ丘）

2010年 七尾市内一本杉通り商店街に⼩規模多機能型居宅介護事業所
「けいじゅ一本杉」開設

2011年 社会福祉法人徳充会・第⼆代理事⻑に神野 正博就任
⽯川県地域がん診療連携協⼒病院に指定

2013年 恵寿総合病院本館（223床）新築
恵寿総合病院80周年記念式典開催

2014年 電子カルテシステム更新
（MicrosoftVDIによる、同時接続ユーザー世界最大）
第5代病院⻑に山本 健就任
中能登町に⼩規模多機能型居宅介護事業所「恵寿みおや」開設
⾦沢市に「恵寿⾦沢病院」開設（89床）

2015年 高齢者複合施設「ローレルハイツ恵寿」開設
恵寿健康管理センター「人間ドック健診施設機能評価」認定
病院外から電子カルテの閲覧、操作可能なリモートアクセスシステム開始
オンデマンド送迎サービス「楽のり君」開始
本院3病棟6階に「Keiju Innovation Hub」開設
「けいじゅ一本杉」内に「一本杉Café」を開設

2016年 恵寿総合病院「外国人患者受⼊れ医療機関認証制度」(JMIP)取得
サービス産業⽣産性協議会(SPRING)より「第1回⽇本サービス大賞
総務大臣賞」受賞

2017年 パーソナルヘルスレコード（PHR）カルテコを開始
「第59回全⽇本病院学会 in ⽯川」開催（学会⻑ 神野正博）
（公社）⽇本デザイン振興会より「2017年度グッドデザインベスト100・
特別賞[未来づくり]」受賞
厚⽣労働省より「グッドキャリア企業アワード2017 イノベーション賞」受賞

2018年 介護療養型⽼人保健施設 恵寿鳩ヶ丘を「介護医療院」に転換
恵寿総合病院訪問看護ステーションを開設
国際病院連盟賞最高位賞特別賞を受賞
ベンリー七尾店オープン

2019年 第6代病院⻑に鎌⽥ 徹就任
AI問診を導⼊
人⽣100年時代活躍プロジェクト（Foot活、脳活）を始動

2020年 QRコード決済を導⼊
けいじゅ健康保険組合設⽴
新型コロナ対策で発熱外来を開設

2021年 インドネシア人実習⽣受け⼊れ
PET-CT機器をGE社「DISCOVERY MI.e」に更新
定年制を廃⽌

2022年 5年連続ホワイト500認定

七尾地域
 恵寿総合病院

〒926-8605 ⽯川県七尾市富岡町94番地
 ⽥鶴浜診療所

〒929-2121 ⽯川県七尾市⽥鶴浜町リ部11番地1
 恵寿ローレルクリニック

〒926-8607 ⽯川県七尾市富岡町95番地
 恵寿総合病院訪問看護ステーション

〒926-0867 ⽯川県七尾市桜町12番地
 介護⽼人保健施設 和光苑

〒926-0853 ⽯川県七尾市津向町ト部107番地
 介護⽼人保健施設 鶴友苑

〒929-2121 ⽯川県七尾市⽥鶴浜町リ部11番地1
 ケアマネステーション恵寿

〒926-8605 ⽯川県七尾市富岡町94番地
 ⼩規模多機能型居宅介護事業所 けいじゅ一本杉

〒926-0806 ⽯川県七尾市一本杉町37番地
 けいじゅデリカサプライセンター

〒929-2121 ⽯川県七尾市⽥鶴浜町ち部33
 医療福祉ショップめぐみ・福祉⽤具レンタルステーション恵寿

〒926-8605 ⽯川県七尾市富岡町94番地
 七尾看護専門学校

〒926-0854 ⽯川県七尾市なぎの浦156
 ベンリー 七尾店

〒926-0867 ⽯川県七尾市桜町10番地

中能登地域
 ⿃屋診療所 いきいき

〒929-1704 ⽯川県⿅島郡中能登町末坂2部60番地1
 在宅複合施設 ほのぼの

〒929-1704 ⽯川県⿅島郡中能登町末坂2部33番地
 デイサービスセンター いこい

〒929-1725 ⽯川県⿅島郡中能登町東⾺場ほ部18番地1
 ⼩規模多機能型居宅介護事業所 恵寿みおや

〒929-1717 ⽯川県⿅島郡中能登町良川か部44番地1

穴水地域
 恵寿鳩ヶ丘クリニック
 介護医療院 恵寿鳩ヶ丘

〒927-0023 ⽯川県鳳珠郡穴水町字⻨ヶ浦15-39-8

⾦沢地域
 恵寿⾦沢病院
 けいじゅ⾦沢訪問看護ステーション

〒920-0910 ⽯川県⾦沢市下新町6番26号

董仙会 沿革社会医療法人財団

董仙会 概要

⽯川県七尾市富岡町94番地
0767-52-3211（代表）
0767-52-3218（代表）
神野 正博
1,349名
515床
365床
880床

董仙会 各施設概要

所在地
Tel
Fax
理事⻑
職員数
⼊院ベッド数
⼊所ベッド数
総ベッド数
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第1章 法人概要・組織図

董仙会 組織図

・⽥鶴浜診療所
・⿃屋診療所 いきいき
・恵寿ローレルクリニック
・恵寿鳩ヶ丘クリニック

・恵寿総合病院
▶組織詳細は12ページへ

・恵寿⾦沢病院
▶組織詳細は15ページへ

・在宅複合施設 ほのぼの
・デイサービスセンター いこい
・⼩規模多機能型居宅介護事業所 けいじゅ一本杉
・⼩規模多機能型居宅介護事業所 恵寿みおや
・ケアマネステーション恵寿
・福祉⽤具レンタルステーション恵寿
・喀痰吸引等研修センター

・けいじゅデリカサプライセンター
・ベンリー 七尾店

・医療福祉ショップめぐみ
・七尾看護専門学校

社会事業統括部門

介護事業統括部門

医療事業統括部門

事務統括部門

評議員会

理事会
理事⻑
本部

・企画部
企画課

・情報部
情報管理課

・⽣活未来部
⽣活未来課

・総務部
総務課

健康経営対策室
⾞両係

・財務部
経理課
資財課

・介護⽼人保健施設 和光苑
・介護⽼人保健施設 鶴友苑
・介護医療院 恵寿鳩ヶ丘
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第1章 法人概要・組織図

董仙会 会議・委員会・プロジェクト

董仙会 主な人員の構成

看護師

442名
男45 ⼥397

介護
福祉士

171名
男28 ⼥143

医師

83名
男72 ⼥11

約50人 約10人凡例

会議

委員会

プロジェクト

・人事委員会
・経営会議

・けいじゅヘルスケアシステム運営会議
・倫理委員会

・個人情報管理委員会
・広報委員会
・けいじゅFM委員会
・福利厚⽣委員会

・TQM委員会
・キャリアデザインプロジェクト
・健康委員会
・病院・施設委員会

・給⾷戦略プロジェクト
・クリーン＆5Sプロジェクト
・地球温暖化対策推進プロジェクト

・BCMプロジェクト
・リクルートプロジェクト
・外国人職員受け⼊れプロジェクト
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第1章 法人概要・組織図

董仙会人員の推移

2019.4.1 2020.4.1 2021.4.1

職種 恵寿総合 他施設 合計 恵寿総合 他施設 合計 恵寿総合 他施設 合計

医師 56 / 15 16 / 2 72 / 17 57 / 8 15 / 3 72 / 11 59 / 8 13/3 72/11

薬剤師 7 / 6 2 / 4 9 / 10 7 / 7 2 / 4 9 / 11 7 / 7 2/4 9/11

臨床検査技師 10 / 17 1 / 6 11 / 23 11 / 20 0 / 6 11 / 26 11 / 20 0 / 6 11 / 26

診療放射線技師 13 / 8 2 / 3 15 / 11 12 / 7 2 / 3 14 / 10 13 / 6 1 / 4 14 / 10

理学療法⼠ 34 / 16 11 / 9 45 / 25 33 / 20 12 / 8 45 / 28 34 / 18 11 / 10 45 / 28

作業療法⼠ 9 / 18 2 / 9 11 / 27 9 / 14 1 / 7 10 / 21 9 / 14 1 / 7 10 / 21

言語聴覚⼠ 0 / 7 0 / 0 0 / 7 0 / 6 0 / 0 0 / 6 0 / 6 0 / 0 0 / 6

臨床⼯学技⼠ 6 / 5 0 / 0 6 / 5 8 / 5 0 / 0 8 / 5 8 / 5 0 / 0 8 / 5

視能訓練⼠ 0 / 1 0 / 0 0 / 1 0 / 2 0 / 0 0 / 2 0 / 2 0 / 0 0 / 2

公認⼼理師 1 / 0 0 / 0 1 / 0 1 / 0 0 / 0 1 / 0 1 / 0 0 / 0 1 / 0

管理栄養⼠ 1 / 9 0 / 7 1 / 16 1 / 11 0 / 7 1 / 18 0 / 10 1 / 8 1 / 18

救急救命⼠ 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0

義肢装具⼠ 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0 0 / 0

社会福祉⼠ 1 / 8 1 / 5 2 / 13 1 / 9 1 / 5 2 / 14 1 / 8 1 / 5 2 / 13

健康運動指導⼠ 0 / 1 0 / 0 0 / 1 0 / 1 0 / 0 0 / 1 0 / 1 0 / 0 0 / 1

保健師 0 / 5 0 / 0 0 / 5 0 / 5 0 / 0 0 / 5 0 / 5 0 / 0 0 / 5

助産師 0 / 13 0 / 0 0 / 0 0 / 16 0 / 0 0 / 16 0 / 16 0 / 0 0 / 16

看護師 42 / 257 4 / 142 46 / 399 37 / 243 9 / 154 46 / 397 43 / 263 2 / 134 45 / 397

准看護師 5 / 28 0 / 31 5 / 59 4 / 23 0 /  28 4 / 51 4 / 23 0 / 27 4 / 50

介護福祉⼠ 0 / 8 30 / 141 30 / 149 0 / 13 27 / 123 27 / 136 0 / 13 28 / 130 28 / 143

介護職員 0 / 0 10 / 39 10 / 39 1 / 2 15 / 46 16 / 48 0 / 0 10 / 39 10 / 39

介護支援専門員 1 / 12 1 / 6 2 / 18 0 / 9 1 / 9 1 / 18 0 / 0 1 / 17 1 / 17

看護補助者 0 / 45 0 / 9 0 / 54 0 / 39 0 / 9 0 / 48 1 / 43 2 / 8 3 / 51

事務員 27 / 98 9 / 24 36 / 122 24  / 95 11 / 37 35 / 132 24 / 97 10 / 29 34 / 126

運転手 6 / 0 7 / 0 13 / 0 5 / 0 9 / 0 14 / 0 5 / 0 9 / 0 14 / 0

警備員 1 / 0 5 / 0 6 / 0 2 / 0 5 / 0 7 /  0 2 / 0 5 / 0 7 / 0

その他 2 / 6 8 / 0 10 / 6 4 / 11 3 / 5 7 / 16 4 / 11 6 / 11 10 / 22

⼩計 222 / 583 109 / 437 331 / 1,020 217 / 566 113 / 454 330 / 1,020 226 / 576 103 / 442 329 / 1,018

合計 805 546 1,351 783 567 1,350 802 545 1,347

凡例… 男性の人数 / ⼥性の人数
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第1章 法人概要・組織図

組織図恵寿総合病院 概要

・小児科
・眼科
・⽿⿐咽喉科
・泌尿器科
・麻酔科
・皮膚科
・リハビリテーション科
・放射線科
・救急救命科
・病棟管理センター

恵寿総合病院 病院⻑

所在地
開設者
理事⻑
病院⻑
病床数

副病院⻑
診療部⻑
診療副部⻑
(医局⻑)
診療副部⻑
事務部⻑
看護部⻑

名誉病院⻑
顧問

石川県七尾市富岡町94番地
社会医療法人 董仙会
神野 正博
鎌田 徹
426床

川北 慎⼀郎 岡田 由恵
山﨑 雅英
森永 敏生

⻄澤 永晃 伊達岡 要
森下 毅
本橋 敏美

山本 健
宮本 正治 斎藤 靖人
東 壮太郎 上野 恭⼀
平井 文彦

・外科消化器乳腺外科
・内科
・消化器内科
・心臓血管外科
・循環器内科
・脳神経外科
・脳神経内科
・整形外科
・呼吸器外科
・形成外科美容外科
・産婦人科
・家庭医療科
・緩和ケア科

・健康管理センター

・看護管理センター
・看護秘書センター

・けいじゅサービスセンター
・医療事務センター

・救急センター
・手術センター
・血液浄化センター
・PET・CTリニアックセンター
・家族みんなの医療センター
・内視鏡センター
・放射線センター
・リハビリテーションセンター
・リハ教育研修センター

・薬剤管理センター
・栄養管理センター
・検査管理センター
・臨床⼯学センター
・医療安全管理センター
・臨床研修センター
・看護師特定⾏為研修センター

診療部

健康管理部

看護部

事務部

各種センター
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第1章 法人概要・組織図

・倫理委員会
・院内医療事故調査委員会
・看護師特定⾏為研修管理委員会
・がん診療連携推進委員会
・地域医療従事者研修委員会
・臨床栄養委員会
・脳卒中地域連携パス管理委員会
・リハビリテーション運営委員会
・医療技術部門連携連絡委員会
・認知症対策プロジェクト委員会
・地域医療⽀援病院運営委員会
・フレイル対策委員会
・救急部運営委員会
・臨床研修管理委員会
・臨床研修プログラム委員会
・臨床研修運営委員会
・恵寿総合病院医学雑誌編集委員会
・臓器提供委員会
・法的脳死判定委員会
・医療安全管理委員会
・治験審査委員会
・救命救急実⾏委員会
・集中治療運営委員会
・DPC評価委員会

・化学療法委員会
・緩和ケア委員会
・感染防止対策委員会
・薬事審議委員会
・輸血療法委員会
・中央手術部運営委員会
・医療ガス安全管理委員会
・呼吸療法委員会
・診療材料委員会
・図書委員会
・臨床検査適正化委員会
・透析機器安全管理委員会
・糖尿病委員会
・病床運営委員会
・褥瘡予防対策委員会
・診療情報提供委員会
・診療情報管理委員会
・電子パス委員会
・外来運営委員会
・放射線安全委員会
・安全衛生委員会
・防災委員会
・外国人患者対応委員会
・病院広報委員会

恵寿総合病院 会議・委員会

・恵寿総合病院管理会議
・恵寿総合病院運営会議
・病院改善会議
・医療事故緊急会議

会議

委員会
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第1章 法人概要・組織図

〔健康保険法関係〕
オンライン診療料
急性期⼀般⼊院料１
障害者施設等⼊院基本料 10対1
総合⼊院体制加算３
超急性期脳卒中加算
診療録管理体制加算１
医師事務作業補助体制加算１ 15対1
急性期看護補助体制加算３ 50対1
特殊疾患⼊院施設管理加算
療養環境加算
無菌治療室管理加算1
無菌治療室管理加算2
栄養サポートチーム加算
医療安全対策加算1（医療安全対策地域
連携加算1）
感染防止対策加算1（感染防止対策地域
連携加算，抗菌薬適正使用⽀援加算）
患者サポート体制充実加算
ハイリスク妊娠管理加算
ハイリスク分娩管理加算
呼吸ケアチーム加算
後発医薬品使用体制加算1
病棟薬剤業務実施加算1
データ提出加算2
⼊退院⽀援加算１（地域連携診療計画加
算，⼊院時⽀援加算）総合機能評価加算
認知症ケア加算１
せん妄ハイリスク患者ケア加算
精神疾患診療体制加算
ハイケアユニット⼊院医療管理料２
回復期リハビリテーション病棟⼊院料1
（体制強化加算2）
地域包括ケア病棟⼊院料2(看護職員配置
加算)
⼊院食事療法 (Ⅰ)・⼊院時生活療養 (Ⅰ)
心臓ペースメーカー指導管理料の注5に掲げる
遠隔モニタリング加算
糖尿病合併症管理料
がん性疼痛緩和指導管理料
がん患者指導管理加算 イ
がん患者指導管理加算 ロ
がん患者指導管理料 ニ
糖尿病透析予防指導管理料
乳腺炎重症化予防・ケア指導料
婦人科特定疾患治療管理料
院内トリアージ実施料
夜間休⽇救急搬送医学管理料の注3に掲げ
る救急搬送看護体制加算

ニコチン依存症管理料
開放型病院共同指導料
ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
がん治療連携計画策定料
がん治療連携指導料
肝炎インターフェロン治療計画料
外来排尿⾃⽴指導料
ハイリスク妊産婦連携指導料１
薬剤管理指導料
検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報
評価料
医療機器安全管理料1
在宅療養後⽅⽀援病院
在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注2に
掲げる遠隔モニタリング加算
持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコー
ス測定
持続血糖測定器加算（間歇注⼊シリンジポンプ
と連動しない持続血糖測定器を用いる場合）
遺伝性腫瘍カウンセリング加算
BRCA1/2遺伝子検査
HPV拡散検出
HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノ
タイプ判定）
検体検査管理加算（Ⅱ）
心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検
査加算
時間内歩⾏試験
胎児心エコー法
ヘッドアップティルト試験
神経学的検査
コンタクトレンズ検査料Ⅰ
小児食物アレルギー負荷検査
ポジトロン断層撮影
ポジトロン断層･コンピューター断層複合撮影
CT撮影及びMRI撮影
抗悪性腫瘍剤処⽅管理加算
外来化学療法加算1
無菌製剤処理料
心⼤血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
脳血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
がん患者リハビリテーション
静脈圧迫処置
導⼊期加算1
下肢末梢動脈疾患指導管理加算
脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を
含む）及び脳刺激装置交換術

乳がんセンチネルリンパ節加算2及びセンチネル
リンパ節生検（単独）
経皮的中隔心筋焼灼術
ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換
術
ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換
術（リードレスペースメーカー）
⼤動脈バルーンパンピング法（IABP法）
胃瘻造設術
体外衝撃波膵石破砕術
早期悪性腫瘍⼤腸粘膜下層剥離術
内視鏡による縫合術・閉鎖術
体外衝撃波腎・尿管結石破砕術
輸血管理料（Ⅱ）
輸血適正使用加算（輸血管理料Ⅱ）
貯血式⾃⼰血輸血管理体制加算
人⼯肛門・人⼯膀胱造設術前処置加算
胃瘻造設時嚥下機能評価加算
麻酔管理料（Ⅰ）
酸素

〔施設資格〕
健康保険医療機関
国⺠健康保険療養取扱機関
労災保険指定取扱機関
地域医療⽀援病院
⺟体保護法指定医
身体障害者福祉法指定医
更生医療指定取扱機関
生活保護法指定取扱機関
療育医療指定取扱機関
結核予防法指定取扱機関
短期人間ドック指定病院
原子爆弾被爆者⼀般疾病医療取扱機関
健康審査機関指定病院
全国健康保険協会管掌健康保険生活習慣
病予防健診医療機関
⾃動⾞事故後遺障害認定病院
労災保険⼆次健診等給付医療機関
⼆次救急指定病院
⽇本医療機能評価機構認定証（3rdG:Ver1.1）

石川県地域がん診療連携協⼒病院
短期⼊院協⼒病院
産科医療補償制度加⼊機関
難病法の指定医療機関
児童福祉法に基づく指定小児慢性特定疾病
指定医療機関
臨床研修指定病院
特定⾏為研修指定研修機関（7区分）
地域における外国人患者受⼊れ拠点病院

⽇本外科学会外科専門医制度修練施設
⽇本消化器外科学会専門医修練施設
⽇本消化器病学会専門医制度認定施設
⽇本消化器内視鏡学会認定指導施設
⽇本内科学会認定内科専門医教育関連施設
⽇本胆道学会認定指導医制度指導施設
⽇本肝臓学会認定関連施設
⽇本血液学会認定研修施設
⽇本呼吸器内視鏡学会関連施設
⽇本糖尿病学会認定教育施設
⽇本循環器学会認定循環器専門医研修関連施設
⽇本腎臓学会研修施設認定
⽇本呼吸器学会関連施設認定
⽇本救急医学会認定救急科専門医指定施設
⽇本リハビリテーション医学会認定研修施設

恵寿総合病院 学会認定施設

⽇本整形外科学会認定医研修施設
⽇本がん治療認定医機構認定研修施設
⽇本乳癌学会認定関連施設
⽇本産婦人科学会専門研修連携施設指定
⽇本麻酔科学会認定研修施設
⽇本眼科学会専門医制度研修施設
⽇本泌尿器科学会専門医教育施設
⽇本神経学会専門医制度教育関連施設
⽇本脳神経外科学会専門研修プログラム連携施設
⽇本作業療法⼠協会作業療法⼠臨床実習指導施設
⽇本プライマリ・ケア連合学会認定恵寿家庭医療研修プログラム
⽇本輸血・細胞治療学会輸血機能評価認定制度（I&A制度）認定証
⽇本静脈経腸栄養学会NST稼動施設認定証
⽇本栄養療法推進協議会NST稼動施設認定証

恵寿総合病院 施設基準等
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組織図恵寿⾦沢病院 概要

第1章 法人概要・組織図

所在地
Tel
Fax
病院⻑
病床数

事務部⻑
看護部⻑

⽯川県⾦沢市下新町6番26号
076-220-9192
076-223-7378
上田 幹夫
89床

森田 均
前大道 綾⼦

診療部

看護部

医療安全部

事務部

恵寿⾦沢病院 会議・委員会

・内科
・外科・消化器外科
・整形外科・リウマチ科
・眼科
・⽿⿐咽喉科
・リハビリテーション科

・放射線科
・臨床検査科
・薬剤科
・臨床栄養科
・人間ドックセンター

・外来
・2階病棟
・3階病棟

・手術室
・訪問看護事業部

・感染対策・医療安全

・管理課
・地域連携・医療福祉相談課

・医事課

理学療法課
作業療法課

病歴室

病院⻑恵寿⾦沢病院

・運営会議
・倫理委員会
・診療情報管理委員会
・院内感染対策委員会
・医療安全管理委員会
・保険診療委員会
・薬事委員会
・栄養委員会
・医療機器・医材委員会
・医療ガス安全管理委員会

・臨床検査適正化委員会
・輸⾎療法委員会
・放射線管理委員会
・治験審査委員会
・褥瘡対策委員会
・病床運営委員会
・防災対策委員会
・患者サポート委員会
・手術室運営委員会
・クリティカルパス委員会

・化学療法運営委員会
・軽症救急委員会
・安全衛生委員会

・感染対策（ICTチーム）部会
・リスクマネジメント部会
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第1章 法人概要・組織図

恵寿⾦沢病院 施設基準等 恵寿⾦沢病院 学会認定施設

【基本診療料】
急性期⼀般⼊院料1
診療録管理体制加算2
無菌治療室管理加算１・２
感染防止対策加算２
病棟薬剤業務実施加算１
地域包括ケア⼊院医療管理料２
データ提出加算２
患者サポート体制充実加算
後発医薬品使用体制加算１
医師事務作業補助体制加算１
認知症ケア加算２
⼊退院支援加算２

【特掲診療料】
がん性疼痛緩和指導管理料
薬剤管理指導料
検体検査管理加算（Ⅱ）
時間内歩⾏試験
コンタクトレンズ検査料１
CT撮影及びMRI撮影
外来化学療法加算１
無菌製剤処理料
脳⾎管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ）
運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
がん患者リハビリテーション料
輸⾎管理料（Ⅱ）
輸⾎適正使用加算

臨床研修病院指定
日本⾎液学会認定⾎液研修施設
日本整形外科学会専門医制度研修施設
日本眼科学会専門医制度研修施設
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第1章 法人概要・組織図

障がい者事業
 ⻘⼭彩光苑リハビリテーションセンター
 ⻘⼭彩光苑ライフサポートセンター、セェレーナ⻘⼭

〒926-0831 ⽯川県七尾市⻘⼭町ろ部22番
 ⻘⼭彩光苑⽳⽔ライフサポートセンター

〒927-0023 ⽯川県鳳珠郡⽳⽔町字⻨ヶ浦15-39番地12
 ⻘⼭彩光苑ワークセンター⽥鶴浜

〒929-2116 ⽯川県七尾市吉⽥町昭部6-1
 さいこうえんの障害者生活支援センター

〒926-0045 ⽯川県七尾市袖ヶ江町14-1
 さいこうえん障害者就業・生活支援センター

〒926-0045 ⽯川県七尾市袖ヶ江町14-1
 ⽯川県精育園＜指定管理＞

〒927-0021 ⽯川県鳳珠郡⽳⽔町七海6-50
 ⾃⽴ホームけいじゅ、ヘルパーステーション銀河
 相談支援キララ

〒927-0053 ⽯川県鳳珠郡⽳⽔町此木11-24

高齢者事業
 特別養護⽼人ホーム エレガンテなぎの浦
 ケアハウス アンジェリィなぎの浦

〒926-0853 ⽯川県七尾市津向町ト部107番地4
 地域密着型介護⽼人福祉施設 エレガンテたつるはま

〒929-2121 ⽯川県七尾市⽥鶴浜町リ部11番地1
 高齢者複合施設 ローレルハイツ恵寿
 ヘルパーステーション ローレル

〒926-8607 ⽯川県七尾市富岡町95番地
 デイサービスセンター もみの木苑

〒929-2121 ⽯川県七尾市⽥鶴浜町リ部27番地
 デイサービスセンター ふれあいの⾥

〒926-0841 ⽯川県七尾市松百町2-57-1

徳充会 沿革社会福祉法人

徳充会 概要

⽯川県七尾市⻘⼭ろ部22番
0767-57-3309
0767-57-1531
神野 正博
459名
580床

徳充会 各施設概要

所在地
Tel
Fax
理事⻑
職員数
総ベッド数

1984年 社会福祉法人「徳充会」設⽴

1985年 重度⾝体障害者更生援護施設「⻘⼭彩光苑」開設

1989年 ⾝体障害者療護施設「⻘⼭彩光苑」開設

ショートステイ事業開始

1993年 療護施設50床増床

1994年 在宅障害者デイサービス事業開始

1997年 ⻘⼭彩光苑ワークセンター⽥鶴浜開設

バリアフリーホームセェレーナ⻘⼭開設

1999年 特別養護⽼人ホーム「エレガンテなぎの浦」開設

ケアハウス「アンジェリィなぎの浦」開設

2003年 「さいこうえんの障害者生活支援センター」開設

2004年 ⻘⼭彩光苑⽳⽔ライフサポートセンター開設

2006年 デイサービスセンターもみの木苑開設

ヘルパーステーションもみの木苑開設

2007年 特別養護⽼人ホーム「エレガンテたつるはま」開設

デイサービスセンターふれあいの⾥開設

2011年 健康増進センターアスロンを指定管理者として運営開始

2012年 障害者生活支援センターを七尾市袖ヶ江町に移転

2013年 ⽯川県精育園を指定管理者として運営開始

2015年 エレガンテなぎの浦 増床

ローレルハイツ恵寿ケアハウス(一般、特定)開設

ローレルハイツ恵寿サービス付高齢者住宅 開設

ヘルパーステーションローレルに名称変更

2016年 相談支援キララ ⽯川県精育園内へ移転し、スマイルSと統合

2018年 ⾃⽴ホーム⽳⽔を⾃⽴ホームけいじゅに名称変更し⽳⽔町此木へ移転

ヘルパーステーション銀河開設

相談支援キララを⾃⽴ホームけいじゅ内に移転

2019年 人生100年時代活躍プロジェクト（Foot活、脳活）を始動

2021年 ⻘⼭彩光苑ライフサポートセンター個室増築

2022年 障害者生支援センターを⻘⼭彩光苑リハビリテーションセンター内移転
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第1章 法人概要・組織図

徳充会 会議・委員会

・ローレルハイツ恵寿
・もみの木苑
・ふれあいの⾥

徳充会 組織図

・部⻑会議
・障がい者部門会議
・高齢者部門会議

・教育研修委員会
・福利厚生委員会

・事例研究⼤会委員会

・⻘⼭彩光苑
さいこうえんの障害者生活支援センター
⻘⼭彩光苑リハビリテーションセンター
⻘⼭彩光苑ライフサポートセンター
セェレーナ⻘⼭

・⻘⼭彩光苑
ワークセンター⽥鶴浜

・エレガンテなぎの浦
・アンジェリィなぎの浦
・エレガンテたつるはま

・総務部
・経営企画部

・⻘⼭彩光苑⽳⽔
・ライフサポートセンター

・⽯川県精育園
⾃⽴ホームけいじゅ

理事会
評議員会

理事⻑

常務理事・苑⻑

事務局

高齢者事務局

障がい者事務局
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第1章 法人概要・組織図

徳充会 人員の推移

職種 2019.4.1 2020.4.1 2021.4.1 現在

医師 0 / 0 0 / 0 0 / 0

理学療法⼠ 2 / 4 1 / 6 1 / 6

作業療法⼠ 1 / 2 1 / 2 1 / 2

あん摩マッサージ指圧師 2 / 0 1 / 0 1 / 0

管理栄養⼠ 0 / 7 0 / 7 0 / 7

健康運動⼠ 0 / 4 0 / 0 0 / 0

社会福祉⼠ 12 / 14 13 / 14 11 / 16

精神保健福祉⼠ 1 / 0 1 / 0 1 / 0

看護師 0 / 27 1 / 26 2 / 25

准看護師 0 / 15 0 / 13 0 / 13

介護福祉⼠ 62 / 141 65 / 153 59 / 147

介護職員 30 / 73 26 / 70 32 / 73

介護支援専門員 1 / 4 1 / 5 1 / 5

社会福祉主事 1 / 1 1 / 1 1 / 1

事務員 6 / 13 5 / 15 6 / 14

運転手 13 / 0 14 / 0 14 / 0

その他 10 / 10 9 / 10 11 / 9

小計 141 / 315 139 / 322 141 / 318

合計 456 461 459

凡例… 男性の人数 / ⼥性の人数
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第2章 法人方針・事業報告

2021年度けいじゅヘルスケアシステム方針

1. 患者・利⽤者に信頼される医療機関・介護施設となる

2. 地域社会から必要とされる医療機関・介護施設となる

3. 経営の健全性を維持する

4. 恵寿フィロソフィの周知・浸透

継続的基本方針

単年度方針

「築け 未来を！」
レジリエンス（困難から回復する⼒）を発揮せよ

2020年度は新型コロナウイルス感染症（COVID-19）で始まり、そのしたたかさに翻弄された1年であった。2021年度も、
決してafterコロナではなく、withコロナの時代が続くと認識するべきだろう。そこでは、新しい生活様式（ニューノーマル）とい
える密を避ける取り組みを続けなければならない。医療、介護、福祉では無理だと断ずることなく、非接触、リモート（オンライ
ン）、バーチャルに挑戦せねばならない。それは取りも直さず、われわれが漠然と考えていた5年後、10年後の未来を、今、実
現させることなのだ。
コロナを契機に、董仙会、徳充会のこれまでの知識と経験に裏打ちされた未来を築こうではないか。コロナ禍の困難から回復
させるのは、われわれ自身なのだ。

先端技術が溶け込んだ2040年度の社会における健康・医療・介護のイメージ（厚⽣労働省資料）
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第2章 法人方針・事業報告

TQM発表大会（董仙会）

前期 第22回 2021年10月19日、20日、21日 オンライン開催
大会1日目 「増収、顧客・職員満⾜度100％」
部署 テーマ

本院 放射線課 新PET-CT装置のPR活動・業務改善等を⾏い、検査件数の増加を目指す
本院 医療秘書課・医事課 ⻭科医療機関連携加算①②・周術期⼝腔機能管理後⼿術加算の算定に向けて
恵寿⾦沢病院 地域連携課・情報管理課・
けいじゅ⾦沢訪問看護ステーション・
恵寿訪問リハビリ事業所けいじゅ⾦沢

メール、タブレットを活用した地域連携

1位 本院 看護部（血液浄化センター・本館5階東・
本館5階⻄・本館6階東・本館6階⻄） PX（患者経験価値）サーベイを患者中⼼の医療サービスにつなげる

本院 リハビリテーションセンター 訪問リハビリ利用者全員のリハビリテーション会議実施を目指して
本部 情報管理課 コロナに負けるな！ストレスのないネットワーク基盤を目指して！

大会2日目 「健康経営、質の向上・データ分析、ルーチン業務の再評価」
部署 テーマ

本部 総務課・けいじゅ健康保険組合 健康診断の早期実施及び二次検診、保健指導の積極的干渉
本部 資財課 備蓄計画策定と備蓄倉庫の計画的運用
恵寿みおや もしもの時に
本院 臨床⼯学課 AED(自動体外式除細動器)集中監視システム活用による業務効率改善と働き方改⾰

1位 本院 医療福祉相談課・看護部 地域との情報連携（オンライン）方法の院内統一、仕組みづくり

ケアマネステーション恵寿 新しい生活様式に合わせたケアマネ業務の⾒直し
〜オンラインを活用したサービス担当者会議の開催〜

本院 ⼿術センター課・外来課 ⼿術当日に入院される患者の動線をシンプルにする
本院 地域連携課 トークスクリプトの導入とその効果

大会3日目 「新サ－ビス創出、ブランディング」
部署 テーマ

本院 健康管理センター 健診結果の早期報告 〜カルテコ活用によるペーパーレス化の取り組み〜
1位 いこい iPadを活用した新サービスの創出 〜信頼と満足を得るために〜

本部 生活未来課（めぐみ・ベンリー七尾店） めぐみとベンリーの共同にて住宅改修の実績を作る
本院 医療安全管理センター・サービス課 来院前AI問診利用率を上げる〜問診患者さんの30％を非接触の来院前問診にする〜
本院 臨床検査課 持続血糖モニター（リブレリンク）におけるオンライン診療の構築
本院 管理課・看護師特定⾏為研修センター 看護師特定⾏為研修の区分別科目の追加、特定⾏為の拡大

後期 第23回 2022年3月9日、14日 オンライン開催
大会1日目 「顧客満⾜度100％、健康経営、質の向上・データ分析」
部署 テーマ

恵寿⾦沢病院 外来 糖尿病患者の足を守る取り組み 〜フットケアスクリーニングを活用して〜
けいじゅ一本杉 利用者が活躍できる居場所作り

1位 介護医療院 恵寿鳩ヶ丘 介護医療院 恵寿鳩ヶ丘におけるアドバンス・ケア・プランニングの取り組み
恵寿⾦沢病院 管理課・人間ドックセンター 職員のヘルスケア意識を高める 〜人生100年時代を⾒据えて〜
本部 総務部 総務課 ⾞両係 安⼼・安全と質の向上を目指した送迎業務を⾏う
本院 3病棟2階 臨床栄養課 家族（妊婦 産婦）が受けたいサービス 分娩数を増やす取り組み

大会2日目 「新サービス 創出、ルーチン業務の再評価」
部署 テーマ

介護⽼人保健施設 鶴友苑 地域に根ざした介護相談窓⼝への取り組み

1位 本院 看護部（本館4階東:HCU・本館4階⻄:
ハートセンター）・リハビリテーションセンター 超急性期患者に早期リハビリ介入への取り組み

本院 臨床栄養課 訪問栄養指導の実施
介護⽼人保健施設 和光苑 地域に頼りにされる施設を目指し 〜和光苑なんでも相談室を開設〜
在宅複合施設ほのぼの 団塊の世代に対応したレクの創出 〜iPadを活用して〜
恵寿⾦沢病院 2階病棟 自家末梢血幹細胞採取を安全に⾏うために 〜前処置の統一化に向けて〜

大会3日目 「ルーチン業務の再評価、人材・後継者育成」
部署 テーマ

本院 薬剤課 保険調剤薬局との連携を強化せよ！ ー退院時薬剤情報連携加算の算定件数アップを目指してー
本部 企画部 企画課 Teamsを使用した業務効率化

1位 本院 看護部（訪問看護・外来・入院支援
看護師）医療秘書課・医事課 オンライン診療の実現に向けて

本院 内視鏡課 全大腸内視鏡検査の前処置を自宅で整える 〜ショートメッセージサービス（SMS)を利用して〜
本部 財務部 経理課 業務スキルラダーの構築と運用・検証
本院 看護部（5病棟3階・5病棟4階・5病棟5
階・3病棟3階）・認知症対策プロジェクト委員会 幸せ・笑顔があふれる病棟作り 〜ユマニチュードケアの導入して〜
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第2章 法人方針・事業報告

事例研究大会（徳充会）

大会テーマ：築け、未来を！ 〜レジリエンス（困難から回復する⼒）を発揮せよ〜

所属 発表者 テーマ

⻘⼭彩光苑⽳⽔ライフサポートセンター 碓井 求 コロナ禍における新しいサービスの創造 〜人との交流の大切さ〜

⻘⼭彩光苑ワークセンター⽥鶴浜 法橋 有佳⾥ 進化・変化していく新しいワーク配送センター 〜能⼒を活かせる場所へ〜

石川県精育園
加藤 大輔・高島 直人
板谷 哲夫・佐藤 禎記・表 晃一

異⾷から学んだ関わり方 〜困っているサインを察知して〜

⾃⽴ホームけいじゅ 下出 卓哉 地域におけるヘルパー事業所の役割

本部事務局 龍澤 徳樹 業務の効率化と健全化 －突発的な業務への対応ー

⻘⼭彩光苑ライフサポートセンター 船塚 結衣 QOLの向上に向けて 〜⼩さな気づきから始まった大きな変化〜

⻘⼭彩光苑リハビリテーションセンター 庵 光世 活動の場を広げよう 〜興味・関⼼チェックシートを活用して〜

さいこうえんの障害者生活支援センター 山本 愛 就業準備支援の取り組み 〜地域活動支援センターを利用して〜

エレガンテなぎの浦 中田 智美・中江田 綾⼦ コロナ禍でも知識習得 動画を用いた専門技術の向上

ふれあいの⾥ 竹中 彩乃・刀祢 千恵 カラオケ大会実現に向けて 〜Withコロナで出来ること〜

エレガンテたつるはま 川⼝ 厚 Withコロナ！利用者と家族や地域を繋ぐ 〜地域密着型施設の特⾊の再構築〜

ローレルハイツ恵寿 久保 由美⼦・日光 静香 「最後は夫婦で過ごしたい。」 〜多種職が一つに！〜
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新聞掲載（董仙会）

日付 内容 掲載媒体

2021.4.2 恵寿病院の神野理事⻑に⼤⾂表彰 地域医療発展に貢献 北國新聞

2021.4.2 コロナ対策へ一丸 各市町村など年度初め、辞令交付 （本院） 北國新聞

2021.4.2 骨髄腫センター新設 （⾦沢） 北國新聞

2021.4.7 高齢者複合施設で火災の避難訓練 七尾 （ローレル） 北國新聞

2021.4.9 病院食に台湾パイン 七尾・董仙会 中国禁輸で応援 / 台湾産パイン 食べて恩返し 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.4.14 病院給食のロス考える オンライン 七尾・董仙会とシダックス 北陸中⽇新聞

2021.4.15 感染拡⼤でイルミ 週末限定点灯延⻑ （ローレル） 北陸中⽇新聞

2021.4.16 石川テレビ賞受賞 北陸中⽇新聞

2021.4.17 食品ロス削減へ 給食の献⽴検討 けいじゅヘルスケア 北國新聞

2021.5.1 イルミ設置 ⻘柏祭盛り上げ / 「でか山」イルミ 希望の光 （ローレル） 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.5.7 七尾・恵寿総合病院 看護師1人感染 / 【新型コロナ】恵寿総合病院の看護師も 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.5.11 ワクチン予約 スマホで確認 七尾・恵寿総合病院 北國新聞

2021.5.12 ５種類の制服リニューアル / 新制服は感染対策やエコ重視 ⾦沢・ヤギコーポレーション製 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.5.17 能登の医療「崩壊近い」 七尾 恵寿総合病院・山﨑内科⻑が訴え 北國新聞

2021.5.17 中能登の福祉施設職員1人が感染 / 【新型コロナ】中能登町の介護職員も （いこい） 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.5.18 福島さんら4人が喜び 石川テレビ賞の贈呈式（神野理事⻑） 北陸中⽇新聞

2021.5.26 七尾で個別接種開始 恵寿総合病院の48人 北國新聞

2021.6.1 恵寿総合病院に激励の弁当 七尾「粋な屋坂本」 / 医療者をお弁当で⽀援 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.6.3 ベビードレス新調 七尾・恵寿総合病院 北國新聞

2021.6.13 新ベビードレス 着替えてご機嫌 恵寿総合病院 肌着と一体化 北陸中⽇新聞

2021.6.22 七尾の医療法人 定年制度廃⽌ 北陸中⽇新聞

2021.6.24 石川の社会医療法人、定年廃⽌ ⽇本経済新聞

2021.7.7 レクリエーション次世代機器を導入 七尾・董仙会 （和光苑） 北國新聞

2021.7.19 董仙会にヒートポンプ普及貢献賞 七尾で感謝状贈呈式 （和光苑） 北國新聞

2021.7.22 省エネ給湯設備導入 七尾市の董仙会に賞 東京の蓄熱センター （和光苑） 北陸中⽇新聞

2021.7.27 社会医療法人「董仙会」が定年撤廃 人材不⾜ 道開けるか 北陸中⽇新聞

2021.8.3 ワクチンで抗体 獲得の有無検査 恵寿総合病院あすから 北陸中⽇新聞

2021.8.20 ⽻咋高⽣に医療業務紹介 恵寿総合病院 オンラインセミナー 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.8.27 カルテ閲覧サービスに接種証明 七尾・恵寿総合病院 北國新聞

2021.9.2 恵寿総合病院の看護師1人感染 / 【新型コロナ】恵寿総合病院で1人 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.9.3 正しい感染対策 動画で 七尾JCなど配信 地元事業者向け、専門医が助言 北陸中⽇新聞

2021.9.7 創⽴87年祝いライトアップ けいじゅヘルスケア （ローレル） 北國新聞

2021.9.8 県内コロナ新たに25人 / 【新型コロナ】恵寿総合病院で2人感染 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.9.8 創⽴87周年を光で彩る 七尾「ローレルハイツ恵寿」前庭 北陸中⽇新聞

2021.9.22 フレイル専門のドック 恵寿総合病院 65歳以上対象 来月から ⽇本経済新聞

2021.10.3 七尾・恵寿病院4人 / 看護師3人と患者感染 七尾・恵寿総合病院 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.10.5 看護師1人感染で恵寿病院が外来休⽌ / 【新型コロナ】恵寿総合病院の看護師 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.10.6 恵寿病院でクラスター 県内111例目 / 恵寿病院 クラスター 七尾 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.10.11 11⽇から通常診療 七尾・恵寿総合病院 / 七尾・恵寿総合病院 11⽇から通常診療 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.10.14 県のフェスタ中⽌で介護職員が技競う 七尾の董仙会 北國新聞

2021.10.14 看護師特定⾏為センターが修了式 七尾・恵寿総合病院 北國新聞

2021.10.27 健康増進表彰 15氏たたえる 県庁で式 北國新聞
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日付 内容 掲載媒体

2021.11.6 特定⾏為看護師 新たに5人 恵寿病院で研修修了式 北陸中⽇新聞

2021.11.11 介護技術 職員が競う 七尾 董仙会「グランプリ」開く 北陸中⽇新聞

2021.11.22 決勝は田鶴浜×恵寿病院 七尾で北陸中⽇杯軟式野球 北陸中⽇新聞

2021.11.23 看護師などの仕事 門前高⽣15人学ぶ 七尾・董仙会 北國新聞

2021.11.26 接遇の心構え学ぶ 七尾・董仙会 北國新聞

2021.11.28 医療・介護業務のデジタル化を紹介 七尾・恵寿総合病院 北國新聞

2021.12.1 オンラインで内定者案内 （董仙会） 北國新聞

2021.12.2 コロナ収束願う光 あすからイベント 北國新聞

2021.12.4 コロナ収束願う光 七尾の高齢者施設 / 未来への願い光に 七尾・ローレルハイツで 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.12.8 百歳 津田浩さん / 津田さん100歳家族らが祝う （和光苑） 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.12.24 七尾・恵寿総合病院 オンラインで交流会 北國新聞

2021.12.25 検診と教室で「フレイル」予防 七尾・恵寿総合病院 北國新聞

2022.1.5 新年の⾶躍誓う 能登各地で互礼会 / 「福祉専門職 誇り持ち研さん」 成人式 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2022.1.20 受付板にスピーカー 七尾・恵寿総合病院 北國新聞

2022.1.24 医療データ マイ管理時代 24年度からマイナポータルで閲覧可 京都新聞

2022.1.24 電子カルテスマホで確認 複数病院が共有 体調管理にも活⽤ 北海道新聞

2022.1.25 ⾃分でスマホで健康管理 恵寿総合病院（七尾）など導入 北國新聞

2022.1.26 電子カルテ スマホで確認 山陰中央新報

2022.1.28 介護⾒守りセンサー導入 / スマホ通知 素早く対応 ⾒守りシステム （和光苑） 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2022.2.9 病児保育室受け入れ コロナ禍で一時停⽌ 七尾の恵寿総合病院 北陸中⽇新聞

2022.2.11 病児保育室受け入れ停⽌ 北國新聞

2022.2.27 恵寿⾦沢病院で11人 / 恵寿⾦沢病院で15人クラスター 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2022.3.10 健康経営優良法人 石川172、富山97団体 （董仙会） 北國新聞

2022.3.17 健康優良法人 5年連続で認定 七尾・董仙会 北國新聞

2022.3.18 研修医4人決意新た 恵寿総合病院で修了式 北國新聞

2022.3.23 恵寿病院 避難施設に 七尾４町会と協定 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2022.3.25 臨床研修の成果 次は現場で発揮 恵寿総合病院で修了式 北陸中⽇新聞

2022.3.30 歩⾏向上で表彰 / ⾜元から健康維持 優秀な高齢者表彰 七尾などの11施設参加 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2022.3.31 新規職員コロナ対応学ぶ （董仙会） 北國新聞
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新聞掲載（徳充会）

日付 内容 掲載媒体

2021.4.7 高齢者複合施設で火災の避難訓練 （ローレル） 北國新聞

2021.4.14 映像と音で脳トレ/北陸初導入 体験楽しむ 英の最新映像投影レクリ機器 （ローレル） 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.4.15 感染拡⼤でイルミ 週末限定点灯延⻑ （ローレル） 北陸中⽇新聞

2021.5.1 イルミ設置 ⻘柏祭盛り上げ / 「でか山」イルミ 希望の光 （ローレル） 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.5.8 ツツジ105本植え/輪島道路⼯事連絡会 （精育園） 北國新聞

2021.5.12 障害者施設職員らの感染発表 / 障害者施設で1人感染 （穴水ライフ） 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.5.15 七尾の障害者施設職員も （⻘山ライフ） 北陸中⽇新聞

2021.6.11 励ましの花航空石川に / プランター贈る （精育園） 北陸中⽇新聞

2021.5.24 穴水の障害者施設入所者1人が感染 （穴水ライフ） 北國新聞

2021.6.26 84歳理容師 現役へ復帰 / 理容師復帰 磨いた腕ふるう （ローレル） 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.8.17 宿泊体験受け付け （ローレル） 北陸中⽇新聞

2021.8.20 田鶴浜高⽣は介護の仕事学ぶ / 遠隔の学び 「現場実習」 （ローレル） 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.9.7 創⽴87年祝いライトアップ （ローレル） 北國新聞

2021.9.8 創⽴87周年を光で彩る 七尾「ローレルハイツ恵寿」前庭 （ローレル） 北陸中⽇新聞

2021.9.29 「万歩計でGo To」 施設利⽤者 楽しく競う（ふれあいの⾥） 北陸中⽇新聞

2021.10.3 介護士1人も感染 / 【新型コロナ】七尾の高齢施設職員1人（エレガンテ） 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.11.5 ⼤松さん40万3000歩ゴール 七尾の施設「万歩計Go To」 （ふれあいの⾥） 北陸中⽇新聞

2021.11.11 七尾の川端さん 100歳おめでとう 入居施設で祝う会（ローレル） 北陸中⽇新聞

2021.11.13 和太鼓の体験など 園祭で⼯夫凝らす 穴水・県精育園（精育園） 北陸中⽇新聞

2021.12.2 コロナ収束願う光 あすからイベント （ローレル） 北國新聞

2021.12.3 精育園で暮らす端谷さんデジタル画展 （精育園） 北陸中⽇新聞

2021.12.4 コロナ収束願う光 / 未来への願い光に （ローレル） 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2021.12.10 障害 理解深める 七尾の児童 ⽀援施設利⽤者と交流 （⻘山彩光苑） 北陸中⽇新聞

2021.12.23 ⻘山彩光苑の増築⼯事完了 七尾の障害者施設 （⻘山ライフ） 北國新聞

2021.12.29 30人分の個室増 増築⼯事が完了 七尾の「⻘山彩光苑」 （⻘山ライフ） 北陸中⽇新聞

2022.1.20 穴水町の施設職員感染 (穴水ライフ） 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

2022.3.2 【新型コロナ】七尾市のデイサービスセンター「もみの木苑」 北陸中⽇新聞

2022.3.3 【新型コロナ】七尾市のデイサービスセンター「もみの木苑」 北陸中⽇新聞

2022.3.30 歩⾏向上で表彰 / ⾜元から健康維持 優秀な高齢者表彰 七尾などの11施設参加 北國新聞 / 北陸中⽇新聞

27



第2章 法人方針・事業報告

来訪者一覧（董仙会）

日付 ⾒学者 ⾒学内容

2021.8.19 石川県⽴⽻咋高等学校 31名（オンライン） 医療職の紹介

2021.8.20 石川県⽴七尾高等学校 24名（オンライン） 医療職の紹介

2021.11.22 石川県⽴門前高等学校 15名（オンライン） 医療・介護職の紹介

2021.11.26 社会医療法人河北医療財団 河北総合病院副理事⻑他3名 給食システム

2021.11.27 DX塾 参加26病院 43名 DXに関する取り組み

2022.1.14 ベトナム・ダナン⼤学 80名（オンライン） 業務内容・病院設備の紹介

2022.2.22 愛⽣会 ⼩林記念病院 理事⻑他4名（オンライン） 地域連携・コールセンター業務について
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董仙会中期計画 2021-2023（2021年策定）

 継続的基本方針を達成するための基本戦略

■継続的基本方針

顧客満⾜度100％
選ばれ続けるために、
ファンを増やし、顧客満⾜度
100％を目指す。

職員満⾜度100%
感謝する風土の醸成、
信頼される仕事を通じて
満⾜度を100％にする。

自分と家族が受けたい
サービスか否かを基準
として、改善を重ねる。

「人・物・⾦・情報・心」
を⼀つにする統合戦略
により、生産性の向上を
追求し健全な経営を
目指す。

満⾜度を
100％にする

質を上げる

生きるを
デザインする

新サービスを
創出する

One Keiju
を目指す

医療 生活 介護

PHR・AI・RPA※などの新サービス
を拡大し顧客の生活デザインを支
援する。同様に職員のキャリアデザ
インプロジェクトを支援する。

収益を生む新サービスと
ファンづくりのための
新サービスを創出する。

※ PHR*とは、パーソナルヘルスレコード(Personal Health Record)を示す。
個人が、自らの生活の質（QOL）維持や向上を目的として、自らの生涯健康
情報を収集・保存・活用する仕組み。董仙会ではMDV社の「カルテコ」を導入。

2021-2023中期計画の基本戦略は、従前の戦略を受け継ぎ、更なる成熟を目指し、下記の5施策とする。
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 満⾜度を100%にする
 One Keijuを目指す
 新サービスを創出する
 生きるをデザインする
 質を上げる

董仙会の職員は、前向きで努⼒を忘れない資質に恵まれ、真面目である。その資質を活かし、地域と仲間にファンを作ることは、難しい
ことではない。自分と家族が受けたいサービスか否かを基準として、常に自分の仕事を⾒直し、昨⽇より良いサービスを作り続けよう。その時、
感謝する風土を醸成し、心温かな職場にしよう。また、ITリテラシーの高さは、非常に自信を持っていただきたい。新サービス創出に向けて、
ITリテラシーの高さを武器に、発想の転換を図り工夫を重ねていただきたい。生産性の向上を主眼とし、IT・PHR・AI・RPAなどを積極的
に利用し、自分たちが利用したい未来を築いていこう！答えは、自らの心の中にある。
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■継続的基本方針を実現するためのSWOT分析
継続的基本方針と、現状の姿（SWOT分析）のギャップを以下に示す。強みを活かし、弱みを補いながら3カ年で目指す将来像に到

達することを目標とする。

【積極戦略】
顧客満⾜度100%

“恵寿式”地域包括ヘルスケアサービスの完成

【差別化戦略】
未来型新サービスの創出

地域事業者との戦略的な連携・協働

【改善戦略】
職員満⾜度100％

BSC目標管理と⼈事評価の連動

【克服戦略】
⼈材育成

BSC・TQM・ISOの連動による経営の質改善

現状の姿
強み S 弱み W

共通 医療・介護医療・介護の⼀体的取組み
SDGsの明確化
⽇本で唯⼀のしくみ、ITの強み
新事業開始スピードの速さ
RPAを導入
BCM/BCP

本院 発熱外来がある
AI問診、PHRを導入している

⾦沢 血液内科専門病院
NTTグループとの繋がり
大学病院との連携

介護 産総研、東京藝大など産学との研究可能
ノーリフト介護の浸透
外国人材の導入

共通 5年後中堅層のリーダー不⾜
夜勤しない職員増
医師による積極的リクルート不⾜

本院 顧客減少
脳神経領域の戦⼒低下

⾦沢 病床数89床のため、採算性増加の難しさ
整形外科・眼科の方向性

介護 介護のやりがい感の醸成が不⼗分
施設の⽼朽化

機会 O 脅威 T

PHSに代わる連絡ツール（スマホ・5Gなど）

健診新メニュー（フレイル予防、遺伝子検査）

能登総合病院との新たな関係

AI問診、PHRの拡大

目標管理と人事評価における妥当性
職員満⾜度・くれない族の増加
⼩松市⺠病院に血液内科設⽴

目
指
す
将
来
像
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■継続的基本方針を実現するための董仙会のあるべき姿
 能登地区方針

[図5]董仙会のあるべき姿の中では、鳩ヶ丘が介護医療院となり、地域ニーズに対応して訪問看護ステーションを設置した。健康対策と
して未病・予防へ注⼒することが未来を創る戦略となる。これまで医療療養型施設がなかったため、医療ニーズの高い患者は、他院（浜
野⻄、富来、加藤、北村病院）に転院していた。しかし、これらの病院も介護医療院に転換したため、鳩ヶ丘の果たすべき役割は、重要
となった。生活支援事業における新サービスを充実させ、地域の信頼を得ることが肝要である。

 ⾦沢地区方針
[図6]董仙会のあるべき姿の中では、訪問事業の充実を図る事が大切である。また協⼒連携する介護施設を明確にし、介護を必要と

する高齢者患者にも対応していかねばならない。NTT関係会社の健康を預かる病院として、未病・予防などの健康対策に注⼒されたい。
新⾦沢病院（89床）における+αの目的を明確にし、経営改善と新病院構想を同時に⾏い、新築移転に備える事が必須である。

[図5]董仙会のあるべき姿（能登地区）

董仙会のあるべき姿（能登地区）2023年
住み慣れた地域で、納得できる高度な医療・⼿厚い看護・きめ細やかな介護サービスを受けられるようにする

急性期病床
回復期病床
回復リハ病棟

地域包括ケア病棟
(post-acute)

在宅
自宅 特養 ⼩規模多機能 ケアハウス サ高住 生活支援

（エレガンテ・けいじゅ⼀本杉・みおや・ローレル）

訪問リハ

通所リハ

地域包括
ケア病棟

(sub-acute)

通所介護
短期入所介護医療院 介護保険施設

（鳩ケ丘） （和光苑・鶴友苑）

障害者病棟
医療

介護

ガバナンスと情報統合（他病院・他施設への流失を防ぐ）

訪問診療

訪問介護

訪問看護

健診

介護予防

健康対策
未病
予防

特に強化する分野

[図6]董仙会のあるべき姿（⾦沢地区）

健康対策
未病
予防

董仙会のあるべき姿 (⾦沢地区）2023年

病院連携・企業連携・在宅支援施設連携で、⼀般病院・健診機能強化をはかり、顧客を拡大し経営の安定をはかる

専門病院 在宅
自宅・在宅支援施設連携

訪問リハ

介護保険施設
（和光苑・鶴友苑・鳩ヶ丘）

病院連携医療

介護

アライアンスと情報統合の拡大

訪問診療

訪問看護
企業連携

介護予防

⼀般病院
健診

地域包括ケア病棟
（post-acute)
(sub-acute)

特に強化する分野

医療 介護 生活
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■継続的基本方針を実現するための戦略目標（成功のストーリー)

KGI（重要業績達成指標）は、医業収入151億円とする。
2023年度までに継続的基本方針を達成するための5施策に対する具体的な戦略目標例を示す。
 満⾜度を100%にする
 One Keijuを目指す
 新サービスを創出する
 生きるをデザインする
 質を上げる

 満⾜度を100％にする

「介護で働くなら恵寿」、「医療で働くなら恵寿」を完成する
【学習と成⻑の視点】 外国人実習生の受け入れについて学ぶ。腰痛予防のためのノーリフティング対策を学ぶ。

生涯賃⾦増となる就業規則を学ぶ。健康経営について学ぶ。
【業務の視点】 「ありがとう」「助かりました」感謝を表す風土を醸成しよう。

元気な挨拶「おはようございます」「こんにちわ」で温かな職場を創る。
【顧客の視点】 仲間・顧客の役に⽴つというやりがい感を創出する。
【財務の視点】 素晴らしい仲間が増え、業務に余裕が生まれ、顧客へのサービスがよりよくなり、評判となる。

職場の雰囲気の良さが恵寿ブランドとして定着する。

 One Keijuを目指す

⼈･物・⾦・情報・⼼の統合で新⾦沢病院着⼯へ
【学習と成⻑の視点】 各事業、部門の採算性を学ぶ。新⾦沢病院の構想(サ高住、回復期リハ、緩和ケア)を練る。
【業務の視点】 各事業、部門の統廃合を実施する。新⾦沢病院基本計画の策定。
【顧客の視点】 新⾦沢病院基本計画にて、職員のモチベーションを上げる。
【財務の視点】 One Keijuとして収益に貢献する。

⼈･物・⾦・情報・⼼の統合で稼働率を上げる
【学習と成⻑の視点】 介護施設受入の際、ボトルネックとして、能登総合病院かかりつけ医問題がある。

けいじゅヘルスケアシステムの切れ目のないサービス提供において、支障をきたすことが多々あるため、
このような場合、患者・家族に対し、積極的にかかりつけ医変更依頼を⾏う。
二人主治医性についての説明のしかたを学ぶ。

【業務の視点】 能登総合病院からの新しい形の紹介を実施。病院・介護施設で介護相談外来を展開する。
【顧客の視点】 けいじゅヘルスケアシステムのサービスに満⾜していただくため、顧客の願いを汲み取る。

顧客の多様性を知り、新しいサービスを恐れず創り出す。
【財務の視点】 One keijuとして、稼働率を上げる。
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 新サービスを創出する

董仙会のあるべき姿の定着を目指す（ITリテラシーの強みを活かす）
【学習と成⻑の視点】 ITの強みを最大限に生かせる学習の実施
【業務の視点】 オンライン診療やサテライト外来を構築する。遠隔による診療支援も導入する。AI問診を⾦沢病院、

各クリニックにも導入する。⾦沢病院にもPHR（カルテコ）を導入する。
【顧客の視点】 医療関係者、患者側の満⾜度を上げ、稼動率改善につなげる。
【財務の視点】 稼動率改善により、収入増となる。

新しい働き方で生産性を上げる（ITリテラシーの強みを活かす）
【学習と成⻑の視点】事務・看護業務の作業分解を学習し、RPAに業務を移⾏する。その過程と効果を学ぶ。

介護ロボットの可能性を正しく理解する。
【業務の視点】 RPA、介護ロボットなど⽂明の利器を活用し、働き方改⾰を⾏い、生産性を上げる。
【顧客の視点】 RPA、介護ロボットによる業務代替による負担軽減を目指す。
【財務の視点】 生産性管理の実施。生産性改善により、支出減となる。

 質を上げる

⽼朽化施設の改修によるハードの質、専門性・安⼼･安全のサービスの質、レジリエンスを発揮する経営の質向上

【学習と成⻑の視点】 自分と家族が受けたいサービスか否かを基準として、上質とは何かを学ぶ。
質が向上するためにはどうすれば良いかを探し出す。どのようにすれば上質にたどり着くのかを考える。

【業務の視点】 業務の質を上げる。
人間の質（人間⼒）を上げる。

【顧客の視点】 顧客・仲間が心地よさを感じるよう努⼒を惜しまない。
【財務の視点】 入院･入所・入職希望者が増え、董仙会がさらに成⻑する。

 生きるをデザインする
生きるためのトータルコーディネーターとなる
1.病後のトータルコーディネート 2.生きるをデザインする 3.未病 4.予防 5.生活支援
【学習と成⻑の視点】 未来の健康についてアイデアを出し続ける。
【業務の視点】 強みのIT・PHRを活用し、顧客参加の仕組みを作る。
【顧客の視点】 病前病後のトータルコーディネートは、漏れなくダブりなくできているかを確認する。
【財務の視点】 生活・健康・介護・病気 人生の不安を任せられる企業として大きな信頼を得て、顧客増となる。

キャリアデザインを展開し、各部署に3級リーダーを配属する
【学習と成⻑の視点】 資格要件・業務ラダーの連動について学ぶ。

仕事や役職が自らを育てる事を学ぶ。
【業務の視点】 董仙会の未来を築く3級リーダーを育てる。
【顧客の視点】 やりがい感を醸成する。
【財務の視点】 人材確保により、安定経営が可能。
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第2章 法人方針・事業報告（董仙会本部）

■2021年度のトピックス

董仙会本部

董仙会本部
事務管理統括部門

■常務理事 ■理事⻑補佐 ■本部⻑
神野 厚美 神野 正隆 進藤 浩美

「築け 未来を!」 取り組みを下記に示す。

■事業報告
① 新型コロナ対応として、在宅勤務を施⾏した。オンライン

環境を構築し、オンライン用PCを各部署配布し、パソコ
ンを200台入れ替えた。

② 総務部、財務部業務のクラウド化を進め、職員の年末
調整もクラウドで可能なことを検証した。

③ データ経営を本格始動させ、収益改善が必要部署
（⾦沢病院、ほのぼの、ベンリー）について定期ミーティ
ングを実施した。

④ 健康経営に関する新たな取り組み（健康経営改善マッ
プ作成、特定保健指導のオンライン化、55歳以上の骨
密度測定など）を⾏い、健康経営優良法人ホワイト
500を5年連続認定した。

⑤ 人生100年プロジェクト、定年制廃⽌、全世代型給与
規程等を導入し、セカンドステージ正職員が誕生した。

⑥ オンライン面接、リクルートアプリなどを使用し新卒者67
名を確保できた。また、業務を分解し明確にして、アシス
トクルーを始動した。外国人についても新たに、ベトナム・
ダナン大学の看護学生の検討を開始した。

⑦ 生産性を上げるため、RPAを積極稼動させ、認知症対
応として、介護の⾒守りロボットを導入した。

担当 実施内容

本部
トークン、メール、Teams使用し、在宅勤務を施⾏
オンライン会議、イベント環境構築
RPA導入（35ロボット稼動）

タスクフォース データ経営、人材確保（外国人、アシストクルー準備）
介護ロボット導入、恵寿⾦沢病院構想

財務 経理課、資財課ソフトをクラウド化
インボイス制度、電⼦帳簿保存法に対応

総務
定年制を廃⽌、セカンドステージ正職員誕生
労働基準監督署から本院、⾦沢病院、宿⽇直許可
年末調整をオンラインで開始

企画
DX活用体験型⾒学会主導
厚労省・観光庁補助⾦事業「地域の医療の充実を通し
た外国人受入れ推進のための体制構築支援事業」実施

情報
仮想システムサーバー再構築
オンライン資格確認システム導入
電⼦カルテサブシステム、被ばく線量･感染管理導入

生活未来 メールによる施設管理申請開始
職員宿舎管理チェックリストにて管理開始
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財務部

■部⻑
■安井 智美

医薬品SPDの委託先を変更
スケジュールは下記の通り

総務部

■部⻑
■松田 久良

2022年新卒の採用実績が67名と昨年より減少したものの、
コロナ禍にも関わらず、オンライン面接やリクルートアプリなどの
非接触ツールを有効に活用した結果、例年並みの採用人数
を確保することができた。

■事業報告
① 全世代にやさしい人生100年時代プロジェクトを推進し、

7月に労使合意の下、昨年来検討していた定年制廃
⽌を実現した。また、それにともなう就業規則、給与規
程、退職⾦支給規程について改正を⾏った。

② 医師の働き方改革のため、時間外勤務等の実態把握
を進め、恵寿総合病院と恵寿⾦沢病院それぞれで労
働基準監督署から宿⽇直許可を受けた。

③ 生産性向上の観点から、非常勤医師の勤務集計を紙
ベースからデータベースに移⾏し、VBAにより自動で取り
込めるような仕組みを作り、運用した。

④ 総務独自のエクセルアドインを作成し、業務の効率化に
努めた。

⑤ オンラインによる年末調整システムを導入し、職員の利
便性の向上と総務課の負担軽減を果たした。

⑥ トークンを使用して、在宅勤務の仕組みを構築した。

■事業報告
① 医薬品SPDの契約期間満了に伴い、3社に提案いただ

き、委託先を変更した。移⾏作業を通じて各部署の業
務の5Sと移⾏マニュアル作成に繋がった。

② スクラブの更新に合わせて事務職にもスクラブを導入した。
看護師は⽇勤と夜勤でスクラブの色を変え勤務時間帯
を明確にする事で時間外業務削減にも繋がると考える。

③ 定年制廃⽌を伴う退職⾦規程の変更により、退職⾦
計算処理の⾒直しや制度変更に伴う退職⼀時⾦の管
理、退職給付引当⾦処理の変更などが発生した。

④ 財務部BCPの観点から経理課と資財課の業務ソフトを
クラウド化した。これにより、分散勤務・在宅勤務にもス
ムーズに対応する事が出来るが、次のステップとして紙の
証憑をデータ化する課題に早急に取り組む必要がある。

⑤ 業務スキルラダーの整備と資格要件の評価基準作成に
取り組んだ。これらを明確にする事で、スタッフが自分の
⽴ち位置を認識し、次のステップを意識し、自ら考え⾏
動する事で成⻑に繋がると考える。

⑥ インボイス制度や電⼦帳簿保存法の対応と人材育成を
目的に、財務部内横ぐしプロジェクトを実施した。チーム
で課題に取り組む事を通じて、自ら考え⾏動する⼒やコ
ミュニケーション能⼒の向上に繋げていきたい。

期間 内容

12月 作業項目抽出（資財課・委託先）

ガントチャート作成（委託先）

1月 SPD業務の現状把握（薬剤課・看護部・委託先）

請求業務の現状把握（委託先）

帳票類の現状把握（資財課・委託先）

2月 各種マスタの検討（資財課・委託先）

3月 各種マスタの設定（委託先）

体制移⾏（薬剤課・資財課・委託先）
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財務部 経理課

■課⻑
河合 隆志

業務スキルラダーver1構築・経理課DXの推進

■事業報告
① 経理課DXとして、RPA1業務稼働し、2業務作成中で

ある。また、在宅勤務体制を構築した。
③ 財務部内横ぐしプロジェクト（インボイス制度・材料費

分析）遂⾏。
④ インボイス制度開始に向けて、適格請求書発⾏事業者

登録完了。
⑤ 経理業務ソフトのクラウド化を遂⾏。

財務部 資財課

■課⻑
池岡 ⼀彦

スクラブをリニューアルした。
① 役職・資格取得により袖に鳩マーク
② 事務職のスクラブを導入
③ 本院看護師は、⽇勤・夜勤用で分ける2色制を導入

■事業報告
① スクラブをリニューアルし、廃棄スクラブはSDGsの視点で

燃料にした。
② 契約の⾒直し：本院・⾦沢病院の薬剤SPD企業、⾦

沢病院のごみ回収企業を変更した。
③ BCP：PPEの適正在庫数と管理方法を策定した。
④ BCP：資財課業務ソフトをクラウドへ移⾏した。
⑤ インボイス申請：財務部横ぐしプロジェクトにて実施した。

企画部

■常務理事 ■部⻑
■神野 厚美 ■進藤 浩美

広報誌「恵寿」を年4回発⾏し、患者・利用者・職員・地域
の方に向けて、董仙会の新しい機器・サービスについて情報
発信を⾏った。広報誌制作においては、Microsoft Teams
の共同編集機能を用いて業務効率化に取り組み、テレワー
ク体制を構築した。

■事業報告
① 2020年度の業績集を作成し、6月中旬に配布した。
② 地元の高校生に向けて、医療・介護の魅⼒を紹介する

イベント「医療へのいざない」をオンラインで開催した。3つ
の高校から合計76名の参加があった。

③ 大腸カメラ検査説明動画やカルテコ紹介動画、ミキサー
粥のレシピ作り方動画など、地域の方々への案内や健
康創出のための動画を作成し、YouTubeで公開した。

④ マスコミ向けのプレスリリースを年間で59回⾏い、新聞掲
載やテレビ放映を通じて、董仙会のPRに繋げた。

⑤ 国際医療福祉大学 高橋泰教授が主催する「DX塾」
において、DX活用の先進事例として紹介され、恵寿総
合病院で体験型の病院⾒学会を開催した。全国の病
院関係者43名の参加があり、仮想システムやリモートア
クセス、AI問診など、現場で体験を交えて紹介した。

⑥ 厚労省・観光庁の補助⾦事業「地域の医療の充実を
通した外国人受入れ推進のための体制構築支援事
業」に採択され、JTB⾦沢支店を中⼼とした地域観光
事業者・自治体などとともに、中国人向けの医療と観光
を組み合わせた滞在プランの作成に取り組んだ。PR活
動として、プランについて周知するためのランディングペー
ジとブランディング動画を作成し、2月より公開した。

鳩マーク数 役職
３個 理事⻑、理事⻑補佐、病院⻑、副院⻑、部⻑
２個 副部⻑、科⻑、センター⻑、副センター⻑、医⻑、課⻑、師⻑、事務⻑
１個 課⻑代理、師⻑代理、係⻑、係⻑代理、資格取得者
無印 その他

発⾏月 特集内容

4月 新PET‐CT導入、本院健診センター・恵寿⾦沢
病院人間ドックセンター紹介

5月 制服リニューアル、新任医師・新入職員紹介

10月 けいじゅフレイルドックスタート
フレイル予防について

1月 お産を支えるスペシャリスト
産科病棟の新サービス

業務スキル
ラダー構築

RPA導入・
テレワーク試⾏ 経理課DX
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情報部 情報管理課

■部⻑ ■課⻑
■進藤 浩美 小澤 竹夫

■事業報告
① 今年度はコロナ禍により会議やイベントが集合形式では

なく、TeamsやZoomを使ったオンライン形式が主流と
なった。インターネット回線の帯域不⾜のため、インター
ネットインフラの増強を⾏い、ストレスなくオンライン会議、
オンラインイベントを開催できる環境を構築した。

② 電⼦カルテサブシステムとして、被ばく線量管理システム
と感染管理システムを新規に導入した。

生活未来部 生活未来課

■部⻑ ■課⻑ ■常務理事 ■本部⻑
■安井 智美 梅田 信⼀■ 神野 厚美 ■ 進藤 浩美

■事業報告
① 職員宿舎管理チェックリストを作成して管理を始めた。
② 施設管理申請書を⾒直し、メールでの申請とした。進

捗管理やFM会議資料作成業務の簡素化を図った。
③ コロナ禍による物品納品の遅延、施設への⽴ち入り制

限等で未解決案件が55件残存している。
④ 新型コロナ感染防⽌のための環境整備業務を⾏った。
⑤ ベンリー本社を含めた収益改善ミーティングを毎月実施。

全施設
• オンライン会議・イベント環境構築
• 仮想システムサーバー再構築

本院

• 被ばく線量管理システム導入
• 感染管理システム導入
• RPA35導入
• オンライン用PC作成・各部署配布
• パソコン200台入替

本院･⾦沢・ローレル • オンライン資格確認システム導入

⼀本杉・みおや • シダックス給食システム導入

28
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事務管理統括部門
董仙会本部 委員会・プロジェクト

個人情報管理委員会

■委員⻑・個人情報保護管理者
■進藤 浩美

回答・解説付きGoogleアンケート研修実施 997名回答
10問のポイント
• 個人情報保護法とマイナンバー法の要点
• 個人情報と特定個人情報との違い
• 新型コロナウイルス感染患者の情報提供と同意
• 診療録の情報開示
• 学会・症例発表、匿名化と本人の同意

■事業報告
① 2021年6月17⽇董仙会個人情報管理委員会を実

施した。委員は各病院、クリニック、施設の理事である。
② Googleアンケート研修を997名に実施した。解説、回

答をつけてあっても間違った回答が⾒られた。特に新型
コロナウイルス感染での転院における同意について、

③ 7.6％が間違った回答だった。
③ セキュリティ診断を受けることとした。結果は来年度となる。

広報委員会

■委員⻑ ■常務理事
■進藤 浩美 神野 厚美

法人の広報活動について、情報収集・検討・実⾏した。

■事業報告
① 恵寿総合病院広報委員会が設⽴され、病院全体から

の情報収集体制が強化された。
② 新しく購入した機器や導入した事柄について、職員に

メール・ポータルサイト・広報誌・マンスリーレターなどの媒
体で周知するとともに、プレスリリースを作成しマスコミにも
情報発信した。

媒体 内容

製作物 広報誌、マンスリーレター、各種パンフレッ
ト・チラシ、HP、サイネージ、フラッグ、動画

外部メディア ラジオななお、プレスリリース
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TQM委員会

■委員⻑
■安井 智美

発表大会の開催⽇と各セッション優秀賞

■事業報告
① 昨年度に引き続きオンラインによる平⽇の分散開催とし、

感染予防以外のメリットとして、自部署からの発表者が
増え、移動時間の削減が図れた。デメリットは、参加人
数、時間を把握しづらく、職員が⼀堂に集まる「大会」ら
しい雰囲気を知らない職員が増えた。

② どのテーマも実施まで⾏くが、実施期間が短く、考察に至
らない傾向にあった。

けいじゅFM委員会

■委員⻑
■安井 智美

実施した補助⾦事業は下記の通りである。

■事業報告
① 患者、利用者に快適な空間を提供する為に修繕や改

修を計画するが、⻑引く新型コロナの影響により必要物
品の入荷が遅く、工事も遅れている。未完了案件は、
55件となった。実施した改修工事は、補助⾦事業を除
くと下記の通りである。

② ・ 本院：男⼥露天風呂跡改修
③ ・ 本院：3病棟2階シャワールーム改修

キャリアデザインプロジェクト

■委員⻑
■松田 久良

E‐learninng 12項目の講義を新規ないし修正をアップ
①董仙会概要 ⑦20代からの資産形成
②今期計画 ⑧コロナ対策
③中期計画 ⑨BCPエレベーター編
④組織規程 ⑩人生100年プロジェクト 60歳からの働き方
⑤倫理綱領 ⑪キャリアデザインプロジェクト
⑥服装規定 ⑫採用時オリエンテーション

■事業報告
① 過去の講義で修正の必要なものを選定し修正した。ま

た、「BCPエレベーター編」や「人生100年プロジェクト
60歳からの働き方」は新規に作成した。

② 定年廃⽌に伴い、シラバスを⾒直し、セカンドステージ正
職員向けや嘱託、パート向けの必須講座も選定した。

③ 20年研修において、オンラインでイタリア旅⾏を実施した。

福利厚生委員会

■委員⻑
■安井 智美

⻑引く新型コロナウイルス感染症の影響で、昨年度に引き続
き各種イベントが中⽌となった。

■事業報告
① 10月に確定拠出年⾦給付セミナーを総務課と共にオン

ライン（Zoom）開催した。今年度、定年制を廃⽌し、
より⼀層自分の退職⾦に興味を持ち、運用を⾏うため
の情報提供を考えていきたい。

② 12月大忘年会は、中⽌したが少しでも職員に楽しみを
届けるため「お楽しみ抽選」は実施した。

施設 内容
和光苑 省エネ（換気システム更新）
和光苑 介護基盤施設等整備（居室改修）
和光苑 地域介護福祉空間整備（非常用発電）
和光苑 ICT・IoT導入促進（⾒守りシステム導入）
鶴友苑 ICT・IoT導入促進（⾒守りシステム導入）
鳩ヶ丘 ICT・IoT導入促進（⾒守りシステム導入）
ほのぼの ICT・IoT導入促進（⾒守りシステム導入）

主な中⽌イベント

けいじゅヘルスケアシステム大忘年会
七尾港まつり総踊り
ボーリング大会
ソフトバレーボール大会
ストレッチ教室

2021年10月19⽇（火）、20⽇（水）、10月21⽇（木）
1⽇目 本院 看護部（血液浄化センター・5東・5⻄・6東・6⻄）
2⽇目 本院 医療福祉相談課、看護部
3⽇目 いこい

2022年3月9⽇（水）、14⽇（月）
セッション1 恵寿鳩ヶ丘
セッション2 本院 看護部（4東・4⻄）、リハビリテーションセンター

セッション3 本院 看護部（訪問看護、外来、入院支援看護師）
医療秘書課、医事課
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給食戦略プロジェクト

■リーダー ■副リーダー
■神野 厚美 進藤 浩美

■事業報告
① 質：アレルギー食について、ヒヤリハットがあったため、

マニュアルを再確認、再教育指示をした。
② SDGs：シダックス職員と勉強会を実施した。
③ SDGs「水を守る」：法人内の厨房職員トイレに消音ア

ラームを設置、手洗いの自動水洗未設置場所を整備。
④ SDGs「食を守る」：コロナ禍の生産者支援もあり、新

米時期を終えた後、限定的に古米を使用した。

健康委員会

■委員⻑
■松田 久良

健康経営優良法人2022（大規模法人部門、ホワイト
500）に申請して、5年連続認定を受けた。

■事業報告
① けいじゅ健康保険組合とコラボ、未病予防対策として特

定保健指導実施率アップに注⼒し、アプリ「MIEL」を導
入した。その結果実施率は45.3%（昨年度実績
14.3%）と31ポイント上昇した。

② 高齢者雇用対策として、55歳以上の骨密度検査を追
加した。

クリーン＆5Sプロジェクト

■リーダー ■副リーダー
■神野 厚美 進藤 浩美

5月30⽇ ゴミゼロデー、ポイントつくり1ヶ月集中月間を実施

■事業報告
① オリックス様に介護事業所とベンリーに清掃教室を依頼。
② 5Sプロジェクトでは、介護事業所の廊下の掲示物をす

べて撤去し、ルール作成し、掲示物の数を減らし、リ
ニューアルした。また、入所セットの保管場所で、定数・
定位置での5Sに取り組んだ。

③ 感染防⽌のための消毒清掃、消毒後状態の⾒える化
方法の情報共有を実施した。

病院・施設委員会

■委員⻑
■吉田 茂和

委員会で情報共有した主な内容

■事業報告
① 各施設の感染予防対策などの情報共有
② 変異株（オミクロン株など）の出現による、感染状況や

その傾向・特徴などを共有し、感染予防対策についても
情報共有した。

② 救急救命士による、施設間 搬送支援の周知
③ 本年度より、病院から施設への搬送について救急救命

士に活躍してもらう件について情報共有・周知を⾏った。

1 病院と各施設の稼働状況と、患者・利用者の動向

2 刻々と変化する新型コロナウイルスの最新状況とその対応

3 Foot活プロジェクトの進捗

4 新設「ノーリフトマイスター研修」の開催

5 介護ロボットの導入とその使用状況

食の⾒直し

本院、産科 提供曜⽇設定、市内飲食店テイクアウト
追加、新デザートの導入

本院、⾦沢病院 うなぎを増量本院235食を提供、残食0名
⾦沢56食提供、残食7名

⼀本杉、みおや 生産性向上を目標に、
デリカ食材提供を開始

1 収納場所をつくろう

2

物品・倉庫を⾒直そう

方法１ もったいないおばさんとさよならし、迷ったら捨てる
方法２ いつか使うかも…は手放す
方法３ 2年触っていないものは、⾒直す、⾒極める

3 廊下に物を置かない
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リクルートプロジェクト

■リーダー
■松田 久良

新たにアシストクルーの採用を開始した。

■事業報告
① 採用困難な職種については、働き方を⾒直し、仕事内

容を細分化して業務ごとにアシストクルーとして募集した。
② 新卒採用については、昨年同様オンラインやWeb管理

により、オンタイムでの対応強化した。
③ 内定者の集いでは、内容を⼀部アウトソーシングし、内

容の充実と職員の負担軽減を図った。

地球温暖化対策推進プロジェクト

■リーダー
■森下 毅

法人全体でエネルギー消費が増加しているが、重油の使用
量の減少によりCO2排出量は減少傾向である。

■事業報告
① 夏期・冬期において、各部署チャレンジ目標を⽴て、省

エネ対策に取り組んだ。
② 猛暑の影響と、発熱外来棟（プレハブ）の稼働により

電気使用量は増加した。
③ 冷暖房装置を旧式のファンコイルからエアコンシステムに

転換を進め、重油の使用量が減少している。CO2削減
に寄与。

外国人職員受け入れプロジェクト

■リーダー
■松田 久良

ターゲットを明確にし、エージェントも厳選し戦略的に活動した。

■事業報告
① 外国人技能実習生第2陣の受け入れ態勢を整え、

2022年6月に5名のインドネシア技能実習生を受け入
れ可能となった。

② ⼀方でベトナム・ダナン大学の留学生受け入れ計画及
び特定技能転職組獲得も並⾏して遂⾏した。また、コ
ロンビア人も採用し、董仙会における多様化を推進した。

BCMプロジェクト

■リーダー
■松田 久良

「⼀時（緊急）避難所」施設使用に関する協定の締結
2022年3月22⽇、自然災害発生等の緊急時に備えて、茶
⾕義隆七尾市⻑⽴会の下、御祓地域づくり協議会及び近
隣4町会と間において「⼀時（緊急）避難所」施設使用に
関する協定の締結した。

■事業報告
① 恵寿総合病院の停電時のエレベーター使用について、

E‐learningにまとめ、オンライン研修としてインターネット
にアップし、職員に周知確認を⾏った。

② Teamsを使用して、「緊急事態報告」チームを⽴ち上
げ、運用開始した。ビジュアルによる報告が可能となり、
災害時の現状把握が向上した。

③ ALSOK緊急メール練習を4回実施した。

ターゲット エージェント 対象国

看護師 IMS・GTPネット 中国

技能実習生 グローバルネット、
ユニグループ

インドネシア

留学生 菅沼グループ ベトナムダナン大学

特定技能転職 マイナビグローバル ベトナム、ミャンマー
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■2021年度のトピックス

恵寿総合病院

医療事業統括部門
恵寿総合病院

■病院⻑
■鎌田 徹

新型コロナウイルス感染症への対応が最大の課題であった。
第4波の5月、第5波の8月、第6波の1月と新型コロナの入
院患者が多く、第4・5波では⽐較的若年者、第6波では高
齢者の入院割合が高かった。当院でクラスターが発生した10
月以降の3か月間は病棟稼働率が低率であった。ほとんどの
期間で全館面会禁止を継続した。

■事業報告
① 新型コロナ対応について
② 感染症協⼒医療機関や診療・検査医療機関としての

入院及び外来業務、約1.2万回のワクチン接種などの
新型コロナ対応を⾏った。

② 入院・外来について
③ 重要な入院指標である病床稼働率、平均在院日数、

看護必要度はそれぞれ81.8％、15.3日、29.0％で
あった。その他救急⾞受入台数、入院患者数、全身麻
酔件数は1,474台、5,694人、801件と前年をわずか
に上回った。また、地域包括ケア病棟、回復期リハビリ
テーション病棟、障害者病棟の稼働率はそれぞれ
81.7％、90.3％、98.8％であった。 紹介率・逆紹介
率はそれぞれ82.8％、90.3％であった。地域医療⽀
援病院として能登地域の他医療機関で当院の眼科、
脳外科、糖尿病、循環器疾患などの専門医が今年度
も診療を継続した。

③ 教育・業務改善について
④ 看護師特定⾏為研修、救急事例検討会、初期研修

医及び専攻医の臨床研修などを継続し、オンライン診
療・アシストクルーの採用・入退院管理センター設置・フ
レイルドック・RPAなどの新たな仕組みを導入した。
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■2021年度のトピックス■2021年度のトピックス

第2章 法人方針・事業報告（恵寿総合病院）

消化器外科

■所属医師
■佐藤 就厚、髙井 優輝、久野 貴宏、真智 涼介

⼿術の抑制を強いられた昨年度と⽐べて⼿術件数は増加と
はならなかったが、緊急⼿術は年々増加している。

■事業報告
① 侵襲性の低い腹腔鏡下⼿術を積極的に取り入れてい

る。2021年度は、目標件数（180件）をやや下回る
176件となったが、前年度件数を維持している。

② 化学・分⼦標的療法件数が増加している。前年度⽐で
10％増加の300件であった。

③ 消化器外科医業総収入（外来・入院）目標の93％
で未達成となった。入院収入は前年同等（単価は
110 ％ ） で あ る が 、 外 来 収 入 は 96 ％ （ 単 価 は
99％）となった。

④ 乳腺領域を含む外科としての紹介件数は増加傾向に
ある（2020年度：292件→2021年度：339件）。
引き続き、地域医療機関からの紹介についてもスムーズ
な対応を継続していく。

診療部

■診療部⻑ ■副部⻑
■山﨑 雅英 森永 敏生（医局⻑）、⻄澤 永晃、

伊達岡 要

新型コロナウイルス感染症流⾏禍の中、通常診療に加えて、
全診療科で協⼒し発熱外来・ワクチン接種などを⾏った。地
域医療⽀援病院として、連携医療施設への速やかな返書
作成、逆紹介の推進を継続して実施している。

■事業報告
① 新型コロナウイルス感染流⾏禍の中、発熱外来を開設

し、また入院時の抗原定量検査・胸部CTを実施するこ
とで院内への新型コロナ感染症の持ち込みを未然に防
いだ。

② 全診療科で協⼒して高齢者、基礎疾患を有する方、
小児に対する新型コロナワクチン接種を⾏った。

③ 石川県・能登中部保健所の依頼のもと、新型コロナ陽
性患者の入院受け入れ、オンライン診療・処方、濃厚
接触者検査を積極的に実施した。

④ 地域医療⽀援病院として、紹介患者の受け入れ、72
時間以内の返書作成、逆紹介・二人主治医制を推進
した。

⑤ 新入院患者数、延べ在院患者数、外来患者数は新
型コロナ感染症発生前（2019年度）には及ばないも
のの、2020年度を上回り、2019年度に近い⽔準に回
復しつつある。

⑥ 新入院患者数：6,391→5,678→5,694人
⑦ 在院患者数：136,954→127,185→127,145人
⑧ 外来患者数：191,824→174,126→177,831人
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■2021年度のトピックス■2021年度のトピックス

内科

■所属医師
■山﨑 雅英、宮本 正治、山村 健太、岡田 圭⼀郎、宮⽵ 敦彦、藤井 愛、

■豊田 洋平、貫井 友貴、野村 俊⼀、松田 雄斗、本江 真人、村 宏樹

内科医師を中心に、発熱外来診療、濃厚接触者検査陽性
者への結果報告・オンライン診療・処方、入院患者の受け入
れを⾏った。糖尿病患者などを中心にオンライン診療を推進し
た。連携医療機関の紹介患者受け入れ、逆紹介を積極的
に実施した。

■事業報告
① 内科系医師が中心となり、発熱外来診療、濃厚接触

者検査陽性者への電話報告・オンライン診療・処方、
入院対応（98名）を⾏った。

② 糖尿病患者に対するオンライン診療を積極的に実施し、
第246回日本内科学会北陸地方会で発表した。

③ ⾦沢大学（呼吸器内科、血液内科）、⾦沢医科大
学（腎臓内科、内分泌代謝内科、リウマチ膠原病内
科）の専門医の外勤を継続し、より質の高い診療を⾏
うとともに、病病連携を綿密に⾏った。この⼀例として、
当院患者につき、⾦沢大学附属病院血液内科にて造
血幹細胞移植3名、北陸地方第1例目のCAR-T療法
（キメラ抗原受容体（CAR）T細胞療法）を実施す
ることができた。

④ 連携医療機関からの紹介患者診療・速やかな返書作
成、逆紹介（二人主治医制）を進めた。

⑤ その結果、新型コロナ感染流⾏前の2019年度（流⾏
後の2020年度）と⽐較して、外来総患者数98.0%
（113.4％）、新患患者数 77.2％（135.6%）、
新入院患者数 86.1％（103.3％）、延べ在院数
86.1％（103.3％）89.6％（105.5％）まで回復
してきている。

乳腺外科

■所属医師
■鎌田 徹

2016年度から乳腺外科を専門科として独⽴し、評判向上
と充実を図ってきた。乳がん⼿術例は昨年度38例、本年度
は47例と過去最高であった。抗がん剤治療の適応判断のた
めのオンコタイプDX（遺伝⼦検査）の導入や種々の抗がん
剤適応の有無に必要なコンパニオン診断検査を積極的に導
入している。

■事業報告
① 乳がんの診療の充実化
② 昨年度に⽐較し、乳がん⼿術件数・外来化学療法・放

射線治療件数ともに増加し、当院乳腺外科が周知さ
れていると考えている。前述の種々の遺伝⼦検査を⾏う
ことで、抗がん剤治療の適応の判断や最新の抗がん剤
治療を積極的に導入している。⼥性放射線技師はマン
モグラフィー撮影に加え、ドック乳房超音波検査も経験
を積んできており、ドック超音波の精度が高まっている。

② Web講習会への積極参加
③ 今年度は⾃身の学会発表は⾏わなかったが、オンライン

による様々な講演会を七尾でオンライン聴取でき、有用
であった。また能登地域での医療従事者向けのオンライ
ン講演会を主催した。

③ その他
④ 再診患者はもちろん初診・紹介患者も予約を⾏うことで、

利便性を図っている。また紹介患者でなくても、かかりつ
け医がいれば、積極的に診療情報を提供している。今
後も診療体制を充実し、最新の知⾒・治療にも対応し、
能登の地域で信頼されるように精進していきたい。
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第2章 法人方針・事業報告（恵寿総合病院）

心臓血管外科

■所属医師
■⻄澤 永晃、中嶋 和恵

奥能登及び中能登地域への診療⽀援として、現在5施設で、
心臓血管疾患を中心に出張外来を継続している。例年に⽐
べ⼿術件数は減少したが、透析関連⼿術は増加している。
心臓大血管・末梢動静脈疾患・透析関連における⼿術を
継続して⾏っている。

■事業報告
① 能登地域での講演会は中断したが、オンラインによるハ

イブリッド学会やWeb講演会という形で開催・参加し、
最新の知⾒を得ることができた。再度、循環器内科と合
同で、中能登・奥能登地域の医療機関と連携を深める
ため、継続的にWebを含めた形で市⺠公開セミナー及
び連携医療機関での講演会を⾏う。2019年に開始し
た産業医との協⼒による⼀般事業所への講演会が中
断したが、今後Web講演会という形も考慮して、再開
する。

② 外来新患数・新入院数は、2019年に⽐べると少ない
が、前年2020年より回復傾向である、紹介件数の
30％が出張外来施設であることを考量し、継続する必
要がある。

③ 高齢化率の上昇と共にここ数年で重症例の⽐率が多く
なってきている。重症下肢虚血の外科治療として、
2021年度は新たに下腿末梢へのバイパス⼿術を開始
した。透析関連⼿術は増加傾向である。静脈瘤⼿術
では、レーザー治療の中心は大伏在静脈であったが、
今後、小伏在静脈や副伏在静脈や静脈瘤そのものへ
のレーザー治療を⾏う予定である。

消化器内科

■所属医師
■守護 晴彦、神野 正隆、藤原 秀、早川 希

大腸ポリープの内視鏡的ポリープ切除術について注⼒し、処
置件数の増加に加えて、⼀昨年前までは日帰りも可としてい
たが昨年より原則⼀泊入院へと変更し、入院数を増加させた。
奥能登からの紹介件数が減少したことで、ある程度の重症度
の入院患者数が減少し、在院日数や処置点数の減少に影
響した。早期退院を心掛けていたが、DPC日数を確認しなが
ら退院調整を⾏うように変更した。

■事業報告
① 大腸ポリープの内視鏡的ポリープ切除術について注⼒し、

治療対象を広げて処置件数を増加させた。⼀昨年前ま
では日帰りも可としていたが、昨年より原則⼀泊入院へ
と変更した。

② 新規クリニカルパスの作成および既存クリニカルパスの⾒
直しを⾏い、パス利用率が直近でほぼ100％となり、治
療の標準化・効率化と医師・看護師・メディカルスタッフ
の業務負担軽減に寄与した（前年のパス利用率は
30％程度だった）。

③ ガイドワイヤーなどの処置デバイスを変更し、コストカットを
促進した。

④ ⼿技と診療報酬を検討し、質向上と収益増を図った。
（ex. 内視鏡的乳頭切開術＋内視鏡的砕石術）

⑤ 平均在院日数が短くなる傾向があったため、入院患者
は病状の様⼦をみて平均在院日数をDPC期間２満了
を目標として退院調整を⾏った。
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■2021年度のトピックス■2021年度のトピックス

脳神経外科

■所属医師
■岡田 由恵、東 壮太郎

脳神経内科の体制が変更となったため、2021年度からは、
脳神経関係の救急症例については、ほぼ全て、セカンドコー
ルとして対応している。

■事業報告
① 2021年度実績
② 新入院患者数：193人
③ 延べ在院患者数：17,224人
④ （1日平均47人の入院患者）
⑤ ⼿術件数：10件（慢性硬膜下血腫10例）
⑥ tPA症例：延べ10（うち脳神経内科2例）
② 入院患者数は50人前後を推移している。
③ 他病院からの、回復期リハビリ病棟への適応が厳しい症

例の受け入れにも対応している。
④ 毎週木曜にハイケアユニットにて、ストロークユニットフィル

ムカンファレンスを⾏っている。医師、看護師、リハビリ療
法士、研修医等の多職種で、症例の病態の理解を深
め、情報を共有するとともに、画像を読影する⼒を深め
るために役⽴てている。

⑤ 緊急⼿術が必要な症例に関しては、能登総合病院、
⾦沢大学、県⽴中央病院等と連携し、迅速に対応で
きる体制となっている。

⑥ 脳腫瘍等、高度な治療が必要な症例に関しては⾦沢
大学と連携して対応している。

循環器内科

■所属医師
■宝達 明彦、寺田 和始、新庄 祐介

PCI件数は堅調に推移している。

■事業報告
① カテーテルアブレーション、リードレスペースメーカー、

Rotablatorなどここ数年で導入した治療も継続的に
⾏っている。また今年度はOFDIを導入し、Rotablator
と合わせて石灰化病変のよりよい治療が⾏えるように
なった。

② 珠洲市総合病院での出張外来を継続して⾏っており、
またオンラインではあるが講演会も再開した。これまで通
り奥能登の医療機関との連携を図り、能登地区におい
て専門的治療を⾏うハートセンターとしての役割を担って
いく。

③ 急なDrの休みでも科として診療を維持することができ、
循環器内科としての堅牢性を⽰すことができた。今後の
働き方改革に活かしていきたい。
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第2章 法人方針・事業報告（恵寿総合病院）

整形外科

■所属医師
■森永 敏生、阿部 健作、河合 慈

⼿術では、昨年同様、変形性膝関節症に対する人工関節
置換術、骨切り術、関節鏡視下⼿術に⼒を入れた。⼀昨年
と⽐較して⼿術件数は少なかったが、⼿術時間は累計で約
100時間も⻑く、1件あたりに換算すると29分⻑いという結果
となった。これは⼿技が複雑で難易度の高い⼿術が多かった
結果と考える。

■事業報告
① 外来売り上げは、昨年⽐3.0%減、⼀昨年⽐6.4%減

であった。新患数の減少が最大の原因と考える。⼀方で
入院売り上げは、昨年⽐9.1%増、⼀昨年⽐4.0%増
であった。新入院数の増加と、単価の高い大きな⼿術に
積極的に取り組んだ成果であると考える。総売り上げは、
昨年⽐7.6%増であり、コロナ禍前である⼀昨年度と⽐
較しても2.7%増収との結果となった。

② 毎朝医師3人でカンファレンスを実施、また週に1回は看
護師、PT、OT、MSWと合同カンファレンスを実施してい
る。患者の情報をチームで共有するとともに、良質で適
切な治療を提供できるように努⼒した。

③ 前年度に引き続き、骨粗鬆症リエゾンチームで活動を
⾏った。次年度より、この二次骨折予防活動に対して
保険点数が加算されることもあり、リエゾン活動をさらに
充実させたい。さらに大腿骨近位部骨折のみならず、他
部位の脆弱性骨折患者にも対象を拡大し、二次骨折
予防に努めたい。

脳神経内科

■所属医師
池田 篤平

前医の退職により新体制となった。再診患者の逆紹介を進
め初診患者や紹介患者の受け入れ枠を確保するよう努めた。

■事業報告
① 外来患者数は、初診が前年⽐30%増加。再診も含め

た総患者数で４％の増加となった。逆紹介を積極的に
進めることで初診患者の受診機会を増やすように努めた。

② 新入院患者数は30％の減少。
③ 入院単価は3%増加した。
③ 新しく遺伝⼦検査を実施すべく体制を整えた。脊髄性

筋委縮症、急性発症ジストニア・パーキソニズム、遺伝
性脊髄小脳変性症、脆弱Ｘ症候群、球脊髄性委縮
症に対する遺伝学的検査が可能である。

④ ⾦沢大学脳神経内科による、能登ロスマリン酸認知症
予防プロジェクト検診も継続した。
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第2章 法人方針・事業報告（恵寿総合病院）

■2021年度のトピックス■2021年度のトピックス

家庭医療科

■所属医師
■吉岡 哲也、伊達岡 要

• 延べ在院患者数：5,770人（前年⽐：97.5％）
• 外来患者数：9,584人（前年⽐：108.6％）
• ⼀日当たりの外来患者数：39人
• （前年⽐：108.3％）

■事業報告
① 外来患者数は、9,584人で、前年（8,713人）より

8.6％増加した。⼀日当たりの外来患者数は、39人で、
前年（36人）より8.3％増加した。

② 延べ在院患者数は、5,770人で、前年（5,918人）
より2.5％減少した。新入院患者数は、168人で、前
年（151人）より11.2％増加した。

② ⼀般病棟での主な入院疾患は、誤嚥性肺炎やその他
肺炎、腎臓⼜は尿路の感染症、敗血症、胆管結石、
胆管炎、胸椎、腰椎以下骨折損傷、脊椎骨粗鬆症、
脳梗塞、睡眠時無呼吸、前庭機能障害であった。

③ 地域包括ケア病棟での主な入院疾患は、⼀般病棟同
様、誤嚥性肺炎やその他肺炎、腎臓⼜は尿路の感染
症、敗血症などのほか、認知症や脳卒中の続発症、心
不全、高血圧性疾患など慢性的疾患が多く⾒られた。

産婦人科

■所属医師
■新井 隆成、安田 豊、宮田 康⼀、尾山 量⼦、高多 佑佳、
■寺林 博之、網師本 健佑、佐藤 友美、小川 真幸

2019年度と⽐較して、産婦人科収益はこの2年間横ばいで
あり、コロナ禍は産婦人科収益全体に大きな影響を及ぼして
いない。特に婦人科主要三⼿術を中心にした診療の安定的
な収益が好結果に結びついている。

■事業報告
① 入院収益 DPC収益上位項目の傾向に大きな変動は

認められない。上記婦人科主要三⼿術以外の婦人科
⼿術として、⼦宮がん検診の要精査率にも関係する⼦
宮頸部切除術や⼦宮悪性腫瘍⼿術数も増加傾向に
ある。

② 外来収益 外来収益の減少傾向、外来単価の増加
傾向は昨年同様の結果である。MRI検査数、⼦宮内
膜生検検査数など婦人科外来精査数も減少している
ので、今後の課題である。⼦宮がん検診要精査率が、
他院での精査を含め2021年度は減少しており、コロナ
禍の影響が疑われる。受診再勧誘が重要な課題である
ので、「婦人科健心コール」サービスを広報を含め強化
する案を前進させたい。
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■2021年度のトピックス■2021年度のトピックス

第2章 法人方針・事業報告（恵寿総合病院）

眼科

■所属医師
■馬渡 嘉郎

紹介、逆紹介件数ともに昨年度より件数が増加した。
他の医療機関との連携を大事にしている。

■事業報告
① 他の医療機関の先生方の期待に沿えるよう最新の知

⾒に基づいた治療の選択枝を患者様に提供できるよう
に努⼒したい。

② 白内障を中心に硝⼦体、眼瞼、緑内障の⼿術を提供
している。ご高齢の方に耐えうる低侵襲の最新の⼿技を
心掛けている。

③ 外来診療では特に緑内障の薬物治療の方法論にこだ
わり、患者様の負担にならない投薬、通院の仕方を提
供できたらよいと考えている。

④ 働き方改革に留意した仕事の進め方に注⼒したい。

小児科

■所属医師
■柳瀬 卓也、中谷 茂和、清⽔ ⼀秀

小児科では2021年9月以降、コロナ禍の影響もあり、2020
年度に⽐し、小児発熱外来を受診する新患者数が増加して
いる。また、2022年3月より5歳〜11歳の小児コロナワクチン
接種を毎週1回開始している。

■事業報告
① 2021年度、小児科は常勤医師3名（1名は鳥屋診

療所兼務）で、⼀般小児診療を⾏っている。
② ⾦沢大学・⾦沢医科大学からの小児専門医の派遣に

より、定期的な循環器、内分泌、神経、免疫アレルギー
の小児専門外来体制をとっている。

③ コロナ感染症患者の増加に伴って、小児感染の患者は、
当院敷地内にある発熱外来棟にて、コロナ対応に準じ
て診療を⾏うシステムに体制変更した。

④ 夜間診療は、毎週⽔曜、⾦曜の18時〜24時まで⾏っ
ている。また、輪番制により定期的に休日診療に参加し
地域医療に貢献している。

⑤ 外来診療では不⼗分な患者に対しては、入院による診
療を⾏っている。重症症例については大学病院などの高
次医療機関と連携している。

⑥ 産科との連携で、分娩時の異常にも対応すべく24時間
体制をとっている。

⑦ 2022年3月より、5歳〜11歳の新型コロナワクチン接
種を開始している。
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■2021年度のトピックス■2021年度のトピックス

麻酔科

■所属医師
■⻑谷川 公⼀、櫛田 康彦

コロナ禍で分娩数が低下する中、今まで産科と協⼒して⾏っ
てきた無痛分娩が前年度⽐で40％増加した。
① 無痛分娩取扱数 45件（前年度32件）
② 分娩数 203件（前年度218件）
③ 無痛分娩/経膣分娩 19％（前年度12％）

■事業報告
① 麻酔科管理件数
② 前年度とほぼ同数であったが、コロナ禍前の⼀昨年前と

の⽐較では15％減少している。
② 総麻酔時間
③ 前年度より3％増加した。内視鏡⼿術など高度で⻑時

間の⼿術に対応できている。
③ 緊急⼿術割合
④ 32％と高い割合を維持している。2名の麻酔科医を有

効に配置し、緊急⼿術に対応した。また、夜間休日の
拘束体制を維持した。

④ 無痛分娩取扱数
⑤ 前年度⽐40％と大幅に増加し、総分娩数の19％を占

めるようになった。他院からの紹介や遠方よりの受診も⾒
受けられるようになった。今後も⺟体管理体制を整え安
全性と質を高め、より潜在的ニーズを拾い上げ、当院の
分娩数の増加につなげたい。

⑤ 緩和ケアチーム対応患者数
⑥ 前年度⽐60％と大幅に増加した。これからも、多職種

や在宅医療と協⼒しながら、患者さんが少しでも満足で
きるよう質の高い対応をしていく。

耳鼻咽喉科

■所属医師
■山田 和宏

⼿術件数（外来小⼿術を除く）は前年度と同等の件数で
あった。

■事業報告
① 2021年度実績
② 外来患者数：5,240名
③ 初診患者数：376名
④ 新入院患者数：72名
⑤ ⼿術件数：118件
③ 紹介件数が増加した。
④ 2019:204件→2020:189件→2021:214件
④ アレルギー性鼻炎の患者様に対し、内服薬や点鼻薬と

いった保存的治療以外に、外来日帰り⼿術の下甲介
粘膜焼灼術（アルゴンプラズマ凝固）も提案し、治療
の選択の幅を広げている。

⑤ わかりづらい耳鼻咽喉科の疾患について、患者さんに⼗
分に理解していただけるよう、耳・鼻・咽喉頭の解剖の
図や模型を用いるなどして丁寧な説明を心掛けた。

⑥ 引き続き、院内他科や各部署、⾦沢大学附属病院耳
鼻咽喉科などの高次医療機関と連携をはかり、安全で
適切な医療を提供するよう努めたい。
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■2021年度のトピックス■2021年度のトピックス

第2章 法人方針・事業報告（恵寿総合病院）

リハビリテーション科

■所属医師
■川北 慎⼀郎、平井 文彦、伊達岡 要

麻痺後の上下肢痙縮治療としてボツリヌス注射を積極的に
実施してきた。年々使用本数は増加しているが、2年前から
は慢性期に開始されていたボツリヌス注射を回復期リハ時か
ら開始するようになり、ボツリヌス治療患者数およびボツリヌス
注射使用数が増加している。2021年度は1年間に約500
本の治療本数を使用した。

■事業報告
① 外科⼿術患者や癌入院患者に加え、ICU入室患者に

も積極的にリハの必要性を啓蒙し、入院患者のリハ実
施率はついに70％台となった。

② 回復期リハ病棟への転院患者は65例と維持された。ま
た、回復期リハ病棟入室者のADL実績指数は50以上、
⾃宅復帰率は80％以上、重症者の改善率も70％以
上と全国的にも上位となる実績を維持できた。

③ フレイルドック開始のためのチームを⽴ち上げ、勉強会後
全国でも初となる10職種による検診と指導を含む独⾃
のフレイルドックを開始した。現在までに12例の患者を受
け入れ、今後新しいオプションも追加する予定である。

④ 認知症入院患者のうちBPSDで病棟でのケアに難渋し
た患者に対して、認知症ケアチームとして看護師、作業
療法士と毎週2〜3名の回診を⾏いサポートした。

⑤ 訪問リハの必要性が高まっているが、コロナ禍で急性期
や回復期病棟退院後の関与数はやや減少した。

⑥ コロナ禍でWEB参加が主流になってきたが、学会発表
や論文作成、講演活動数はやや増加した。

皮膚科

■所属医師
■坂田 祐⼀

院内対診に積極的に関わることを目指している。創傷に対す
る縫合などの応急処置、蕁麻疹・薬疹に対する治療や原因
検索、蜂窩織炎などの感染対策、足白癬・カンジダ症等の
皮膚真菌症の治療、⽖切りや鶏眼・胼胝腫削りなどに対応
している。特定⾏為研修修了看護師との共同での褥瘡治療
を⾏っている。

■事業報告
① 通常の外来診療に加え、入院患者における皮膚科対

診も積極的に対応した。
② 褥瘡治療に関して、外科的な高度な処置が必要な患

者は形成外科医師に依頼、その他の患者は特定⾏為
看護師とともに積極的なデブリドマンを⾏った。

③ 真菌認定専門医であることを活かした白癬治療をより
積極的に進めた。

④ 蕁麻疹患者のコントロール評価に用いるUCT score、
アトピー性皮膚炎の現状を評価するPOEMを用い、患
者と情報を共有しながらの治療を⾏った。

⑤ 患者満足度を意識した診療を心がけた。
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第2章 法人方針・事業報告（恵寿総合病院）

■2021年度のトピックス■2021年度のトピックス

救急救命科

■所属医師
■米田 高宏

救急⾞搬入患者数はコロナ禍以前までとはいかないが復調
の兆しである。医療秘書課と協⼒している逆紹介の件数が
順調に伸びている。後日専門外来受診のために患者に渡し
ている再診案内用紙の回収数が93％と前年よりも更に高値
を⽰しており、「救急外来から専門外来へ」の取組みが実を
結んできている。

■事業報告
① 救急搬送患者数は1,500人弱と増加した。
② 救急外来受診数はコロナ禍以前には及ばないが昨年よ

り増加し8,000人台となった。
③ 救急搬入患者の年間入院数は888人と前年度よりも

増加した。入院率は60%を超えている。
④ 救急医学会専門医、麻酔科学会専門医を更新できて

いる。
⑤ 救急⾞受け入れ不能件数は年間7件と月あたり１件

未満である。
⑥ CT・MRIの読影レポート結果確認率100%であり、さら

に必要に応じて患者に報告し受診を促したり、入院・外
来主治医に直接届くような仕組みを継続できている。

⑦ 研修医のER研修は継続して⼒を入れている。
⑧ 救急部への紹介患者は137例だった。
⑨ 逆紹介件数は医療秘書課と連携して順調に数を伸ば

して350となった。
⑩ 返書作成日数は1.11日と3日以内を守っている。
⑪ 「普段かかりつけ医、時々恵寿総合病院」というイメージ

で各医療機関との連携をすすめている。

放射線科

■所属医師
■角 弘諭

放射線科医によるIVR（血管塞栓術・TACE・胆管ステント
留置等）やCTガイド下生検、CTガイド下ドレナージの⼿技
が大幅に増加した。

■事業報告
Covid19感染による肺炎除外目的で入院時に撮影する胸
部CT件数が増加。それに伴い読影件数も増加した。
① 腹部血管塞栓術件数：46件（前年⽐176.9%）
② CTガイド下生検、CTガイド下ドレナージ件数：49件

（前年⽐233.3%）
③ CT件数：18,075件（前年⽐119.3%）
④ MRI件数：4,358件（前年⽐100.4%）
⑤ マンモグラフィ件数：2,822件（前年⽐108.8%）
⑥ 骨塩量測定件数：933件（前年⽐111.1%）
⑦ 健診胃透視件数：800件（前年⽐79.1%）
⑧ 共同利用件数（CT/MRI/PET-CT）：333件

（前年⽐99.4%）
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■2021年度のトピックス■2021年度のトピックス
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■2021年度のトピックス

緩和ケア科

■所属医師
■櫛田 康彦

⾦曜日ごとの症例検討会、2ヶ月ごとの委員会開催を継続
（委員会はZoomを用いたハイブリッド開催）
緩和医療科での入院を可能とし、2名の⾒取りを受け入れた。

■事業報告
① 耐え難い苦痛を訴える患者さんに対して、緩和ケアチー

ムが作成した鎮静におけるフローチャートを用いた。鎮静
開始時には説明同意書に署名していただいた。

② 深部静脈血栓を有する患者さんへのリハビリ対応プロト
コールを確認した。

形成外科

コロナ感染症の感染拡大の影響を受けて、外来休診とせざる
を得ない期間があった。外来患者数は減少傾向となった。

■事業報告
① 常勤医が不在の中、⾦沢医科大学からの派遣医により、

外来診療を継続した。
② 外来⼿術が主であり、件数は前年⽐で11%の減少で

あった。
③ ⼿術内容は、創傷処理、皮膚、皮下腫瘍摘出術が大

半を占めた。

泌尿器科

■所属医師
■川村 研二

コロナ感染症の拡大時には、⾦沢医科大学からの派遣が停
止となったが、オンライン診療システムを使用することで、予定
の診察・検査・処方を実施することができた。

■事業報告
① 常勤医師が不在となる期間が発生したが、⾦沢医科大

学の協⼒のもと外来診療体制を確保できた。
② コロナ感染症の感染拡大の影響を受けて、外来休診と

せざるを得ない期間があった。外来患者数は減少傾向
となった。
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看護部

■看護部⻑
■本橋 敏美

① 看護師特定⾏為研修修了者7名（在籍者数26名)
② 特定⾏為実施件数：401件／年
③ 抗がん剤投与実践研修修了8名（在籍者数54名）
④ RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）を活用し、

作業の時間の短縮と業務改善
⑤ 本館4階⻄病棟にコロナ感染症患者 114名入院

① RPA（ロボティック・プロセス・オートメーション）の活用に
より情報収集時間の短縮を図り、DXを促進した。

② ＜2021年度に導入したRPA＞
③ ・病棟マップと情報の組み合わせ
④ 排便状況・緩下剤使用・ブレーデンスケール・酸素
⑤ デバイス・酸素流量・SPO2・フォールリスクスケール
⑥ ・重症度、医療・看護必要度B項目データ（病棟別）
⑦ ・重症度、医療・看護必要度EFファイル集計（毎日）
⑧ ・入院患者退院⽀援スクリーニング評価表
⑨ ・DPC期間と転棟タイミング情報
⑩ ・デバイス（UTI）抜去者リストと排尿ケア
② 病床利用の最適化による収入アップ
③ ⼀般病棟の平均稼働率は78.8％、後方病棟（障害

者病棟、回復期リハビリテーション病棟、地域包括ケア
病棟）の平均稼働率は89.9％であった。

④ PX（患者経験価値）サーベイを意識した患者サービス
の実現に向けて活動した。

⑤ 看護職のコロナウイルスワクチン接種に関する出向延べ
人数は231名で、地域のワクチン接種普及に向けて積
極的に取り組んだ。

⑥ VHJ職員オンライン交流会において、看護管理分科会
のホスト病院として参加した。

健康管理部

■センター⻑
■上野 恭⼀、桐谷 正人

今年度より常勤医師2名体制となり、来院検診、出張健診
を含め、1,000名以上の方が受診された。このコロナ禍でも
対策は万全に整え、受診者に安心して健診・人間ドックを受
診してもらえる体制づくりに取り組んだ。

① 2021年度実績
② ・ 総受検者数：10,886名
③ ・ ⼀日当たりの受検者数：45名
④ ・ ⼀泊二日人間ドック受検者数：516名
② 人間ドック健診施設機能評価認定 更新受審
③ 2022年3月に日本人間ドック学会による第三者評価

の更新審査を受審した。受診者の皆様に安心して質の
高い健診を受けていただくために、今後も継続的に業務
の⾒直しと改善に向けて取り組みたい。

③ フレイルドックの開始
④ 10月より、けいじゅフレイルドックを開始した。検診と予防

教室からなるプログラムで、医師をはじめ計10職種のス
タッフが関わり、早期発⾒と早期取り組みを⽀援している。
多くの方に受診していただけるようにプログラムを充実して
いく。

④ 特定保健指導の実施
⑤ 特定保健指導アプリ「MIEL」を導入した。スマホアプリを

活用することで受診者と指導者がリアルタイムに情報を
共有することが可能になった。今後も積極的に受診者の
生活習慣の改善につながるように取り組みたい。
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恵寿総合病院訪問看護ステーション

■所⻑
■久能 恵美

看護体制強化加算Ⅱ算定要件の加算取得状況

■事業報告
① オンライン会議が増加しており、担当者会議18件中8

件、リハビリカンファレンス8件中6件、オンライン診療の補
助6件だった。病棟とのカンファレンス等にも実施している。

② 看護強化体制加算Ⅱ取得に関する算定要件をクリア
することができた。

③ ターミナルケア加算：8件/年、特別管理加割合：3〜
4割/月、緊急時訪問看護加算割合：8〜9割/月

事務部

■部⻑
■森下 毅

タスクシフト・シェアが推進されていく中で、事務職業務の増加
への対策が急務である。ルーティン業務における作業分解を
⾏い整理する事で業務効率化を進めている。定型的な業務
のRPA移⾏を本格的に開始した。

■事業報告
① 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、発熱外来での対

応が増加した。濃厚接触者に対する検査件数も増加し、
平日・休日を問わず受け入れ対応している。

② リモートアクセス利用により、医事業務や夜間休日の
HER-SYS登録など、在宅からの業務フォローが可能と
なった。

③ 新型コロナワクチン接種においては、コールセンターでの
予約受付をはじめ、副反応に関する相談窓口の設置を
するなど、接種の前後においても対応している。

④ 入院患者の面会制限が継続し、荷物受渡サービスやオ
ンライン面会のサポート対応を継続的に⾏っている。

⑤ オンライン資格認証システムが稼働し、マイナンバーカー
ドを使った保険証の確認が可能となった。利用者数はま
だ少なく、啓発活動も必要である。

⑥ 紹介元医師に対する診療情報提供のフローが確⽴し、
逆紹介率の著しい上昇を認めた。

⑦ データ経営チームに参画し、新しいツールの導入により、
DPCデータをもとにした種々の分析、ベンチマーク評価が
可能となった。加算算定率向上をはじめとした収益改善
の取り組みに繋げる。

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2020年度作成 2021年度作成

RPA化した年間総工数（時間）
0

50

100

0

20

40

60

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実利用者数 特別管理加算取得者数
緊急時訪問看護加算取得者数 割合(緊急50％以上）
割合(特管20％以上）

55



■2021年度のトピックス■2021年度のトピックス

■2021年度のトピックス■2021年度のトピックス

第2章 法人方針・事業報告（恵寿総合病院）

けいじゅサービスセンター
サービス課

■課⻑
■寺尾 美樹

スマホ問診経験者を増やし、来院前問診増に取り組んだ。

■事業報告
① 来院前にAI問診を実施する事で、来院後の受付待ち

時間を削減できると考え、来院前問診の利用者増に向
けて取り組んだ。スマホ問診利用割合は5月時点で9％
だったが、周知活動を強化し、3月時点で30％まで増
加した。

② 新型コロナワクチン予防接種の電話予約業務にあたり
ワクチンを無駄にしないよう、予約業務を⾏った。

けいじゅサービスセンター
医療福祉相談課

■課⻑
■中川 ⼀美

地域関係機関へオンラインでの患者情報連携を推進し、
年間271件実施した。

事業報告
① 入院時退院⽀援スクリーニングのしくみを活用し、⽀援

が必要な方への早期介入が充実した。入退院⽀援加
算算定件数は1,359件、前年度⽐108％であった。

② 地域の25か所の居宅介護⽀援事業所や施設へオンラ
イン事業所訪問を実施した。今後も顔の⾒える連携を
図っていく。

③ 社会福祉士実習指導者資格を1名取得した。

医療情報事務センター
管理課

■課⻑
■松木 尊紀法

2022年2月にアシストクルーを開始した。

■事業報告
① 臨床研修センターおよび看護師特定⾏為研修センター

の事務局として、研修のサポートを⾏った。
② 院内PHS修理・交換 27件（前年⽐-2件）
③ プリンター修理・交換 16件（前年⽐-4件）
④ コロナ対応では、濃厚接触者の発熱外来への誘導やコ

ロナ病棟入院患者へローソンの商品の運搬を担当した。

けいじゅサービスセンター
地域連携課

■課⻑
■宮田 琴江

紹介件数・逆紹介件数ともに前年度を上回った。

■事業報告
① 課内職員のトーク⼒向上、均衡化を図るべく「トークスク

リプト」を学び、作成、実践した結果、紹介件数・逆紹
介件数ともに前年度より増加し、地域医療⽀援病院
承認要件（紹介・逆紹介率）をクリアした。

② 状況別に4件のトークスクリプトを作成し実践した。活用
過程をスキルラダーへ反映し、等級別にコミュニケーション
能⼒をステップアップするための目標を明確化できた。
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⼿術センター

■部門代表者
■⻑谷川 公⼀、⾦森 敦志

■事業報告
① ⼿術件数は1,515件、コロナ前と⽐べるとマイナス11％

で収まっている。コロナウイルスが蔓延しだした前年度と
⽐較するとプラス2.5％と微増傾向。

② 麻酔件数は、801件と施設基準を満たすことができてい
る。

医療情報事務センター
医事課

■課⻑
■松本 伸恵

事業報告
① 主に難病外来指導管理料の算定に⼒を入れ医師・医

療秘書課との連携を強化し、2020年度より多く算定す
ることができた。

② 2021年10月よりオンライン資格認証システムの運用を
開始。マイナンバーカードによる健康保険証・限度額適
用認定証の確認ができるようになった。

血液浄化センター

■部門代表者
■岡田 圭⼀郎、菅野 則之

導入期加算2の施設基準
• 腹膜透析施設
• 腎移植推奨施設
腹膜透析年間受診件数24件以上…3人 24件→36件
臓器移植の⼿続きを⾏った患者3人以上 2人→4人

■事業報告
① 能登中部において施設基準の高い施設はなく、当院で

この基準を満たすために取り組んだ。患者へのアピールや、
指導､スタッフへの理解と教育を進めた。結果、腹膜透
析導入患者が1人増え、新たに、生体および献腎移植
登録希望患者2人を連携施設に紹介した。その結果、
5月1日より､導入期加算2を取得した｡

医療情報事務センター
医療秘書課

■課⻑
■三浦 有紀

診療情報提供書代⾏件数が大幅に増加した。

■事業報告
① かかりつけ医への逆紹介サポート開始。地域医療連携

への貢献、きめ細かい患者サービスの提供に繋げた。
② オンライン診療の医師事務フローを確⽴し、39件のサ

ポートを実施した。
③ ドクターズクラーク1名、ホスピタルコンシェルジュ9名、院

内がん登録実務初級認定1名、更に念願の院内がん
登録実務中級認定者1名が誕生した。
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放射線センター
放射線課

■部門代表者
■角 弘諭、坂下 純司

■事業報告
① マンモグラフィ検診施設・画像認定を更新した。これは日

本乳がん検診精度管理中央機構施設・画像評価委
員会での審査の結果、検診精度管理の線量・画像基
準を満たすと認定されたものである。

② COVID-19に対する検査で、胸部CT撮影は肺炎の有
無を診断するために重要な役割を果たす。これに課員
全員がPPE着用にて対応した。

PET・CTリニアックセンター

■部門代表者
■角 弘諭、坂下 純司

PET-CT件数は2020年度と⽐較して＋146件（21%
増）、2019年度と⽐べて＋66件（8%増）だった。

■事業報告
① 放射線治療照射について、照射回数は1,498回で、

前年⽐103.1%であった。毎週木曜日に治療医の診
察が⾏われるようになった。

② PET-CT件数は、814件（前年⽐121.9%）であっ
た。4月より半導体検出器搭載装置が本格稼働した。

③ 核医学検査件数は、340件（前年⽐92.2%）で
あった。

リハビリテーションセンター
理学療法課

■部門代表者
■川北 慎⼀郎、田中 秀明

■事業報告
① HCUリハ依頼システムを⽴ち上げたことにより、HCUリハ

実施率が41.4％から58.8％に向上した。
② 回復期リハ病棟で、状態悪化患者を早期に抽出し、適

切な情報共有や対応を⾏った。
③ 訪問リハ会議の仕組みを作り、対面・オンライン共に実

施できる環境を構築し、64例全例に会議を実施した。
④ フレイル対策チームを⽴ち上げ、運用を開始した。

内視鏡センター
内視鏡課

■部門代表者
■守護 晴彦、⽔口 賢

■事業報告
① 全大腸内視鏡検査は1,081件、ポリープ切除術件数

は412件(38.1％：CSP 267件/EMR 145件)と、
2019年度と同等の件数を施⾏している。

② 内視鏡総件数は8,434件で、目標の8,000件を達成
した。
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リハビリテーションセンター
リハビリテーション教育研修センター

■部門代表者
■川北 慎⼀郎、井舟 正秀

リハスタッフの学術活動実績はコロナ禍で⼀旦低下したが、オ
ンラインの普及で回復した（2019年度⽐105%）。

■ 事業報告
① 4段階のリハ職員共通評価にて目標とするステップアップ

率60％を達した。
② コロナ禍によって新人の実習機会低下による臨床経験

不足が危惧され、臨床実践上の基本的知識を補足す
ための研修プログラムを⽴案実施した。

③ リハ職員共通評価シートの評価結果を資格等級の評
価へ投影できるアプリを作成し業務効率化を図った。

リハビリテーションセンター
作業療法課

■部門代表者
■川北 慎⼀郎、川上 直⼦

■事業報告
① 上肢ニューロリハビリテーションに取り組んでおり、3月下

旬に導入したロボット型運動訓練装置の併用により今
後さらなる充実が期待できる。

② 個々のスキルアップのために課内ラダー作成と⾃己研鑽
の⾒直しを実施した。

③ 学術活動
④ 学会発表6 論文2 講師4

訪問リハビリステーション

■部門代表者
■川北 慎⼀郎、小川 正人

医師参加によるリハビリ会議の開催割合が増加した。

■事業報告
① 2021年度4月より介護報酬改定でリハビリ会議が必須

となり、全利用者に対しリハビリ会議を実施した。（医師
参加あり：56％、医師参加なし：44％）

② 医師参加によるリハビリ会議を促し、リハ計画の質向上
を図った（グラフ参照）。

③ 会議の効率化を図るためICTを積極的に活用し、52件
に実施。

リハビリテーションセンター
⾔語療法課

■部門代表者名
■川北 慎⼀郎、諏訪 美幸

⾔語聴覚療法⼀人当たりの月平均単位数は、年々向上し
ている。

■事業報告
① ⾔語聴覚療法における、療法士⼀人当たりの単位数

は373単位（達成度: 103%）であった。
② 認定⾔語聴覚士（聴覚障害領域）、日本摂食嚥下

リハビリテーション学会認定士を、各1名取得した。論文
1編、学会・研究会で6演題発表した。

③ 職員数が少ない状態でも、臨床の質向上を目指す。
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検査管理センター
臨床検査課

■部門代表者
■⻄澤 永晃、尾田 真⼀

新型コロナウイルス検査（遺伝⼦・抗原定量）件数が大幅
に増加した。

■事業報告
① 検体検査総件数 282,509件 前年⽐ +7.5%
② 生体検査総件数 32,033件 前年⽐ +5.4％
③ 新型コロナウイルス検査体制を強化し、実施総件数

17,743件であった。
④ 日本臨床衛生検査技師会主催のタスクシフティング業

務啓発事業における実技研修に8名受講した。

薬剤管理センター
薬剤課

■部門代表者
■川村 研二、藤田 昌雄

服薬指導件数は目標値月平均560件のところ、644件で
目標を達成した。

■事業報告
① 退院時薬剤情報連携加算は目標値年間55件のとこ

ろ、137件で目標を達成した。
② 薬剤総合評価調整加算は目標値年間27件のところ、

46件で目標を達成した。
③ 学会発表を2名、論文執筆を1名が⾏った。
④ 認定実務実習指導薬剤師を1名が更新した。

臨床工学センター
臨床工学課

■部門代表者
■⻑谷川 公⼀、栃原 康則

心臓植込型電気デバイスの遠隔モニタリング開始から5年が
経過し、解析数は毎年増加で推移している。

■事業報告
① 心臓植込型電気的デバイスの遠隔モニタリング⽀援に

⼒を入れて遠隔解析数を増加させることで、定期外来
検査期間延⻑につながり、対象患者の負担が軽減した。

② コロナ禍での生涯学習に対応し、多くのWeb開催の学
会やセミナーに参加した。今後も学習姿勢を継続し、学
会発表や学会認定資格取得などのキャリアアップに挑ん
でいきたい。

栄養管理センター
臨床栄養課

■部門代表者名
■神野 正隆、前田 美穂

事業報告
① 栄養指導の件数は、入院および外来、集団とも前年度

と⽐較し増加した。栄養情報提供加算は大きく増加し
た。

② 新しい取り組みとして、在宅訪問栄養食事指導の実施
に着⼿した。栄養指導に活用するための、介護食の調
理動画を作成した。
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臨床研修センター

■部門代表者
■新井 隆成、松木 尊紀法

■事業報告
① 対面での病院説明会（レジナビフェア等）はすべて中

止となり、代わりにオンラインでの病院説明会を開催した。
医学生へ当院の紹介、研修プログラムのアピールをした。

② 2年次4名が修了。2年間で全員が論文作成、学会発
表を⾏った。

③ 2022年4月採用の研修医は基幹型3名、協⼒型1名
の4名となった。

医療安全管理センター
医療安全管理課

■部門代表者
■岡田 由恵、小谷 薫

■事業報告
① 医療安全文化調査による安全文化定量的測定実施
② 強み：医療安全の推進に関わる上司の考え方と⾏動、

エラーに関するフィードバックとコミュニケーション
③ 弱み：出来事報告の姿勢 出来事報告の件数
② リスクマネジメント部会との協働による「定例ラウンド」「医

療安全管理マニュアル作成」「医療安全推進週間」が
定着した。

看護師特定⾏為研修センター

■部門代表者
■鎌田 徹、本橋 敏美、松木 尊紀法

■事業報告
① 区分別科目の追加
② ・ろう孔管理関連・循環動態に係る薬剤投与関連
③ ・在宅・慢性期領域（パッケージ研修）
② 9/30 第5期生5名が修了した。
③ 10/1 第6期生5名の受講を開始した。そのうち外部か

ら2名が受講。

医療安全管理センター
感染制御課

■部門代表者
■山﨑 雅英、谷田部 美千代

⼿指衛生実施に向けた活動を⾏い、病院全体の擦式アル
コール⼿指消毒剤の月平均使用量が増加傾向にある。

■事業報告
① 新型コロナワクチン接種へのサポートを⾏い、職員、高

齢者、基礎疾患を有する方への多数接種を実施した。
② 2022年2月3日より感染管理システムの稼働が開始。
③ 本館病棟にてクラスターと認定される新型コロナウイルス

感染症の感染拡大を認めたが、感染者5名かつ最短の
14日目で収束へ、18日目より病棟再稼働ができた。
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恵寿⾦沢病院

医療事業統括部門
恵寿⾦沢病院

■病院⻑
■上田 幹夫

 化学療法件数は昨年⽐78.5%と大きく減少しているが、新
型コロナウイルスによる院内クラスター発⽣により診療の中断
を余儀なくされた影響が大きい。しかし感染予防とゾーニング
の徹底により22日目には収束を迎えることができた。職員は、
神経をすり減らしながらも被害を最小限に抑えることができた。

■事業報告
① ⾦沢市内における⾎液疾患を担当する医療機関の変

化に合わせ、⾎液疾患のみならず一般的な疾患も視野
に入れ、医療機関・介護施設への連携強化を始めた。
初年度として各診療科医師が訪問活動を⾏い、⾎液
疾患以外の診療をアピールした。診療の幅を広げ、患
者を受け入れることで、更なる地域貢献を進めたい。
紹介件数：579件（前年⽐：84.5％）

② 「築け 未来を！」の単年度目標に合わせ、DX化を推
進した。オンライン資格認証・ドック受検者のPHR（商
標名：カルテコ）を導入した。カルテコでは、検査結果
やレントゲン・内視鏡画像をスマホで閲覧が可能となった。
すこやか検診のICT化を進め、業務効率の改善やムダ
の削減に努めた結果、昨年度より多くの受検者の受け
入れに繋がった。
⼈間ドック受検者数：2,222⼈

（前年⽐：106.9％）
③ 入院患者数：22,078⼈（前年⽐：92.4％）

無菌室利⽤件数：4,298件（前年⽐：105.8％）
入院患者数は昨年を下回ったが、無菌室利⽤件数は
増加した。

④ 新型コロナワクチン接種件数：3,898件

（再）化学療法件数
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整形外科・リウマチ科

■所属医師
■相馬 大輔、辻口 友貴

新型コロナウイルスの蔓延や院内クラスターの発⽣により入
院・手術が制約される期間があったことで、診療に影響が及
び、手術件数は昨年度より減少している。一⽅内科との協
⼒が強化され、感染に⼗分留意しながら、外来・手術加療
に積極的に取り組む体制の構築となった。

■事業報告
① 診療体制は、2021年7月より常勤医２名となった。こ

れにより、今まで以上に病診連携を密に取り、⾦沢市
内に限らず他の地区からでも紹介をいただき、外来・手
術加療が可能な体制を整えている。体制変更により入
院患者数は、昨年度より大きく増加した。

② 入院患者数：2,817⼈（前年⽐：110.0％）
② 手術適応がある紹介患者に対しては、可及的早期に

手術を施⾏し、症例によってその後速やかに紹介元に
逆紹介させていただくことを当科の特徴としている。

③ 手術件数：58件（前年⽐：79.5％）
④ 外来患者数も外来休止により大きく減少した。
⑤ 外来患者数：7,580⼈（前年⽐：89.3％）

内科、⾎液疾患・骨髄腫センター

■所属医師
■村田 了一、上田 幹夫、佐賀 務、山下 剛史、辻 紀章、
■松浦 恵⾥⾹

新型コロナウイルスの影響に加え、⾦沢市内、加賀⽅面の病
院で⾎液内科新設や常勤医増員があり、当院への患者紹
介が減少した。収益を回復・維持するため一般内科の診療
にも注⼒する⽅針とした。具体的な⽅策として近隣の医療機
関に伺い、当院の特色を説明のうえ患者さんの紹介を依頼し
た。今後もこの活動は継続していく。

■事業報告
① 新型コロナウイルスによる院内クラスター発⽣により、入

院患者数は大きく減少した。⾎液疾患における化学療
法が多い当科では、それに伴い化学療法も減少した。
入院患者数：17,860⼈（前年⽐：88.8％）
入院化学療法：2,949件（前年⽐：81.9％）

② 同じく院内クラスターの発⽣により外来診療を止めるに
至り外来患者数・外来化学療法件数も大きく減少した。

③ 外来患者数：10,030⼈（前年⽐：93.4％）
④ 外来化学療法：563件（前年⽐：64.1％）
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外科

■所属医師
道輪 良男

他院で早急に対応困難な手術症例に対しては迅速に対応
した。⽣検依頼が多かったが、全⾝⿇酔が必要な症例もあり、
局所⿇酔の場合は紹介された同日に、全⾝⿇酔の場合で
も紹介日より平均5日後には手術可能であった。

他院で早急に対応困難であった症例（n=12）

■事業報告
① 患者数は入院、外来ともに大きく減少は無かった。
② 入院患者数：1,126⼈（前年⽐：117.4％）
③ 外来患者数：1,299⼈（前年⽐：100.1％）
② 緩和治療目的の入院は5⼈（紹介：3⼈、原疾患：

肺癌2⼈、胃癌、乳癌、結腸癌各1⼈）
③ 日本緩和医療学会と日本乳癌学会にて発表を⾏った。

乳癌のoligometastasisについては継続して検討して
いきたいと考えている。

④ エンド・オブ・ライフケアの活動の一つとして、当院がんサロ
ン（こもれびサロン）で、「笑い」についてのお話をした。

眼科

■所属医師
■繰納 勉

従来よりの涙道手術を中心に、⽩内障手術や⾦沢大学病
院眼科の協⼒のもとでの角結膜手術を積極的に⾏い、手術
件数を大幅に増加させた。（前年⽐：114.0％）

■事業報告
① 新型コロナウイルスによる院内クラスター発⽣などが起こり

診療や手術に影響が及んだが、入院・外来患者数共に
昨年度を上回った。

② 入院患者数：275⼈（前年⽐：102.6％）
② 外来患者数：2,267⼈（前年⽐：107.7％）

理学療法課

■部門代表者
■柴田 真⾏

他職種と連携し、入院からリハビリ開始までの日数が短縮し、
早期リハ介入が実施できた。

■事業報告
① 医師と連携し、術前からのリハビリ処⽅実施及び化学療

法の繰り返し入院患者の入院翌日からのリハ介入の継
続を⾏った。

② 病棟NS、MSWと連携し、病棟カンファレンス等でリハ
ビリの必要な⽅を検討し、主治医に相談、早期リハ介
入に繋げることができた。

*：紹介から手術までの日数（0は紹介日同日）
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臨床検査課

■部門代表者
■⻑面 佳央理

臨床検査技師による心臓超⾳波検査を開始した。

■事業報告
① 今まで循環器内科医師が⾏っていた心臓超⾳波検査

業務をタスクシフトし、検査技師による実施数が大幅に
増加した。

② 2021年9月より新型コロナウイルス核酸検査⽤機器を
導入し、2022年3月までに約150件の検査を実施した。

作業療法課

■部門代表者
■米山 千尋

カンファレンス参加や医師・看護師から情報収集し、OT処⽅
者の獲得に繋げた。

■事業報告
① 整形外科手術予定患者に対し、術前からOT処⽅を依

頼し、リハ開始日数の短縮に繋げている。OT処⽅者全
体（運動器）でリハ開始日数は2020年度3.4日から
2021年度2.9日に短縮した。

② 摂食機能療法算定に向けて、他職種と取り組みを開
始。１名に対し算定できた。

薬剤課

■部門代表者
■宮森 久志

■事業報告
① 薬学部実習⽣1名を受け入れた。
② COVID-19対応経験を踏まえて、緊急時対応マニュア

ルの改訂を実施した。
③ COVID-19ワクチンの管理・供給体制の構築を⾏った。
④ 院内処⽅箋に腎機能掲載の機能を追加したことで、処

⽅箋上で腎機能に応じた投与量評価が可能になった。

放射線課

■部門代表者
■武村 真弓

■事業報告
① CT所⾒の電⼦カルテへの⾃動取り込みシステムが稼働

し、依頼⽂の入⼒、所⾒の取り込みが⾃動化され業務
が効率化された。

② 日本診療放射線技師会の告⽰研修（義務研修）の
事前研修（WEB研修）を全員が受講した。

③ マンモグラフィ検診施設・画像認定を更新した。
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■2021年度のトピックス

臨床栄養課

■部門代表者名
■羽根 由⼦

NSTカンファレンス実施件数

■事業報告
① NSTカンファレンスの継続実施
② 各病棟にて週1回のカンファレンスを継続した。
③ 150件/年実施し、多職種で患者の栄養状態改善に

むけ情報共有を⾏った。
② 栄養指導
③ 入院・外来あわせ467件/年実施した。

⼈間ドックセンター

■所属医師
上田 幹夫、豊田 絵⼦、土田 達、佐賀 務

⼈間ドック受検者数 2,222⼈（前年度 2,078⼈）
昨年度と⽐較し144⼈増。1泊2日コースが1,724（+77
⼈）で全体の77.5％となった。1日コース、半日コースもそれ
ぞれ23⼈、44⼈増加した。

■事業報告
① ドック受検者数は、2020年度コロナ禍のために2078

⼈まで落ち込んだが、2021年度は2,222⼈まで回復
した。これは、2019年度の実績とほぼ同数であり、稼働
期間は2019年度より1月間少なかったが、受検者の協
⼒と担当職員の努⼒により回復したと思われる。

② NTTグループでは、5歳刻みのコアドックとして、遺伝⼦
検査Genovisionを推奨している。当院では2021年
度に導入し436⼈の検査を実施した。体質や将来の病
気（がん、⽣活習慣病、脳や神経の病気など）の発
症リスクを相対的に⽰し、今後の健診やドックの⽅向に
影響を与えるかもしれないと思われる。高額な検査であ
り、収益性には貢献している。

③ オプション検査としてがん検診（CT、内視鏡、腫瘍マー
カーなど）、⽣活習慣病健診（動脈硬化、脳MRI、
内臓脂肪）、アレルギー検査などを実施している。今年
度は3,357件の検査を実施し、毎年30％を超える増
加率となっており、健康志向の増大がうかがえる。

④ NTT⻄日本健康管理センター産業医を受託し継続し
ている。佐賀務医師が週に3日同センターに出向し、職
場健診やドック受検後の⼆次検査や診療につなぐ業務
もこなしており、当院の受診患者数増にも貢献している。

0
40
80

120
160

2020年 2021年

1,647 

288 
143 

1,724 

311 
187 

0

500

1,000

1,500

2,000

1泊2日コース 1日コース 半日コース

⼈間ドック種別内訳

2020年 2021年

66



■2021年度のトピックス ■2021年度のトピックス

第2章 法⼈⽅針・事業報告（恵寿⾦沢病院）

看護部

■看護部⻑
■前大道 綾⼦

年度ごとに⾃家末梢⾎幹細胞移植が増加傾向にある。主に
多発性骨髄腫患者の移植が増加した。重症度、医療・看
護必要度の割合は、昨年より上昇し43.4％であった。化学
療法の件数は、入院、外来とも前年を下回った。

■事業報告
① 新型コロナウイルス感染症への対応
• ・ 7月には当院で初めての新型コロナウイルス陽性患

者が発⽣したが、早々に受け入れ病院へ転院した。
2022年2月に新型コロナウイルス陽性者が24名とな
るクラスターが病棟で発⽣した。看護部内で、応援体
制をとり部署を超えた勤務管理を⾏った。

• ・ ワクチン接種を医事課と協⼒・実施した。
• ・ ⾦沢市主催の、市⺠向け新型コロナワクチン接種の

看護師として4名参加した。
• ・ 発熱外来対応の継続
② 入退院支援のため外来・病棟が連携し患者の入院前

から入院中、入院後の必要な情報を栄養課・リハビリ課
も併せて記録・経過を追って確認できる「退院調整進捗
シート」の活⽤を開始した。

③ 包括ケア病床の稼働上昇のため、対象病床の変更や、
医事課との連携よる受け入れ患者の拡大を⾏った。

④ 加算取得へ向けた活動のためせん妄ハイリスク加算、摂
食機能療法加算、退院時共同指導料など加算に対し、
弱い部分を学習し、他部署との連携により取得できるよ
う取り組んだ。

けいじゅ⾦沢訪問看護ステーション

■部門代表者
■籔内 照美

退院共同指導加算の算定の取漏れがないように、病棟と協
⼒し件数を増やした。

■事業報告
① 2019年度からステーションとなり、2020年度から加算

が少しずつ取れるようになった。2021年度より定期的に
化学療法で入院される利⽤者の退院共同指導をもれ
なく⾏った。

② 加算算定件数は、昨年度は10件であったが、病棟との
協⼒もあり今年度は33件に増やすことができた。
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事務部

■部⻑
■森田 均

新型コロナウイルス感染症予防を推進するため、診療部・看
護部と協⼒して、ワクチン接種を積極的に受け入れ、一年間
で3,898回の接種を実施した。院内でのスペースがない中で、
衝⽴やアクリル板などで⼯夫して、感染予防対策を実施しな
がら取り組んだ。

■事業報告
① 開業医や介護施設などへの訪問
② 地域の開業医や介護施設に対して、⾎液内科疾患以

外の診療が実施できることをアピールするため、内科・外
科・整形外科・眼科の各医師と共に、新型コロナの感
染状況を考慮しながら訪問を⾏った。⾎液内科疾患以
外の患者の紹介が可能という認識を連携医療機関に
周知できたので、今後連携を深め、紹介患者を受け入
れ、地域医療に貢献していきたい。

② 食の⼒で元気を！
③ 前年度に引き続き「食の⼒で元気を！」というテーマで

地域の飲食店と連携し、職員向けの限定ランチを手配
し、職員の活⼒アップに繋げた。今年度は特に「健康」に
⼒を入れ、野菜多めや雑穀米使⽤など健康を意識した
メニューを企画して、職員の健康意識作りにも寄与した。

③ いいね運動
④ コロナ禍でもポジティブな気持ちになれるような温かい職

場環境や職場の活性化を目指し、全職員を対象として
実施。1⼈12枚配布し、実施期間5ヶ月で、406枚が
所定のホワイトボードに掲⽰され、職員のモチベーション
アップに繋げた。
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田鶴浜診療所

医療事業統括部門
クリニック

■所属医師
■廣正 修一

コロナ禍での受診控えにより、診察患者数は大幅に減少した。
その中で、患者の訴えを多面的に聞き評価し、相談に乗るよ
うに努めた。
市町の新型コロナウイルスワクチン集団接種へ積極的に参加
し、⾃院でも個別接種を積極的に⾏った。また、地域住⺠に
向けて新型コロナウイルスワクチン接種の重要性について広報
した。

■事業報告
① 定期的に検査を実施し、疾病管理を確実に⾏っている。
② 心電図：902件（前年⽐：98.2％）
③ レントゲン：1,098件（前年⽐：97.3％）
④ 採血：1,734件（前年⽐：85.7％）
⑤ ABI：526件（前年⽐：82.3％）
⑥ 骨密度：506件（前年⽐：81.9％）
② 心臓・血管系などを中心とした生活習慣病、骨粗鬆症、

睡眠障害などのスクリーニング検査及び管理を全面に出
し、「元気で⻑生きするために」をテーマに掲げ、プライマ
リー医療を実践している。

③ コロナ禍の中で、患者が何を求めているのかを最も重要
な点と考え診察に当たった。具体的には患者さんと話し
合い、検査の予定などを決め、患者さんの全身的な疾
患に対する相談や精神的な悩みの相談等、多面的な
相談に乗るように努めている。

④ 新型コロナウイルスワクチン接種に積極的に取り組み、
地域住⺠の感染予防に貢献している。⾃院での新型コ
ロナウイルスワクチン接種件数は、合計785件であった。
現在もワクチン接種を継続している。
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恵寿ローレルクリニック

■所属医師
■吉岡 哲也、伊達岡 要、宮田 潤

新型コロナウイルス感染症により患者数が減少する中、通院
することが困難な患者さんの⾃宅に訪問し、患者さんの健康
管理のため診療や指導を⾏った。

⿃屋診療所いきいき

■所属医師
■斎藤 靖人、中谷 茂和

① ⿃屋診療所
② 再診・初診増加を目指し、患者に寄り添った診療を⾏

い、定期検査を抜けなく⾏い疾病管理を継続した。
② いきいき
③ 全利⽤者にリハビリ会議を開催して目標を明確化し、ケ

アマネ・家族と共有した。

■事業報告
① ⿃屋診療所
② 総患者数は、6,375人で、前年（6,273人）より少し

増加したが、1人当たりの単価が前年度⽐6.6％減少
した。また、予防接種・健診数も前年度⽐5.4％減少
した。地域唯一の小児科があるため新患、再来ともに患
者数を増やしていきたい。

③ 今後も継続して、診察のみの患者に対して、定期的な
検査等を⾏い、疾病管理を確実に⾏っていく。

② いきいき
③ 延利⽤者数は、2,561人で、前年度⽐15.1％増、稼

働率も平均56.1％で前年度⽐5.1％増加したが、今
年度の目標は下回った。その人らしさを取り戻し、日常
生活の⾃⽴、社会参加を目標とし、リハビリ会議を開催
して利⽤者の目標を明確にしてリハビリを⾏っていること
で、利⽤者からは好評価を得ている。ケアマネ等に強み
としてアピールして利⽤者増につなげていきたい。また、コ
ロナ禍で高齢者サロンでの講師は中止となったが、次年
度の依頼は来ているため、継続して地域に董仙会のア
ピールを⾏っていきたい。

■事業報告
① 2021年度実績
② 総患者数：9,418人（前年⽐：108.1％）
③ 訪問診療・往診件数：644件
④ （前年⽐：128.5％）
② 在宅⽀援診療所
③ 10月より、在宅⽀援診療所として在宅医療・往診を

⾏っている。通院ができない患者さんのために、ご⾃宅で
安心して診療が受けられるように24時間365日サポー
トできる体制を整え、他の医療機関や訪問看護ステー
ションとも連携を取りながら診療している。

③ 時間外対応加算
④ 5月より、時間外対応加算1の算定を開始した。診療

時間以外の時間において、患者さん又はそのご家族等
から電話等により療養に関する意⾒を求められた場合に、
常時対応できる体制を構築した。

④ 新型コロナウイルスワクチン接種
⑤ 新型コロナウイルスワクチン接種を積極的に実施した。
⑥ 1・2回目ワクチン接種は、5月〜11月にかけて実施し、

合計2,962件実施した。3回目ワクチン接種も積極的
に実施し、地域の感染予防に貢献している。
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恵寿鳩ヶ丘クリニック

■所属医師
■宮本 正俊

患者数650人で昨年・一昨年より増加した。
（2020年度630人 2019年度689人)
今期は主に新型コロナウイルスワクチン接種が事業の中心と
なった。年間接種件数は616件であった。
2018年まで増加傾向だった胃瘻交換者数は、2021年度
27人、2019年度46人､2018年度58人と減少傾向。

■事業報告
① 新型コロナウイルスワクチン接種事業について、主に穴水

ライフサポートセンター・恵寿鳩ヶ丘入所者、職員を対
象に⾏い、入所者の感染予防に万全を期した。

② 主に恵寿鳩ヶ丘入所者のレントゲン一般・CT撮影を⾏
い、病気の早期発⾒・治療に努めた。また入所者の胃
瘻交換及び経鼻経管栄養患者の胃管カテーテル交換
後の造影撮影等を⾏った。

③ 徳充会穴水ライフサポートセンターの入所者の嘱託医と
して診察・検査・処方を⾏い、健康管理に努めた。診
察・検査の結果、専門医療機関への受診が必要と
判断された方については、恵寿総合病院はじめ地域の
医療機関と連携を図った。

④ 穴水町の特定健診事業及び近隣市町のインフルエンザ
ワクチン・肺炎球菌ワクチン等の予防接種事業に参加し、
地域住⺠への予防医療に努めた。
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第2章 法人方針・事業報告（介護事業統括部門）

■2021年度のトピックス

介護事業統括部門

介護事業統括部門

■部門代表者
■吉田 茂和

① 介護⾒守りシステム「Neos+Care」の導入
② 本年度、和光苑をはじめ入所系の4施設に合計38台

の介護ロボット⾒守りシステム「Neos+Care」を導入し
た。これにより利⽤者の危険な動作を早期に検知し、手
元のスマートフォンで確認することが可能となった。高い
精度で使いこなすには、機器の設定や操作などに熟達
する必要があるが、これから実績を積み重ねることによっ
て、今後ますます利⽤者の安全と職員の業務負担軽
減に役⽴つものと期待している。

③ マイスター研修の実施
④ 介護職員のスキルアップを目的に「Foot活マイスター研

修」の継続実施に加え、新たに持ち上げない介護のスキ
ルを磨くための「ノーリフトマイスター研修」を実施した。
Foot活プロジェクトでは、歩⾏解析デバイス AYUMIEY

⑤ Eを増台し、これまで以上に手軽に計測できる環境を整
えた。

⑥ 「オミ・ビスタ」の導入
⑦ 新しいレクリエーション機器として「オミ・ビスタ」を導入した。

これまでのように準備や片付けに手間がかからず、動く映
像や⾳による刺激で、利⽤者の能動的な運動を促した
り、記憶を刺激したりすることができ、楽しみながらレクリ
エーションを⾏うことができるようになった。

前年に続き、本年度も新型コロナウイルスの感染対策や対応
に悩まされる年となった。とはいえ、基本的な感染対策が定着
してきたことなどから入所施設への影響は⽐較的小さく、在宅、
特に通所事業に苦戦が⾒られたものの、介護事業全体とし
てはほぼ前年度並みの利⽤者を確保することができた。
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介護⽼人保健施設 和光苑

■部門代表者
■渡邉 博之、奥本 健司

介護⽼人保健施設 鶴友苑

■部門代表者
■廣正 修一、古木 恵実子

新型コロナウイルスの波が繰り返される中ではあったが、新た
な試みとして、地域に向けての健康教室や「何でも相談室」
を開設することができた。また、高機能換気設備、⾒守りロ
ボット「Neos+Care」15台の導入、お看取り部屋として1部
屋を改修し、「桔梗の間」を設置する事ができた。

■事業報告
① 今期目標と達成度
② 入所稼働率98.4％（前年⽐ +0.4％）
③ 通所稼働率77.7％（前年⽐ －4.5％）
④ 入所は1年を通じて、ベッドコントロールが上手くできた。

通所は4〜6月は稼働率80％を超えていたが、それ以
降急激にダウン、新規利⽤はあるが回復できなかった。

② 教育研修
③ 取得資格は以下のとおりである。
④ 介護福祉士4名（田鶴浜高新卒4名）、リスクマネ

ジャー1名、技能実習指導員5名、技能実習生活指導
員４名、介護福祉士養成施設実習指導者研修2名、
介護技能実習初級試験1名合格

③ 今後の課題
④ 新型コロナウイルスについて、職員・入所者共に感染者

を出さなかった。今後も継続していく。通所の利⽤者数
や稼働率が低迷した為、今後は顧客の獲得に⼒を入
れていく必要があり、SNSを活⽤して、幅広く取り組み状
況を発信していく。また、新たなIoT機器の模索、新人
技能実習生5名を受け入れ、懇切丁寧な指導を実現
できるようスタッフ一丸となり取り組んでいく。

コロナ禍で通所の利⽤者は伸び悩んだが、ベッドコントロール
の努⼒により入所においては前年度に⽐べ増加させることが
でき、収入合計も前年度に⽐べ増収することができた。また、
入院数もわずかではあるが減少した。

■事業報告
① 今期目標と達成度
② 入所稼働率 95.8％（前年⽐+1.0％）
③ 通所稼働率 75.6％（前年⽐-3.5％）
④ 利⽤延人数(入所、短期入所)：17,492名
⑤ （前年⽐+1.1％）
⑥ 〃 （通所リハビリ） 5,651名（前年⽐-7.3％）
⑦ 短期集中リハビリ加算 2,089件 (前年⽐+374件）
⑧ 認知症 〃 573件 （前年⽐+14件）
⑨ ターミナル加算 88件 （前年⽐+24件）
⑩ 所定疾患療養費加算 91件（前年⽐+42件）
⑪ 褥瘡マネジメント加算 617件 （前年⽐+420件）
⑫ 入退所時加算 135件（前年⽐+36件）
⑬ 入院者数 32件（前年⽐-2件）
⑭ 在宅復帰率 57.8％（Ｒ4.3末現在）
⑮ 在宅復帰者 49名（前年⽐+14名）
② 新たな取り組みとして、介護相談窓口を開設し、9件の

相談があった。エアロバイク・トレッドミルなどのリハビリ機器
や予測型⾒守りシステム「Neos+Care」を導入した。

③ ノーリフトマイスター研修4名、Foot活マイスター研修3
名が修了した。
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在宅複合施設 ほのぼの

■部門代表者
■諏訪 勝志

介護医療院 恵寿鳩ヶ丘

■部門代表者
■宮本 正俊、岡田 亮一

iPadを使⽤したレクリエーション（ゲーム、作品作りなど）、
YouTubeを活⽤した各種体操などを取り入れ、各年代層に
対応できるようにレクリエーションを工夫した。短期入所では、
⾒守り介護ロボット「Neos+Care」を導入し、利⽤者の転
倒・転落事故減少、職員負担軽減に取り組んだ。

昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染症対策の徹底を図
り、安心安全を追及した。結果、利⽤者に感染者を一人も
出さず、年間延べ利⽤者数も前年⽐100.7％増となった。
またACPに関して、全職員で取り組み、利⽤者一人ひとりに
寄り添ったケアの仕組みづくり、事例研究をTQMで年間を通
じで⾏った。

■事業報告
① 年間延べ利⽤者数は、48,499人だった。
② 新型コロナ感染症対策を徹底して継続した。全職員研

修（防護具のつけ方）等を実施した。
③ ご利⽤者とご家族が気軽に会えないことへのストレスケア

対応としてオンライン面会を継続し、1日平均4〜8件の
利⽤があった。

④ 「アドバンス・ケア・プランニング」について全職員で取り組
み、各職種代表者が神⼾大学オンライン全国研修受
講後、院内グループワーク・研修を実施した。オリジナル
パンフレットの作成や各フロアで事例研究を⾏い、TQM
大会で取り組んだ内容を発表し優秀賞を受賞した。

⑤ 石川県ICT・IoT活⽤事業の一環として、⾒守り介護
機器「Neos+Care」13台導入した。

⑥ ノーリフト介護（持ち上げない介護）のさらなる推進の
ため、⾞イス型個浴槽を増設し、利⽤者職員双方に笑
顔が増えた。ノーリフトマイスターが4名に増えた。

⑦ Foot活マイスターが2名に増えた。
⑧ シルバー世代の方の積極的採⽤を⾏い、多様な働き方

が定着した。介護専門職との役割分担の⾒直しを継続
していく。

■事業報告
① 今期目標と達成度
② 稼働率目標：通所介護84.0％、短期入所86.0％
③ 通所介護稼働率：76.1％ 達成率90.6％
④ 短期入所稼働率：77.9％ 達成率90.6％
⑤ 新型コロナ感染拡大の影響もあり、稼働率が伸び悩ん

だため、目標達成できなかった。
② 教育研修
③ ノーリフトマイスター2名、Foot活マイスター1名取得し、

学んだことを業務や職員指導に活かしている。オンライン
研修受講など、スキルアップのために個々で研修会等へ
も参加している。また、LIFEデータの提出により、個々の
利⽤者を再評価する機会が増え、⽀援に活かす取り組
みを⾏っている。

③ 今後の課題
④ 通所介護・短期入所併設施設の強み、施設の取り組

みをアピールし、利⽤したい施設を目指し、稼働率向上
に努める。また、Foot活プロジェクトの推進で利⽤者を
元気にし、ノーリフティングの推進で働きやすい職場環境
を目指す。⾒守り介護ロボット「Neos+Care」の導入に
より、転倒・転落件数を減少させ、より安全・安心して利
⽤していただけることをアピールしていく。
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デイサービスセンター いこい

■部門代表者
■愛徳 亜矢

■部門代表者
■高木 ひとみ

けいじゅ一本杉

LINEを使って、家族にいこいでの様子をリアルタイムで発信す
るサービスを開始した。LINEの登録者を徐々に増やし、家族
の満⾜度、信頼感の向上につなげることができた。
（TQM大会 優秀賞）

■事業報告
① 今期目標と達成度
② 目標稼働率82％のところ、76.1％で達成率は93％

だった。5月には新型コロナの影響により、12日間営業
を休止した。年間を通して、コロナによる⾃粛もあり、稼
働率は前年に及ばなかった。

③ 個別機能訓練加算は6,389件で、利⽤者全体の
95.4％に訓練を実施した（前年⽐ +2.9％）

④ 新たに事業所評価加算を取得した。
③ 教育研修
④ 介護福祉士資格を1名が取得した。
⑤ Foot活マイスター研修とノーリフトマイスター研修を各1

名が修了した。
⑥ 今後の課題
⑦ 新規利⽤者を獲得し稼働率を上げるため、地域の方へ

のPR活動を継続して⾏っていく。
⑧ オンラインツールを活⽤して、ケアマネと密な情報共有が

できる体制を構築する。そのためのオンラインツールに関
する学習に職員全員で取り組んでいく。

⑨ 資格取得者を増やすため、それぞれのスキルアップを⽀
援していく。

目標登録者数26名のところ、月平均23.8名で達成率は
91.5％だった。ローレルハイツからのサービス利⽤や、一本杉
地域の方の利⽤が増えた。また、地域外からの相談にも柔軟
に対応することができ、登録者数の増加に繋がった。

■事業報告
① Wi-Fiの整備を⾏い、PC・タブレットを活⽤した取り組み

に⼒を入れた。体操、脳トレ、レクリエーションなど利⽤者
が参加できるものや、家族へのオンライン配信、職員の
研修など多方面でオンラインを活⽤した。

② けいじゅ一本杉１Fの地域交流スペースを活⽤して卓球
大会やスライドショー、園芸など利⽤者が活躍できる取り
組みを企画した。

③ 一本杉公園朝市で利⽤者と一緒に作った柚子みそを
配布するなど、地域の方と触れ合うことができる⾏事を
企画した。

④ ＜今年度の取り組み＞
⑤ 一本杉公園 清掃活動、習字教室、コミュニティーセン

ターでスタンプ作り、梅干し・ジャガイモ掘り、実習生受け
入れ、感謝祭、柚子みそ・ふりかけ作り、お楽しみ会
（卓球大会）、みそ作り、ひな祭りのおやつ作り

⑥ 董仙会介護グランプリにけいじゅ一本杉より1名がエント
リーし、介護技術を披露した。

⑦ けいじゅデリカサプライセンターの食事配送を導入し、安
心して食事の提供ができるようになり、職員の本来業務
の⾒直しにつながった。
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ケアマネステーション恵寿

■部門代表者
■高松 由紀子

恵寿みおや

■部門代表者
■筒井 静恵

利⽤者数について、前期は概ね昨年と同様に推移していた
が、後期はやや減少した。⻑期間在宅でサービスを利⽤しな
がら生活していた方が施設入所したり、新型コロナ感染に対
する不安によるサービスの利⽤控えが要因として考えられる。

今年度の上半期には登録者数が⽐較的安定して推移して
いたが、下半期より施設入所、入院などが重なり、新規の相
談も少なく登録者数が激減していた。年明けより新規の相談
件数も増え、登録者数も徐々に回復することができた。

■事業報告
① 目標登録人数29名のところ、月平均24.5名で達成度

は84.5％だった。
② 職員講師によるみらいカフェの開催を10回以上計画し

ていたが、4月のフラワーリース作り以降は感染拡大によ
り開催⾒送りとなった。

③ 資格取得者は以下の通りである。
④ 介護福祉士1名、認知症ケア指導管理士1名
④ Foot活マイスター研修を1名が修了し、Foot活マイス

ターとしてFoot活体操や歩⾏練習活動を推進している。
⑤ ノーリフトマイスター研修を2名が修了した。
⑥ 今後の課題は、新規登録者の獲得およびITの活⽤で

ある。新規登録者の獲得に向けて、地域の方への情報
発信を継続し、みらいカフェなど地域に根差した活動を
今後も企画していく。IT活⽤については、オンラインツー
ルを活⽤した取り組みを取り入れていくために、職員全
員で積極的に情報収集・学習を進めていく。

■事業報告
① 年間延べ利⽤者数は、5,177名（予防733名、介護

4,444名）で前年⽐98％だった。
② 加算の取得状況は以下の通りである。
③ ・初回加算：124件
④ ・入院時情報連携加算：218件
⑤ ・退院退所加算：188件
⑥ ・通院時情報連携加算（新設）：45件
③ 主任介護⽀援専門員を3名が取得した。
④ 感染防止対策として、多人数で集まる機会を減らし、オ

ンラインを活⽤したサービス担当者会議を月平均10件
開催した。

⑤ 通所・訪問リハビリ事業所のリハビリテーション会議にオン
ラインで月平均35件参加した。
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喀痰吸引等研修センター

■部門代表者
■吉田 茂和

■事業報告
① 2017年度に開講してから、これまでに延べ95名の基礎

研修修了生を輩出しているが、2021年度は新型コロナ
ウイルスまん延の影響があり、やむなく開講を中止とした。

② コロナ禍ではあったものの、本年度も実地研修は可能な
範囲で継続的に実施し、すべての研修過程を修了して
修了証を発⾏した受講生は延べ85名となった。

レンタルステーション恵寿

■課⻑
■梅田 信一

■事業報告
① 福祉⽤具レンタル商品で一押し商品を選定しケアマネス

テーションへPR活動を⾏った。
② 住宅改修についてベンリーと業務の流れを構築した。
③ 担当者会議・退院カンファレンス等に参加した。
④ 新規開拓のため、新たに中能登町・七尾市の10事業

所にもチラシ・カタログの配布や営業活動を⾏った。
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■2021年度のトピックス

社会事業統括部門

社会事業統括部門

■部門⻑ ■オブザーバー
■進藤 浩美 ■神野 厚美

「築け 未来を!」 取り組みを下記に示す。

■事業報告
① 社会事業として、医師会⽴七尾看護専門学校の経営

協⼒のため、事務⻑、教員の出向を⾏い、本院の医師、
看護部、医療技術部門から講師を派遣継続している。

② 委託先のシダックス様とともに、SDGsについて、「水を守
る」取り組み、「⾷を守る」コロナ禍の⽣産者⽀援を⾏っ
た。けいじゅデリカサプライセンターや各施設の厨房機器
の劣化があり、機器診断だけでなく、5ヶ年計画を策定
した。現在はチルドでおかずを作り、各施設に配送してい
るが、これからの人材不⾜も鑑み、冷凍完調品使⽤な
ど、これからの給⾷システムについての検討を開始した。

③ 医療福祉ショップめぐみは、感染予防の各種グッズを紹
介・販売したが、タイムリーな販売に至らず課題が残った。

④ ベンリー七尾店は、⽣活を⽀える位置づけが弱く、スキル
も未熟さが残るため、オリックス様、⼤成有楽不動産様
の協⼒を得て、職員宿舎の空室を使い、スキル強化を
図った。また、ベンリー本部とも協⼒し、⽣活⽀援の件数
を上げるべく検討会を開始した。

七尾看護
専門学校

【看護師確保】
・ 経営協⼒の継続
（講師派遣費⽤の負担）
・ 修学資⾦制度

けいじゅデリカ
サプライセンター

【SDGs】
・ 「水を守る」、配水管調査による
・ 「きれいな水の排水」を確認
・ 全施設厨房機器診断による5ヶ年
・ 計画を策定
・ 次世代システムとしての冷凍完調品の
・ 検討開始

医療福祉ショップ
めぐみ

【感染予防】
・ 酸素飽和度、眼鏡、マスク等職員に
・ 紹介、販売

ベンリー七尾店
【⽣活⽀援】
・ ケアマネステーション、福祉⽤具レンタル
・ ステーションとのコラボで住環境整備
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第2章 法人方針・事業報告（社会事業統括部門）

七尾看護専門学校

■事務⻑
■山崎 茂弥

41名が卒業し、能登地域の病院には24名（内 恵寿総合
病院9名）就職した。加賀地域の病院が11名、石川県外
の病院が2名だった。

入学者の状況

卒業⽣の就業先

■事業報告
① 出願者数51名、受験者数45名で、入学者数は33名

と昨年より４名減少した。出身別では、能登北部7名、
能登中部15名、石川中央7名と県内は29名、県外は
富山県3名、その他1名であった。新入⽣のうち能登中
部は45％だった。

② 新型コロナウイルス感染症拡⼤のため、進学ガイダンス
の中止や高校訪問の延期および急遽オンラインでのオー
プンキャンパス開催となり、学⽣募集にも⼤きな影響が
あった。

③ 入学⽣確保のため、11月20日推薦入学試験、1月
20日一次入学試験、2月17日二次入学試験、3月2
日三次入学試験を実施した。

④ 教員業務や事務作業の効率化を図るため、学籍管理、
出⽋管理、成績管理等の教務システムを導入し、運⽤
を開始した。次年度はこのシステムにより、情報の共有と
活⽤を目指したい。

けいじゅデリカサプライセンター

■部門代表者
■神野 厚美、進藤 浩美

毎年、デリカだけでなく全施設の厨房機器診断を依頼してい
るが、今年は5ヶ年計画を策定した。

■事業報告
① 株式会社新日本通商様、河北総合病院様の⾒学を

受け入れた。
② 次世代CK/SKシステムとして冷凍完調品の検討を開

始した。
③ デリカから排出される汚水について調査し、問題がないこ

とを確認し、さらにグリストラップ清掃回数を増やした。

ベンリー七尾店

■部門代表者
■梅田 信一

■事業報告
① 住宅改修について、医療福祉ショップめぐみと業務の流

れを策定した。
② ベンリー本部も入れての収益改善ミーティングを実施した

が、依頼がないときは、董仙会ベンリーとして、施設の5S、
職員宿舎の清掃業務を⾏った。

③ 2022年度版董仙会5S活動カレンダーを作成し、5S
応援を実施する。

能登 加賀 富山県 福井県 他県 病院
以外

進学、
その他 合計

2020 23
(11)

6
(1) 0 1 3 1 2 36

2021 24
(9) 11 2 0 2 0 2 41

能登 加賀 富山県 福井県 他県 合計

2020 21 10 5 0 1 37

2021 22 7 3 0 1 33

表1 フロンガスと機器の状況
指定フロン ◎異常なし
2019に⽣産中止 ○手入必要
特定フロン △修理必要
1995に⽣産中止 ×至急修理

表2 ランク
A 問題なし
B 手入必要
C 修理必要
D 至急修理
E 経年劣化
F 入替検討

0件

25件

50件

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

実績件数

問合せ件数 作業件数 董仙会ベンリー
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第2章 法人方針・事業報告（社会事業統括部門）

医療福祉ショップめぐみ

■部門代表者
■梅田 信一

■事業報告
① 法改正に伴い、販売商品を総額表示とした。
② 3％割引廃止とし、販売価格を3％下げ、レジ業務の⽣

産性を上げた。
③ 脳活アイス販路拡⼤のためバンカーズチョイスと契約した。
④ 住宅改修について、ベンリーと業務の流れを策定した。
⑤ 新型コロナ感染を予防する商品を職員に案内、販売を

⾏った。
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■2021年度のトピックス

第2章 法人方針・事業報告（徳充会）

徳充会

徳充会

■部門代表者
■今寺 忠造

全体の延べ利⽤者件数は、23万4,313件で、コロナ感染
拡大の影響で、昨年より2,986件減少した。
障がい者・⾼齢者の利⽤者件数は同様に減少し、通所系・
短期⼊所系の利⽤⾃粛・利⽤中⽌が大きく影響した。
新卒・若年層の給料⾒直しを⾏い、2022年度8名を確保。

■事業報告
① コロナ禍の中、「築け、未来を！レジリエンスを発揮せよ」

をテーマに、各事業所がそれぞれの目標を掲げ、強みを
活かし、一致結束して取り組んだ。

② 障がい者事業局：⼊所系は、⾼齢化・重度化が進み、
医療的ケアのニーズが年々⾼くなっている。通所系は日
中活動・働くニーズが⾼く、機能訓練系は介護保険より、
現サービスの継続を望んでいる。VR機器活⽤、オンライ
ンイベント、テイクアウト、情報発信等を推進した。

③ ⾼齢者事業局：新しい価値観・ニーズに対応するため、
情報発信（HP・広報他）の強化、Foot活の強化、
新型機器オミ・ビスタの導⼊、カルチャー教室、コロナ禍
の看取り、ターミナル期の訪問⼊浴、イルミネーションの
点灯等、時代に⾒合った新しいチャレンジを⾏った。

④ 事務局：給与規定等の⾒直し等の働き方改⾰、資格
習得支援・Web研修の開催等の職員教育の推進、オ
ンラインでの積極的な⾒学・相談会・採⽤試験、コロナ
対策の補助⾦申請、基盤整備申請、徳充会ボランティ
アとの継続的な関わりを⾏った。

⑤ 地域貢献：コロナの影響で、対⾯交流は中⽌・⾃粛し
たが、3密回避可能なものは積極的に推進した。

⑥ コロナ：感染・クラスター予防に取り組んだ。
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■2021年度のトピックス■2021年度のトピックス

障がい者事業局 ⻘⼭彩光苑
⻘⼭彩光苑リハビリテーションセンター

■部門代表者
■久保 奈保

身体に障がいを持つ方の支援を目的に1985年4月開設さ
れたリハビリテーションセンターは、2022年3月31日をもって、
障害者支援施設（⼊所機能を持った施設）の役目を終え、
2022年4月1日から、多機能型の通所事業所として生まれ
変わるよう各種取り組みを⾏った。

■事業報告
① 目標と達成度
② ⼊所の目標稼働率（短期⼊所を含む）を50％以上

とした。→17.6％（10月末で終了）であったため、達
成度は35.2％。

③ 機能訓練の目標稼働率を100％以上とした。→
67％であったため、達成度は67％。

④ 就労移⾏支援の目標稼働率を100％とした。→89％
であったため、達成度は89％

② 近年の⼊所サービス離れに対して、⼊所部門の閉鎖を
⾏った。2021年度スタート時に9名在籍していた利⽤
者は法人内の各施設利⽤に移⾏し、2021年10月末
には利⽤者ゼロとなった。通所部門においては、前年度
に引き続き通所・⼊所を問わず機能訓練利⽤者の⾼
齢化に伴う利⽤終了やサービス変更が目⽴った。

③ 就労移⾏支援事業については、初めてリワークを目的と
する利⽤者を受け⼊れた。また、７名の利⽤者が就職
した。現在8名定員のところ、登録者6名までに落ち込
んでいるが、新規利⽤相談もあり、4月以降の利⽤開
始を複数名⾒据えて準備している。

障がい者事業局

■部門代表者
■今寺 忠造

新型コロナ感染拡大の影響もあり、通所・短期⼊所の利⽤
者数は減少した。コロナ感染があったが、クラスターは回避した。
⻘⼭ライフを増築し、個室化を推進した。また、リハセンターは
10月末で⼊所事業を廃⽌した。各事業所時代に⾒合ったコ
ロナ禍での新しい創造とサービスの提供を推進した。

■事業報告
① 「築け、未来を！レジリエンスを発揮せよ」を意識し、コロ

ナ禍での新しい日常への支援と感染予防に努めた。
② さいこうえんの障害者生活支援センター：地域活動支

援センター、相談支援、障害者就業・生活支援セン
ターはコロナの影響で件数低下。交流⾃粛、3密対応。

③ セェレーナ⻘⼭：現状維持。
④ ⻘⼭彩光苑リハビリテーションセンター：⼊所は10月末

廃⽌、就労移⾏支援：7名就職。初のリワークを受⼊。
⑤ ワークセンター田鶴浜：洗濯事業は順調、利⽤者の⾼

齢化。コロナの影響で作業量減少。
⑥ ⻘⼭彩光苑ライフサポートセンター：⻄館増築15室、2

人部屋を個室化し、30室となった。4人部屋は0に。
サービス創造委員会⽴ち上げ、当たり前サービス標準化
した。

⑦ ⻘⼭彩光苑⽳⽔ライフサポートセンター：コロナが発生
したがクラスターは回避した。3密回避のオンラインのス
ポーツ活動、ZoomやVRの活動を導⼊し支援した。

⑧ 石川県精育園：Wi-Fi環境を整備し、安全安心の環
境整備に加え、タブレット等を活⽤した支援を推進した。
⾃⽴ホームけいじゅは、短期⼊所の送迎を2市2町に拡
大した。相談支援キララ・居宅支援は現状維持。
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第2章 法人方針・事業報告（徳充会）

障がい者事業局 ⻘⼭彩光苑
バリアフリーホーム セェレーナ⻘⼭

■部門代表者
■ 久保 奈保

2021年4月は18床から開始し、2022年3月には19床の
稼働となった。多少の⼊退居はみられたが、年間通じて定員
20名に対し、18〜20名で推移し、稼働率の向上が⾒られ
た。

■事業報告
① 退居1名、新規⼊居者は3名であった。年間平均稼働

率は前年⽐11％の上昇となった。
② ⼊居者の法人内サービス利⽤の内訳

※重複利⽤を含む
【障害者活動系】
リハビリテーションセンター：8名
ワークセンター田鶴浜：8名
障害者生活支援センター：1名
【生活支援系】
ローレイルハイツ恵寿（ホームヘルプ）：5名

障がい者事業局 ⻘⼭彩光苑
さいこうえんの障害者生活支援センター

■部門代表者
■前田 奈津⼦

地域活動支援センターでは①創作活動②作業活動③就業
準備と３つのコースを創設し、利⽤目的に合わせた支援を提
供した。また、機関誌「オンリーワン」を毎月発⾏することでタイ
ムリーな活動状況報告ができ、地域や関係機関に向けて当
センターの周知につながった。

■事業報告
① 七尾市・中能登町からの委託を受け、地域活動支援セ

ンターⅠ型事業を実施している。地域で生活している障
がい者が通所し日中活動を⾏っている。8名の新規利
⽤者が増えた一方、就業準備コースを経て就職や就労
支援事業所につながり卒業する利⽤者がいたことで、稼
働率は上がらなかった。

② 相談支援事業（指定特定・指定一般・指定障害
児）は、障がいのある人の様々な課題についての相談
に応じ必要な情報提供、障害福祉サービス利⽤等の
支援を⾏った（年間相談件数3,487件）。その他、
七尾市・中能登町⾃⽴支援協議会での活動を通して、
障がい者にとって暮らしやすい地域づくりやネットワークづく
りに励んでいる。

③ 障害者就業・生活支援センター事業は障がい者・企業
からの就職に係る相談・職場定着に係る相談、これらに
伴う生活の相談を受け、その課題解決に向けて必要な
情報提供、助言等の支援を実施した（年間相談件数
3,292件、就職件数37件、職場実習研修20件）。
今年度は地域活動支援センターで⽴ち上げた就業準
備コースの支援展開にも関わり、就労を目指す障がい
者の基礎訓練としての役割を担った。
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障がい者事業局
⻘⼭彩光苑ワークセンター田鶴浜

■部門代表者
■細木 俊逸

利⽤実績は、稼働率目標75％に対し、65％昨年対⽐1％
減、延べ利⽤者数は6,686名で昨年より27名増であった。
総事業活動収⼊は、稼働日数を増やしたこと、報酬改定に
よる基本報酬増と就労移⾏体制加算を算定したため増加し
た。授産事業に関しては、原油⾼が影響して、光熱費が上
昇したため、経費増となった。

■事業報告
① 2021年度、新規利⽤者は１名であった。退所者は２

名であり、うち1名は一般就労であり、別の1名は⾼齢の
ため施設へ移⾏した。利⽤者の⾼齢化はすすんでいる
が、平均⼯賃月額が全国平均を上回っていることを利
⽤希望者にアピールし、また、送迎の⼯夫を⾏い、利⽤
者獲得を目指し、取り組んでいく。利⽤登録者2022年
3月31日時点で30名である。

② 授産事業では、軽作業においてはコロナ禍の影響を受
けて受注数が減っている。そこで、今年度は石川県の発
注事業を獲得するなど、しごとの確保に努めた。洗濯事
業は原油⾼が影響し経費が増加しているが、堅調に推
移している。リサイクル事業では、七尾市からの委託業
務も継続委託をうけており、安定収⼊となっている。他
事業においても予定通り進⾏し、授産事業は全体とし
て安定している。

③ 今後はコロナ禍においても安定して事業継続できるよう
感染対策を実施し、業務の効率化、生産性の向上を
目指し事業をすすめていく。

障がい者事業局
⻘⼭彩光苑ライフサポートセンター

■部門代表者
■瀧野 利徳

1989年に開設した⻄館の増築を⾏い、個室を15床増やし
たことで施設全体の４人部屋が解消された。

■事業報告
① 生活介護事業は、目標稼働率110％に対し110.5％

で前年⽐95.8％であった。また、施設⼊所支援事業は、
目標稼働率100％に対し101％で前年⽐100.7％で
あった。短期⼊所事業は、目標稼働率70％に対し
52.2％で前年⽐88.9％の結果であった。

② 施設⼊所支援事業では、⼊所部門を閉鎖する併設の
リハビリテーションセンターからの受け⼊れを期間内にス
ムーズに⾏うことができた。

② 家族会について、家族の⾼齢化やコロナ禍における来
苑機会の減少などを理由に活動を終了した。

③ 利⽤者支援について、サービス創造委員会を⽴ち上げ、
既存のサービス内容の改善ではなく、⼊所施設の固定
観念を打破した当たり前のサービスを標準化することに
⼒を注ぎ、パンのトーストや調味料の選択など地味で身
近なことを積み上げるよう実践した。
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障がい者事業局
石川県精育園・⾃⽴ホームけいじゅ

■部門代表者
■今寺 忠造

今年度も、感染対応会議を毎週の定例会として継続実施し、
感染予防に努めた。コロナ禍でも日常の生活に潤いが持てる
よう、利⽤者に対してZoomでの他施設との交流会、Web
での体験型サファリパーク旅⾏、ユニット別の喫茶2や模擬店
参加などの取り組みを実施した。

■事業報告
① 利⽤者状況
② 精育園本体は４名が退所、４名が⼊所し計123名。
③ 通所利⽤者は2名増の計9名。
④ グループホームは1名増の計20名（満床）となった。
② 事業報告
③ 「ニューノーマルから新しいスタンダードへ」のテーマのもと、

利⽤者の⾏動・強みを引出し、利⽤者理解に努め、
サービスの向上を目指した。

④ 精育園本体の設備では、原因が特定できない事故を
解析するために、Wi-Fi環境を整備し、⾒守りカメラの運
⽤を開始した。Wi-Fi環境が整備されたことで、タブレッ
トを使⽤する利⽤者が増加し、結果として余暇時間の
サービス向上にもつながった。

⑤ 利⽤者支援では氷⼭モデルの書式を整備し、ストレング
スの視点から支援内容を⾒直した。さらに感染対策とし
て実施している、ユニット化（小グループ）により、意思
疎通が困難な利⽤者に特化した支援を⾏い、情緒安
定に効果を上げることができた。⾃⽴ホームけいじゅにお
いては、GH短期⼊所送迎サービスを2市2町に拡大す
ることができた。

障がい者事業局
⻘⼭彩光苑⽳⽔ライフサポートセンター

■部門代表者
■今寺 忠造

職員及び利⽤者に新型コロナウイルス感染症者が発生した
が、感染対応の徹底により、クラスターの発生を防いだ。新し
い生活様式下での利⽤者の楽しみを拡げる支援では、地元
飲食店からのテイクアウト、ZoomやVRを利⽤したオンライン
旅⾏、バーチャル体験、オンライン運動会等を実施した。

■事業報告
① 施設⼊所支援事業は、目標稼働率100％に対し、実

績は99.2％であり、前年度⽐100.4％であった。通所
及び短期⼊所事業については、コロナの影響による事業
の一時休⽌や感染を恐れての利⽤控え、並びに介護
保険制度への移⾏による利⽤者減もあり、目標稼働率
の達成には至らなかった。

② 外出規制が続く中でも、生活の中での楽しみや感動を
得られるよう、ZoomやVR機器を利⽤したオンライン旅
⾏やバーチャル体験を実施した。買い物の楽しみでは、
地元⾐料販売店による訪問販売を実施した。食べる楽
しみでは、外食気分を味わえるように、地元飲食店から
のテイクアウト企画を実施し、利⽤者の満⾜度を⾼める
ことができた。

③ Zoomを利⽤し、法人内の他施設利⽤者との意⾒交
換や情報交換の機会を設けた。

④ 石川県ボッチャ大会への参加支援（利⽤者3名）、障
がい者週間には、事業所内でのオンライン運動会の実
施や石川県作業療法⼠協会主催のリハビリテーションス
ポーツフェス（オンライン）への参加支援を⾏った。

⑤ ホームページの更新頻度を上げ（37トピックス更新）ご
家族や地域に向けた情報発信に努めた。
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⾼齢者事業局
エレガンテなぎの浦・アンジェリィなぎの浦

■部門代表者
■江沢 恵太

特養は、⼊院、⼊退所、看取り介護の利⽤者が増え、前年
度に⽐べて稼働率の低下があった。ショートステイやデイサービ
スも目標稼働率を達成することができなかった。⼊所サービス
の待機者減少、施設⼊所の回転率が⾼くなることで、在宅
サービスの利⽤者が⼊所され、稼働率低下という現状。

■事業報告
① コロナ禍で外出や日常生活に制限がある中で、楽しみ

のある生活ということで、食事の有料メニューやテイクアウ
ト等のサービスは利⽤者も大変喜ばれた。

② 新しい生活様式への順応として、⾯会制限という過酷
な状況下でもタブレットを活⽤し、家族等との交流を図っ
た。オンライン⾯会やビデオレター、写真付き年賀状は会
えないからこそ、貴重なものとなり感動されていた。

③ コロナへの感染対策をした上で、昨年度は中⽌していた
個別支援を安全⾯を考慮して、密を避け、施設外の方
と接触しないように⼯夫して実施した。ドライブや少人数
での調理支援、健康教室等を⾏い、これまで我慢して
いた利⽤者には笑顔がこぼれていた。

④ コロナ禍で普及したタブレットを活⽤し、動画や写真を活
⽤したマニュアル作成や情報共有を⾏った。マニュアルの
内容が把握しやすく、情報の周知もスムーズになった。

⑤ 施設内にフリーWi-Fiを完備し、ネットの活⽤ができるよ
うになったことで、利⽤者から大変喜ばれ活⽤されている。
これまでビデオなど同じ映像を繰り返し⾒ていた利⽤者
も、YouTube等のチャンネルで好きな映像を⾃由に選
んで楽しんでいる様⼦も⾒られ、利⽤者の新たな一⾯を
発⾒することもあり、今後の支援につなげていきたい。

⾼齢者事業局

■部門代表者
■吉田 茂和

本年度も昨年に引き続き新型コロナウイルス感染やその拡大
に対する不安などから、在宅サービスを中心に苦戦が続いた。
特に通所事業への影響が顕著で、⼦どもたちへの感染拡大
から同居の利⽤者が様⼦をみる期間が増え、年間を通して
の介護事業全体の利⽤者数減少につながった。

■事業報告
① エレガンテなぎの浦・アンジェリィなぎの浦：コロナ禍に対

応した新たな楽しみ・対応として、食の楽しみへの⼯夫
や、オンライン⾯会・ビデオレター・写真付き年賀状・⾃
由なYouTubeチャンネル閲覧など、前年度増強した
Wi-Fi環境を利⽤した活動が広がった。また、動画や写
真を活⽤したマニュアル充実にも効果があった。

② エレガンテたつるはま・もみの木苑：特養では⼊院が少
なく⾼稼働を維持することができた。県の補助⾦を活⽤
した感染対策の⾯会室が完成。業務改善や職員間の
認識共有などを目的とした「ありがとうレポート」にも取り
組んだ。もみの木苑では活動や参加に応じてポイントを
付与し表彰する「まんぷく大作戦」を開始し好評を得た。

③ ふれあいの⾥：「ふれあいの⾥モデル3ヶ年計画」の最終
年あたり、通所事業が厳しいコロナ禍でも一定の効果を
実感できた。訪問⼊浴はターミナル期の利⽤者が増加。
配食は1日1食限定となり利⽤件数が減少した。

④ ローレルハイツ恵寿：シニアLifeの日常にコンビニエンス
のエッセンスを加え、便利な生活様式などに取り組んだ。
次世代レクとしてオミ・ビスタを導⼊、介護予防や脳トレ
に活⽤。サ⾼住のサマーキャンペーン・お試し宿泊も好
評で、⾼い⼊居率・利⽤率を維持した。
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⾼齢者事業局
ふれあいの⾥
■部門代表者
■芳原 哲弥

通所介護は目標値87％に対して84.1％で達成率は97％
であった。前年度⽐は108％で年間通して80％台の稼働率
を維持することができた。訪問⼊浴は⼊院する方が多く前年
度よりも35件減少した。配食サービスは既存利⽤者の休⽌
が相次ぎ大幅な減少となった。

■事業報告
① 通所事業は、活動と参加を中心とした「ふれあいの⾥モ

デル3ヶ年計画」の最終年であり、多くのプログラムを展
開し活発に参加し楽しんでいただくスタイルを確⽴するこ
とができた。対外的にも様々な活動を実施していると認
知され、新規紹介率も向上しコロナ禍ではあるが年間
通して80％台の稼働率を維持することができた。

② 訪問⼊浴事業はターミナル期の新規利⽤者が増加し、
数回の利⽤で終了するケースが増えてきた。今後もこう
したニーズの⾼まりは続くと予測されるのでターミナル期の
方々を中心にお受けできる枠の増設を実施する予定。

③ 配食事業は七尾市の意向により1日1食限定の利⽤と
なり件数も減少している。エリアの細分化と共に参⼊事
業者も増えたことにより新規の問い合わせも減少した。

④ 地域共生に向けた取り組みは、コロナ禍という事情もあ
り積極的な働きかけは実施できなかった。その分、地域
向けに情報発信を強化しホームページの更新頻度を⾼
めると共に地域向けの広報誌も年6回発⾏した。

⑤ 多様化するニーズにこたえるサービス作りを目指し、職員
のスキル習得にも⼒を⼊れ、音楽健康指導⼠の資格を
習得するなど、介護分野以外のサービス提供に向けて
注⼒した。

⾼齢者事業局
エレガンテたつるはま・もみの木苑

■部門代表者
■畑中 浩樹

⼊所事業の平均稼働率は96.9%（前年度⽐+0.4%）
で、⾼稼働率を維持することができている。通所事業は、新
型コロナウイルス対策等により2度の営業休⽌の対応のため、
稼働率は落ち込んだが、新規利⽤者数は26名で例年通り
維持することができた。

■事業報告
【エレガンテたつるはま】
① 3月19日、石川県介護基盤施設等整備費補助⾦を

活⽤し、玄関内の⾯会室設置⼯事が完成した。
② 2021年度報酬改定に併せて、科学的介護情報シス

テム（LIFE）に登録、科学的介護推進体制加算を
算定した。

③ オンラインを活⽤した家族参加型のサービス担当者会を
開催する。またオンライン⾯会だけではなく、利⽤者と家
族の動画交換の取組開始、10ケースを実施した。

④ ケアや業務の改善、職員間の認識の共有等を目的とし
たありがとうレポートの報告は36件だった（前年度⽐＋
15件）。

【デイサービスセンターもみの木苑】
① Foot活プロジェクトの参加利⽤者12名。
② 活動（Foot活も含）や参加に応じてポイントを付与す

る表彰制度『まんぷく大作戦』を開始、52名の利⽤者
が参加し、12名の利⽤者を表彰した。
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事務局

■部門代表者
■⼭下 賢

2021年度における採⽤者数は26名、また退職者数は40
名で差し引き-14名であった。期首の職員総数は463名、
期末の職員総数は449名。

■事業報告
① キャリアパスの⾒直しの⾒直し

「職能資格等級制度構成表」に定義するキャリアパス
の⾒直し案策。

② キャリアパスの⾒直しの⾒直し
「職能資格等級制度構成表」に定義するキャリアパス
の⾒直し案策定。
各種⼿当の⾒直し：扶養⼿当・住宅⼿当の廃⽌及
び一部資格⼿当の増額案の策定。

③ 従来の処遇改善交付⾦及び特別処遇改善交付⾦
に加えて臨時特例交付⾦を⼿当として支給開始。

④ ⻘⼭彩光苑ライフサポートセンター個室化。
⑤ 補助⾦

• 社会福祉施設等施設整備費補助⾦
（⻘⼭彩光苑ライフサポートセンター）

• ⾃動⾞事故対策費補助⾦
「在宅生活支援環境整備事業」

• 石川県サービス継続支援事業

⾼齢者事業局
ローレルハイツ恵寿

■部門代表者
■内田 かおり

『未来を今こそ実現』〜コンビニエンス（便利な）シニアLife
① 初・次世代レク オミ・ビスタの導⼊
② 初・リモート実習実施
③ 初・サマーキャンペーン・お試し宿泊プランの実施
④ 初・イルミネーションオープニングの実施
⑤ 初・生涯現役、⼊居者が散髪屋を復帰

■事業報告
① 令和こそコンビニエンス
② 次世代レク オミ・ビスタ導⼊し、介護予防・脳トレに活

⽤した。iPadを使ったレク、体操、外出等を実施。家族
にLINEやZoomで会議・⾏事等へ参加していただいた。

② 安心のコンビニエンス
③ 1年に1回、延命希望するかしないか確認の際、看取り

対応についての説明を⾏い、家族に理解していただいた。
③ 安全のコンビニエンス
④ Foot活への参加、ウォーキングの普及、Foot活サンダル

の活⽤、ラダー体操、Foot活体操、AYUMIEYE計測
を定期的に実施。

④ 安定のコンビニエンス
⑤ 4月より、1年計画で宣伝、キャンペーンを⾏った。
⑥ インターネット、広報誌（珠洲市・輪島市・⽳⽔町・七

尾市・羽咋市・中能登町・宝達志⽔町）に募集掲載。
8月〜9月サマーキャンペーンにて、お試し宿泊を実施。
大盛況で、3室使⽤したが89％の使⽤率で、中には契
約する方もおり、10月には満室状態となった。

⑤ 職員のコンビニエンス
⑥ ヘルパーのペーパーレス化に向けて、1段階の表作成、

携帯の変更を⾏う。
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教育研修委員会

■委員⻑
■畑中 浩樹

■事業報告
① 中途⼊職者に対する職員研修に際して、講義動画を

⽤意。感染状況に応じて、動画配信で対応した。
② 介護福祉⼠受験対策講座は、直接講義とライブでのオ

ンライン配信のハイブリッド方式で開催し、感染予防がは
かれ、⽳⽔地区の遠方にいる職員が多く参加できる結
果となった。

事務局
徳充会 総務部

■部門代表者
■畑中 浩樹

① 給与規定⾒直しプロジェクトの発⾜
② 登録ボランティア 74の団体、個人との継続的な関わり
③ オンライン研修会、勉強会の企画、開催
④ オンライン（VR）⾒学、相談会によるリクルート戦略

■事業報告
① 給与規定⾒直しプロジェクトにて、2022年度からキャリ

アパス、新卒を中心とした若年層年齢給の⾒直し、昇
格意欲を向上させる役職者⼿当、3等級能⼒給の⾒
直しを⾏う。また、2024年度から扶養⼿当を⾒直すこ
とで、2022年度から労働の対価となる介護福祉⼠の
資格⼿当を段階的に増額、待機⼿当を増額とした。

② 2022年度新卒採⽤者8名（内介護6名、看護1名)

福利厚生委員会

■委員⻑
■柿島 善浩

今年度はZoomでのリモートでの話し合い、メールでの意⾒
交換を⾏った。旅⾏・職員交流企画は難しく、職員全体の意
⾒を聞き取り、福利厚生の新たなシステムの構築を話し合っ
た。試⾏錯誤を重ね、【心と体の健康増進に対しての福利厚
生の活⽤】をテーマに職員に対して助成を実施した。

■事業報告
① 新型コロナウイルスの影響もあり例年のような旅⾏・企画

は今年度も⾒合わせることとなる。
② Zoomを⽤いて委員同⼠の話し合いを⾏い、職員全体

の福利厚生の意⾒を聞き取った。
③ 心と体の健康増進に対しての福利厚生費の活⽤として

健康増進に対してのシューズ・⾃己研鑽の為の書籍の
購⼊に対して助成⾦1,500円を上限に助成を⾏った。

事務局
徳充会 経営企画部

■部門代表者
■松下 清寛

① ⽼朽化施設の基盤整備：⻘⼭彩光苑ライフサポート
センター個室棟増築⼯事（国庫補助事業）
12月完成

② 汎⽤ソフトのオート化利⽤に向け、活⽤スキルの勉強
会を実施。

③ 社内監査の実施（資産等の現物確認の実施）

■事業報告
① 会計・請求業務
② 補助⾦申請
③ コスト増への対応（省電化、委託料等⾒直し）
④ 新規事業・取り組みの提案
⑤ 理事会・評議員会開催（6月、３月）
⑥ 役員改選⼿続き、法人登記⼿続き
⑦ 指導監査の対応（石川県実地監査及び書⾯監査）

日程 内容
4月1日 新人職員研修
6月9日 管理監督者研修（課⻑以上）※オンライン
8月6日 新人職員フォローアップ研修

10月11-22日 ハラスメント研修（主任以下）※動画配信
10月21日 ハラスメント研修（課⻑以上）※オンライン
11月20日 アンガーマネジメント研修 ※オンライン
11-1月 介護福祉⼠受験対策講座 ※オンライン併⽤
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■2021年度のトピックス

第2章 法人方針・事業報告（徳充会）

事例研究大会

■委員⻑
■岡田 昌大

事例研究大会・・・2022年3月１日（火）、３日（木）
大会テーマ・・・「築け、未来を！レジリエンス（困難から回復
する⼒）を発揮せよ」
実施方法・・・Zoomを活⽤し、発表と質疑応答場⾯を撮影。
後日、法人職員にも視聴できるようにした。（各事業所１
事例の全12事例）

■事業報告
① コロナ禍でも開催できる方法として、Zoomを活⽤し、発

表場⾯を撮影し動画配信することで、会場に集まらずと
も、多くの職員に視聴してもらうことができた。

② 課題：Zoom発表では、聴講者を限定していた為、動
画で視聴した職員からの質疑応答ができない。事例研
究大会の目的の一つでもある学ぶ機会や、スキルアップ
に対する意識を職員間で統一する事が難しい。
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第3章 医療部門：診療統計・医療の質（恵寿総合病院）
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

外来患者数（恵寿総合病院）

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

形成外科 4,443 4,392 4,322 4,064 3,739
18 18 18 17 15

脳神経外科 4,738 4,892 4,467 3,976 4,254
19 20 19 16 17

心臓血管外科 2,773 2,850 2,880 2,547 2,598
11 12 12 10 11

消化器外科 7,584 8,194 8,079 8,443 8,678
31 34 34 34 35

整形外科 13,763 14,971 15,712 14,175 14,814
57 62 66 58 60

内科 33,748 35,364 34,630 29,924 33,939
139 146 145 123 136

産婦人科 13,420 14,221 13,287 10,773 9,985
55 59 56 44 41

⽿⿐咽喉科 7,422 7,124 6,395 5,265 5,240
31 29 27 22 21

眼科 13,325 12,765 12,634 11,831 13,166
55 53 53 49 54

泌尿器科 9,707 9,712 8,850 8,765 6,759
40 40 37 36 28

小児科 6,030 5,951 5,976 4,109 4,809
25 24 25 17 20

麻酔科 1,887 2,288 2,187 1,942 1,902
8 9 9 8 8

透析科 18,207 18,672 19,114 18,686 18,647
75 77 80 77 76

脳神経内科 5,024 5,061 5,059 4,272 4,433
21 21 21 17 18

皮膚科 8,511 7,420 8,053 8,041 7,419
35 31 34 33 30

循環器内科 9,645 8,816 7,799 7,303 7,607
40 36 33 30 31

リハビリテーション科 13,460 12,064 11,222 9,062 9,462
55 50 47 37 39

家庭医療科 9,585 9,593 8,801 8,821 9,584
39 39 37 36 39

放射線科 396 419 383 359 383
2 2 2 1 2

胸部呼吸器外科 437 1,462 590 771 756
2 6 2 3 3

緩和医療科 971 0 0 0 0
4 0 0 0 0

消化器内科 9,530 10,254 10,590 10,918 9,481
39 42 44 45 39

合計 194,606 196,485 191,030 174,047 177,655
日当たり合計 801 809 799 716 734

稼働日 243 243 239 243 242

外来患者数の推移

外来患者数1日あたり平均

※上段：患者延数 下段：1日当たりの平均患者数 単位：人
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年代別（男⼥別）外来患者数

救急外来患者数（恵寿総合病院）

救急外来患者数の推移 単位：人
2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

形成外科 503 439 474 349 325
脳神経外科 645 479 432 392 415

心臓血管外科 46 41 44 17 21
消化器外科 250 152 162 144 113

整形外科 1,202 920 1,079 834 856
内科 3,432 3,376 3,369 1,854 2,113

産婦人科 196 155 176 115 88
⽿⿐咽喉科 302 255 303 188 203

眼科 51 49 49 37 47
泌尿器科 242 181 188 157 120

小児科 1,187 984 971 488 567
麻酔科 2 2 14 1 4
透析科 0 0 0 0 0

脳神経内科 169 154 170 153 142
皮膚科 327 231 317 267 207

循環器内科 451 365 394 327 341
リハビリテーション科 0 1 0 2 12

家庭医療科 99 63 61 60 70
胸部呼吸器外科 1 0 0 3 1

緩和医療科 23 0 0 0 0
消化器内科 889 836 800 691 587

合計 10,017 8,683 9,003 6,079 6,232

救急⾞受け⼊れ台数の推移

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

救急搬送件数（件） 1,596 1,533 1,527 1,359 1,474 

⼊院率（％） 60% 58% 59% 64% 61%
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人
紹介患者数 逆紹介患者数

紹介患者数（恵寿総合病院）

紹介患者数・逆紹介患者数の推移

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

紹介率 55.77% 56.02% 67.30% 86.40％ 82.80%

逆紹介率 25.73% 29.38% 44.64% 64.7％ 90.3%
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⼊院患者数（恵寿総合病院）

新⼊院患者数・延⼊院患者数の推移 単位：人
2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

新⼊院 延⼊院 新⼊院 延⼊院 新⼊院 延⼊院 新⼊院 延⼊院 新⼊院 延⼊院

形成外科 60 392 63 619 37 423 1 1 0 0 

脳神経外科 209 8,886 192 9,470 183 12,679 193 12,692 193 17,036 

心臓血管外科 162 2,335 172 2,026 168 2,392 143 1,818 131 2,002 

消化器外科 440 6,397 487 7,786 500 8,726 488 8,881 500 8,320 

整形外科 503 21,861 576 19,188 575 20,201 556 19,014 590 20,723 

内科 1,684 44,227 1,634 36,227 1,706 39,467 1,423 33,575 1,468 35,431 

産婦人科 570 5,708 658 5,687 552 4,307 493 4,702 463 4,293 

⽿⿐咽喉科 109 747 101 829 94 607 69 484 72 464 

眼科 521 1,266 473 1,194 460 1,128 382 933 455 1,063 

泌尿器科 253 1,271 249 1,245 150 904 134 891 36 158 

小児科 189 1,063 194 1,144 197 1,106 181 933 154 855 

麻酔科 0 0 5 52 4 42 2 13 8 123 

脳神経内科 101 5,983 115 6,120 105 5,516 82 6,056 58 3,450 

皮膚科 28 252 30 388 43 597 62 1,924 58 1,172 

循環器内科 544 8,041 592 7,913 495 7,089 453 7,424 489 8,198 

リハビリテーション科 51 6,135 64 6,193 67 6,563 64 7,370 65 6,036 

家庭医療科 173 6,580 168 6,795 156 6,168 151 5,755 168 5,600 

緩和医療科 38 2,604 0 0 0 0 ０ 0 0 0

消化器内科 869 10,235 936 12,120 901 12,573 801 9,030 786 6,517 

合計 6,504 133,983 6,709 124,996 6,393 130,488 5,678 121,496 5,694 121,441 
月当たり平均/日当たり平均 542 / 367 559 / 342 533 / 357 473 / 333 475 / 334
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年代別（男⼥別）新⼊院患者数

平均在院日数・病床稼働率

■平均在院日数（全病棟）

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
形成外科 6.6 9.9 11 1 0

脳神経外科 44.1 49.3 70.1 69.4 89.4
心臓血管外科 14 11.9 14.3 12.8 15.5

消化器外科 14.2 15.9 17.2 17.7 16
整形外科 42.6 34.3 34.7 34.1 36

内科 26.8 22.5 23.5 24.3 24.8
産婦人科 9.9 8.6 7.8 9.5 9.3

⽿⿐咽喉科 6.9 8.2 6.5 6.9 6.6
眼科 2.4 2.5 2.5 2.5 2.3

泌尿器科 5 5 5.9 6.5 4.4
小児科 5.6 5.9 5.6 5.2 5.6
麻酔科 - 10.4 10.5 8.7 13.7

脳神経内科 56.7 53 49.9 70.8 54.8
皮膚科 9.5 12.7 14.4 32.1 20

循環器内科 14.8 13.5 14.3 16.3 16.2
リハビリテーション科 110.5 90.4 94.4 103.8 88.8

家庭医療科 36.8 37.4 37.3 36.7 33.1
緩和医療科 45.7 - - - -
消化器内科 11.7 12.9 13.6 11.1 8.2

月当たり平均 20.5 18.7 20.3 21.4 21.4

単位：日

■病床稼働率（全病棟）

単位：日
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病床機能別在院日数

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

一般（7：1） 14.7 13.6 15.1 16.2 16.3

障害者 265.1 202.8 257.3 415.1 410

地域包括ケア 41.3 33.6 31.3 25.4 22.3

回復期リハビリテーション 104.6 101.8 105.0 99.6 105.0

単位：日

■平均在院日数（地域包括ケア）

■平均在院日数（一般）

■平均在院日数（障害者）

■平均在院日数（回復期リハビリテーション）
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手術件数（恵寿総合病院）

手術件数・麻酔件数の推移

■手術件数
※手術室での件数 単位：件

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

消化器外科 274 279 317 325 326

整形外科 235 330 406 319 335

形成外科 77 54 52 35 31

眼科 531 478 476 387 478

胸部呼吸器外科 0 0 0 0 0

産婦人科 127 180 146 146 152

⽿⿐咽喉科 26 41 34 31 32

脳神経外科 18 13 19 10 7

泌尿器科 137 126 92 81 16

心臓血管外科 138 157 161 142 134

麻酔科 0 0 0 0 1

その他 1 1 1 0 1

合計 1,564 1,659 1,704 1,476 1,513 

■麻酔件数 単位：件
2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

全身麻酔 777 927 933 795 801

その他麻酔 787 732 769 681 712
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MDC別件数 単位：件
2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

01 神経系疾患 275 266 257 245 230

02 眼科系疾患 48 317 261 179 215

03 ⽿⿐咽喉科系疾患 133 206 171 108 113

04 呼吸器系疾患 721 711 712 584 553

05 循環器系疾患 720 757 651 622 647

06 消化器系疾患、肝臓・胆道・膵臓疾患 897 1,313 1,389 1,172 1,197

07 筋骨格系疾患 252 266 222 251 239

08 皮膚・皮下組織の疾患 59 81 79 52 46

09 乳房の疾患 47 67 60 80 77

10 内分泌・栄養・代謝に関する疾患 177 179 170 118 104

11 腎・尿路系疾患及び男性⽣殖器系疾患 385 473 392 371 269

12 ⼥性⽣殖器系疾患及び産褥期疾患・異常妊娠分娩 313 362 266 367 337

13 血液・造血器・免疫臓器の疾患 260 257 281 247 258

14 新⽣児疾患、先天性奇形 36 22 12 158 131

15 小児疾患 38 1 0 0 1

16 外傷・熱傷・中毒 394 381 446 370 339

17 精神疾患 8 14 14 6 3

18 その他 174 72 67 91 167

合計 4,937 5,745 5,450 5,021 4,926
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疾病分類別患者数（恵寿総合病院）

単位：人
コード 大分類（基本体系）項目 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

Ⅰ 感染症及び寄⽣虫症 136 132 171 131 158 
Ⅱ 新⽣物＜腫瘍＞ 1,206 1,162 1,165 1,098 956 
Ⅲ 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 32 27 36 43 60 
Ⅳ 内分泌、栄養及び代謝疾患 128 154 128 101 123 
Ⅴ 精神及び⾏動の障害 29 21 23 13 6 
Ⅵ 神経系の疾患 148 172 140 121 147 
Ⅶ 眼及び付属器の疾患 520 482 469 383 466 
Ⅷ ⽿及び乳様突起の疾患 92 83 73 52 40 
Ⅸ 循環器系の疾患 884 921 865 880 912 
Ⅹ 呼吸器系の疾患 551 594 571 419 418 

XⅠ 消化器系の疾患 928 914 778 789 832 
XⅡ 皮膚及び皮下組織の疾患 46 58 43 52 45 
ⅩⅢ 筋骨格系及び結合組織の疾患 187 183 150 191 183 
ⅩⅣ 腎尿路⽣殖器系の疾患 440 445 431 346 308 
ⅩⅤ 妊娠、分娩及び産じょく＜褥＞ 439 458 363 364 326 
ⅩⅥ 周産期に発⽣した病態 174 177 172 161 131 
ⅩⅦ 先天奇形、変形及び染⾊体異常 12 10 8 7 7 

ⅩⅧ 症状、徴候及び異常臨床所⾒・異常検査所⾒で
他に分類されないもの 9 11 14 0 7 

ⅩⅨ 損傷、中毒及びその他の外因の影響 579 531 529 527 508 
ⅩⅩⅠ 健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利⽤ 361 391 313 250 248 
ⅩⅩⅡ 特殊目的⽤コード 0 0 0 4 110 

合計 6,901 6,926 6,442 5,932 5,991 

年代別死亡退院患者数（恵寿総合病院）

単位：人2021年度
性別 男性 ⼥性

年齢階層（歳）
国際分類

20代
以下 30代 40代 50代 60代 70代 80代

以上 計 20代
以下 30代 40代 50代 60代 70代 80代

以上 計

Ⅰ 感染症及び寄⽣虫症 2 3 5 1 2 3
Ⅱ 新⽣物＜腫瘍＞ 2 8 22 29 61 1 6 14 31 52

Ⅲ 血液及び造血器の疾患並びに
免疫機構の障害 0 0

Ⅳ 内分泌、栄養及び代謝疾患 4 4 1 1
V 精神及び⾏動の障害 1 1 1 1
Ⅵ 神経系の疾患 1 1 2 2 4
Ⅸ 循環器系の疾患 3 1 6 20 30 1 7 33 41
Ⅹ 呼吸器系の疾患 1 14 26 41 1 3 20 24
Ⅺ 消化器系の疾患 1 2 3 6 12 1 9 10
Ⅻ 皮膚及び皮下組織の疾患 0 0

ⅩⅢ 筋骨格系及び結合組織の疾患 1 1 1 1 2
ⅩⅣ 腎尿路⽣殖器系の疾患 1 2 3 2 7 9
ⅩⅥ 周産期に発⽣した病態 0 0
ⅩⅦ 先天奇形、変形及び染⾊体異常 0 0

ⅩⅧ 症状、徴候及び異常臨床所⾒・異常
検査所⾒で他に分類されないもの 1 1 20 22 1 28 29

ⅩⅨ 損傷、中毒及びその他の外因の
影響 1 3 4 1 1 1 3

ⅩⅩ 傷病及び死亡の外因 0 0
合計 1 0 0 6 13 50 115 185 0 1 2 0 10 30 136 179

100



第3章 医療部門：診療統計・医療の質（恵寿総合病院）

疾病分類（中分類）別上位疾病（恵寿総合病院）

2021年度

コード 病 名 患者数（人） 構成比（%)

H25 ⽼人性⽩内障 425 7.1%
K63 腸のその他の疾患 264 4.4%
I50 心不全 212 3.5%
I63 脳梗塞 157 2.6%
C34 気管支及び肺の悪性新⽣物 150 2.5%
J18 肺炎、病原体不詳 133 2.2%
I20 狭心症 118 2.0%
C18 結腸の悪性新⽣物 112 1.9%
U07 COVID-19 110 1.8%
J69 固形物及び液状物による肺臓炎 105 1.8%

その他 4,205 70.2%
合計 5,991 100.0%

2020年度

コード 病名 患者数
（人）

構成比
（％）

H25 ⽼人性⽩内障 344 5.8％

I50 心不全 188 3.2%

C34 気管支及び肺の悪性新⽣物 183 3.1%

I63 脳梗塞 169 2.8%

K63 腸のその他の疾患 157 2.6%

J69 固形物及び液状物による肺臓炎 138 2.3%

K80 胆石症 135 2.3%

C18 結腸の悪性新⽣物 119 2.0%

S32 腰椎及び骨盤の骨折 111 1.9%

I20 狭心症 101 1.7%

その他 4,287 72.3%

合計 5,932 100.0%

コード 病名 患者数
（人）

構成比
（％）

H25 ⽼人性⽩内障 420 6.5％

K63 腸のその他の疾患 180 2.8％

I50 心不全 179 2.8％

C34 気管支及び肺の悪性新⽣物 175 2.7％

J69 固形物及び液状物による肺臓炎 170 2.6％

I63 脳梗塞 159 2.5％

J18 肺炎、病原体不詳 152 2.4％

C16 胃の悪性新⽣物 136 2.1％

Z12 新⽣物〈腫瘍〉の特殊スクリーニング検査 136 2.1％

C18 結腸の悪性新⽣物 110 1.7％

その他 4,635 71.8％

合計 6,452 100.0%

2019年度

2018年度 2017年度

コード 病名 患者数
（人）

構成比
（％）

H25 ⽼人性⽩内障 425 6.1%

K63 腸のその他の疾患 247 3.6%

I50 心不全 190 2.7%

J69 固形物及び液状物による肺臓炎 172 2.5%

I63 脳梗塞 167 2.4%

C16 胃の悪性新⽣物 152 2.2%

C34 気管支及び肺の悪性新⽣物 144 2.1%

J18 肺炎、病原体不詳 141 2.0%

Z13 その他の疾患及び障害の
特殊スクリーニング検査 138 2.0%

I20 狭心症 111 1.6%

その他 5,039 72.8%

合計 6,926 100.0%

コード 病名 患者数
（人）

構成比
（％）

H25 ⽼人性⽩内障 479 6.1%

K63 腸のその他の疾患 251 3.6%

C34 気管支及び肺の悪性新⽣物 220 3.2%

I50 心不全 182 2.6%

I63 脳梗塞 163 2.4%

J69 固形物及び液状物による肺臓炎 147 2.1%

Z13 その他の疾患及び障害の
特殊スクリーニング検査 144 2.1%

C16 胃の悪性新⽣物 142 2.1%

J18 肺炎、病原体不詳 138 2.0%

K80 胆石症 118 1.7%

その他 4,917 71.3%

合計 6,901 100.0%
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悪性新⽣物の国際疾病別 退院数及び内死亡数（恵寿総合病院）

コード 中分類項目 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
退院 死亡 退院 死亡 退院 死亡 退院 死亡 退院 死亡

C02 ⾆のその他及び部位不明 1 - - - - - - - - -
C03 ⻭⾁ - - - - - - 1 - - -
C05 口蓋 1 - 1 - - - - - - -
C06 その他及び部位不明の口腔 - - - 1 - - 1 1 - -
C15 食道 19 5 26 5 33 3 7 - 13 1 
C16 胃 142 17 152 13 136 13 99 19 83 12 
C17 小腸 4 1 9 1 7 1 7 - 4 3 
C18 結腸 115 11 73 7 110 12 119 15 112 10 
C19 直腸S状結腸移⾏部 - - 1 - - - 1 - 1 -
C20 直腸 26 5 41 6 62 3 63 9 62 2 
C21 肛門及び肛門管 - - 2 - - - 1 1 - -
C22 肝及び肝内胆管 41 4 40 4 35 4 37 4 37 3 
C23 胆のう<嚢>  7 4 10 2 7 3 5 2 4 -
C24 その他及び部位不明の胆道 23 3 29 4 23 6 39 6 18 8 
C25 膵 48 12 40 10 49 16 40 15 35 8 
C26 その他及び部位不明確の消化器 - - - - - - - - 1 -
C31 副⿐腔 2 - - - 1 - - - - -
C32 喉頭 1 1 2 - - - - - 1 -
C34 気管支および肺 220 39 144 30 175 25 183 34 150 29 
C37 胸腺 - - - - - - - - 1 -
C38 心臓、縦隔及び胸膜 - - 1 - - - - - - -
C41 その他及び部位不明の骨及び関節軟骨 - - - - - 1 - - - -
C43 皮膚の悪性⿊⾊腫 - - 1 - - - - - - -
C44 皮膚のその他 2 - 4 - 6 - 2 - - -
C45 中皮腫 - - 1 - 2 - 2 1 - -
C48 後腹膜及び腹膜 3 1 - - - - 1 - 1 -
C49 その他の結合組織及び軟部組織 5 1 7 - 2 1 - - 1 1 
C50 乳房 59 4 71 3 65 5 78 4 89 7 
C51 外陰（部） - - - - 1 1 - - - -
C52 腟 2 2 - - - - - - - -
C53 子宮頚部 7 4 7 - 2 - 1 - 6 -
C54 子宮体部 6 - 7 - 2 - 14 1 7 1 
C55 子宮 - - 1 - - - - - 1 -
C56 卵巣 12 5 5 2 9 3 4 2 1 -
C61 前⽴腺 63 4 47 - 35 1 28 - 6 1
C62 精巣＜睾丸＞ - - - - - - 1 - - -
C64 腎盂を除く腎 3 2 4 1 1 - 4 2 - 1 
C65 腎盂 2 1 1 - 3 - 1 1 - -
C66 尿管 7 - 3 1 1 2 1 - 1 1 
C67 膀胱 62 2 67 1 45 4 36 3 8 1 
C68 その他及び部位不明の尿路 1 1 - - - - - - - -
C71 脳 2 - 1 1 2 1 - - - -
C73 甲状腺 5 1 - - - - 3 - 3 -
C75 その他の内分泌腺及び関連組織 1 - - - - - - - - -
C77 リンパ節の続発性及び部位不明 - - 1 - 1 - 1 - 5 -
C78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新⽣物＜腫瘍＞ 10 1 18 2 4 - 7 1 8 -
C79 その他の部位及び部位不明の続発性悪性新⽣物

＜腫瘍＞ 5 1 9 - 7 - 20 - 12 -
C80 悪性新⽣物＜腫瘍＞、部位が明示されていないもの 3 - 4 2 1 1 4 - - 1 
C81 ホジキン＜Hodgkin＞リンパ腫 10 - 1 1 6 - 3 - 1 -
C82 ろ＜濾＞胞性リンパ腫 29 - 10 - 21 - 6 - 14 -
C83 非ろ＜濾＞胞性リンパ腫 112 - 74 4 60 3 78 - 81 6 
C84 成熟T/NK細胞リンパ腫 6 - 11 1 15 2 23 1 6 1 
C85 非ホジキン＜non-Hodgkin＞リンパ腫のその他

及び詳細不明の型 6 6 7 3 8 3 12 5 6 2 
C86 T/NK細胞リンパ腫のその他の明示された型 - - 12 1 11 - 4 - 3 -
C88 悪性免疫増殖性疾患 - - 1 - 3 - 2 - 3 -
C90 多発性骨髄腫及び悪性形質細胞性新⽣物

＜腫瘍＞ 29 3 26 6 35 8 23 3 19 3 
C91 リンパ性⽩血病 3 - 6 - 3 1 4 - 2 -
C92 骨髄性⽩血病 15 1 28 3 30 4 19 5 39 4 
C93 単球性⽩血病 1 - - - 1 - 1 - - -
C94 細胞型の明示されたその他の⽩血病 1 - - - - - - - -
C95 細胞型不明の⽩血病 - - - - - - - 1 1 -
C96 リンパ組織、造血組織及び関連組織のその他及び

詳細不明 - - - - - - 3 - - -
D04 皮膚の上皮内癌 4 - 2 - - - - - 1 -
D06 子宮頚（部）の上皮内癌 1 - 2 - 1 - - - 1 -

合計 1,127 142 1,010 115 1,021 127 989 136 848 106

単位：人

※5年間件数なしの項目は省略
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48時間以内死亡患者数（恵寿総合病院）

単位：人
2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

退院患者数 6,572 6,660 9,723 5,671 5,682 

死亡患者数 370 337 368 363 364 

⼊院後48時間
以内死亡患者数 45 40 31 29 44 

2021年度死亡要因上位件数（中分類）（恵寿総合病院）

全体

コード 病名 死亡患者数
（人）

構成比
（％）

R54 ⽼衰 46 12.6%

C34 気管支及び肺の悪性新⽣物 29 8.0%

J69 固形物及び液状物による肺臓炎 27 7.4%

J18 肺炎、病原体不詳 22 6.0%

I50 心不全 18 4.9%

I21 急性心筋梗塞 13 3.6%

C16 胃の悪性新⽣物 12 3.3%

J84 その他の間質性肺疾患 10 2.7%

C18 結腸の悪性新⽣物 10 2.7%

C25 膵の悪性新⽣物 8 2.2%

その他 169 46.4%

合計 364 100.0%

男性 ⼥性

コード 病名 患者数
（人）

構成比
（％）

R54 ⽼衰 20 10.8%

J69 固形物及び液状物による肺臓炎 17 9.2%

C34 気管支及び肺の悪性新⽣物 17 9.2%

C16 胃の悪性新⽣物 10 5.4%

J18 肺炎、病原体不詳 10 5.4%

I21 急性心筋梗塞 9 4.9%

J84 その他の間質性肺疾患 8 4.3%

D46 骨髄異形成症候群 7 3.8%

C25 膵の悪性新⽣物 6 3.2%

I50 心不全 5 2.7%

その他 76 41.1%

合計 185 100.0%

コード 病名 患者数
（人）

構成比
（％）

R54 ⽼衰 26 14.5%

I50 心不全 13 7.3%

J18 肺炎、病原体不詳 12 6.7%

C34 気管支及び肺の悪性新⽣物 12 6.7%

J69 固形物及び液状物による肺臓炎 10 5.6%

C18 結腸の悪性新⽣物 7 3.9%

C50 乳房の悪性新⽣物 7 3.9%

C24 その他及び部位不明の胆道の悪性新⽣物 5 2.8%

I71 乳房の悪性新⽣物 5 2.8%

N39 尿路系のその他の障害 4 2.2%

その他 78 43.6%

合計 179 100.0%
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医療Quality Indicator（恵寿総合病院）

区
分 項目

2019年度 2020年度 2021年度
計算式件数 ⺟数 件数 ⺟数 件数 ⺟数

率 率 率
基
本
情
報

新⼊院患者数 6,393 5,678 5,694
述べ⼊院患者数 130,488 121,496 121,441
退院患者数 6,442 5,671 5,682

（
１
）
病
院
全
体

①死亡退院患者率 342 6,442 345 5,671 314 5,682 死亡退院患者数/月間退院患者5.3% 6.1% 5.5%
②退院後2週間以内の

⼊院サマリ完成率
6,181 6,723 5,654 5,932 5,793 5,991 退院後2週間以内の⼊院サマリ完成件数/

退院患者件数(転科含む)91.9% 95.3% 96.7%

③パス適⽤率 2,798 6,393 2,556 5,678 2,707 5,694 電子パス適⽤件数/新⼊院患者数43.8% 45.0% 47.5%

④⼊院24時間以内の死亡 23 6,393 18 5,678 23 5,694 24時間以内の死亡数/新⼊院患者数0.4% 0.3% 0.4%

⑤紹介率 5,534 8,223 4,876 5,642 4,992 6,028 紹介患者数＋救急患者数＋二次健診数/
初診患者数67.3% 86.4% 82.8%

⑥逆紹介率 3,671 8,223 3,652 5,642 5,444 6,028 逆紹介患者数/初診患者数44.6% 64.7% 90.3%
⑦職員の健診受診率

(全職員)
704 704 732 732 770 770 全職員健診受診件数/全職員数

（休職者を除く）100.0% 100% 100%

(医師) 68 68 71 71 68 68 医師健診受診件数/常勤医師数100.0% 100.0% 100%
⑧苦情件数率(全体)

アドボカシー室
85 219 63 134 44 100 苦情件数/相談件数(アドボカシー相談件数)

※内容によっては複数職種の場合38.8% 47.0% 44.0%

(診療部) 16 45 7 24 5 13

苦情件数/相談件数(アドボカシー相談件数)

35.6% 29.2% 38.5%

(看護部) 27 70 25 52 13 29
38.6% 48.1% 44.8%

(事務部) 9 18 7 10 7 15
50.0% 70.0% 46.7%

(医療技術部) 1 7 1 6 2 8
14.3% 16.7% 25.0%

(その他) 32 79 23 42 17 35
40.5% 54.8% 48.6%

⑨医師返書3日以内
作成達成率

3,562  4,178 2,957 3,430 3,293 3,632 返書が必要とされる紹介状件数/紹介日を
１日として３日以内に返書が作成された数85.3% 86.2% 90.7%

⑩救急⾞受け⼊れ
不能件数(月平数)率

8(0.7) 1,465 3(0.25) 1,285 7(0.6) 1,422 救急⾞受け⼊れ不能件数(月平均)/
救急⾞受け⼊れ要請件数0.5% 0.2% 0.5%

⑪⼊院患者のリハビリ
実施率

82,991 130,488 81,823 121,496 85,316 121,441 リハビリ実施延べ人数/延べ⼊院患者数63.6% 67.3% 70.3%

（
２
）
医
療
安
全

①転倒転落件数､
転倒転落率

469(11) 130,488 414(12) 121,496 405(17) 121,441 延べ転倒転落数(リスクレベル3b以上)/
延べ⼊院患者0.36%(0.008%) 0.34%(0.01%) 0.33%(0.01%)

②アクシデントレポート
提出件数、提出率

1,183 130,488 1,075 121,496 1,118 121,441 アクシデントレポート提出件数/
延べ⼊院患者数0.91% 0.88% 0.92%

③24時間以内の
再手術率

2 1,706 1 1,487 1 1,515 24時間以内の再手術患者数/
手術実施患者数0.12% 0.07% 0.07%

④手術後24時間以内の
死亡率

0 1,706 5 1,487 4 1,515 手術24時間以内の死亡患者数/
手術実施患者数0% 0.34% 0.26%

⑤褥瘡推定発⽣率 33 4,116 32 3,825 31 3,892 褥瘡保有者数-新規⾃宅発⽣件数/
患者数(月末)0.8% 0.8% 0.8%

⑥血液・体液曝露
（針刺し）件数 16 32 26

（
３
）
感
染
対
策

①中心ライン関連
血流感染(CLABSI)
発⽣率

6 5,094 6 5,271 10 5,485 （中心静脈カテーテル関連血流感染患者数/
カテーテル延べ使⽤日数）×10001.2 1.1 1.8

②血液培養2セット率 2,004 2,155 1,842 1,992 1,767 1,868 2セット数/⼊院・外来患者を含む全血液
培養提出数93.0% 92.5% 94.6%

③モニタリング抗菌薬投与
前検体提出率

587 644 657 705 抗菌薬＊1投与前培養検体＊2提出⼊院
患者数/モニタリング抗菌薬使⽤⼊院患者数
×10091.1% 93.2%

④血液培養陽性率 231 2,155 276 2,010 228 1,868 血液培養陽性数/⼊院・外来患者を含む
全血液培養提出数10.7% 13.7% 12.2%

⑤擦式アルコール手指
消毒剤使⽤量

1,200.8ℓ 130,488 1,505.8ℓ 121,496 1,567.4ℓ 121,441 擦式アルコール手指消毒剤使⽤量/
延べ⼊院患者数9.2ml 12.4ml 12.9 ml

⑥特定抗菌薬届出率 376 376 411 411 449 449 特定抗菌薬届出数/特定抗菌薬処方
患者数100.0% 100.0% 100%

（
4
）

安
全
衛
⽣

①落下針件数 3 4 2
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外来患者数（恵寿⾦沢病院）

外来患者数の推移
※上段：患者延数 下段：1日当たりの平均患者数 単位：人

2018年4⽉より、⽿⿐咽喉科外来診療体制は週1日（⽕曜日午後のみ）に変更した。

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

内科
12,584 12,430 11,925 11,256 10,774

52 51 49 46 45

外科
1,019 1,209 1,036 2,490 1,724

4 5 4 10 7

整形外科
17,767 17,385 14,703 9,273 9,324

73 72 61 38 39

眼科
3,167 3,468 3,428 2,977 3,120

13 14 14 12 13

⽿⿐咽喉科
456 395 352 239 218

9 8 7 5 5
合計 34,993 34,887 31,444 26,235 25,160

日当たり合計 146 144 130 108 104
稼働日 243 242 242 243 241

外来患者数1日あたり平均

年代別（男⼥別）外来患者数

105

146 144 130 
108 104 
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救急外来患者数（恵寿⾦沢病院）

救急外来患者数の推移 単位：人

救急⾞受け⼊れ台数の推移

紹介患者数（恵寿⾦沢病院）

紹介患者数・逆紹介患者数の推移

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
内科 82 83 96 77 45
外科 12 6 18 7 3

整形外科 58 53 84 48 7
眼科 0 9 2 1 2
総計 152 151 200 133 57 

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

救急搬送件（件） 102 100 89 69 45 

⼊院率（％） 58.8% 61.0％ 63.0％ 53.6% 82.2%

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

紹介率 32.9% 32.7% 33.2% 38.8% 37.3%

逆紹介率 50.9% 47.8% 55% 60.4% 72.7%
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
新⼊院 延⼊院 新⼊院 延⼊院 新⼊院 延⼊院 新⼊院 延⼊院 新⼊院 延⼊院

内科 1,108 19,574 1,019 18,926 1,231 19,965 1,299 20,103 1,107 17,891 
外科 - - - - - - 125 959 108 1,120

整形外科 313 5,706 267 5,222 207 4,619 105 2,562 108 2,790 
眼科 123 266 131 276 125 262 105 268 121 277 
合計 1,544 25,546 1,417 24,424 1,563 24,846 1,634 23,892 1,444 22,078 

⽉当たり平均／日当たり平均 129/70 118/67 130 / 67 136 / 66 120 / 60

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
内科 17.6 18.7 16.1 14.9 15.3 
外科 - - - 6.4 9.4

整形外科 18.6 19.3 22.6 22.2 23.8 
眼科 2.2 2.1 2.0 1.5 1.2 

⽉当たり平均 16.6 17.3 15.9 14.1 15.0 

⼊院患者数（恵寿⾦沢病院）

新⼊院患者数・延⼊院患者数の推移 単位：人

平均在院日数・病床稼働率

■平均在院日数（全病棟） 単位：日

■病床稼働率（全病棟）
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
外科 35 42 38 69 58 

整形外科 354 312 156 73 58 
眼科 169 170 202 178 203 
合計 558 524 396 320 319 

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
全身麻酔 247 210 87 61 56 

その他麻酔 311 314 309 259 263 

年代別（男⼥別）新⼊院患者数

手術件数（恵寿⾦沢病院）

手術件数・麻酔件数の推移

■手術件数
※手術室での件数 単位：件

■麻酔件数 単位：件
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疾病分類別患者数（恵寿⾦沢病院）

単位：人

年代別死亡退院患者数（恵寿⾦沢病院）

単位：人2021年度

コード 大分類（基本体系）項目 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
Ⅰ 感染症及び寄生虫症 17 19 14 33 3 
Ⅱ 新生物＜腫瘍＞ 984 888 1,063 1,180 1,111 
Ⅲ 血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 17 18 41 30 19 
Ⅳ 内分泌、栄養及び代謝疾患 10 6 10 26 8 
Ⅴ 精神および⾏動の障害 4 5 4 4 5 
Ⅵ 神経系の疾患 6 6 4 3 0 
Ⅶ 眼及び付属器の疾患 121 131 122 108 121 
Ⅷ ⽿及び乳様突起の疾患 6 1 5 4 1 
Ⅸ 循環器系の疾患 12 13 16 30 8 
Ⅹ 呼吸器系の疾患 42 47 50 34 41 
ⅩⅠ 消化器系の疾患 9 10 11 51 15 
ⅩⅡ 皮膚及び皮下組織の疾患 9 7 13 19 18 
ⅩⅢ 筋骨格系及び結合組織の疾患 104 108 48 45 33 
ⅩⅣ 腎尿路生殖器系の疾患 14 6 6 14 2 
ⅩⅤ 妊娠、分娩及び産じょく＜褥＞ 0 0 0 0 0 
ⅩⅥ 周産期に発生した病態 0 0 0 0 0 
ⅩⅦ 先天奇形、変形及び染⾊体異常 0 0 0 0 0 
ⅩⅧ 症状、徴候及び異常臨床所⾒・異常検査所⾒で

他に分類されないもの 9 5 7 5 0 
ⅩⅨ 損傷、中毒及びその他の外因の影響 196 166 135 75 69 

ⅩⅩⅠ健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利⽤ 1 0 1 0 0 
合計 1,561 1,436 1,550 1,661 1,454 

性別 男性 ⼥性

年齢階層（歳）

国際分類
20代
以下 30代 40代 50代 60代 70代 80代

以上 計 20代
以下 30代 40代 50代 60代 70代 80代

以上 計

Ｂ44 アスペルギルス症 1 1 0
Ｃ16 胃の悪性新生物 1 1 0
Ｃ18 結腸の悪性新生物 1 1 0
Ｃ25 膵の悪性新生物 0 1 1
Ｃ34 気管支及び肺の悪性新生物 1 1 2 0
Ｃ50 乳房の悪性新生物 0 1 1
Ｃ85 非ホジキンリンパ腫 3 4 7 1 1 2 4 8
Ｃ92 骨髄性白血病 3 3 3 2 5
Ｄ46 骨髄異形成症候群 2 2 1 1
Ｄ47 リンパ組織、造血組織及び関連組織の

性状不詳⼜は不明その他の新生物 1 1 0
Ｊ18 肺炎 1 4 5 1 1
Ｊ44 その他の慢性閉塞性肺疾患 0 1 1
Ｊ96 呼吸不全、他に分類されないもの 1 1 0
Ｒ04 気道その他の部位からの出血 0 1 1
Ｒ68 その他の全身症状及び徴候 1 1 0
Ｕ07 コロナウイルス感染症 0 1 1

合計 0 0 0 0 2 8 15 25 0 0 0 1 1 6 12 20
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疾病分類（中分類）別上位疾病（恵寿⾦沢病院）

2021年度

コード 病 名 患者数（人） 構成比（%)

Ｃ90 多発性骨髄腫 449 30.9%
Ｃ85 非ホジキンリンパ腫 173 11.9%
Ｃ83 びまん性非ホジキンリンパ腫 148 10.2%
Ｄ46 骨髄異形成症候群 119 8.2%
Ｈ25 ⽼人性白内障 67 4.6%
Ｃ92 骨髄性白血病 62 4.3%
Ｄ37 ⼝腔及び消化器の性状不詳⼜は不明の新生物 51 3.5%
Ｈ04 涙器の障害 51 3.5%
Ｃ82 濾胞性非ホジキンリンパ腫 41 2.8%

その他 293 20.2%
1,454 100.0%

2020年度

コード 病名 患者数
（人）

構成比
（％）

C85 非ホジキンリンパ腫 409 24.6%

C90 多発性骨髄腫 386 23.2%

D46 骨髄異形成症候群 103 6.2%

C83 びまん性非ホジキンリンパ腫 82 4.9%

H25 ⽼人性白内障 60 3.6%

H04 涙器の障害 44 2.6%

D37 ⼝腔及び消化器の性状不詳⼜は不明の
新生物 44 2.6%

C82 濾胞性非ホジキンリンパ腫 29 1.7%

C92 骨髄腫白血病 29 1.7%

J18 肺炎 19 1.1%

その他 456 27.5%

合計 1,661 100.0%

コード 病名 患者数
（人）

構成比
（％）

C85 非ホジキンリンパ腫 461 29.8%

C90 多発性骨髄腫 265 17.1%

D46 骨髄異形成症候群 79 5.1%

C83 びまん性非ホジキンリンパ腫 71 4.6%

H25 ⽼人性白内障 63 4.1%

H04 涙器の障害 56 3.6%

C82 濾胞性非ホジキンリンパ腫 48 3.1%

C92 骨髄腫白血病 46 3.0%

C81 ホジキン病 38 2.5%

C91 リンパ性白血病 33 2.1%

その他 389 25.1%

合計 1,549 100.0%

2019年度

2018年度 2017年度

コード 病名 患者数
（人）

構成比
（％）

C85 非ホジキンリンパ腫 428 29.8%

C90 多発性骨髄腫 180 12.5%

H25 ⽼人性白内障 78 5.4%

C92 骨髄性白血病 66 4.6%

C82 濾胞性リンパ腫 63 4.4%

D46 骨髄異形成症候群 54 3.8%

H04 涙器の障害 50 3.5%

C91 リンパ性白血病 39 2.7%

S52 前腕の骨折 31 2.2%

M48 その他の脊椎障害 29 2.0%

その他 418 29.1%

合計 1,436 100.0%

コード 病名 患者数
（人）

構成比
（％）

C85 非ホジキンリンパ腫 478 30.6%

C90 多発性骨髄腫 162 10.4%

D46 骨髄異形成症候群 96 6.1%

C82 濾胞性非ホジキンリンパ腫 71 4.5%

H25 ⽼人性白内障 67 4.3%

C92 骨髄性白血病 50 3.2%

H04 涙器の障害 47 3.0%

S52 前腕の骨折 44 2.8%

C83 びまん性非ホジキンリンパ腫 37 2.4%

C81 ホジキン病 30 1.9%

その他 479 30.7%

合計 1,561 100.0%
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コード 病名 患者数
（人）

構成比
（％）

C85 非ホジキンリンパ腫 7 35.0%

C92 急性骨髄性白血病 5 25.0%

その他 8 40.0%

合計 20 100.0%

48時間以内死亡患者数（恵寿⾦沢病院）

単位：人
2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

退院患者数 1,542 1,415 1,554 1,649 1,454 

死亡患者数 36 47 44 49 45 

⼊院後48時間
以内死亡患者数 0 0 0 0 0 

2021年度死亡要因上位件数（中分類）（恵寿⾦沢病院）

全体

コード 病名 死亡患者数
（人）

構成比
（％）

C85 非ホジキンリンパ腫 14 31.1%

C92 急性骨髄性白血病 8 17.8%

J18 肺炎 6 13.3%

D46 骨髄異形成症候群 3 6.7%

C34 肺癌 2 4.4%

その他 12 26.7%

合計 45 68.9%

男性 ⼥性

コード 病名 患者数
（人）

構成比
（％）

C85 非ホジキンリンパ腫 7 28.0%

J18 肺炎 5 20.0%

C92 急性骨髄性白血病 3 12.0%

その他 10 40.0%

合計 25 100.0%
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医療Quality Indicator（恵寿⾦沢病院）

区
分 項目

2019年度 2020年度 2021年度
計算式件数 ⺟数 件数 ⺟数 件数 ⺟数

率 率 率
基
本
情
報

新⼊院患者数(ドック除く) 1,562 1,634 1,444 
述べ⼊院患者数 24,826 23,892 21,976 
退院患者数(ドック除く) 1,554 1,649 1,454 

（
１
）
病
院
全
体

①死亡退院患者率
44 1,554 49 1,649 45 1,454 死亡退院患者数/⽉間退院患者(ドック除く)

2.8% 3.0% 3.1%
②退院後2週間以内の

⼊院サマリ完成率
1,463 1,568 1,502 1,661 1,338 1,454 退院後2週間以内の⼊院サマリ完成件数/

退院患者件数(転科含む)93.3% 90.4% 92.0%

③パス適⽤率
－ － ー ー ー ー 電子パス適⽤件数/新⼊院患者数(ドック除く)

－ ー ー

④⼊院24時間以内の死亡
0 1,562 0 1,634 0 1,444 24時間以内の死亡数/新⼊院患者数(ドック除

く)0.0% 0.0% 0.0%

⑤紹介率
610 1,836 541 1,393 427 1,144 紹介患者数＋救急患者数＋二次健診数/

初診患者数33.2% 38.8% 37.3%

⑥逆紹介率
1,009 1,836 842 1,393 832 1,144 逆紹介患者数/初診患者数

55.0% 60.4% 72.7%
⑦職員の健診受診率

(全職員)
135 135 144 144 129 129 全職員健診受診件数/全職員数(休職者を除

く)100.0% 100.0% 100.0%

(医師)
10 10 11 11 11 11 医師健診受診件数/常勤医師数

100.0% 100.0% 100.0%
⑧苦情件数率(全体)

アドボカシー室
－ － ー ー ー ー

－ ー ー
⑨医師返書作成日数 2.3日 3.4日 3.6日 返書作成平均日数
⑩救急⾞受け⼊れ不能

件数(⽉平均数)率
－ － － － ー ー 救急⾞受け⼊れ不能件数(⽉平均)/

救急⾞受け⼊れ要請件数－ ー ー

⑪⼊院患者のリハビリ実施率
17,858 24,826 14,212 23,892 11,898 21,976 リハビリ実施延べ人数/延べ⼊院患者数

71.9% 59.5% 54.1%

（
２
）
医
療
安
全

①転倒転落件数､
転倒転落率

2 24,826 0 23,892 2 21,976 延べ転倒転落数(リスクレベル3b以上)/
延べ⼊院患者0.00% 0.00% 0.01%

②アクシデントレポート
提出件数、提出率

216 24,826 255 23,892 193 21,976 アクシデントレポート提出件数/延べ⼊院患者数
0.9% 1.1% 0.9%

③24時間以内の再手術率
0 513 0 320 0 319 24時間以内の再手術患者数/手術実施

患者数0% 0% 0%
④手術後24時間以内の

死亡率
0 513 0 320 0 319 手術24時間以内の死亡患者数/

手術実施患者数0% 0% 0%

⑤褥瘡推定発生率
10 722 3 710 4 672 褥瘡保有者数-新規⾃宅発生件数/

患者数(⽉末)1.4% 0.4% 0.6%

（
３
）
感
染
対
策

①MRSA感染症新規発生率
7 1,562 9 1,634 5 1,444 MRSA感染症新規発生患者数/

新⼊院患者(ドック除く)0.4% 0.6% 0.3%
②中心静脈カテーテル関連
血流感染(CLABSI)発生率

6 2,868 9 4,176 9 2,477 (中心静脈カテーテル関連血流感染患者数/
カテーテル延べ使⽤日数)×10002.1% 2.2% 3.6%

③緑膿菌の薬剤耐性率
(MDRP)

0 17 0 4 0 8 緑膿菌の各種薬剤に対する耐性株数/
縁膿菌検出件数0％ 0% 0%

④擦式アルコール手指
消毒剤使⽤量

－ － ー ー ー ー 擦式アルコール手指消毒剤使⽤量/延べ⼊院
患者数－ ー ー

⑤血液・体液暴露
(針刺し)件数 4 0 2

⑥特定抗生剤届出率
222 222 220 220 181 181 特定抗生剤届出数/特定抗生剤処方患者数

100% 100% 100%
（
4
）
栄
養

①特別⾷比率
34,909  64,341 31,348 63,114 29,325 57,632 

特別⾷提供件数/⾷事提供件数
54.3% 49.7% 50.9%
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利⽤統計

入所の推移 単位：人
延人数 2019年度 2020年度 2021年度
恵寿鳩ヶ丘（135床） 44,601 44,367 44,360
鶴友苑（50床） 15,782 16,154 16,274
和光苑（150床） 53,037 53,690 53,844
エレガンテなぎの浦 31,665 32,667 31,971
アンジェリイなぎの浦 10,219 10,198 10,349
エレガンテたつるはま 8,772 8,797 8,891
ローレルハイツ恵寿（ケアハウス） 7,290 7,231 7,255
ローレルハイツ恵寿（特定ケアハウス） 10,969 10,935 10,941
ローレルハイツ恵寿（サ高住） 17,948 17,451 16,696
総計 200,283 201,490 200,581

短期入所の推移 単位：人
延人数 2019年度 2020年度 2021年度
ほのぼの 9,404 8,148 8,525
恵寿鳩ヶ丘 217 131 236
鶴友苑 1,484 1,142 1,141
和光苑 25 59 58
エレガンテなぎの浦 4,018 3,769 3,775
エレガンテたつるはま 0 0 34
総計 15,148 13,249 13,769

通所リハビリテーションの推移 単位：人
延人数 2019年度 2020年度 2021年度
恵寿鳩ヶ丘 3,513 3,579 3,903
鶴友苑 6,577 6,100 5,651
和光苑 9,976 10,158 9,607
いきいき 2,225 2,184 2,561
総計 22,291 22,021 21,722

通所介護の推移 単位：人
延人数 2019年度 2020年度 2021年度
ほのぼの 9,088 8,323 8,157
いこい 8,141 8,235 7,934
エレガンテなぎの浦 9,494 8,904 8,066
もみの木苑 7,695 6,684 6,019
ふれあいの⾥ 10,316 9,216 10,002
総計 44,734 41,362 40,178

⼩規模多機能型居宅介護（延べ登録⼈数）の推移 単位：人
延人数 2019年度 2020年度 2021年度
恵寿みおや 8,560 7,995 8,388
けいじゅ一本杉 7,810 7,722 8,387
総計 16,370 15,717 16,775
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介護Quality Indicator（恵寿鳩ヶ丘）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①在宅復帰率 4.6%
（3/65）

7.5％
（6/80）

10.5%
(6/57) 在宅退所者数/退所者数

②短期集中リハビリ率
（認知症短期集中リハビリ含）

9.8%
（4,373/44,624）

12.5％
（5,539/44,138）

10.0%
(4,446/44,599)

リハ実施延べ人数/
延べ入所者数

③重度者（介護4・5）割合率 66.6%
（1,011/1,519）

59.0％
（899/1,523）

60.8%
(921/1,516)

要介護4・5の人数/
実利⽤者数

④認知症Ⅲa以上の割合率 67.5%
（1,025/1,519）

62.8％
（956/1,523）

66.8%
(1,012/1,516)

認知症度Ⅲ以上延べ人数/
実利⽤者数

⑤ターミナルケア率 1.9%
（29/1,519）

3.0％
（45/1,523）

2.0%
(30/1,516)

ターミナル実人数/
実利⽤者数

⑥介護福祉⼠率 84.6%
（435/514）

82.9％
（403/486）

83.3%
(410/492)

介護福祉⼠資格者数/
介護職員数

⑦介護実習指導者率 16.3％
（84/514）

19.8%
（96/486）

22.0%
(108/492)

介護実習指導者数/
介護職員数

⑧介護プロフェッショナルキャリア段位
（アセッサー）取得者率

ー
14.8％
（72/486）

14.6%
(72/492)

キャリア段位認定者数/
介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①入所者の転倒・転落発⽣率 0.2％
（96/44,624）

0.3％
（125/44,138）

0.2%
(104/44,599)

転倒転落件数/
延べ入所者数

②入所者の転倒・転落による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0％
（0/44,624）

0.0％
（3/44,138）

0.0%
(9/44,599)

転倒転落件数（リスクレベル3
以上）/延べ入所者

③ひやりはっと発⽣率 0.4％
（191/44,624）

0.5％
（228/44,138）

0.4%
(184/44,599) ひやりはっと件数/延べ入所者

④褥瘡推定発⽣率 2.5％
（36/1,462）

1.9％
（27/1,458）

2.4%
(35/1,470)

褥瘡保有者数/入所者数
（月末）

⑤特定⾏為従事者認定者率
（喀痰吸引）

ー
2.9％
（14/486）

3.5%
(17/492)

特定⾏為認定者数/
介護職員数

（
3
）
感
染
対
策

①インフルエンザ罹患率（職員） 0.6％
（6/1,023）

0.0％
（0/1,045）

0.0%
(0/950)

インフルエンザ罹患職員数/
全職員数

②新型コロナウイルス罹患率
（職員）

ー
0.0％
（0/1,045）

0.1%
(1/950)

新型コロナウイルス
罹患職員数/全職員数

③⾎液･体液暴露（針刺し）件数 0 0 1 発⽣件数

（
4
）
栄
養

①経口維持Ⅰ・Ⅱ⽐率 25.9％
（394/1,519）

25.9％
（395/1,523）

27.2%
(413/1,516)

経口維持Ⅰ・Ⅱ対象者数/
実利⽤者数

②療養⾷⽐率 57.0％ 57.3％ 61.5% 特⾷回数/⾷事回数
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介護Quality Indicator（鶴友苑）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①在宅復帰率 49.6%
（56/113）

45.2％
（33/73）

61.7%
(50/81) 在宅退所者数/退所者数

②短期集中リハビリ率
（認知症短期集中リハビリ含）

13.1%
（2,064/15,782）

17.0％
（2,936/17,238）

16.3%
(2,662/16,283)

リハ実施延べ人数/
延べ入所者数

③重度者（介護4・5）割合率 36.9%
（225/609）

31.8％
（189/594）

30.6%
(189/617)

要介護4・5の人数/
実利⽤者数

④認知症Ⅲa以上の割合率 33.7%
（205/609）

31.0％
（184/594）

36.3%
(224/617)

認知症度Ⅲ以上延べ人数/
実利⽤者数

⑤ターミナルケア率 0.0%
（0/609）

0.5％
（3/594）

0.3%
(2/617)

ターミナル実人数/
実利⽤者数

⑥介護福祉⼠率 90.0%
（207/230）

97.1％
（234/241）

81.4%
(193/237)

介護福祉⼠資格者数/
介護職員数

⑦介護実習指導者率 33.0％
（76/230）

39.8％
（96/241）

32.9%
(78/237)

介護実習指導者数/
介護職員数

⑧介護プロフェッショナルキャリア段位
（アセッサー）取得者率

ー
10.0％
（24/241）

5.1%
(12/237)

キャリア段位認定者数/
介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①入所者の転倒・転落発⽣率 0.4％
（66/15,782）

0.3％
（44/17,238）

0.4%
(63/16,283)

転倒転落件数/
延べ入所者数

②入所者の転倒・転落による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0％
（1/15,782）

0.0％
（7/17,238）

0.0%
(1/16,283)

転倒転落件数（リスクレベル3
以上）/延べ入所者

③ひやりはっと発⽣率 0.2％
（32/15,782）

0.1％
（20/17,238）

0.2%
(40/16,283) ひやりはっと件数/延べ入所者

④褥瘡推定発⽣率 0.8％
（5/609）

0.7％
（4/594）

0.0%
(0/617)

褥瘡保有者数/入所者数
（月末）

⑤特定⾏為従事者認定者率
（喀痰吸引）

ー
4.4％
（10/228）

3.8%
(9/237)

特定⾏為認定者数/
介護職員数

（
3
）
感
染
対
策

①インフルエンザ罹患率（職員） 0.0％
（0/576）

0.0％
（0/454）

0.0%
(0/466)

インフルエンザ罹患職員数/
全職員数

②新型コロナウイルス罹患率
（職員）

ー
0.0％
（0/454）

0.0%
(0/466)

新型コロナウイルス
罹患職員数/全職員数

③⾎液･体液暴露（針刺し）件数 0 0 0 発⽣件数

（
4
）
栄
養

①経口維持Ⅰ・Ⅱ⽐率 53.7％
（327/609）

61.1％
（363/594）

60.8%
(375/617)

経口維持Ⅰ・Ⅱ対象者数/
実利⽤者数

②療養⾷⽐率 94.3％ 93.0％ 88.9% 特⾷回数/⾷事回数
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介護Quality Indicator（和光苑）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①在宅復帰率 1.7%
（2/117）

6.8％
（5/74）

9.0%
(7/78) 在宅退所者数/退所者数

②短期集中リハビリ率
（認知症短期集中リハビリ含）

12.1%
（6,469/53,007）

12.4％
（6,657/53,690）

10.0%
(5,374/53,811)

リハ実施延べ人数/
延べ入所者数

③重度者（介護4・5）割合率 73.1%
（1,350/1,847）

68.6％
（1,261/1,839）

61.8%
(1,143/1,851)

要介護4・5の人数/
実利⽤者数

④認知症Ⅲa以上の割合率 77.4%
（1,429/1,847）

75.4％
（1,386/1,839）

79.6%
(1,473/1,851)

認知症度Ⅲ以上延べ人数/
実利⽤者数

⑤ターミナルケア率 0.9%
（17/1,847）

1.0%
（18/1,839）

1.2%
(23/1,851)

ターミナル実人数/
実利⽤者数

⑥介護福祉⼠率 70.3%
（484/688）

81.0％
（506/625）

79.8%
(531/665)

介護福祉⼠資格者数/
介護職員数

⑦介護実習指導者率 30.5％
（210/688）

32.6％
（204/625）

28.9%
(192/665)

介護実習指導者数/
介護職員数

⑧介護プロフェッショナルキャリア段位
（アセッサー）取得者率

ー
19.2％
（120/625）

12.6%
(84/665)

キャリア段位認定者数/
介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①入所者の転倒・転落発⽣率 0.2％
（132/53,007）

0.2％
（118/53,690）

0.2%
(105/53,811)

転倒転落件数/
延べ入所者数

②入所者の転倒・転落による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0％
（8/53,007）

0.0％
（3/53,690）

0.0%
(5/53,811)

転倒転落件数（リスクレベル3
以上）/延べ入所者

③ひやりはっと発⽣率 0.7％
（362/53,007）

0.3％
（145/53,690）

0.2%
(127/53,811) ひやりはっと件数/延べ入所者

④褥瘡推定発⽣率 1.9％
（36/1,847）

4.7％
（86/1,839）

5.2%
(92/1,770)

褥瘡保有者数/入所者数
（月末）

⑤特定⾏為従事者認定者率
（喀痰吸引）

ー
3.4％
（21/625）

2.9%
(19/665)

特定⾏為認定者数/
介護職員数

（
3
）
感
染
対
策

①インフルエンザ罹患率（職員） 0.0％
（1/1,424）

0.0％
（0/1,222）

0.0%
(0/1,433)

インフルエンザ罹患職員数/
全職員数

②新型コロナウイルス罹患率
（職員）

ー
0.0％
（0/1,222）

0.0%
(0/1,433)

新型コロナウイルス
罹患職員数/全職員数

③⾎液･体液暴露（針刺し）件数 0 0 0 発⽣件数

（
4
）
栄
養

①経口維持Ⅰ・Ⅱ⽐率 55.3％
（1,022/1,847）

52.4％
（963/1,839）

54.7%
(1,013/1,851)

経口維持Ⅰ・Ⅱ対象者数/
実利⽤者数

②療養⾷⽐率 58.5％ 62.6％ 64.1% 特⾷回数/⾷事回数
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介護Quality Indicator（エレガンテなぎの浦）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①重度者（介護4・5）割合率 87.6%
（983/1,122）

91.0％
（1,020/1,121）

89.7%
(1,014/1,131)

要介護4・5の人数/
実利⽤者数

②認知症Ⅲa以上の割合率 68.3%
（766/1,122）

69.0％
（773/1,121）

69.2%
(783/1,131)

認知症度Ⅲ以上延べ人数/
実利⽤者数

③介護福祉⼠率 79.2%
（408/515）

84.0％
（435/518）

80.8%
(424/525)

介護福祉⼠資格者数/
介護職員数

④介護実習指導者率 7.0％
（36/515）

4.6％
（24/518）

4.6%
(24/525)

介護実習指導者数/
介護職員数

⑤介護プロフェッショナルキャリア段位
（アセッサー）取得者率

ー
2.3％
（12/518）

2.3%
(12/525)

キャリア段位認定者数/
介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①入所者の転倒・転落発⽣率 0.1％
（31/31,681）

0.2％
（65/32,684）

0.1%
(40/31,971)

転倒転落件数/
延べ入所者数

②入所者の転倒・転落による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0％
（8/31,681）

0.0％
（5/32,684）

0.0%
(8/31,971)

転倒転落件数（リスクレベル3
以上）/延べ入所者

③ひやりはっと発⽣率 0.5％
（167/31,681）

0.7％
（223/32,684）

0.0%
(3/31,971) ひやりはっと件数/延べ入所者

④褥瘡推定発⽣率 2.2％
（25/1,122）

1.8％
（20/1,104）

1.4%
(16/1,104)

褥瘡保有者数/入所者数
（月末）

⑤特定⾏為従事者認定者率
（喀痰吸引）

ー
3.9％
（20/518）

5.9%
(31/525)

特定⾏為認定者数/
介護職員数

（
3
）
感
染
対
策

①インフルエンザ罹患率（職員） 0.0％
（0/694）

0.0％
（0/736）

0.0%
(0/686)

インフルエンザ罹患職員数/
全職員数

②新型コロナウイルス罹患率
（職員）

ー
0.0％
（0/736）

0.0%
(0/686)

新型コロナウイルス
罹患職員数/全職員数

（
4
）
栄
養

①経口維持Ⅰ・Ⅱ⽐率 50.8％
（570/1,122）

60.7％
（680/1,121）

62.8%
(710/1,131)

経口維持Ⅰ・Ⅱ対象者数/
実利⽤者数

②療養⾷⽐率 61.9％ 56.6％ 55.9% 特⾷回数/⾷事回数
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介護Quality Indicator（エレガンテたつるはま）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①重度者（介護4・5）割合率 82.3%
（251/305）

87.8％
（266/303）

93.4%
(284/304)

要介護4・5の人数/
実利⽤者数

②認知症Ⅲa以上の割合率 76.4%
（233/305）

86.1％
（261/303）

78.0%
(237/304)

認知症度Ⅲ以上延べ人数/
実利⽤者数

③介護福祉⼠率 93.3%
（168/180）

92.9％
（156/168）

92.9%
(156/168)

介護福祉⼠資格者数/
介護職員数

④介護実習指導者率 20.0％
（36/180）

21.4％
（36/168）

7.1%
(12/168)

介護実習指導者数/
介護職員数

⑤介護プロフェッショナルキャリア段位
（アセッサー）取得者率

ー
7.1％
（12/168）

0.0%
(0/168)

キャリア段位認定者数/
介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①入所者の転倒・転落発⽣率 1.1％
（95/8,772）

0.2％
（19/8,797）

0.1%
(7/8,844)

転倒転落件数/
延べ入所者数

②入所者の転倒・転落による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0％
（2/8,772）

0.0％
（3/8,797）

0.0%
(1/8,844)

転倒転落件数（リスクレベル3
以上）/延べ入所者

③ひやりはっと発⽣率 1.1％
（95/8,772）

0.6％
（49/8,797）

0.2%
(19/8,844)

ひやりはっと件数/延べ入所者

④褥瘡推定発⽣率 0.0％
（0/306）

0.0％
（0/303）

1.0%
(3/297)

褥瘡保有者数/入所者数
（月末）

⑤特定⾏為従事者認定者率
（喀痰吸引）

ー
6.5％
（11/168）

7.7%
(13/168)

特定⾏為認定者数/
介護職員数

（
3
）
感
染
対
策

①インフルエンザ罹患率（職員） 0.0％
（0/180）

0.0％
（0/228）

0.0%
(0/243)

インフルエンザ罹患職員数/
全職員数

②新型コロナウイルス罹患率
（職員）

ー
0.0％
（0/228）

0.0%
(0/243)

新型コロナウイルス
罹患職員数/全職員数

（
4
）
栄
養

①経口維持Ⅰ・Ⅱ⽐率 48.5％
（148/305）

54.8％
（166/303）

63.8%
(194/304)

経口維持Ⅰ・Ⅱ対象者数/
実利⽤者数

②療養⾷⽐率 65.2％ 59.7％ 70.1% 特⾷回数/⾷事回数
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介護Quality Indicator（恵寿鳩ヶ丘通所リハ）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①介護改善率 0.0％
（0/10）

18.2％
（6/33）

15.6%
(7/45)

認定改善者数/
認定更新者数

②リハビリマネジメント加算(A)イ算定率 ー ー
9.1%
(50/550)

算定者数/要介護者数

③リハビリマネジメント加算(A)ロ算定率 ー ー
55.1%
(303/550)

算定者数/要介護者数

④リハビリマネジメント加算(B)イ算定率 ー ー
3.8%
(21/550)

算定者数/要介護者数

⑤リハビリマネジメント加算(B)ロ算定率 ー ー
19.1%
(105/550)

算定者数/要介護者数

⑥短期集中リハビリテーション実施
加算（認知症短期集中リハビリ含）

12.8％
（53/415）

10.8％
（49/453）

7.3%
(40/550)

算定者数（加算Ⅰ・Ⅱ）/
要介護者数

⑦中重度者⽐率（介護度3以上） 26.3％
（109/415）

27.4％
（124/453）

24.5%
(135/550)

要介護度3・4・5の人数/
要介護者数

⑧認知症⾃⽴度Ⅲa以上の割合 6.3％
（33/526）

2.1％
（12/567）

4.9%
(33/671)

認知症⾃⽴度Ⅲa以上の数/
実利⽤者数

⑨⽣活⾏為向上リハビリテーション
実施加算Ⅰ・Ⅱ

2.5％
（13/526）

2.1％
（12/567）

4.8%
(32/671)

算定者数（加算Ⅰ・Ⅱ）/
実利⽤者数

⑩介護福祉⼠率 62.5％
（60/96）

65.7％
（46/70）

50.0%
(36/72)

介護福祉⼠数/
介護職員数

⑪介護プロフェッショナルキャリア段位
（アセッサー）取得者率

ー
0.0％
（0/70）

0.0%
(0/72)

キャリア段位認定者数/
介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①通所者の転倒・転落発⽣率 0.2％
（6/3,514）

0.3％
（11/3,579）

0.1%
(4/3,903)

転倒転落件数/
延べ通所者数

②通所者の事故発⽣による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0％
（0/3,514）

0.0％
（0/3,579）

0.0%
(0/3,903)

転倒転落件数（リスクレベル
3以上）/延べ通所者数

③ひやりはっと発⽣率 0.3％
（12/3,514）

0.6％
（22/3,579）

0.3%
(11/3,903)

ひやりはっと件数/
延べ通所者数

④特定⾏為従事者認定者率
（喀痰吸引）

ー
14.3％
（10/70）

1.4%
(1/72)

特定⾏為認定者数/
介護職員数

（
3
）
感
染

①インフルエンザ罹患率（職員） 0.0％
（0/96）

0.0％
（0/70）

0.0%
(0/73)

インフルエンザ罹患職員数/
職員数

②新型コロナウイルス罹患率
（職員）

ー
0.0％
（0/70）

0.0%
(0/73)

新型コロナウイルス罹患
職員数/職員数

（
4
）
栄
養

①栄養改善取組率 0.0％
（0/526）

2.8％
（16/567）

0.0%
(0/671)

改善取組者数/実利⽤者数

②⼝腔機能向上取組率 0.0％
（0/526）

0.0％
（0/567）

0.0%
(0/671)

向上取組者数/実利⽤者数
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介護Quality Indicator（鶴友苑通所リハ）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①介護改善率 22.0％
（13/59）

13.0％
（7/54）

10.9%
(5/46)

認定改善者数/
認定更新者数

②リハビリマネジメント加算(A)イ算定率 ー ー
0.0%
(0/603)

算定者数/要介護者数

③リハビリマネジメント加算(A)ロ算定率 ー ー
65.5%
(395/603)

算定者数/要介護者数

④リハビリマネジメント加算(B)イ算定率 ー ー
0.0%
(0/603)

算定者数/要介護者数

⑤リハビリマネジメント加算(B)ロ算定率 ー ー
0.0%
(0/603)

算定者数/要介護者数

⑥短期集中リハビリテーション実施
加算（認知症短期集中リハビリ含）

3.8％
（28/746）

2.8％
（18/654）

2.3%
(14/603)

算定者数（加算Ⅰ・Ⅱ）/
要介護者数

⑦中重度者⽐率（介護度3以上） 32.3％
（241/746）

29.5％
（193/654）

26.0%
(157/603)

要介護度3・4・5の人数/
要介護者数

⑧認知症⾃⽴度Ⅲa以上の割合 11.5％
（107/931）

29.3％
（196/668）

20.3%
(153/753)

認知症⾃⽴度Ⅲa以上の数/
実利⽤者数

⑨⽣活⾏為向上リハビリテーション
実施加算Ⅰ・Ⅱ

0.0％
（0/931）

0.0％
（0/654）

0.0%
(0/603)

算定者数（加算Ⅰ・Ⅱ）/
実利⽤者数

⑩介護福祉⼠率 100.0％
（84/84）

100.0％
（72/72）

92.3%
(72/78)

介護福祉⼠数/
介護職員数

⑪介護プロフェッショナルキャリア段位
（アセッサー）取得者率

ー
16.7％
（12/72）

0.0%
(0/78)

キャリア段位認定者数/
介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①通所者の転倒・転落発⽣率 0.1％
（7/6,577）

0.2％
（12/6,099）

0.1%
(3/5,651)

転倒転落件数/
延べ通所者数

②通所者の事故発⽣による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0％
（0/6,577）

0.0％
（1/6,099）

0.0%
(0/5,651)

転倒転落件数（リスクレベル
3以上）/延べ通所者数

③ひやりはっと発⽣率 0.0％
（1/6,577）

0.2％
（10/6,099）

0.1%
(7/5,651)

ひやりはっと件数/
延べ通所者数

④特定⾏為従事者認定者率
（喀痰吸引）

ー
50.0％
（36/72）

0.0%
(0/78)

特定⾏為認定者数/
介護職員数

（
3
）
感
染

①インフルエンザ罹患率（職員） 0.8％
（1/120）

0.0％
（0/108）

0.0%
(0/120)

インフルエンザ罹患職員数/
職員数

②新型コロナウイルス罹患率
（職員）

ー
0.9％
（1/108）

0.0%
(0/120)

新型コロナウイルス罹患
職員数/職員数

（
4
）
栄
養

①栄養改善取組率 13.5％
（126/931）

14.5％
（125/864）

4.8%
(36/753)

改善取組者数/実利⽤者数

②⼝腔機能向上取組率 2.1％
（20/931）

2.4％
（21/864）

1.5%
(11/753)

向上取組者数/実利⽤者数
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介護Quality Indicator（和光苑通所リハ）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①介護改善率 15.3%
(15/98)

13.7%
(13/95)

17.6%
(13/74)

認定改善者数/
認定更新者数

②リハビリマネジメント加算(A)イ算定率 ー ー
3.0%
(30/984)

算定者数/要介護者数

③リハビリマネジメント加算(A)ロ算定率 ー ー
16.0%
(157/984)

算定者数/要介護者数

④リハビリマネジメント加算(B)イ算定率 ー ー
9.7%
(95/984)

算定者数/要介護者数

⑤リハビリマネジメント加算(B)ロ算定率 ー ー
54.5%
(536/984)

算定者数/要介護者数

⑥短期集中リハビリテーション実施
加算（認知症短期集中リハビリ含）

1.5%
(16/1,044)

29.7%
(324/1,091)

5.2%
(51/984)

算定者数（加算Ⅰ・Ⅱ）/
要介護者数

⑦中重度者⽐率（介護度3以上） 21.7%
(227/1,044)

23.3%
(254/1,091)

24.0%
(236/984)

要介護度3・4・5の人数/
要介護者数

⑧認知症⾃⽴度Ⅲa以上の割合 16.3%
(218/1,336)

13.4%
(181/1,348)

10.2%
(130/1,279)

認知症⾃⽴度Ⅲa以上の数/
実利⽤者数

⑨⽣活⾏為向上リハビリテーション
実施加算Ⅰ・Ⅱ

0.4%
(6/1,336)

0.0%
(0/1,348)

0.0%
(0/1,279)

算定者数（加算Ⅰ・Ⅱ）/
実利⽤者数

⑩介護福祉⼠率 60.3%
(73/121)

70.0%
(84/120)

60.0%
(81/135)

介護福祉⼠数/
介護職員数

⑪介護プロフェッショナルキャリア段位
（アセッサー）取得者率

0.0%
(0/121)

10.0%
(12/120)

8.9%
(12/135)

キャリア段位認定者数/
介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①通所者の転倒・転落発⽣率 0.1%
(12/9,853)

0.2%
(18/10,158)

0.1%
(12/9,600)

転倒転落件数/
延べ通所者数

②通所者の事故発⽣による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0%
(0/9,853)

0.0%
(1/10,158)

0.0%
(0/9,600)

転倒転落件数（リスクレベル
3以上）/延べ通所者数

③ひやりはっと発⽣率 0.3%
(32/9,853)

0.1%
(9/10,158)

0.1%
(10/9,600)

ひやりはっと件数/
延べ通所者数

④特定⾏為従事者認定者率
（喀痰吸引）

ー
10.0%
(12/120)

0.0%
(0/135)

特定⾏為認定者数/
介護職員数

（
3
）
感
染

①インフルエンザ罹患率（職員） 0.6%
(1/159)

0.0%
(0/156)

0.0%
(0/171)

インフルエンザ罹患職員数/
職員数

②新型コロナウイルス罹患率
（職員）

ー
0.0%
(0/156)

0.0%
(0/171)

新型コロナウイルス罹患
職員数/職員数

（
4
）
栄
養

①栄養改善取組率 5.6%
(75/1,336)

5.9%
(79/1,348)

4.5%
(57/1,279)

改善取組者数/実利⽤者数

②⼝腔機能向上取組率 8.8%
(118/1,336)

6.8%
(91/1,348)

6.1%
(78/1,279)

向上取組者数/実利⽤者数
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第4章 介護・福祉部門：利⽤統計・介護の質

介護Quality Indicator（⿃屋診療所いきいき通所リハ）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①介護改善率 6.1%
(2/33)

0.0%
(0/35)

2.8%
(1/36)

認定改善者数/
認定更新者数

②リハビリマネジメント加算(A)イ算定率 ー ー
0.6%
(2/345) 

算定者数/要介護者数

③リハビリマネジメント加算(A)ロ算定率 ー ー
0.0%
(0/345)

算定者数/要介護者数

④リハビリマネジメント加算(B)イ算定率 ー ー
55.1%
(190/345)

算定者数/要介護者数

⑤リハビリマネジメント加算(B)ロ算定率 ー ー
37.4%
(129/345)

算定者数/要介護者数

⑥短期集中リハビリテーション実施
加算（認知症短期集中リハビリ含）

0.8%
(2/247)

3.1%
(8/254)

0.6%
(2/345)

算定者数（加算Ⅰ・Ⅱ）/
要介護者数

⑦中重度者⽐率（介護度3以上） 19.8%
(49/247)

15.7%
(40/254)

22.3%
(77/345)

要介護度3・4・5の人数/
要介護者数

⑧認知症⾃⽴度Ⅲa以上の割合 0.0%
(0/396)

4.7%
(18/380)

6.1%
(29/472)

認知症⾃⽴度Ⅲa以上の数/
実利⽤者数

⑨⽣活⾏為向上リハビリテーション
実施加算Ⅰ・Ⅱ

0.8%
(3/396)

0.0%
(0/380)

0.0%
(0/472)

算定者数（加算Ⅰ・Ⅱ）/
実利⽤者数

⑩介護福祉⼠率 100.0%
(36/36)

100.0%
(36/36)

100.0%
(36/36)

介護福祉⼠数/
介護職員数

⑪介護プロフェッショナルキャリア段位
（アセッサー）取得者率

0.0%
(0/36)

0.0%
(0/36)

33.3%
(12/36)

キャリア段位認定者数/
介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①通所者の転倒・転落発⽣率 0.0%
(1/2,225)

0.0%
(0/2,184)

0.0%
(0/2,561)

転倒転落件数/
延べ通所者数

②通所者の事故発⽣による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0%
(1/2,225)

0.0%
(0/2,184)

0.1%
(2/2561)

転倒転落件数（リスクレベル
3以上）/延べ通所者数

③ひやりはっと発⽣率 0.0%
(1/2,225)

0.0%
(0/2,184)

0.0%
(0/2,561)

ひやりはっと件数/
延べ通所者数

④特定⾏為従事者認定者率
（喀痰吸引）

ー
0.0%
(0/36)

33.3%
(12/36)

特定⾏為認定者数/
介護職員数

（
3
）
感
染

①インフルエンザ罹患率（職員） 0.0%
(0/84)

0.0%
(0/84)

0.0%
(0/36)

インフルエンザ罹患職員数/
職員数

②新型コロナウイルス罹患率
（職員）

ー
0.0%
(0/84)

0.0%
(0/36)

新型コロナウイルス罹患
職員数/職員数

（
4
）
栄
養

①栄養改善取組率 0.0%
(0/396)

0.0%
(0/380)

0.0%
(0/472)

改善取組者数/実利⽤者数

②⼝腔機能向上取組率 0.0%
(0/396)

0.0%
(0/380)

0.0%
(0/472)

向上取組者数/実利⽤者数
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第4章 介護・福祉部門：利⽤統計・介護の質

介護Quality Indicator（ほのぼの通所介護）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①通所介護利⽤率 84.0%
(9,089/10,815)

77.5%
(8,323/10,745)

76.2%
(8,157/10,710)

利⽤延べ⼈数/
（通所定員×営業日数）

②要⽀援者⽐率 20.6%
(240/1,163)

23.7%
(237/1,000)

19.2%
(177/920)

要⽀援者数/利⽤実⼈数

③要介護者⽐率 79.4%
(923/1,163)

76.3%
(763/1,000)

80.8%
(743/920)

要介護者数/利⽤実⼈数

④中重症者⽐率
（介護度３以上）

32.6%
(301/923)

42.5%
(324/763)

42.9%
(319/743)

要介護度3・4・5の⼈数/
要介護者数

⑤認知症⾃⽴度Ⅲa以上の割合 15.0%
(175/1,163)

18.7%
(187/1,000)

17.3%
(159/920)

認知症⾃⽴度Ⅲa以上の数/
利⽤実⼈数

⑥介護度改善率 12.6%
(11/87)

2.6%
(2/77)

0.0%
(0/77)

認定改善者数/
認定更新者数

⑦介護福祉⼠率 68.8%
(121/176)

78.6%
(132/168)

84.6%
(132/156)

介護福祉⼠数/
全介護職員数

⑧介護プロフェッショナルキャリア
段位（アセッサー含む）取得者率

ー
7.7%
(13/168)

0.0%
(0/156)

キャリア段位認定者数/
全介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①通所者の転倒・転落発⽣率 0.1%
(7/9,089)

0.1%
(9/8,323)

0.1%
(6/8,157)

転倒転落件数/延べ通所者数

②通所者の事故発⽣による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0%
(2/9,089)

0.0%
(0/8,323)

0.0%
(2/8,157)

事故件数（リスクレベル3
以上）/延べ通所者数

③ひやりはっと発⽣件数 0.1%
(10/9,089)

0.3%
(27/8,323)

0.2%
(15/8,157)

ひやりはっと件数/
延べ通所者数

（
3
）
感
染

①インフルエンザ罹患率(職員) 0.8%
(2/257)

0.0%
(0/228)

0.0%
(0/156)

インフルエンザ罹患者数/
通所職員数

②新型コロナウイルス罹患率(職員) ー
0.0%
(0/228)

1.3%
(2/156)

新型コロナウイルス罹患者数/
通所職員数

（
4
）
栄
養

①栄養改善取組率 7.1%
(83/1,163)

5.4%
(54/1,000)

0.0%
(0/920)

改善取組者数/利⽤実⼈数

②⼝腔機能向上取組率 8.2%
(95/1,163)

9.4%
(94/1,000)

12.7%
(117/920)

向上取組者数/利⽤実⼈数
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第4章 介護・福祉部門：利⽤統計・介護の質

介護Quality Indicator（デイサービスセンターいこい通所介護）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①通所介護利⽤率 75.5%
(8,141/10,780)

76.7%
(8,238/10,745)

76.0%
(7,928/10,430)

利⽤延べ⼈数/
（通所定員×営業日数）

②要⽀援者⽐率 24.3%
(203/834)

28.7%
(240/837)

24.6%
(211/856)

要⽀援者数/利⽤実⼈数

③要介護者⽐率 75.7%
(631/834)

71.3%
(597/837)

75.4%
(645/856)

要介護者数/利⽤実⼈数

④中重症者⽐率
（介護度３以上）

32.0%
(202/631)

26.8%
(160/597)

25.1%
(162/645)

要介護度3・4・5の⼈数/
要介護者数

⑤認知症⾃⽴度Ⅲa以上の割合 19.5%
(163/834)

22.8%
(191/837)

20.0%
(171/856)

認知症⾃⽴度Ⅲa以上の数/
利⽤実⼈数

⑥介護度改善率 21.9%
(14/64)

5.6%
(4/72)

5.0%
(3/60)

認定改善者数/
認定更新者数

⑦介護福祉⼠率 66.7%
(96/144)

62.5%
(90/144)

53.8%
(84/156)

介護福祉⼠数/
全介護職員数

⑧介護プロフェッショナルキャリア
段位（アセッサー含む）取得者率

ー
0.0%
(0/144)

0.0%
(0/156)

キャリア段位認定者数/
全介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①通所者の転倒・転落発⽣率 0.0%
(3/8,141)

0.0%
(3/8,238)

0.0%
(3/7,928)

転倒転落件数/延べ通所者数

②通所者の事故発⽣による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0%
(1/8,141)

0.0%
(1/8,238)

0.0%
(2/7,928)

事故件数（リスクレベル3
以上）/延べ通所者数

③ひやりはっと発⽣件数 0.1%
(8/8,141)

0.0%
(4/8,238)

0.0%
(0/7,928)

ひやりはっと件数/
延べ通所者数

（
3
）
感
染

①インフルエンザ罹患率(職員) 0.0%
(0/215)

0.0%
(0/207)

0.0%
(0/240)

インフルエンザ罹患者数/
通所職員数

②新型コロナウイルス罹患率(職員) ー
0.0%
(0/207)

0.8%
(2/240)

新型コロナウイルス罹患者数/
通所職員数

（
4
）
栄
養

①栄養改善取組率 0.0%
(0/834)

0.0%
(0/837)

0.0%
(0/856)

改善取組者数/利⽤実⼈数

②⼝腔機能向上取組率 15.6%
(130/834)

6.8%
(57/837)

7.9%
(68/856)

向上取組者数/利⽤実⼈数

127



第4章 介護・福祉部門：利⽤統計・介護の質

介護Quality Indicator（エレガンテなぎの浦通所介護）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①通所介護利⽤率 81.7%
(9,495/11,620)

76.8%
(8,903/11,595)

71.9%
(8,066/11,225)

利⽤延べ⼈数/
（通所定員×営業日数）

②要⽀援者⽐率 25.7%
(319/1,240)

21.9%
(268/1,226)

25.6%
(282/1,100)

要⽀援者数/利⽤実⼈数

③要介護者⽐率 74.7%
(926/1,240)

73.7%
(903/1,226)

74.4%
(818/1,100)

要介護者数/利⽤実⼈数

④中重症者⽐率
（介護度３以上）

18.7%
(232/1,240)

25.1%
(227/903)

24.4%
(200/818)

要介護度3・4・5の⼈数/
要介護者数

⑤認知症⾃⽴度Ⅲa以上の割合 17.4%
(216/1,240)

16.3%
(200/1,226)

23.6%
(260/1,100)

認知症⾃⽴度Ⅲa以上の数/
利⽤実⼈数

⑥介護度改善率 9.0%
(8/89)

12.7%
(7/55)

24.6%
(16/65)

認定改善者数/
認定更新者数

⑦介護福祉⼠率 99.2%
(132/133)

88.9%
(96/108)

79.5%
(93/117)

介護福祉⼠数/
全介護職員数

⑧介護プロフェッショナルキャリア
段位（アセッサー含む）取得者率

ー
0.0%
(0/108)

0.0%
(0/117)

キャリア段位認定者数/
全介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①通所者の転倒・転落発⽣率 0.1%
(6/9,495)

0.1%
(5/8,903)

0.1%
(11/8,066)

転倒転落件数/延べ通所者数

②通所者の事故発⽣による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0%
(1/9,495)

0.0%
(1/8,903)

0.0%
(0/8,066)

事故件数（リスクレベル3
以上）/延べ通所者数

③ひやりはっと発⽣件数 0.6%
(59/9,495)

0.3%
(27/8,903)

0.0%
(1/8,066)

ひやりはっと件数/
延べ通所者数

（
3
）
感
染

①インフルエンザ罹患率(職員) 0.0%
(0/191)

0.0%
(0/181)

0.0%
(0/168)

インフルエンザ罹患者数/
通所職員数

②新型コロナウイルス罹患率(職員) ー
0.0%
(0/181)

0.6%
(1/168)

新型コロナウイルス罹患者数/
通所職員数

（
4
）
栄
養

①栄養改善取組率 5.5%
(68/1,240)

0.0%
(0/1,226)

0.0%
(0/1,100)

改善取組者数/利⽤実⼈数

②⼝腔機能向上取組率 6.7%
(83/1,240)

3.9%
(48/1,226)

5.6%
(62/1,100)

向上取組者数/利⽤実⼈数

128



第4章 介護・福祉部門：利⽤統計・介護の質

介護Quality Indicator（もみの木苑通所介護）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①通所介護利⽤率 86.7%
(7,586/8,750)

75.6%
(6,644/8,790)

68.7%
(6,016/8,760)

利⽤延べ⼈数/
（通所定員×営業日数）

②要⽀援者⽐率 9.2%
(81/879)

11.7%
(93/797)

17.7%
(143/810)

要⽀援者数/利⽤実⼈数

③要介護者⽐率 90.8%
(798/879)

88.3%
(704/794)

82.3%
(667/810)

要介護者数/利⽤実⼈数

④中重症者⽐率
（介護度３以上）

30.1%
(240/798)

29.1%
(205/704)

28.5%
(190/667)

要介護度3・4・5の⼈数/
要介護者数

⑤認知症⾃⽴度Ⅲa以上の割合 28.9%
(254/879)

19.7%
(157/797)

18.0%
(146/810)

認知症⾃⽴度Ⅲa以上の数/
利⽤実⼈数

⑥介護度改善率 13.0%
(7/54)

18.8%
(9/48)

14.0%
(6/43)

認定改善者数/
認定更新者数

⑦介護福祉⼠率 75.7%
(84/111)

70.0%
(84/120)

65.6%
(84/128)

介護福祉⼠数/
全介護職員数

⑧介護プロフェッショナルキャリア
段位（アセッサー含む）取得者率

ー
10.0%
(12/120)

9.4%
(12/128)

キャリア段位認定者数/
全介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①通所者の転倒・転落発⽣率 0.7%
(51/7,586)

0.1%
(5/6,644)

0.1%
(4/6,016)

転倒転落件数/延べ通所者数

②通所者の事故発⽣による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0%
(0/7,586)

0.0%
(1/6,644)

0.0%
(2/6,016)

事故件数（リスクレベル3
以上）/延べ通所者数

③ひやりはっと発⽣件数 0.6%
(46/7,586)

0.6%
(37/6,644)

0.0%
(2/6,016)

ひやりはっと件数/
延べ通所者数

（
3
）
感
染

①インフルエンザ罹患率(職員) 0.0%
(0/172)

0.0%
(0/192)

0.0%
(0/204)

インフルエンザ罹患者数/
通所職員数

②新型コロナウイルス罹患率(職員) ー
0.0%
(0/192)

2.0%
(4/204)

新型コロナウイルス罹患者数/
通所職員数

（
4
）
栄
養

①栄養改善取組率 0.0%
(0/879)

7.7%
(61/797)

0.0%
(0/810)

改善取組者数/利⽤実⼈数

②⼝腔機能向上取組率 0.0%
(0/879)

0.0%
(0/797)

12.5%
(101/810)

向上取組者数/利⽤実⼈数

129



第4章 介護・福祉部門：利⽤統計・介護の質

介護Quality Indicator（ふれあいの⾥通所介護）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①通所介護利⽤率 86.8%
(10,317/11,880)

77.5%
(9,216/11,890)

84.3%
(10,002/11,860)

利⽤延べ⼈数/
（通所定員×営業日数）

②要⽀援者⽐率 17.3%
(204/1,180)

18.4%
(194/1,057)

16.8%
(187/1,100)

要⽀援者数/利⽤実⼈数

③要介護者⽐率 82.7%
(976/1,180)

81.6%
(863/1,057)

83.2%
(923/1,100)

要介護者数/利⽤実⼈数

④中重症者⽐率
（介護度３以上）

28.1%
(273/973)

25.4%
(219/863)

23.4%
(216/923)

要介護度3・4・5の⼈数/
要介護者数

⑤認知症⾃⽴度Ⅲa以上の割合 18.2%
(215/1,180)

14.4%
(152/1,057)

15.2%
(169/1,100)

認知症⾃⽴度Ⅲa以上の数/
利⽤実⼈数

⑥介護度改善率 10.3%
(8/78)

10.5%
(6/57)

19.0%
(11/58)

認定改善者数/
認定更新者数

⑦介護福祉⼠率 78.8%
(104/132)

47.6%
(69/145)

49.2%
(60/122)

介護福祉⼠数/
全介護職員数

⑧介護プロフェッショナルキャリア
段位（アセッサー含む）取得者率

ー
0.0%
(0/145)

0.0%
(0/122)

キャリア段位認定者数/
全介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①通所者の転倒・転落発⽣率 1.2%
(121/10,316)

0.2%
(23/9,216)

0.3%
(32/10,002)

転倒転落件数/延べ通所者数

②通所者の事故発⽣による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0%
(2/10,316)

0.0%
(4/9,216)

0.0%
(4/10,002)

事故件数（リスクレベル3
以上）/延べ通所者数

③ひやりはっと発⽣件数 0.9%
(97/10,316)

0.7%
(62/9,216)

0.7%
(71/10,002)

ひやりはっと件数/
延べ通所者数

（
3
）
感
染

①インフルエンザ罹患率(職員) 0.0%
(0/265)

0.0%
(0/181)

0.0%
(0/158)

インフルエンザ罹患者数/
通所職員数

②新型コロナウイルス罹患率(職員) ー
0.0%
(0/181)

0.0%
(0/158)

新型コロナウイルス罹患者数/
通所職員数

（
4
）
栄
養

①栄養改善取組率 0.0%
(0/1,180)

0.0%
(0/1,057)

0.0%
(0/1,110)

改善取組者数/利⽤実⼈数

②⼝腔機能向上取組率 13.1%
(155/1,180)

3.7%
(39/1,057)

0.0%
(0/1,110)

向上取組者数/利⽤実⼈数

130



第4章 介護・福祉部門：利⽤統計・介護の質

福祉Quality Indicator（⻘⼭彩光苑ライフサポートセンター）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①重症者（支援区分5・6）割合率
95.0%
(934/983)

92.1%
(904/982)

86.4%
(854/988)

支援区分5・6の人数/
実利⽤者数

②介護福祉⼠率
69.3%
(379/547)

70.0%
(408/583)

71.7%
(381/536)

介護福祉⼠数/
全介護職員数

③特定⾏為従事者認定者率
（喀痰吸引）

44.8%
(245/547)

51.8%
(302/583)

51.9%
(278/536)

特定⾏為認定者数/
全介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①⼊所者の転倒・転落発⽣率
0.2%
(70/29,980)

0.2%
(62/29,254)

0.2%
(61/29,482)

転倒転落件数/延べ⼊所者数

②⼊所者の事故発⽣による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0%
(3/29,980)

0.0%
(1/29,254)

0.0%
(6/29,482)

転倒転落件数（リスクレベル3
以上）/延べ⼊所者

③褥瘡推定発⽣率
0.0%
(0/983)

0.9%
(9/982)

1.2%
(12/988)

褥瘡保有者数/
⼊所者数（月末）

（
3
）
感
染

①インフルエンザ罹患率（職員）
0.1%
(1/720)

0.0%
(0/754)

0.0%
(0/755)

インフルエンザ罹患職員数/
全職員数

②新型コロナウイルス罹患率（職員） ー
0.0%
(0/754)

0.1%
(1/755)

新型コロナウイルス
罹患職員数/全職員数

（
4
）
栄
養

①経口維持Ⅰ⽐率
3.7%
(36/983)

4.5%
(44/982)

14.2%
(140/988)

経口維持Ⅰ数/実人数

②療養⾷⽐率
60.1%
(591/983)

62.4%
(613/982)

58.8%
(581/988)

特⾷回数/⾷事回数
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福祉Quality Indicator（穴水ライフサポートセンター）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①重症者（支援区分5・6）割合率
66.7%
(408/612)

70.9%
(433/611)

71.1%
(436/613)

支援区分5・6の人数/
実利⽤者数

②介護福祉⼠率
62.6%
(228/364)

58.5%
(217/371)

53.6%
(199/371)

介護福祉⼠数/
全介護職員数

③特定⾏為従事者認定者率
（喀痰吸引）

44.0%
(160/364)

33.4%
(124/371)

44.5%
(165/371)

特定⾏為認定者数/
全介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①⼊所者の転倒・転落発⽣率
0.3%
(58/18,088)

0.4%
(73/18,202)

0.4%
(77/18,117)

転倒転落件数/延べ⼊所者数

②⼊所者の事故発⽣による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0%
(1/18,088)

0.0%
(5/18,202)

0.0%
(1/18,117)

転倒転落件数（リスクレベル3
以上）/延べ⼊所者

③褥瘡推定発⽣率
3.9%
(24/612)

3.4%
(21/609)

2.0%
(12/613)

褥瘡保有者数/
⼊所者数（月末）

（
3
）
感
染

①インフルエンザ罹患率（職員）
0.8%
(4/492)

0.0%
(0/539)

0.0%
(0/522)

インフルエンザ罹患職員数/
全職員数

②新型コロナウイルス罹患率（職員） ー
0.0%
(0/539)

0.8%
(4/522)

新型コロナウイルス
罹患職員数/全職員数

（
4
）
栄
養

①経口維持Ⅰ⽐率
7%
(43/612)

0.0%
(0/612)

11.1%
(68/613)

経口維持Ⅰ数/実人数

②療養⾷⽐率
39.9%
(244/612)

38.0%
(232/611)

38.2%
(234/613)

特⾷回数/⾷事回数
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福祉Quality Indicator（精育園）

区
分 項目 2019 2020 2021 計算式

（
1
）
施
設
全
体

①重症者（支援区分5・6）割合率
53.4%
(793/1,486)

53.4%
(794/1,486)

54.3%
(807/1,485)

支援区分5・6の人数/
実利⽤者数

②介護福祉⼠率
48.4%
(402/830)

58.9%
(507/861)

64.2%
(563/877)

介護福祉⼠数/
全介護職員数

③特定⾏為従事者認定者率
（喀痰吸引）

ー
4.2%
(36/861)

0.0%
(0/877)

特定⾏為認定者数/
全介護職員数

（
2
）
安
全
・
安
心
対
策

①⼊所者の転倒・転落発⽣率
0.1%
(30/43,893)

0.0%
(21/44,195)

0.1%
(53/44,464)

転倒転落件数/延べ⼊所者数

②⼊所者の事故発⽣による
損傷発⽣率（レベル3以上）

0.0%
(8/43,893)

0.0%
(7/44,195)

0.0%
(14/44,464)

転倒転落件数（リスクレベル3
以上）/延べ⼊所者

③褥瘡推定発⽣率
0.0%
(0/1,486)

0.0%
(0/1,486)

0.1%
(2/1,485)

褥瘡保有者数/
⼊所者数（月末）

（
3
）
感
染

①インフルエンザ罹患率（職員）
0.3%
(3/1,200)

0.0%
(0/993)

0.0%
(0/1,000)

インフルエンザ罹患職員数/
全職員数

②新型コロナウイルス罹患率（職員） ー
0.0%
(0/993)

0.0%
(0/1,000)

新型コロナウイルス
罹患職員数/全職員数

（
4
）
栄
養

①経口維持Ⅰ⽐率
5.5%
(81/1,486)

5.7%
(84/1,486)

8.4%
(125/1,485)

経口維持Ⅰ数/実人数

②療養⾷⽐率
26.1%
(388/1,486)

26.9%
(399/1,486)

27.9%
(415/1,485)

特⾷回数/⾷事回数
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論⽂・著書・インタビュー等

【理事⻑ 神野 正博】
論文
• アフターコロナにおけるインフラ整備

〜DXを病院の成⻑エンジンにせよ〜
⽉刊新医療 1⽉号 No.565:22-25,2021.

寄稿
• ⽯川県の⼊院体制管理は県が尽⼒、

今後の体制整備に教訓も
⽇本社会医療法人協議会ニュース 第24号,2022.4.1

• 病院、企業の夢やビジョンを共有できる場になることを期待
Medical Total Network:2021.

• 令和2年度厚⽣労働⼤⾂表彰を受賞して
十全同窓会会報 No.178:29,2021.

• 全⽇本病院協会60周年を迎えて
全⽇本病院協会60周年記念誌:8,2021.

• 地域に、ロータリーに回復⼒（Resilience）を
Governor’s Monthly Letter 2021.7 vol.1:2021.

• 想定外に対応せよ
命を守る⽣活を守る ニュー レジリエンスフォーラム:6,2021.

• 超⾼齢化社会の能登半島から、国に提⾔する医療と介護
・福祉のグッドデザイン
⽇本医科⼤学 Dedication to... :43,2021.

• ⽇本人の協調性
ICTクラブ会報 第88号:8-9,2021.

• DXを進めよ 〜カイゼン活動とイノベーション〜
週刊 病院新聞 第2682号,2022.1.1 

• 2022年「今年の⼀⽂字」
病院羅針盤 2022.1/1・15号:13,2022.

• 新年のご挨拶
全⽇病ニュース,2021.1.1/15合併号

• ソーシャルイノベーション 〜 渋沢栄⼀の時代、withコロナの
時代 DOCTOR’S MAGAZINE 5⽉号
No.256:2,2021.

• 働き方改革の必然
⽇本病院会ニュース 1063号,3,2021.11.10

• 国際⼤会ならではのサプライズ
ロータリーの友 3⽉号:24,2022.

• ニュースレターの発刊によせて
特定⾏為研修指定研修機関連絡会NEWS 3⽉号
:1,2022.

• 経営分野の職域確⽴と人材育成に取り組む

⽉刊医療経営⼠ 4⽉号:1-3,2022.
• It’s a Fantastic World

週刊⽇本医事新報 No.5060:61-62,2021.
• ミカンとメロン

週刊⽇本医事新報 No.5066:58,2021.
• 感染症病床の正規軍と予備役

週刊⽇本医事新報 No.5069:62,2021.
• データを語ることなく安心を語ることなかれ

週刊⽇本医事新報 No.5072:58,2021.
• K字型からコロナ後の病院のあり方を問う

週刊⽇本医事新報 No.5079:58,2021.
• Diversity（多様性）、Inclusion（包摂）と…Equity

（公平）、 Equality（平等）
週刊⽇本医事新報 No.5083:61,2021.

• 成⻑と分配のためのイノベーションを期待する
週刊⽇本医事新報 No.5085:58,2021.

• ⽇本人の協調性こそファクターX
週刊⽇本医事新報 No.5090:56,2021.

• 連帯と分断
週刊⽇本医事新報 No.5095:56,2021.

• いたわり、ねぎらいながら働く
週刊⽇本医事新報 No.5100:57,2022.

• 栗の花
週刊⽇本医事新報 No.5103:61,2022.

• どこへ逃げても地獄の診療報酬改定
週刊⽇本医事新報 No.5109:56,2021.

インタビュー
• 病院IT黎明期から推進する医療DXとデジタルヘルス

かがやき Medical Owner’s 5⽉号:1,2021.
• 四病協の現職4会⻑、続投の可能性⼤ ⽇病、

全⽇病など役員改選
MEDIFAX 8502号 2021.5.19

• 既存の枠にとどまらない 発想と人材が欠かせない
最新医療経営PHASE3 vol.443 ７⽉号:
16-19,2021.

• 定年制廃⽌で本人が希望するまで雇⽤ ⾼齢者活⽤が
組織の存⽴に直結する
⽉刊 Visionと戦略 10⽉号:26-29,2021.

• 医師含め全職員の定年制廃⽌、恵寿総合病院
m3.comニュース 医療維新,2021.9.22.

• シニア活⽤に活路、人⼝減少への強い危機感から

136



第5章 研究・業績

• m3.comニュース 医療維新,2021.9.29.
• 人⽣100年時代の「⽣きる」応援

医療から福祉まで境目なく
コロナと向き合い 健康寿命⽯川でのばす:70-75,2021.

• ⻁⽳に⼊らずんば⻁⼦を得ず
ななお会議所だより 2022年1⽉号 No.163:9,2022.

• ICTは病院のインフラと捉えセキュリティ対策に取り組むべき
⽉刊医療経営⼠ 2⽉号:24-25,2022.

• 特定⾏為研修に求めるのはハイパフォーマー育成よりも
看護師全体の底上げ
⽉刊『Visionと戦略』３⽉号:54-55,2022.

• 巻頭⾔
特定⾏為研修指定研修機関連絡会NEWS 創刊
号:1,2022.

• Special Message 経営分野の職域確⽴と人材育成に
取り組む
⽉刊医療経営⼠ 4⽉号：1-3,2022.

対談・鼎談・座談会・シンポジウム
• 医療の質も⽣産性も上がる明るい病院の改善活動（⿇⽣

泰 株式会社⿇⽣代表取締役会⻑×神野正博）
病院 Vol.80 No.5:371-376,2021.

• “ウィズコロナ時代”の病院経営のあり方を語る（相澤 孝夫
⽇本病院会会⻑/社会医療法人財団 慈泉会 理事⻑×
川渕 孝⼀ 東京医科⻭科⼤学⼤学院教授×神野 正
博）
Towa Communication Plaza No.50:2-6,2021.

• 医療DXの未来形を探る（近藤 博史 鳥取⼤学医学部
附属病院医療情報部⻑×神野 正博）
病院 Vol.80 No.8:655-660,2021.

• 「With・Afterコロナ時代」の病院の役割（藤井 久丈 医
療法人社団藤聖会・親和会理事⻑×池端 幸彦 医療法
人池慶会理事⻑×神野 正博）
La・Sante 創刊号 2021年秋:3-7,2021.

• SDGsへの共鳴で始まった共同開発「制服」を通して「循環
型社会」に貢献（八木 圭⼀朗 株式会社ヤギコーポレー
ション 代表取締役社⻑×神野 正博）
商品物語 Vol.02:38-41,2021.

• ウィズコロナ・アフターコロナの医療政策 〈上〉（伊原 和人
厚⽣労働省医政局⻑×松田 晋哉 産業医科⼤学教授
×梶本 章 医療介護福祉政策研究フォーラム理事×神野
正博）
社会保険旬報 1⽉号 No.2842:2-13,2022.

• ウィズコロナ・アフターコロナの医療政策 〈下〉（伊原 和人
厚⽣労働省医政局⻑×松田 晋哉 産業医科⼤学教授

×梶本 章 医療介護福祉政策研究フォーラム理事×神野
正博）
社会保険旬報 1⽉号 No.2843:10-15,2022.

• デジタル化で医療に何が起こるか（相澤 孝夫 ⼀般社団
法人⽇本病院会 会⻑×⼤道 道⼤ ⼀般社団法人⽇本
病院会 副会⻑×⽯川 賀代 社会医療法人⽯川記念会
HITO病院 理事⻑×三原 直樹 国⽴がん研究センター
情報統括センター センター⻑×﨑原 宏 ⼀般社団法人⽇
本病院会 雑誌辺編集委員会 委員⻑×神野 正博）
⽇本病院会雑誌 Vol.69 No.1:12-26,2022.

• イノベーションが変える、これからの医療（⾦⼦ 周⼀ ⾦沢
⼤学医薬保健研究域医学系教授/世界保健機構
（WHO）協⼒センター⻑×神野 正博）
La・Sante 2022 春:2-8,2022.

• 特定⾏為研修修了者が活躍する組織マネジメント（角田
直枝 茨城県⽴中央病院 看護局⻑×小松﨑 香 上尾
中央総合病院看護部 部⻑×園田 幸⽣ 済⽣会熊本病
院包括診療部⻑）
週刊医学界新聞,2022.3.28

イベントレポート
• 「もっと病床を」は有限の医療に対する無限の要求、

迫井厚労省局⻑
m3.comニュース 医療維新,2021.8.23

• 地域密着型病院が市区町村単位で多様な機能を果たす
全⽇病ニュース No.994,2021.9.15

• 看護師特定⾏為研修をどう評価するか
全⽇病ニュース No.995,2021.10.1

• 新型コロナを踏まえた医療提供体制と社会医療法人の
あり方を考える
⽇本社会医療法人協議会ニュース 第27号,2022.2.1

講演録
• ⽇経 スペシャルセミナー21 医療・介護マネジメント最前線

Vol.17 安心提供、人⽣の質に貢献（2021.9.10-11 
講演）⽇本経済新聞,2021.9.29,朝刊.

• 2022年度改定を踏まえた将来の病院経営
（2021.11.14 講演）
⽇経ヘルスケア 医療マネジメントセミナー2021 Autumn
⽉刊 ⽇経ヘルスケア 12⽉号 No.386:95,2021.

• 地域医療計画・構想から三位⼀体までの対応戦略
（2021.2.19 講演）
病院経営管理⼠会誌JHAC Vol.27 No.1:
42-56,2021.

• ⽇経 スペシャルセミナー21 医療・介護マネジメント最前線
Vol.18 コロナ新時代の病院経営
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• （2022.3.21-22 オンライン配信）
⽇本経済新聞,2022.3.24.

• ポストコロナの医療経営
〜医療計画と診療報酬改定を睨みながら〜
横浜市病院協会報 第68号:10-37,2022.

【本部 常務理事 神野 厚美】
インタビュー
• 病院食の製造工程を改革、食品ロスも改善-神野厚美・社

会医療法人財団董仙会常務理事に聞く◆Vol.1
m3.comニュース 医療維新,2021.10.29.

• 病院のSDGs、職員と対話し17ゴールに業務を仕分けるこ
とから-神野厚美・社会医療法人財団董仙会常務理事に
聞く◆Vol.2
m3.comニュース 医療維新,2021.11.5.

【本部 本部⻑ 進藤 浩美】
インタビュー
• 定年制廃⽌で職員確保とモチベーションアップ人件費の再

配分で⽣涯賃⾦の⾒直しを
看護のチカラ No.574:6-14,2022.

【本部 財務部⻑ 安井 智美】
インタビュー
• 財務の視点から経営を分析・改善提案できる人材を育てる

最新医療経営 PHASE3 12⽉号 Vol.448:
20-23,2021.

【本部 企画課】
論文
• 磯野 和香、神野 厚美、進藤 浩美

コロナ禍におけるオンライン⾒学会の構築とその効果の検証
全⽇本病院協会雑誌 Vol.31-2・32-1合併号:
104-107,2021.

寄稿
• 辻⼝ 芹夏

病院⾒学のオンライン化に向けて
〜コンテンツ設定の重要性とその効果〜
医事業務 No.618:34-36,2022.

【恵寿総合病院 病院⻑ 鎌田 徹】
インタビュー
• 職員の満⾜度向上がより良い医療の提供につながる。

「感謝される医療」の実現と最⼤化には何が必要か

Ubie 病院⻑ナビ

【恵寿総合病院 内科】
論文
• 山﨑 雅英

後天性血友病
臨床雑誌 内科（特集 内科疾患の診断基準・病型分類・
重症度）Vol.127 No.4:934,2021.

• 藤井 愛
腎線維化の機序
腎臓論⽂ベストセレクション 中外医学社:8-12,2021.

• 藤井 愛
DKDにおける腎⽣検の適応-臨床症候と病理所⾒の関連
腎と透析 Vol.91 No4:594-598,2021.

• 山﨑 雅英
当院における新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）感染
症（COVID-19）クラスターを経験して
恵寿総合病院医学雑誌 Vol.10:6-10,2022.

• ⻄村 健太、山村 健太、本江 真人、野村 俊⼀、村田 亜
香⾥、阿部 健作、上田 善道、正木 康史、山﨑 雅英
メトトレキサート関連リンパ腫様肉芽腫症の1例
恵寿総合病院医学雑誌 Vol.10:28-31,2022.

• 磯野 真⼦、山﨑 雅英、貫井 友貴、山村 健太、
守護 晴彦、宮本 正治、上田 善道
多発肺結節影を契機に発⾒されたびまん性⼤細胞型B細
胞リンパ腫（DLBCL）
恵寿総合病院医学雑誌 Vol.10:32-35,2022.

【恵寿総合病院 消化器内科】
論文
• 佐藤 美並、中井 亮太郎、藤原 秀、神野 正隆、

守護 晴彦、上田 善道
14年の時を経て再燃した⾃⼰免疫性肝炎の1例
恵寿総合病院医学雑誌 Vol.10:36-39,2022.

• 中条 裕⼀、早川 希、藤原 秀、神野 正隆、守護 晴彦
腹腔鏡下胆嚢摘出術後7年の経過で発症した迷⼊クリップ
による総胆管結⽯の1例
恵寿総合病院医学雑誌 Vol.10:40-42,2022.

【恵寿総合病院 心臓血管外科】
インタビュー
• ⻄澤 永晃

すこやかコンシェルジュ 下肢静脈瘤
La・Sante 創刊号 2021年秋:18-19,2021.
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【恵寿総合病院 産婦人科】
論文
• 新井 隆成、伊藤 雄二

緊急症例発症時の初期対応に関する教育の実際 ALSO
周産期医学 Vol.52 No.2:198-201,2022.

• 酒井 順、安田 豊、髙多 佑佳、上田 善道、井上 ⼤、
宮田 康⼀、尾山 量⼦、新井 隆成
両側⼦宮動脈塞栓術及び腹式⼦宮全摘術後の虚血性
直腸潰瘍
恵寿総合病院医学雑誌 Vol.10:24-27,2022.

【恵寿総合病院 家庭医療科】
分担翻訳
• 伊達岡 要

田中 ⻯⾺ 監訳 フレームワークで考える内科診断
（2021）,メディカルサイエンスインターナショナル.Andre M. 
Mansoor 著（2018）,Framework for Internal 
Medicine, Lippincott Williams & Wilkins, USA.

【恵寿総合病院 泌尿器科】
論文
• 川村 研二

経尿道的前⽴腺核出術（TUEB）
泌尿器Care&Cure Uro-Lo

• Vol.26:50-58,2021.
• 酒井 順、川村 研二

リアルタイム経直腸超⾳波を⽤いた経尿道的膀胱
タンポナーデ除去術の経験
恵寿総合病院医学雑誌 Vol.10:15-18,2022.

【恵寿総合病院 リハビリテーション科】
論文
• 川北 慎⼀郎

検診と予防教室を組み合わせ個別指導で
健康寿命を延ばす
最新医療経営 PHASE3 1⽉号 Vol.449:52-53,2022.

【恵寿総合病院 看護部】
論文
• 島田 尚美

⽇本人学童、⽣徒の体格と気候との関連について
-都道府県別データーを⽤いた分析-
⽯川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing 
Vol.19:33-40,2022.

寄稿
• 本橋 敏美

組織目標を個人目標まで連鎖させるBSCの柔軟な活⽤法
ナーシングビジネス Vol.16:17-23,2022.

• 本橋 敏美
成功事例の共有が⼊退院⽀援を強化する
看護技術臨時増刊号 病棟看護師に求められる⼊退院⽀
援と退院調整のポイント Vol.68.No.5:132-138,2022.

• 本橋 敏美
ポジティブな視点で「強み」を探し、⾃院のよさを
再認識してもらう
看護管理者のためのSWOT分析［超⼊門］:河野 秀⼀
著.MCメディカ出版,119-125,2022.

【恵寿総合病院 理学療法課】
論文
• 田中 秀明、小蔵 要司、川北 慎⼀郎

急性期呼吸器疾患患者の⼊院時栄養状態と⽇常⽣活
⾃⽴度の関係
恵寿総合病院医学雑誌 Vol.10:11-14,2022.

インタビュー
• 秋山 美紅

こみみかわら版:2021.10.23

【恵寿総合病院 作業療法課】
論文
• 藤井 遥、⾼間 達也、小川 正人、川上 直⼦、

川北 慎⼀郎
バリント症候群を呈した事例に対する食事動作への急性期
作業療法介⼊
恵寿総合病院医学雑誌 Vol.10:48-51,2022.

• 川上 直⼦
卒後教育の課題・実践・質・・・未来の作業療法の為に
個々が目標を持ち、研鑽できる卒後教育を目指して
作業療法教育 第21巻 第2号:13-15,2022.

【恵寿総合病院 言語療法課】
論文
• 下野 明⽇香、諏訪 美幸、木村 聖⼦、能登谷 晶⼦、

川北 慎⼀郎
摂食嚥下訓練によって経⼝摂取困難から⾃⼒摂取にまで
回復したFoix－Chavany－Marie症候群の⼀例
恵寿総合病院医学雑誌 Vol.10:43-47,2022.
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共著
• 能登谷 晶⼦

⼦どものことばを育てる 聞こえの問題に役⽴つ知識と
訓練・指導:能登谷 晶⼦・原田 浩美 編集.協同医書出
版社,東京都,1-7,87-92,93-97,117-121,122-128, 
164-166,167-170,175-177,2021.

• 木村 聖⼦、諏訪 美幸
事例3:⼤家族で家庭環境の調整が必要であった例/
事例5:祖⺟が養育者となった例
⼦どものことばを育てる 聞こえの問題に役⽴つ知識と
訓練・指導:能登谷 晶⼦・原田 浩美 編集.協同医書出
版社,東京都,171-174,178-182,2021.

• 諏訪 美幸
症例から学ぶ ⼦どもの構⾳障害:能登谷 晶⼦・諏訪 美幸
編著.建帛社,東京都,1-5,2022. 

• 木村 聖⼦
• 症例から学ぶ ⼦どもの構⾳障害:能登谷 晶⼦・諏訪 美幸

編著.建帛社,東京都,145-151, 177-182,2022.

【恵寿総合病院 薬剤課】
論文
• 室宮 智彦、池島 健広、北岡 華奈、望⽉ 友美、

岡田 茉鈴、橋本 奈々、堀井 雄之介、藤田 昌雄
薬剤情報確認ソフト導⼊による有⽤性評価と今後の課題
恵寿総合病院医学雑誌 Vol.10:19-23,2022.

【恵寿総合病院 検査課】
インタビュー
• 尾田 真⼀

ONE TEAM 医療を⽀える人 コロナ検査の最前線で奮闘
• La・Sante 創刊号 2021年秋:14,2021.

【恵寿総合病院 臨床⼯学課】
インタビュー
• 山本 幹太

⾼校⽣・中学⽣の進路選択に役⽴つ 医療・介護・栄養の
お仕事まるわかり辞典 2021⽯川版:47,2021.

【恵寿⾦沢病院 内科】
論文
• Hiroyuki Takamatsu, Koji Kawamura, Kazutaka

Sunami, Shotaro Hagiwara, Mitsuhiro 
Itagaki, Tsutomu Takahashi, Tadakazu
Kondo, Takashi Ikeda, Kyoko Watakabe-

Inamoto, Hiroshi Handa, Yoshitaka 
Imaizumi, Junya Kuroda, Jun Murakami, Yuichi 
Nakamura, Hideyuki Nakazawa, Shuji 
Ozaki, Miyuki Okura, Masami 
Takeuchi, Hirokazu Nagai, Ichiro 
Hanamura, Shinji Nakao, Shinsuke Iida
A nationwide survey on central nervous system 
multiple myeloma in Japan: analysis of 
prognostic and treatment factors that impact 
survival
British Journal of haematology. Oct; 195(2): 
217-229. 2021.

【恵寿⾦沢病院 理学療法課】
論文
• 柴田 真⾏

急性期病棟での365⽇リハビリテーション導⼊による効果
〜運動器疾患を対象に検証〜
⽯川県理学療法学雑誌 Vol.21 No.1:3-5,2022.

• 浅野 慶祐
学童期野球選手の投球動作中における肘関節の⾼さと
胸郭角度の関連性
⽯川県理学療法学雑誌 Vol.21 No.1:7-11,2022.

【恵寿ローレルクリニック】
論文
• Jun Miyata, Tetsuya Yoshioka

Association between high systolic blood 
pressure and objective hearing impairment 
among Japanese adults: a facility-based 
retrospective cohort study Hypertension 
Research 45 (1): 155-161, 2022.

【介護医療院 恵寿鳩ヶ丘】
• Yoji Kokura

Relationship between energy intake and 
changes in thigh echo intensity during the 
acute phase of stroke in older patients with 
hemiplegia 
Medical Principles and Practice 2021.

• Yoji Kokura
Association Between Weight Loss and Activities 
of Daily Living in Obese and Overweight 
Patients 
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• after Stroke: A Cross-Sectional Study Journal of 
Stroke and Cerebrovascular Diseases 30（10）
106052-106052 2021.

• 小蔵 要司
急性期におけるリハ栄養ケアプロセスの実践―実施率から
みる現状と症例提⽰
リハビリテーション栄養 5（2）:156-160,2021.

• Yoji Kokura
Nutritional Risk Indicators for Predicting a 
Change in Quadriceps Muscle Thickness in 
Acute Patients with Stroke JMA Journal 5（1）: 
62-71,2022.

【苑⻑ 今寺 忠造】
寄稿
• ⽯川県脊髄損傷者協会にエール

⽯川県脊髄損傷者協会50周年記念誌:31-32,2021.
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学会発表

【本部 企画課】
• 辻口 芹夏、神野 厚美、進藤 浩美、磯野 和香、

⾦⼦ 佳樹
オンライン⾒学におけるコンテンツ設定の重要性とその効果
第62回全日本病院学会in岡山
2021.8.21-22 オンライン、9.6-10.8 オンデマンド配信

• ⾦⼦ 佳樹、神野 厚美、進藤 浩美、磯野 和香、
辻口 芹夏
オンライン⾒学における動画制作⼯程の報告
第62回全日本病院学会in岡山
2021.8.21-22 オンライン、9.6-10.8 オンデマンド配信

【恵寿総合病院 内科】
• 野村 俊一、山村 健太、村田 亜香⾥、笠原 寿郎

気管支鏡検査で診断し得たメトトレキサート関連リンパ腫
様肉芽腫症の1例
第44回日本呼吸器内視鏡学会学術集会
2021.6.24-6.25 名古屋市/オンライン

• 勝山 結慧、貫井 友貴、近川 由衣、山﨑 雅英、
神野 正隆、川村 研二、上田 善道、石山 謙
血管免疫芽球性T細胞リンパ腫の治療中に発症した、
EBウイルス関連B細胞性リンパ腫（DLBCL）の一例
第39回日本血液学会北陸地方会
2021.7.10 オンライン

• 藤井 愛、砂谷 優実、古市 賢吾、藤本 圭司、
⾜⽴ 浩樹、岩淵 芳邦、横山 仁
⾦沢医科大学医学会総会
2021.7.10 ⾦沢市

• 山村 健太、本江 真人、野村 俊一、上田 善道、
笠原 寿郎
ドセタキセルによる薬剤性肺障害発症後、無治療で安定を
維持している肺腺癌の1例
第75回日本肺癌学会北陸支部学術集会
2021.7.24 オンライン

• 磯野 真⼦、山﨑 雅英、貫井 友貴、山村 健太、
守護 晴彦、宮本 正治、上田 善道
多発肺結節影を契機に発⾒されたびまん性大細胞型B細
胞性リンパ腫（DLBCL）
第245回日本内科学会北陸地方会
2021.9.5 ⾦沢市

• 貫井 友貴、近川 由衣、竹内 真衣、大島 公一、

石山 謙、山﨑 雅英
A case of Langerhans cell sarcoma.
第83回日本血液学会学術集会
2021.9.23-9.25 オンライン

• 松田 雄斗、藤井 愛、岡田 圭一郎、山﨑 雅英、
野村 和利、宮竹 敦彦、向井 清孝、藤本 圭司、
⾜⽴ 浩樹、古市 賢吾
好酸球性胃腸炎を発症した維持血液透析の一例
第29回北陸腎疾患・血液浄化療法研究会
2021.10.23 ⾦沢市

• 宗平 悠暉、山﨑 雅英
ワクチン1回接種後に発症した高齢者新型コロナウイルス
肺炎の1例
第32回日本⽼年医学会北陸地方会
2021.10.23 福井市

• 本江 真人、野村 俊一、山村 健太、曽根 崇、笠原 寿郎
抗酸菌感染症との鑑別を要したROS1融合遺伝⼦陽性
肺腺癌の1例
第87回呼吸器合同北陸地方会
2021.10.31 オンライン

• 村 宏樹、渡来 未佳⼦、時国 純⼦、藤本 祐助
尿中クレアチニン異常低値を呈した急性腎盂腎炎の1症例
第68回日本臨床検査医学学術集会
2021.11.11-14 富山市/オンライン

• 山村 健太
Repeated bronchoconstriction attenuates the 
cough response to bronchoconstriction in naïve 
guinea pigs
第37回⾦沢大学第三内科同門会
第52回⾦沢大学第三内科（血液内科・呼吸器内科）
2021.11.14 ⾦沢市/オンライン

• Kenta Yamamura, Masato Hongo, Shunichi 
Nomura, Satoshi Watanabe, Noriyuki Ohkura, 
Johsuke Hara, Miki Abo, Kazuo Kasahara
Idiopathic pulmonary fibrosis patients having 
refractory cough have bronchiectasis and 
airway architectural distortion: A single center 
retrospective study.
The 25th Congress of the Asian Pacific Society 
of Respirology. 2021.11.20-21 京都市

• 豊田 洋平、宮本 正治
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• 当院での糖尿病オンライン診療
第246回日本内科学会北陸地方会 2022.3.6 富山市

【恵寿総合病院 消化器内科】
• 佐藤 美並、中井 亮太郎、藤原 秀、神野 正隆、

守護 晴彦
14年の時を経て再燃した⾃⼰免疫性肝炎の1例
日本内科学会北陸支部例会 2021.6.13 ⾦沢市

• 早川 希、藤原 秀、神野 正隆、守護 晴彦
FDG-PET/CTの集積で診断された膵神経内分泌腫瘍
（pNET,G1）の一例
日本消化器内視鏡学会北陸支部例会
2021.10.24 ⾦沢市

• 中条 裕一、早川 希、藤原 秀、神野 正隆、守護 晴彦
腹腔鏡下胆嚢摘出術後7年の経過で発症した迷⼊クリップ
による総胆管結石の1例
日本消化器病学会北陸支部例会
2021.10.24 ⾦沢市

• 中井 亮太郎、藤原 秀、神野 正隆、守護 晴彦
当院における新型胆道鏡（SpyGlassTM DS・CHF-
B290）による診断及び治療に関する使⽤経験と検討
JDDW2021KOBE
2021.11.4 神⼾市

【恵寿総合病院 循環器内科】
• 宝達 明彦、寺田 和始、野口 昌寛

oozing ruptureを合併するも内科的治療で完遂した
多枝病変によるACSの一例
日本⼼血管インターベンション治療学会
第44回東海北陸地方会
2021.5.14-15 オンライン

• 新庄 祐介
⼼嚢穿刺で結核菌が検出されたACSの１例
第142回日本循環器学会北陸地方会
2021.6.26 オンライン

• 宝達 明彦、寺田 和始、新庄 祐介
真腔へのステント留置に難渋した冠動脈石灰化病変の
一例
日本⼼血管インターベンション治療学会
第45回東海北陸地方会
2021.10.16-17 オンライン

【恵寿総合病院 整形外科】
• 河合 慈、森永 敏生、阿部 健作

上腕骨偽関節の1例
第219回北陸整形外科集談会 2022.3.6 オンライン

【恵寿総合病院 産婦人科】
• 滝川 達也、宮澤 攻、中条 裕一、上田 善道、新井 隆成

同種免疫性胎児肝障害が原因と疑われた
胎児死亡の一例
第６回石川県研修医学会 ⾦沢市

【恵寿総合病院 泌尿器科】
• 川村 研二

DPCデータを⽤いたERAS前⽴腺全摘術における
バリアンス分析と急性期期間の判定
第23回日本医療マネジメント学会学術総会
2021.6.25 オンライン

• 川村 研二
泌尿器科ERAS⼩切開術における回復の質スコア
（QoR40J）を⽤いた評価
第23回日本医療マネジメント学会学術総会
2021.6.25 オンライン

【恵寿総合病院 リハビリテーション科】
• 川北 慎一郎

2021年度能登脳卒中連携協議会 事業計画
2021年度能登脳卒中連携協議会 報告
2021.5.29 七尾市

• 川北 慎一郎
脳卒中地域連携 能登エリア報告
第16回日本海脳卒中連携セミナー
2021.8.21 七尾市

• 川北 慎一郎
2021年事業報告 能登脳卒中フォーラム 2021
2021.11.6 七尾市

• 川北 慎一郎
認知症サポートチームの活動
第40回日本認知症学会総会
2021.11.27 東京都/オンライン

【恵寿総合病院 看護部】
• 船山 真理⼦

オンラインでの次世代看護管理者研修
第62回全日本病院学会in岡山
2021.8.21-22 オンライン、9.6-10.8 オンデマンド配信
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• ⼩竹 美貴、春木 めぐみ、櫻 さおり
コロナ禍における認知症高齢患者の持続可能な支援の
取り組み 〜１型糖尿病患者の血糖管理について〜
第62回全日本病院学会in岡山
2021.8.21-22 オンライン、9.6-10.8 オンデマンド配信

【恵寿総合病院 医療福祉相談課】
• 岡崎 美穂

医療機関における⾝寄りのない人への支援を考える
〜MSWの⽴場から〜
能登地区3団体合同研修
2022.2.19 オンライン

【恵寿総合病院 医療秘書課】
• 瀬⼾ 亜矢

RPAを利⽤した重症度、医療・看護必要度に関する
診療⾏為の実施⼊⼒チェックの取り組み
第62回全日本病院学会in岡山
2021.8.21-22 オンライン、9.6-10.8 オンデマンド配信

【恵寿総合病院 内視鏡課】
• 水口 賢、四蔵 勇一、品川 雪⼦、坂本 ⾥恵、

白石 なつみ
当院におけるアニサキス症の背景と除去時の⼯夫
第41回北陸消化器内視鏡技師学会
2021.12 オンデマンド配信

【恵寿総合病院 放射線課】
• 延田 宗久

看護師・放射線技師による問診補助業務のタスクシフト・
タスクシェアの取り組み
第62回全日本病院学会in岡山
2021.8.21-22 オンライン、9.6-10.8 オンデマンド配信

• 山口 健二
半導体PETにおける高血糖患者の
FDGPET画像についての検討
第13回中部放射線医療技術学術大会
2021.11.20-26 オンデマンド配信

【恵寿総合病院 理学療法課】
• 桶 拓貴

地域支援事業におけるリハビリテーションの実践
〜スーパー元気アップ塾における効果の分析〜
リハビリテーション・ケア合同研究大会 兵庫2021

2021.11.18-19 神⼾市/オンライン
• 山下 友美

回復期リハ中にTKAとボツリヌス治療を⾏った
視床出血の一症例（回復期）
第5回能登脳卒中地域連携症例検討会
2021.12.1 七尾市/オンライン

• 大村 剛史
脳卒中で⼊院中に非麻痺側TKAを施⾏し、急性期にて
体重免荷式歩⾏器を使⽤してアプローチした症例
第30回石川県理学療法学術大会
2022.2.27 オンライン

• 関 涼花
回復期リハ病棟⼊院中のボツリヌス療法と集中的な理学療
法により歩⾏能⼒改善を認めた脳梗塞患者の一症例
第30回石川県理学療法学術大会
2022.2.27 オンライン

• 高塚 啓
プライミングが歩⾏に及ぼす影響
第30回石川県理学療法学術大会
2022.2.27 オンライン

• 高森 未歩
AYUMIEYEを⽤いた歩⾏評価の有⽤性
-バランスマップに着目して-
第30回石川県理学療法学術大会
2022.2.27 オンライン

• 谷 桂吾
当院回復期リハビリテーション病棟における運動器疾患
患者の実績指数に影響を与える因⼦の検討
第30回石川県理学療法学術大会
2022.2.27 オンライン

• 鳥内 真生
横隔神経麻痺により呼吸不全を呈したCharcot－ Marie
－Tooth病患者に対する呼吸リハビリテーションの経験
第30回石川県理学療法学術大会
2022.2.27 オンライン

【恵寿総合病院 作業療法課】
• 蒲生 智⼦

失語症・右片麻痺者に対する就労継続支援に重点を
置いた⼊院・外来リハビリでの関わり
第29回石川県作業療法学会 2021.7.4 オンライン

• 谷口 真央
CI療法とその後の外来支援により
上肢機能及び抑うつが改善した事例
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• 第29回石川県作業療法学会 2021.7.4 オンライン
• 髙松 早紀

脳損傷者の⾃動⾞運転再開後における運転状況の
• 経時的変化について

第55回日本作業療法学会 2021.9.10-11 オンライン
• 五⼗嵐 満哉

意欲低下・抑うつ状態にある回復遅延型ギランバレー
症候群患者に対する回復期リハ病棟でのADL⾃⽴に
向けた関わり
リハビリテーション・ケア合同研究大会 兵庫2021
2021.11.18-19 神⼾市/オンライン

• 守友 ひとみ
プッシャ－症状に対し起⽴練習を⼯夫し体軸修正を⾏った
ことで移乗介助量が軽減した重度右片麻痺患者の一事例
第20回東海北陸作業療法学会 2021.12.12 オンライン

• 森田 康紀
重度の上肢運動麻痺事例に対し、補助種獲得に向け
Transfer Packageを中⼼とした外来作業療法介⼊
第20回東海北陸作業療法学会 2021.12.12 オンライン

【恵寿総合病院 言語療法課】
• 荒尾 祐希、諏訪 美幸、能登谷 晶⼦、木村 聖⼦、

下野明日香、真田 はるか、川北 慎一郎
呼称が良好で復唱障害が目⽴った右利き右損傷で生じた
感覚失語の一例
第22回日本言語聴覚学会
2021.6.19-7.20 名古屋市/オンライン

• ⾦城 総
ACP（アドバンスケアプランニング）の促進要因と
阻害要因についての考察
第18回日本質的⼼理学会 2021.10.24 オンライン

• 木村 聖⼦
前言語期から初期言語習得期の評価・指導
日本言語聴覚士協会
認定言語聴覚士聴覚障害領域講習会 事例検討
2021.10.31 オンライン

• 薮下 千穂
左被殻出血により失語症を呈した一例
石川県言語聴覚士会 地区症例検討会
2021.11.4 オンライン

• 真田 はるか、 木村 聖⼦、能登谷 晶⼦、諏訪 美幸
人⼯内⽿を装⽤した難聴児一例の言語獲得の経過
2021.11.21 オンライン

• 真田 はるか

発達性読み書き障害が疑われたLEOPARD症候群の一例
第510回北陸言語障害研究会 2021.12.11 七尾市

【恵寿総合病院 薬剤課】
• 北岡 華奈、望月 友美、池島 健広、室宮 智彦

薬剤情報確認ソフト作成と導⼊による有⽤性評価
第31回医療薬学会年会
2021.10.9-10,10.15-11.30 オンライン

• 橋本 奈々、室宮 智彦、北岡 華奈、望月 友美、
新田 真緒、池島 健広、梅田 友⼦、浜田 信太郎、
藤田 昌雄
服薬指導支援ソフト作成と導⼊前後の薬剤管理指導件
数の比較および有⽤性評価
第31回医療薬学会年会
2021.10.9-10,10.15-11.30 オンライン

【恵寿総合病院 臨床栄養課】
• 鈴木 杏奈、⼩蔵 要司

肺癌⼊院患者における体重の変化と摂取エネルギーの現状
第24回・第25回日本病態栄養学会 年次学術集会
2022.1.28-1.30 京都市/オンライン

【恵寿総合病院 臨床検査課】
• 井下 侑一郎

HE染色退色における代替キシレンの影響についての検討
日本臨床衛生検査技師会 中部圏支部医学検査学会
2021.9.25-10.24 オンデマンド配信

• 木村 真弓
当院におけるオンライン診療への取組み
－糖尿病領域において－
石川県医学検査学会 2022.3.20 オンライン

【恵寿⾦沢病院 外科】
• 道輪 良男

腫瘍随伴性RS3PE症候群を認めた乳癌の1例
第26回日本緩和医療学会学術大会
2021.6.18-19 オンライン

• 道輪 良男
真のoligometastasisとは?
ー乳癌oligometastasisの3例
第29回日本乳癌学会学術総会
2021.7.1-3 オンライン
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【恵寿⾦沢病院 作業療法課】
• 米山 千尋

多発性骨転移患者の⾃宅退院にむけての関わり
第20回東海北陸作業療法学会
2021.12.12-2022.1.12 富山市/オンデマンド配信

【恵寿⾦沢病院 臨床検査課】
• ⻑⾯ 佳央理

より良いギムザ染色を目指して
〜石川県アンケート調査の結果と現状〜
第47回石川県医学検査学会 2022.3.20 オンライン

【恵寿⾦沢病院 薬剤課】
• 宮森 久志、秋吉 可南⼦、三坂 亜希、稲葉 由美⼦、

髙倉 美穂
オーダリング時の強制アラート表示による
ケトプロフェン外⽤剤による光線過敏症注意喚起の試み
第62回全日本病院学会in岡山
2021.8.21-22 オンライン、9.6-10.8 オンデマンド配信

• 秋吉 可南⼦、髙倉 美穂、三坂 亜希、稲葉 由美⼦、
宮森 久志
COVID-19流⾏に伴う物資供給不⾜下での
抗癌剤調製における抗癌剤曝露対策
第62回全日本病院学会in岡山
2021.8.21-22 オンライン、9.6-10.8 オンデマンド配信

• 三坂 亜希、髙橋 稚奈、髙倉 美穂、秋吉 可南⼦、
稲葉 由美⼦、宮森 久志
メソトレキセート（MTX）髄注による
口内炎を葉酸予防投与により軽減できた症例
第62回全日本病院学会in岡山
2021.8.21-22 オンライン、9.6-10.8 オンデマンド配信

【介護⽼人保健施設 和光苑】
• 福井 朱美

腰椎圧迫骨折で⼊院し杖歩⾏に回復するが、
⾃宅退院後に寝たきりとなった認知症事例への介⼊
第22回認知症ケア学会 2021.6.5 オンライン

【介護⽼人保健施設 鶴友苑】
• 伊藤 祐二

急性期病棟365日リハビリテーション導⼊による、回復期
リハビリテーション病棟⼊棟患者のADLに与える影響
第38回東海北陸理学療法学術大会
2021.10.29-30 オンライン

【介護医療院 恵寿鳩ヶ丘】
• ⼩蔵 要司

糖尿病と慢性腎不全の攻めの栄養療法ってどうするの？
第11回 日本リハビリテーション栄養学会学術集会
パネルディスカッション1 管理栄養士企画 攻めの栄養療法
2022.1.15 オンライン

• Yoji Kokura
Importance of rehabilitation nutrition practice 
for older adults in long-term care health 
facilities 
2st congress of the International Association of 
Rehabilitation Nutrition symposium 4 
Rehabilitation Nutrition for Older Adults
2022.1.15  Online

• ⼩蔵 要司
脳卒中患者の日常生活動作改善のための栄養管理と半
固形化栄養療法のエビデンス
第24回・第25回日本病態栄養学会年次学術集会
アルビレオ賞受賞講演
2022.1.28-30  京都市

• ⼩蔵 要司
リハビリテーションの効果に寄与する栄養管理
ー急性期から 高齢者施設までー
第24回・第25回日本病態栄養学会年次学術集会

• シンポジウム19 リハビリテーションと栄養
2022.1.28-30  京都市

【⻘⼭彩光苑リハビリテーションセンター】
• 石渡 和美

家に帰りたい！帰れない！単⾝生活に向けてレッツゴー
〜失語のある方への機能訓練事業での取り組み〜
中部ブロック⾝体障害者⾃⽴訓練事業所研修
2021.10.14
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講師・座⻑・パネリスト等

【理事⻑ 神野 正博】
• 地域包括医療の現状と今後の展開（講師）

ソーシャルビジネス・ネットワーク 第6回 理想社会フォーラム
2021.4.8 オンライン

• 良質な医療・看護・介護・福祉・保険の境目のない提供と
ICTの活用（講師）
2021国際モダンホスピタルショウ
2021.4.28-5.14 オンデマンド配信

• with/afterコロナを踏まえ 2040年を⾒据えた⽇本の
医療・病院経営（座⻑）
第4回中外製薬医療WEBフォーラム
2021.7.8 オンライン

• Lifeを支える地域包括ヘルスケアシステムを目指して(講師)
これからの医療を考える会
〜持続可能な社会を目指す中で〜
2021.7.13 オンライン

• IoT・ビッグデータ・AI時代の医療と介護（座⻑）
第23回⽇本医療マネジメント学会学術総会
2021.7.15-30 オンデマンド配信

• 医療を取り巻く現状と将来〜診療報酬改定、
地域包括ケア、地域医療器構想、COVID-19（講師）
2021年度病院医療ソーシャルワーカー研修会
2021.7.24-25 オンデマンド配信

• コロナ禍・超少子高齢人口減少時代、持続可能へのチャレ
ンジ！ 〜地域医療構想調整会議における、ダウンサイジン
グ・再編・連携・統合の検証〜（シンポジスト）
第62回全⽇本病院学会 in 岡山
2021.8.21-22 オンライン、9.6-10.8 オンデマンド配信

• アフターコロナ禍のグレート・リセット、新しい⽇本の医療を
考える（座⻑）第62回全⽇本病院学会 in 岡山
2021.8.21-22 オンライン、9.6-10.8 オンデマンド配信

• 看護師特定⾏為研修をどう評価するか（座⻑）
看護師特定⾏為研修委員会
2021.8.22 オンライン

• “テクノロジーの臨床への応用事例”として（座⻑）
第17回 SSユーザー会
2021.8.28 オンライン

• 2021年度 第2回看護師特定⾏為研修指導者講習会
（ディレクター）全⽇本病院協会
2021.8.29 オンライン

• 1.⼤きな荷物と⼤きな嵐、2.求められる医療提供体制の
再構築、3.地域包括ケアシステムから地域包括ヘルスケア
システムへ、4.情報の共有化と基盤の整備（講師）
Withコロナ時代に求められる医療提供体制の再構築と
医療DX、地域包括ヘルスケアシステムの実践
2021.9.1 オンライン

• 医療の視点から、感染症対策、アフターワクチンについて
考える（講師）
新型コロナウイルス感染対策WEBセミナー
〜新たな⽇常における安全、安⼼な感染症対策〜
2021.9.4,11,18 オンデマンド配信

• 『 戦う⽇本の医療の現場 』 withコロナ時代の病院経営
戦略（講師）
第18期PBA医薬マーケティング・アカデミー
2021.9.9 オンライン

• withコロナ、afterコロナの医療展望（講師）
⽇経 スペシャルセミナー21 医療・介護マネジメント最前線
Vol.17 2021.9.10-11 オンライン

• けいじゅヘルスケアシステムにおける健診・予防医療の
重要性（講師）
第62回⽇本人間ドック学会学術⼤会 2021.9.10-24 
オンデマンド配信

• With/Post/Nextコロナ時代の病院経営（講師）
厚⽣連事務部⻑セミナー
2021.9.24 オンライン

• 2021年度 第4回看護師特定⾏為研修指導者講習会
（ディレクター）
全⽇本病院協会 2021.10.3 オンライン

• ⻄⽥昭⼆国政報告会 第1部（ファシリテーター）
2021.10.16 七尾市

• ⻄⽥昭⼆国政報告会 第2部（パネリスト）
2021.10.16 七尾市

• 2022年度改定を踏まえた将来の病院経営（講師）
⽇経ヘルスケア 医療マネジメントセミナー2021 Autumn
2021.11.14 東京都

• 2021年 第2回看護師の特定⾏為に係る指導者リーダー
養成研修会（ディレクター）
全⽇本病院協会 2021.11.14 オンライン

• withコロナ時代の医療提供体制
〜地域医療計画と診療報酬改定〜（講師）
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• ⽇本社会医療法人協議会 令和3年度 社会医療法人
トップマネージメント研修
2021.11.23 東京都 オンライン

• withコロナ時代の医療提供体制と地域連携（講師）
• 第9回ふくしま病院連携ネットワーク講演会

2021.11.25 オンライン
• With Afterコロナに向けた医療DXの方向性を探る

（講師）
Intel Enterprise Leadership Summit 2021
2021.12.2 オンライン

• 10年後の社会と医療を俯瞰する（講師）
加賀⽩山ロータリークラブの創⽴記念例会
2021.12.15 加賀市

• 医療 ・介護サービス提供における⽣産性向上と
業務効率化にかかる課題について（講師）
経済同友会 社会保障委員会
2021.12.23 オンライン

• 2021年度 第7回看護師特定⾏為研修指導者講習会
（ディレクター）
全⽇本病院協会 2021.12.26 オンライン

• 働き方改革と医師需給（講師）
全⽇本病院協会 総合医育成プログラム 医療運営コース
2022.1.10 オンライン

• 病院経営を取り巻く環境変化と董仙会の取り組み
（講師） 2022年医療・医薬品業界の動向と医薬品
企業の対応セミナー
2022.1.21 オンライン

• 人間の⾒抜き方・リーダーシップ（講師）
東京都病院協会 幹部職員セミナー（経営塾）
2022.1.28 オンライン

• 地域の品質に病院はいかに関るべきか（講師）
第81回医療研究会
2022.2.2 オンライン

• 地域連携とIT化、 診療報酬改定について（講師）
Hospital Director Conference in 諏訪
Web seminar
2022.2.10 オンライン

• 病院機能評価の審査手法を活用した質改善活動
（総合司会・座⻑）
第17回病院機能評価 受審支援セミナー
2022.2.12 オンライン

• 2022年度診療報酬改定 ｰ中医協議論を中⼼にｰ(座⻑)
第5回中外製薬医療WEBフォーラム
2022.2.17 オンライン

• 社会医療法人 トップ・ミドルマネージメント研修
〜社会医療法人のこれまでとこれから〜
（ファシリテーター）
⽇本社会医療法人協議会
2022.2.21 東京都

• withコロナ時代の医療提供体制と
医師の働き方改革について（講師）
北海道医師会・北海道病院協会
令和3年度病院管理研修会
2022.2.23 オンライン

• ポストコロナの医療経営
〜医療計画と診療報酬改定を睨みながら〜（講師）
横浜市病院協会学術講演会
2022.2.24 オンライン

• 〜診療報酬改定ポイント解説〜
2022年度診療報酬改定を踏まえた病院経営（講師）
⼤塚製薬 e講演会
2022.3.17-29 オンデマンド配信

• コロナ新時代の病院経営（講師）
⽇経 スペシャルセミナー21 医療・介護マネジメント最前線
Vol.18 2021.3.21-22 オンデマンド配信

【本部 常務理事 神野 厚美】
• 医療とデザイン（講師）

富山⼤学芸術文化学部
2021.7.28 オンライン

• 業務改革
ユニバーサル外来/けいじゅサービスセンター（講師）
DX塾 恵寿総合病院事例紹介①
2021.9.25 オンライン

• 給食の集合化/教育の標準化/業務の効率化（講師）
DX塾 恵寿総合病院事例紹介②
2021.10.23 オンライン

• 中⻑期戦略におけるガバナンスと仕組みづくり（講師）
横浜市⽴⼤学⼤学院
2022.2.1 オンライン

【本部 本部⻑ 進藤 浩美】
• 董仙会の定年制の廃⽌（講師）

監査法人⻑隆事務所サロン勉強会
2021.8.8 東京都/オンライン

• 現職者研修「職業倫理」（講師）
公益社団法人石川県作業療法⼠会
2021.10.3 ⾦沢市/オンライン
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• 健康経営/定年制廃⽌/健保組合設⽴
DX塾 恵寿総合病院事例紹介②
2021.10.23 オンライン

• 厚⽣労働省「介護ロボット地域フォーラム事業」（講師）
介護ロボット 〜導⼊をすすめていくためには〜
2022.1.26 ⾦沢市/オンライン

【本部 情報管理課】
• 小澤 竹夫

デジタルトランスフォーメーションに最適な
情報基盤の構築（講師）
DX塾 恵寿総合病院事例紹介①
2021.9.25 オンライン

【恵寿総合病院 病院⻑ 鎌田 徹】
• これから始まる医療機関のDX

＝病院におけるDX事例と展望＝（座⻑）
地域医療を考える会2022 Webセミナー
2022.1.21 オンライン

• HER2陽性転移再発乳がん治療〜能登地区の患者さんに
も標準治療を安全に受けていただくために〜（座⻑）
能登乳がん Webセミナー
2022.2.17 オンライン

【恵寿総合病院 内科】
• 宮本 正治

これからの医療を考える会
〜持続可能な社会を目指す中で〜 （座⻑）
2021.7.13 オンライン

• 山﨑 雅英
インバウンド事業開催に向けたeラーニング教材
感染症対策（講師）
七尾市⻘年会議所
2021.7.29 オンライン収録

• 山﨑 雅英
新型コロナウイルス感染症の対応と職員への対策（講師）
独⽴⾏政法人国⽴病院機構 七尾病院
院内感染防⽌研修会
2021.11.10 七尾市

【恵寿総合病院 消化器内科】
• 神野 正隆

医師の働き方改革 リモートアクセス（講師）
DX塾 恵寿総合病院事例紹介①

2021.9.25 オンライン
• 守護 晴彦

肝臓を⽣き⽣きと もうこわくないB型とC型（講師）
石川県能登北部保健所
令和3年度肝炎ウイルス感染者等支援事業
2021.10.13 輪島市

• 守護 晴彦
NSAIDs使用に対する消化器内科の要望（講師）
七尾市医師会学術講演会
2021.12.14 七尾市

• 守護 晴彦
肝臓を⽣き⽣きと もうこわくないB型とC型（講師）
石川県能登中部保健福祉センター
令和3年度肝炎ウイルス感染者等支援事業
2022.1.14 七尾市

【恵寿総合病院 循環器内科】
• 宝達 明彦

⼼不全の新たな治療戦略 〜当院の使用症例〜 (講師) 
能登北部医師会学術講演会
2021.8.24 オンライン

• 新庄 祐介
当院での⼼臓カテーテル治療の取り組み （講師）
第一三共 地域連携Web seminar
2021.9.2 オンライン

• 宝達 明彦
新規作用機序ARNIへの期待（講師）
ARNI 6 Nights in NOTO
2021.11.9 オンライン

• 寺⽥ 和始
⼼不全診療UP TO DATE（講師）
ARNI 6 Nights in NOTO
2021.11.12 オンライン

• 新庄 祐介
当院のFH症例報告（講師）
アムジェン FHレジストリー講演会
2021.11.19 ⾦沢市

• 寺⽥ 和始
Kanazawa Coronary Conference 2021
深堀り症例検討会2021（コメンテーター）
2021.12.4 オンライン

• 新庄 祐介
stent balloonのshaft断裂が⽣じ内科的bail outに
至らなかったUAPの1例 （講師）
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• Boston Scientific  Complex PCI Compass
2021.12.27 オンライン

• 寺⽥ 和始
Medtronic WEB症例検討会 in 北陸 （講師）
2022.2.4 オンライン

• 寺⽥ 和始
OrbusNeich （講師）

• 第14回Web症例検討会 ON LINE
2022.2.14 オンライン

• 寺⽥ 和始
第9回U-40 Physicians Club 春の陣（コメンテーター）
2022.3.1 オンライン

【恵寿総合病院 整形外科】
• 森永 敏⽣

医科⻭科連携オンラインセミナー 〜in 能登〜（座⻑）
2021.7.14 七尾市/オンライン

• 森永 敏⽣
⼤腿骨骨折を学ぶ会in能登 ミーティング（座⻑）
2022.2.10 オンライン

【恵寿総合病院 産婦人科】
• 新井 隆成

帝王切開におけるギャンビー縫合 子宮筋層粘膜下層の
良好な瘢痕化を目指して（講演）
第41回⽇本妊娠高血圧学会学術集会ランチョンセミナー
2021.12.24-25 奈良市/オンライン

• 新井 隆成
一般演題4「先天性⼼疾患③」（座⻑）
第28回⽇本胎児⼼臓病学会学術集会
2022.2.18-19 松本市/オンライン

【恵寿総合病院 家庭医療科】
• 伊達岡 要

症候学・診断学の教科書の目次にない⼥性診療 (講師)
第23回 総合診療セミナー in お茶の水 2021.9.30

• 伊達岡 要
ポートフォリオの邪道文法 2点と3点の狭間（講師）
⽇本プライマリ・ケア学会
中部ブロックポートフォリオ発表会 指導医レクチャー
2022.3.5

【恵寿総合病院 リハビリテーション科】
• 川北 慎一郎

上下肢痙縮へのボツリヌス注射をめぐるQ&A（講師）
ボツリヌス療法研修会 2021.4.22 七尾市

• 川北 慎一郎
食形態マップの課題（座⻑）
第2回能登摂食嚥下 栄養研究会 2021.5.12 七尾市

• 川北 慎一郎
脳損傷者の⾃動⾞運転追跡調査（座⻑）
2021年能登脳卒中地域連携 報告
2021.5.29 七尾市

• 川北 慎一郎
脳卒中⽚⿇痺上肢訓練について（座⻑）
第58回⽇本リハビリテーション医学会 2021.6.11 京都市

• 川北 慎一郎
認知症と高齢者てんかんの関係と鑑別（講師）
認知症とてんかん治療研究会 2021.6.18 七尾市

• 川北 慎一郎
高次脳機能障害と脳機能（講師）
石川県高次脳機能障害支援事業 2021.9.3 ⾦沢市

• 川北 慎一郎
リハ医療における認知症診療の意義（講師）
第50回⽇本リハビリテーション医学会
北陸地方会教育講演 2021.9.4 ⾦沢市

• 川北 慎一郎
パーキンソン病のリハビリテーション（講師）
地域連携WEBセミナー 2021.9.10 七尾市

• 川北 慎一郎
人⽣100年時代の脳卒中発症予防（座⻑）
能登脳卒中フォーラム 2021 2021.11.6 七尾市

• 川北 慎一郎
せん妄リスクの観点から不眠対策を考える（座⻑）
せん妄対策と不眠症診療セミナー 2021.11.15 七尾市

• 川北 慎一郎
能登脳卒中連携協議会の歩み（講師）
第一三共北部地域勉強会 2022.1.19 七尾市

【恵寿総合病院 看護部】
• 船山 真理子

石川県⽴⽥鶴浜高等学校 衛⽣看護専攻科講師
病態疾病論（呼吸機能障害看護）
2021.4月-7月 七尾市

• 川江 ⾠徳
第2回能登摂食嚥下栄養研究会（座⻑）
2021.5.12 七尾市

• 高柳 由⾹⾥
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• 石川県⽴⽥鶴浜高等学校 衛⽣看護専攻科講師
⽼年看護学Ⅱ（認知症看護）
2021.10月-11月 七尾市

• 本橋 敏美
看護➁ RPA/発熱マップ他（講師）
DX塾 恵寿総合病院事例紹介②
2021.10.23 オンライン

• 櫻 さおり
看護① EUCALIA TOUCH/スポットチェックモニター(講師)
DX塾 恵寿総合病院事例紹介②
2021.10.23 オンライン

• 船山 真理子
特定⾏為研修修了者が所属する看護管理者の実践
特定⾏為研修修了者が活躍するために
ー看護管理者が⾏う環境整備（公開講座）（講師）
2021.10.30 内灘町/オンライン

• ⼾⽥ 秀之
石川県⽴⽥鶴浜高等学校 衛⽣看護専攻科講師
成人看護学Ⅱ（血液・造血器看護）
2021.11月-12月 七尾市

• 山⽥ 志都子
石川県⽴⽥鶴浜高等学校 衛⽣看護専攻科講師
成人看護学Ⅱ（呼吸器看護）
2021.11月-12月 七尾市

• 船山 真理子
在宅の呼吸ケア（講師）
地域医療支援病院研修会 2022.1.27 七尾市

• 川江 ⾠徳
脳卒中について学ぶ（講師）
地域医療支援病院研修会 2022.2.9 七尾市

• 中山 瑠⽣乃
石川県⽴⽥鶴浜高等学校 衛⽣看護専攻科
医療人への夢を志を育む（進路講話講師）

【恵寿総合病院 事務⻑ 森下 毅】
• 外部とのデータ共有とその効果について（講師）

DX塾 恵寿総合病院事例紹介①
2021.9.25 オンライン
恵寿総合病院におけるRPA導⼊事例（講師）
DX塾 恵寿総合病院事例紹介②
2021.10.23 オンライン

• 当院におけるRPA実践例（パネリスト）
メディカルRPA協会オンラインセミナー
医療機関におけるRPAを活用した3つの経営目標への

適応可能性 2021.12.10 オンライン
• IARTの歩みと今後の課題（講師）

岐阜県診療放射線技師会冬季セミナー2022.2.11 オン
ライン

• 病院をとりまく環境と求められる事務⼒（講師）
⾦城⼤学医療経営情報セミナー 2022.3.23 オンライン

【恵寿総合病院 管理課】
• 松木 尊紀法

職員の教育研修におけるEラーニング活用事例（講師）
エルゼビア・ジャパン主催 コロナ禍での院内研修とアフターコ
ロナを⾒据えた今後の院内研修の在り方について考える会
2021.6.11 オンライン

【恵寿総合病院 放射線課】
• 辻口 美奈子

X線透視（セッション2 画質評価・線量管理）（座⻑）
第13回中部放射線医療技術学術⼤会
2021.11.20-26 オンデマンド配信

【恵寿総合病院 理学療法課】
• ⽥中 秀明

石川県理学療法⼠会 新人教育プログラム
（リスクマネジメント）（講師）
石川県理学療法⼠会 2021.9.26 オンライン

• 谷 桂吾
社会人と語る会（講師）
石川県⽴⿅⻄高等学校
2021.10.18 中能登町/オンライン

• 久保 佳子
石川県⽴⽥鶴浜高等学校
健康福祉科「リハビリテーションと介護」（講師）
石川県⽴⽥鶴浜高等学校
2021.11.1,2,11.4 七尾市

• ⽥中 秀明
臨床実習指導者講習会（講師）
石川県理学療法教育協議会
2021.11.13-14,12.4-5,2022.02.12-13 オンライン

• 三平 拓⽮
七尾市一体的実施事業（講師）
七尾市地域包括支援センター 2021.11.17 七尾市

• 宮下 拓郎
七尾市一体的実施事業（講師）
七尾市地域包括支援センター 2021.11.18 七尾市
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• 桶 拓貴
七尾市 一体的実施事業（講師）
七尾市地域包括支援センター
2021.11.22 七尾市

• 松江 慧汰
七尾市一体的実施事業（講師）
七尾市地域包括支援センター
2021.11.29 七尾市

• 牧野 芹⾹
七尾市一体的実施事業（講師）
七尾市地域包括支援センター
2021.12.1 七尾市

• 嶋⽥ 祈莉
七尾市一体的実施事業（講師）
七尾市地域包括支援センター
2021.12.2 七尾市

• ⼤森 光紗
七尾市一体的実施事業（講師）
七尾市地域包括支援センター
2021.12.7 七尾市

• 本橋 徹也
七尾市一体的実施事業（講師）
七尾市地域包括支援センター
2021.12.9 七尾市

• 浦本 ⼤輔
七尾市一体的実施事業（講師）
七尾市地域包括支援センター
2021.12.17 七尾市

• 有吉 一弘
七尾市一体的実施事業（講師）
七尾市地域包括支援センター
2021.12.21 七尾市

• 土肥 哲也
七尾市一体的実施事業（講師）
七尾市地域包括支援センター
2022.1.12 七尾市

• ⽥中 秀明
職業と⽣き方を考える講座（講師）
七尾市⽴七尾東部中学校
2022.2.10 七尾市

• 桶 拓貴
七尾市地域包括ケア会議（アドバイザー）
七尾市地域包括支援センター
2022.2.24 七尾市

【恵寿総合病院 作業療法課】
• 北谷 渉

第29回石川県作業療法学会
人々の健康と幸福を促進する作業療法
〜専門職としての挑戦〜（講師）
2021.7.3-4 オンライン

• 五⼗嵐 満哉
ランチョンセミナー リスク管理（講師）
第29回石川県作業療法学会
人々の健康と幸福を促進する作業療法
〜専門職としての挑戦〜
2021.7.3-4 オンライン

• 北谷 渉
現職者選択研修 身体障碍領域（講師）
2021.9.4 オンライン

• 川上 直子
第26回作業療法教育学術⼤会シンポジウム
卒後教育の課題・実践・質・・・未来の作業療法⼠の為に
2021.11.27 オンライン

【恵寿総合病院 ⾔語療法課】
• 諏訪 美幸

⽣涯学習基礎講座 「職種連携論」（講師）
石川県言語聴覚⼠会 2021.9.18 オンライン

• 木村 聖子
治療論 言語療法（講師）
七尾看護専門学校 2021.11.9,16 七尾市

• 木村 聖子
介護福祉基礎（講師）
石川県⽴⽥鶴浜高等学校健康福祉科
2021.12.15,22 七尾市

• 荒尾 祐希
会員研修プログラムベーシックコース
運動障害性構音障害 （講師）
石川県言語聴覚⼠会 2022.2.13 オンライン

【恵寿総合病院 リハビリテーション教育研修センター】
• 井舟 正秀

リハビリテーション看護（理学療法関係）
七尾看護専門学校 2021.10.5,19 七尾市

【恵寿総合病院 薬剤課】
• 堀井 雄之介

敗血症治療中にCMV感染やカンジダ血症併発で
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• 関わった症例（講師）
石川県病院薬剤師会 感染制御委員会
第21回石川県感染制御セミナー 2022.3.12 オンライン

【恵寿総合病院 臨床栄養課】
• 前⽥ 美穂

⽇本栄養⼠会 2021年度 静脈経腸栄養（TNT-D）
管理栄養⼠スキルアップセミナー（インストラクター）
2021.5.29-30,10.23-24

• 前⽥ 美穂
⽇本栄養⼠会 2021年度 静脈経腸栄養（TNT-D）
管理栄養⼠研修会（インストラクター）
2021.6.12,7.3,12.18

• ⽥中 裕子
オンライン栄養指導を⾏った症例（講師）
令和3年度糖尿病患者を助け合う地域連携協議会・
七緒の会 糖尿病懇談会 2021.12.7 七尾市

• 山本 知子
きめ細かな回復期リハチームの関わりでBody Mass
Indexが増加（パネリスト）
回復期リハビリテーション病棟協会
第39回研究⼤会in東京 栄養委員会 2022.2.4-5

【恵寿総合病院 臨床検査課】
• 尾⽥ 真一

七尾看護専門学校 講義（講師）
2022.2.1,8,15,22 七尾市

• 橋 ひとみ
七尾看護専門学校 講義（講師）
2022.1.11,18,25 七尾市

• 山口 拓也
当院の糖尿病診療における新たな取り組み
（シンポジスト）
石川県糖尿病療養指導⼠研究会 講演会
コロナ禍において糖尿病療養指導で気づいたこと
〜感じた事、問題点について考えよう〜
2022.2.23 オンライン

【恵寿総合病院 感染制御課】
• 谷⽥部 美千代

高齢者施設等感染症対応能⼒強化事業（講師）
公益社団法人石川県看護協会 2021.7.7 七尾市

• 谷⽥部 美千代
インバウンド事業開催に向けたeラーニング教材

感染症対策（講師）
七尾市⻘年会議所 2021.7.29 オンライン収録

• 谷⽥部 美千代
感染管理認定看護師教育課程 実習指導（講師）
石川県⽴看護⼤学附属看護キャリア支援センター
2021.10.25-11.26

• 谷⽥部 美千代
高齢者施設等感染症対応能⼒強化事業（講師）
公益社団法人石川県看護協会 2021.11.17 穴水町

• 谷⽥部 美千代
施設にける新型コロナウイルス感染症対策
〜当院のクラスター事例から考える〜（講師）
石川県能登中部保健福祉センター
令和3年度 感染予防研修会 2021.11.24 オンライン

【恵寿⾦沢病院 内科】
• 村⽥ 了一

再発又は難治性のDLBCL診療の実際（パネリスト）
第23回北陸血液・免疫懇話会 2022.3.26 ⾦沢市

【恵寿⾦沢病院 作業療法課】
• 米山 千尋

⾦沢市介護予防支援会議（アドバイザー）
2021.4.28,12.22 ⾦沢市

【恵寿⾦沢病院 看護部】
• 井上 直美

高齢者施設等感染症対応⼒強化事業（講師）
2021.6.30 ⾦沢市

• 井上 直美
高齢者施設等感染症対応⼒強化事業（講師）
2021.10.7 ⾦沢市

• 濱下 朋子
令和３年度専門的看護実践⼒研修
【認知症看護】事業（講師）
2021.12.6 かほく市

• 井上 直美
福祉施設等の感染症対策研修会（講師）
2022.1.19 ⾦沢市
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【恵寿ローレルクリニック】
• 宮⽥ 潤

セッション4-K 根拠に基づくヘルスメンテナンス 〜患者さんや
一般市⺠の健康を守るために〜（代表講師）
⽇本プライマリ・ケア連合学会 第33回学⽣・研修医のため
の家庭医療学夏期セミナー
2021.8.8 オンライン

• 宮⽥ 潤
VOD-14 ヘルスリテラシー⼊門 〜患者さんの
「健康を決める⼒」を高めるために〜（代表講師）
⽇本プライマリ・ケア連合学会
第17回若手医師のための家庭医療学冬期セミナー
2022.2.5-6 オンライン、2.5-3.31 オンデマンド配信

【介護⽼人保健施設 和光苑】
• 木谷 奈津江

成人看護方法論 救急看護（講師）
七尾看護専門学校 2021.5.31-6.17 七尾市

• 吉⽥ 美恵子
Dance Care/Care Dignify（講師）
DX塾 恵寿総合病院事例紹介②
2021.10.23 オンライン

• 小川 真由美
ゼロから始める介護職⼊職セミナー（講師）
石川県介護福祉⼠会 2021.12.9-10 七尾市

• 林 祐⾥恵
フレイル予防（講師）
高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業
2021.12.16 七尾市

【介護⽼人保健施設 鶴友苑】
• 廣正 修一

不眠症の完治を目指して（講師）
不眠症を考える会 2021.5.19 ⾦沢市

• 廣正 修一
⽣活習慣病（講師）
「⽣活習慣病」フォーラム 2021.6.8 宝達志水町

• 廣正 修一
慢性⼼不全の治療のパラダイムシフト（講師）
⾦沢市薬剤師会定期学習会 2021.9.10 ⾦沢市

• 廣正 修一
最近の不眠症治療の変化（講師）
「ベンゾジアゼピン」の危険性を考える研究会
2021.12.8 ⾦沢市

【介護医療院 恵寿鳩ヶ丘】
• 小蔵 要司

脳卒中のリハ栄養とリハ栄養チーム実践のコツ（講師）
リハ栄養フォーラム2021 2021.5.10 オンライン

• 鵜野 誠
セーフティマネジメント（ファシリテーター）

• 第11回石川県介護福祉⼠会 ファーストステップ研修
2021.10.26 ⾦沢市

• 道邊 要太
パワーアップ教室（講師）
令和三年度一般介護予防事業 2021.11.2,25 穴水町

• 時⽥ 雅史
たんぽぽ健康教室（講師）
令和三年度穴水町健康教室 2021.12.1 穴水町

• 鵜野 誠
介護における安全確保（講師）
ゼロからはじめる介護職⼊門セミナー 2021.12.3 石川県

• ⼤崎 志帆
桜町健康教室（講師）
令和三年度穴水町健康教室 2021.12.8 穴水町

• 鵜野 誠
⾃職場の分析（ファシリテーター）
第14回石川県介護福祉⼠会 ファーストステップ研修
2021.12.11 ⾦沢市

• ⽥辺 航也
令和3年度介護支援専門員実務研修・更新研修Ｂ
再研修（ファシリテーター）
ケアマネジメントに必要な基礎知識及び技術
居宅サービス計画等の作成
2021.12.24 ⾦沢市/オンライン

• ⽥辺 航也
令和3年度介護支援専門員実務研修・更新研修Ｂ
再研修（ファシリテーター）
利用者、多くの種類への専門職等への説明及び合意
2021.12.24 ⾦沢市/オンライン

• 小蔵 要司
パネルディスカッション1管理栄養⼠企画
攻めの栄養療法（座⻑）
第11回⽇本リハビリテーション栄養学会学術集会
2022.1.15 オンライン

• 蒲⽥ 千晴
パワーアップ教室（講師）
令和三年度一般介護予防事業
2022.1.6,2.10 穴水町
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• 原⽥ 真梨
おたっしゃ健康教室（講師）
令和三年度穴水町健康教室
2022.1.21 穴水町

• 東野 優⾹
乙ケ崎健康教室（講師）
令和三年度穴水町健康教室 2022.1.28 穴水町

• 小蔵 要司
シンポジウム19 リハビリテーションと栄養（座⻑）
第24回・第25回⽇本病態栄養学会年次学術集会
2022.1.28-30  京都市

• 鵜野 誠
総合学習（ファシリテーター）
第15回石川県介護福祉⼠会 ファーストステップ研修
2022.2.15 オンライン

• 小蔵 要司
高齢者に栄養は必要か
ーサルコペニアと認知症も含めてー（講師）
石川県介護福祉⼠会 第19回オンラインミニ研修会
2022.2.9  オンライン

• ⽥辺 航也
能登地区三団体合同研修会（ファシリテーター）
身寄りのない人の意志決定支援を考えよう
〜能登で“その人らしく⽣きる”を支えるために〜
石川県医療ソーシャルワーカー協会
2022.2.19 オンライン

• 中⻄ こずえ
NOSS健康教室（講師）
令和三年度穴水町健康教室 2022.2.24 穴水町

【在宅複合施設 ほのぼの】
• 諏訪 勝志

主任介護支援専門員としての実践の振り返りと指導及び支
援の実践/リハビリテーションや福祉用具の活用に関する事
例（講師）
石川県社会福祉協議会
令和3年度主任介護支援専門員更新研修
2021.9.28,11.16 オンライン

• 形⽥ 晃子
ゼロからはじめる介護⼊門セミナー
(基礎講座・オンライン）（講師）

石川県社会福祉協議会
2021.10.28 ⾦沢市/オンライン

• 諏訪 勝志
主任介護支援専門員としての実践の振り返りと指導及び
支援の実践/家族への支援の視点が必要な事例（講師）
石川県社会福祉協議会 令和3年度主任介護支援専門
員更新研修
2021.11.15 オンライン

• 形⽥ 晃子
ゼロからはじめる介護⼊門セミナー （⼊門講座）
（講師）石川県社会福祉協議会
2021.12.10,29 七尾市

• 諏訪 勝志
ケアマネジメントの展開
脳血管疾患に関する事例（講師）
石川県社会福祉協議会 令和3年度介護支援専門員
専門実務研修・更新研修B・再研修
2022.1.6 オンライン

• 諏訪 勝志
ケアマネジメントの展開
内臓の機能不全に関する事例（講師）
石川県社会福祉協議会 令和3年度介護支援専門員
専門実務研修・更新研修B・再研修 2022.2.8 オンライン

• 形⽥ 晃子
高齢者に栄養は必要か
〜サルコペニアと認知症も含めて〜（ファシリテーター）
石川県社会福祉協議会 2022.2.8 オンライン

【ケアマネステーション恵寿】
• 高松 由紀子

地域ケア会議（個別プラン検討会議）（アドバイザー）
七尾市地域包括支援センター 2021.7.29 七尾市

• 高塚 るみ子
地域ケア会議（個別プラン検討会議）（アドバイザー）
七尾市地域包括支援センター 2022.2.24 七尾市

【⻘⼭彩光苑リハビリテーションセンター】
• 久保 奈保

サービス提供における利用者主体のアセスメント（講師）
令和３年度サービス管理責任者等基礎研修
2021.11. 4-5,25-26 石川県

• 久保 奈保
令和3年度サービス管理責任者等更新研修演習
（ファシリテーター）
令和3年度サービス管理責任者等更新研修
2021.8.24,9.22 石川県
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• 久保 奈保
サービス担当者会議等におけるサビ児管の役割
⾃⽴支援協議会を活用した地域課題の解決に向けた取り
組み（講師）
令和3年度サービス管理責任者等実践研修
2022.2.17-18 石川県

【さいこうえんの障害者生活支援センター】
• 山崎 亮一

障害者について（講師）
地域⾒守りネットワークづくり 〜⼼のバリアフリー〜
2022.1.15 七尾市

• 越⽥ 美喜子
障害基礎年⾦・成年後⾒制度について（講師）
令和3年度七尾特別支援学校高等部
保護者進路研修会 2022.1.24 石川県

【さいこうえん障害者就業・生活支援センター】
• 山本 愛

ケーススタディ・意⾒交換（講師）
令和3年度就業支援基礎研修
2021.9.9 石川県

【⻘⼭彩光苑⽳⽔ライフサポートセンター】
• 舩山 和浩

身体障害について（講師）
障害施設初任者研修
2021.6.2,2022.2.9 石川県

• ⽥中 こず恵
特記事項記載のポイント（講師）
障害支援区分認定調査員研修
2021.6.11 石川県

• 浅⽥ 恵果
障害者支援施設とは（講師）
介護・福祉の仕事の魅⼒伝道師派遣事業
2021.11.5 輪島市

• ⽥中 こず恵
相談支援事業所における運営管理（講師）
主任相談支援専門員養成研修
2021.12.1,7-8,2022.1.11 石川県

• 舩山 和浩
事業所での虐待防⽌取り組み紹介（講師）
障害者虐待防⽌・権利擁護研修 マネージャーコース
2021.12.2 石川県

• 浅⽥ 恵果
障害者支援施設とは（講師）
介護・福祉の仕事の魅⼒伝道師派遣事業
2022.3.23 羽咋郡志賀町

【石川県精育園】
• 平譯 ⿇⾥

特別支援学校の医療等外部専門家との連携（講師）
2021.6.29,12.14 石川県

• 谷 良観
強度⾏動障害支援者養成研修 基礎編（講師）
2021.7.12-13,19 石川県

• 法岡 敬夫
強度⾏動障害支援者養成研修 基礎編(ファシリテーター)
2021.7.12-13,19 石川県

• 表 晃一
強度⾏動障害支援者養成研修 基礎編(ファシリテーター)
2021.7.12-13,19 石川県

• 谷 良観
強度⾏動障害支援者養成研修 実践編（オブザーバー）
2021.9.9-10 石川県

• 法岡 敬夫
強度⾏動障害支援者養成研修 実践編(ファシリテーター)
2021.9.9-10 石川県

• 表 晃一
強度⾏動障害支援者養成研修 実践編(ファシリテーター)
2021.9.9-10 石川県

• 前⽥ 加余子
相談支援従事者初任者研修（ファシリテーター）
2021.10.5-6,29,12.15-16
石川県社会福祉協議会

【エレガンテたつるはま】
• 畑中 浩樹

令和3年度福祉職員キャリアパス対応⽣涯研修課程
• 初任者コース（講師）

石川県社会福祉協議会 2021.10.19-20
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資格取得

【本部 本部⻑ 進藤 浩美】
• 認定作業療法⼠（終⾝）

【恵寿総合病院 内科】
• 山﨑 雅英

日本内科学会 総合内科専門医（更新）
• 山﨑 雅英

日本内科学会 総合内科指導医（更新）
• 山﨑 雅英

日本内科学会 認定内科医（更新）
• 山﨑 雅英

日本輸⾎・細胞治療学会 認定医（更新）
• 山﨑 雅英

日本⽼年医学会 ⽼年病専門医（更新）
• 山﨑 雅英

日本⽼年医学会 ⽼年病指導医（更新）
• 岡田 圭⼀郎

日本透析医学会 透析専門医
• 貫井 友貴

日本内科学会 内科専門医
• 野村 俊⼀

日本内科学会 内科専門医

【恵寿総合病院 消化器内科】
• 守護 晴彦

日本内科学会 総合内科専門医（更新）
• 守護 晴彦

日本内科学会 総合内科指導医
• 早川 希

日本内科学会 認定内科医

【恵寿総合病院 産婦人科】
• 宮田 康⼀

日本産科婦人科学会 産婦人科専門医

【恵寿総合病院 看護部】
• 土谷 節

感染管理認定看護師
• 藤本 友紀子

特定⾏為研修修了
（2区分3⾏為 ⻑期呼吸・⾎糖・栄養関連）

• 堀内 春菜
特定⾏為研修修了（1区分2⾏為 ⾎糖・栄養関連）

• 守田 尚美
特定⾏為研修修了(1区分1⾏為 栄養および水分管理)

• 山口 暁美
特定⾏為研修修了(1区分1⾏為 ⾎糖および水分管理)

• 山崎 道恵
特定⾏為研修（1区分1⾏為 動脈穿刺）

• 崎田 透
特定⾏為研修（1区分1⾏為 動脈穿刺）

• 中河 健⼀
特定⾏為研修（1区分1⾏為 動脈穿刺）

• 中島 真理子
特定⾏為研修（1区分1⾏為 動脈穿刺）

• 中山 知奈美
特定⾏為研修（1区分1⾏為 動脈穿刺）

• 池田 陽子 心不全療養指導⼠
• 干場 可菜 NST専門療法⼠
• 森田 菜月 3学会合同 呼吸療法認定⼠
• ⾼⾒ ⾥⾹ 3学会合同 呼吸療法認定⼠
• 吉野 杏菜 バランシングセラピー
• 米田 妃那 バランシングセラピー
• 川江 ⾠徳 BOCプロバイダー
• 石田 純也 BOCプロバイダー
• 篠川 美紀 石川県糖尿病指導療法⼠
• ⾼本 ⼀枝 ALSOインストラクター
• 角野 莉加 ALSOプロバイダー
• 塚 理⽊ ALSOプロバイダー
• 片岡 克美 石川県看護協会 災害支援ナース
• 半浦 聖⾹ 石川県看護協会 災害支援ナース
• 宮崎 敬太 石川県看護協会 災害支援ナース
• 中山 瑠生乃 ALSOプロバイダー
• 中山 瑠生乃 NCPR Aコース
• 加納 真由美 医療的ケア教員
• ⾼野 喜美 医療的ケア教員
• 春⽊ めぐみ 医療的ケア教員
• 山森 結⾹子 BLSプロバイダー
• 堀川 希望 BLSプロバイダー
• 山本 唯 BLSプロバイダー
• 水野 花恋 BLSプロバイダー
• 石田 亜弥 BLSプロバイダー
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• 辻 夏希 BLSプロバイダー
• 温 素梅 BLSプロバイダー
• 松永 潔 BLSプロバイダー
• 松本 爽⾹ BLSプロバイダー
• 中⻄ 保奈美 BLSプロバイダー
• 瀧本 姫乃 BLSプロバイダー
• 角野 莉加 BLSプロバイダー
• 塚 理⽊ BLSプロバイダー
• 中山 瑠生乃 BLSプロバイダー
• 新 美⾥ BLSプロバイダー
• 本多 ⾥帆 BLSプロバイダー
• 矢田 愛⾥ BLSプロバイダー
• 浦田 果歩 BLSプロバイダー
• 古川 陽菜 BLSプロバイダー
• ⻄川 梨⾹ BLSプロバイダー
• 池田 猛斗 BLSプロバイダー
• 山崎 彩花 BLSプロバイダー
• 日爪 彩樺 BLSプロバイダー
• 宮本 愛美 BLSプロバイダー
• 吉村 大地 BLSプロバイダー
• 窪田 知奈美 BLSプロバイダー
• 谷口 隆⾏ 手術看護認定看護師（更新）
• 松下 逸子 ALSOプロバイダー（更新）
• 石垣 恵理 認知症ケア専門⼠（更新）
• 寺田 千恵 弾性ストッキングコンダクター（更新）
• 櫻 栄⼀朗 臨床輸⾎看護師（更新）
• 竹中 和美 臨床輸⾎看護師（更新）
• 新谷 真由美 石川県看護協会 災害支援ナース (更新)
• 麻生 美和 ALSOプロバイダー（更新）
• 菅野 則之 3学会合同呼吸療法認定⼠（更新）

【恵寿総合病院 事務⻑ 森下 毅】
• 肺がんCT検診認定技師（更新）
• 全日本病院協会認定病院管理⼠（更新）

【恵寿総合病院 医療福祉相談課】
• 中川 ⼀美 社会福祉⼠実習指導者
• 佐藤 睦月 住環境コーディネーター2級

【恵寿総合病院 サービス課】
• 山下 優子 外国人患者受け⼊れ医療コーディネーター
• 北野 あずさ 外国人患者受け⼊れ医療コーディネーター

【恵寿総合病院 管理課】
• 松⽊ 尊紀法 エネルギー管理講習

【恵寿総合病院 医療秘書課】
• 瀬⼾ 亜矢 院内がん登録実務中級認定
• 手操 來南 院内がん登録実務初級認定
• 谷内 綾子 ドクターズクラーク
• 井上 朱美 ホスピタルコンシェルジュ3級
• 角屋 佳代 ホスピタルコンシェルジュ3級
• 北中 彩花 ホスピタルコンシェルジュ3級
• 島崎 静花 ホスピタルコンシェルジュ3級
• ⾼野 ⾹菜子 ホスピタルコンシェルジュ3級
• 棚口 美季 ホスピタルコンシェルジュ3級
• 團子石 和美 ホスピタルコンシェルジュ3級
• 最上 綾乃 ホスピタルコンシェルジュ3級
• 鷲尾 留美 ホスピタルコンシェルジュ3級
• 井上 朱美 石川県肝炎医療コーディネーター（更新）
• 瀬⼾ 亜矢 石川県肝炎医療コーディネーター（更新）
• 三浦 有紀 石川県肝炎医療コーディネーター（更新）
• 鷲尾 留美 石川県肝炎医療コーディネーター（更新）

【恵寿総合病院 理学療法課】
• 赤坂 直樹 介護支援専門員
• 国吉 貴志 介護支援専門員
• 浦本 大輔 3学会合同呼吸療法認定⼠
• 北 美奈代 3学会合同呼吸療法認定⼠
• 田中 秀明 フレイル対策推進マネジャー
• 桶 拓貴 フレイル対策推進マネジャー
• 田中 秀明 地域ケア会議推進リーダー
• 桶 拓貴 地域ケア会議推進リーダー
• 本橋 徹也 福祉住環境コーディネーター2級
• ⾦谷 ⼀輝 福祉住環境コーディネーター2級
• 本橋 徹也 認知症ケア専門⼠
• 髙谷 美咲 認知症ケア専門⼠
• 久保 佳子 学⼠（保健衛生学）
• 久保 佳子 3学会合同呼吸療法認定⼠（更新）
• 田中 秀明 3学会合同呼吸療法認定⼠（更新）
• 田中 秀明 心臓リハビリテーション指導⼠（更新）
• 杉野 志学 3学会合同呼吸療法認定⼠（更新）

【恵寿総合病院 作業療法課】
• 五⼗嵐 満哉 終末期ケア専門⼠
• 五⼗嵐 満哉 認知症ケア専門⼠
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【恵寿総合病院 ⾔語療法課】
• 荒尾 祐希 日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定⼠
• ⽊村 聖子 認定言語聴覚⼠ 聴覚障害領域

【恵寿総合病院 薬剤課】
• 藤田 昌雄 認定実務実習指導薬剤師（更新）

【恵寿総合病院 臨床栄養課】
• 前田 美穂 病態栄養認定管理栄養⼠（更新）
• 梶山 知⺒ 日本糖尿病療養指導⼠（更新）
• 山本 莉緒 日本糖尿病療養指導⼠

【恵寿総合病院 臨床検査課】
• 谷内 正人 超音波検査⼠（腹部領域）（更新）
• 片倉 友美 超音波検査⼠（心臓領域）（更新）

【恵寿⾦沢病院 理学療法課】
• 柴田 真⾏ がんリハビリテーション研修修了
• 廣岡 祐美 がんリハビリテーション研修修了
• 水上 禎己 がんリハビリテーション研修修了
• 浅野 慶祐 運動器認定理学療法⼠
• 村田 廉志 臨床実習指導者講習修了
• 村田 廉志 障碍者スポーツ指導員

【恵寿⾦沢病院 臨床検査課】
• 山田 奈津 心電図検定3級

【恵寿⾦沢病院 看護部】
• 井上 直美 感染管理認定看護師（更新）
• 山瀬 未来 学会認定・臨床輸⾎看護師
• 谷端 春菜 介護支援専門員
• 橋 久美子 日本消化器内視鏡学会 消化器内視鏡技師

【介護⽼人保健施設 和光苑】
• 樟 優那 介護福祉⼠
• 宮下 萌果 介護福祉⼠
• ⻘山 ⻘奈 介護福祉⼠
• 石倉 満月 介護福祉⼠
• 水野 夏江 リスクマネジャー
• 川谷内 稚奈 技能実習指導員
• 春山 江⾥子 技能実習指導員
• 松田 千恵 技能実習指導員
• ⼩林 かおり 技能実習指導員
• 山口 真紀 技能実習指導員

• 曽山 智寿 技能実習指導員
• 山下 充 技能実習生活指導員
• 直江 祥子 技能実習生活指導員
• 横山 さとみ 技能実習生活指導員
• 出雲 恵美 技能実習生活指導員
• 飛弾 幸恵 介護福祉⼠養成施設実習指導者
• 板谷 和仁 介護福祉⼠養成施設実習指導者

【介護⽼人保健施設 鶴友苑】
• 伊藤 祐二 生活⾏為向上リハビリテーション研修修了
• 仙本 武昌 介護福祉⼠養成実習指導者
• 古⽊ 恵実子 危険物取扱者丙種
• 宮坂 ⼀恵 福祉住環境コーディネーター2級

【介護医療院 恵寿鳩ヶ丘】
• ⼩蔵 要司 博⼠号（大阪市⽴大学生活科学）
• 原田 真梨 介護支援専門員
• 蒲田 千晴 認知症ケア専門⼠
• 中⻄ こずえ 認知症ケア専門⼠
• 中⻄ こずえ 認知症ケア指導管理⼠（初級）
• 遠藤 美代子 防災⼠
• 沢田 美代子 防災⼠
• 山崎 美枝 介護福祉⼠
• 橋爪 美智子 防災⼠

【在宅複合施設 ほのぼの】
• 岡田 優理 社会福祉⼠実習指導者
• 藤原 文恵 介護福祉⼠実習指導者

【デイサービスセンター いこい】
• 神保 章代 介護福祉⼠

【⼩規模多機能型居宅介護事業所 けいじゅ一本杉】
• 坂下 美智子 介護支援専門員（更新）

【⼩規模多機能型居宅介護事業所 恵寿みおや】
• 飯井 優子 介護福祉⼠
• 畑 晶子 認知症ケア指導管理⼠

【ケアマネステーション 恵寿】
• 清水 光代 主任介護支援専門員
• 伊藤 渚 主任介護支援専門員
• 荒橋 有梨⾹ 主任介護支援専門員
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【⻘⼭彩光苑リハビリテーションセンター】
• 宮本 あい 介護福祉⼠

【⻘⼭彩光苑⽳⽔ライフサポートセンター】
• 田中 こず恵 公認心理師
• 竹内 建人 介護福祉⼠

【石川県精育園】
• 濱谷 江美 介護福祉⼠

【エレガンテなぎの浦】
• 池宮 星輝 介護福祉⼠

【エレガンテたつるはま】
• 盛田 和佳 介護福祉⼠

【ローレルハイツ恵寿】
• 卜部 琴羽 介護福祉⼠
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公職

【理事⻑ 神野 正博】
• 公益社団法人 全日本病院協会

副会⻑
看護師特定⾏為研修検討プロジェクト委員会委員⻑

• 一般社団法人 日本病院会
常任理事

• 一般社団法人 日本社会医療法人協議会
副会⻑

• 一般社団法人 日本専門医機構
理事
総合診療専門医検討委員会副委員⻑
財務委員会委員
専門研修に関するハラスメント対策委員会委員

• 七尾商工会議所
副会頭

• サービス産業生産性協議会（SPRING）
幹事

• 石川県病院協会
副会⻑

• 特定非営利活動法人VHJ機構
理事・VHJ研究会監事

• 公益財団法人 日本医療機能評価機構
評議員、事業推進委員

• 一般社団法人 日本医療経営実践協会
理事

• 一般社団法人 日本ホスピタルアライアンス
理事

• 厚生労働省
医道審議会医師分科会医師臨床研修部会委員

• 厚生労働省
医道審議会保健師助産師看護師分科会看護師特定
⾏為・研修部会委員

• 厚生労働省
医療従事者の需給に関する検討会構成員

• 厚生労働省
医療従事者の需給に関する検討会医師分科会委員
構成員

• 石川県
石川県医療審議会委員

• 石川県
医療計画推進委員会地域医療ビジョン策定部会委員

【本部 常務理事 神野 厚美】
• 公益財団法人 日本看護協会

看護業務の効率化・生産性向上のための⽀援策検討
委員会

【本部 本部⻑ 進藤 浩美】
• けいじゅ健康保険組合

理事⻑
• 社会福祉法人 徳充会

理事
• 公益社団法人 石川県作業療法⼠会

監事
• 一般社団法人 日本作業療法⼠協会

代議員
• 公益財団法人 日本電信電話ユーザー協会

七尾地区協会 理事
• 一般社団法人 日本作業療法⼠協会

学会査読委員
• 厚生労働省

石川県介護ロボットのニーズ・シーズ連携協調協議会
石川県委員⻑

【本部 総務部⻑ 松田 久良】
• 中能登町地域公共交通協議会

委員
• 七尾市国⺠健康保険運営協議会

委員

【恵寿総合病院 病院⻑ 鎌田 徹】
• 能登地区感染症審査協議会

審査会委員

【恵寿総合病院 内科】
• 山﨑 雅英

日本内科学会 北陸⽀部
評議員

• 山﨑 雅英
日本血液学会
評議員
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• 山﨑 雅英
造血幹細胞移植連携協議会
北陸地区造血幹細胞移植推進委員

• 山﨑 雅英
骨髄移植推進財団
調整医師

• 山﨑 雅英
石川県医療計画推進委員会 災害・救急医療対策部会
石川県メディカルコントロール協議会
委員

• 山﨑 雅英
石川県ドクターヘリ運営委員会
委員

• 山﨑 雅英
いしかわクラスター対策班
班員

• 山﨑 雅英
七尾市新型コロナワクチン健康被害調査委員会
委員

• 山﨑 雅英
中能登町新型コロナワクチン健康被害調査委員会
委員

【恵寿総合病院 消化器内科】
• 守護 晴彦

日本消化器病学会
北陸⽀部評議員

• 守護 晴彦
日本消化器内視鏡学会
学術評議員・北陸⽀部評議員

• 神野 正隆
日本消化器内視鏡学会
北陸⽀部評議員

• 神野 正隆
石川県肝炎対策検討委員会
委員

【恵寿総合病院 循環器内科】
• 宝達 明彦

日本循環器学会
北陸⽀部評議員

• 宝達 明彦
日本心血管インターベンション学会
東海北陸⽀部運営委員

【恵寿総合病院 産婦人科】
• 新井 隆成

NPO法人 周生期医療⽀援機構
代表理事

• 新井 隆成
山梨⼤学医学部
臨床教授

• 新井 隆成
日本胎児心臓病学会
代議員

【恵寿総合病院 家庭医療科】
• 伊達岡 要

いしかわクラスター対策班
班員

• 伊達岡 要
石川県⽴看護⼤学
非常勤講師 疾病・障害論Ⅳ

【恵寿総合病院 泌尿器科】
• 川村 研二

日本泌尿器内視鏡学会
評議員

• 川村 研二
日本クリニカルパス学会
評議員

【恵寿総合病院 看護部】
• 船山 真理⼦

七尾市介護認定審査会
審査委員

• 櫻 さおり
公益社団法人石川県看護協会
教育委員

• 櫻 さおり
七尾市介護認定審査会
審査委員

• 松下 逸⼦
公益社団法人石川県看護協会
助産師職能委員

• 平田 吉喜
公益社団法人石川県看護協会
医療・看護安全対策委員
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• 中田 淳也
公益社団法人石川県看護協会
男性看護職会委員

• 川江 ⾠徳
日本脳神経看護研究学会
認定看護師活動推進委員

• ⼤森 圭⼦
七尾市介護認定審査会
審査委員

【恵寿総合病院 事務⻑ 森下 毅】
• 公益社団法人石川県診療放射線技師会

会⻑

【恵寿総合病院 医療福祉相談課】
• 中川 一美

七尾市在宅医療・介護連携推進協議会
オブザーバー

• 岡崎 美穂
七尾市介護認定審査会
委員

【恵寿総合病院 放射線課】
• 赤坂 正明

石川県診療放射線技師会
理事（事務局担当）

【恵寿総合病院 理学療法課】
• 田中 秀明

公益社団法人 日本理学療法⼠協会
日本運動器理学療法学術⼤会査読員

• 田中 秀明
公益社団法人 日本理学療法⼠協会
日本神経理学療法学術⼤会査読員

• 田中 秀明
七尾市
介護認定審査委員

• 田中 秀明
石川県理学療法教育協議会
幹事

• 久保 佳⼦
石川県教育委員会教育⻑
石川県⽴田鶴浜⾼等学校非常勤講師

• 久保 佳⼦

公益社団法人 日本理学療法⼠協会
日本生活⽀援理学療法学術⼤会査読員

• 桶 拓貴
公益社団法人 日本訪問リハビリテーション協会
日本訪問リハビリテーション協会学術⼤会査読員

【恵寿総合病院 作業療法課】
• 川上 直⼦

⾦沢⼤学医薬保健学域保健学類
臨床講師

• 川上 直⼦
七尾市医療・介護連携推進委員会
委員

• 永井 亜希⼦
公益社団法人石川県作業療法⼠会
理事

• 宮田 真由美
石川県⽴田鶴浜⾼等学校 非常勤講師

• 小川 正人
七尾市介護認定審査会
委員

• 北⾕ 渉
七尾市障害判定審査会
委員

• ⾼間 達也
専門学校⾦沢リハビリテーションアカデミー 非常勤講師

• 五⼗嵐 満哉
七尾市介護認定審査会
委員

【恵寿総合病院 言語療法課】
• 諏訪 美幸

公益社団法人 石川県言語聴覚⼠会
学術研修局研修部 副理事

• 諏訪 美幸
石川県失語症友の会
主任相談役

• 木村 聖⼦
公益社団法人 石川県言語聴覚⼠会 総務部 副理事

【恵寿総合病院 リハビリテーション教育研修センター】
• 井舟 正秀

公益社団法人 日本理学療法⼠協会
日本神経理学療法学術⼤会査読員
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• 井舟 正秀
能登脳卒中地域連携協議会
幹事

【恵寿総合病院 薬剤課】
• 堀井 雄之介

石川県病院薬剤師会 感染制御委員会
委員

【恵寿総合病院 臨床検査課】
• 尾田 真一

一般社団法人 石川県臨床衛生検査技師会
常務理事

• 窪 亜紀
一般社団法人 石川県臨床衛生検査技師会
臨床微生物検査研究班員

【恵寿総合病院 感染制御課】
• ⾕田部 美千代

いしかわクラスター対策班
班員

• ⾕田部 美千代
石川県院内感染対策⽀援ネットワーク会議
委員

• ⾕田部 美千代
石川県感染対策フォーラム
世話人

• ⾕田部 美千代
石川感染制御ネットワーク
（IICN:Ishikawa Infection Control Network）
運営リーダー

【恵寿⾦沢病院 病院⻑ 上田 幹夫】
• 日本血液学会

評議員
• 日本血液学会

北陸⽀部評議員
• 日本輸血・細胞治療学会

評議員
• 日本輸血・細胞治療学会

北陸⽀部評議員
• 石川県合同輸血療法委員会

顧問

【恵寿⾦沢病院 理学療法課】
• 村田 廉志

整形外科リハビリテーション学会 北陸⽀部
世話人（委員）

【恵寿⾦沢病院 放射線課】
• 武村 真弓

公益社団法人 石川県診療放射線技師会
理事

【恵寿⾦沢病院 臨床検査課】
• ⻑⾯ 佳央理

一般社団法人 石川県臨床衛生検査技師会
臨床血液検査研究班 副班⻑

• 山田 奈津
一般社団法人 石川県臨床衛生検査技師会
臨床生理検査研究班 班員

【恵寿⾦沢病院 薬剤課】
• 髙倉 美穂

石川県病院薬剤師会がん治療委員会
委員

【恵寿⾦沢病院 看護部】
• 前⼤道 綾⼦

公益社団法人 石川県看護協会
ナースセンター委員

• 藤川 裕美
公益社団法人 石川県看護協会
教育委員

【介護⽼人保健施設 和光苑】
• 福井 朱美

石川県作業療法⼠協会 MTDLP推進委員会
委員⻑

【介護⽼人保健施設 鶴友苑】
• 廣正 修一

石川県⽼人保健施設協会
理事

• 廣正 修一
• 石川県循環器学会

評議員
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【介護医療院 恵寿鳩ヶ丘】
• 小蔵 要司

一般社団法人日本病態栄養学会
理事

• 田辺 航也
石川県介護⽀援専門員協会
能登中部⽀部役員

• 田辺 航也
石川県介護⽀援専門員協会
業務推進委員

• 鵜野 誠
一般社団法人 石川県介護福祉⼠会
理事

• 中瀬 利美
石川県介護福祉会
能登北部ブロック役員

【在宅複合施設 ほのぼの】
• 諏訪 勝志

公益社団法人石川県理学療法⼠会
副会⻑

• 諏訪 勝志
公益社団法人日本理学療法⼠協会
日本理学療法学術⼤会査読員

• 諏訪 勝志
石川県介護⽀援専門員協会
理事

• 諏訪 勝志
国際医療福祉専門学校七尾校
教育課程編成委員

• 諏訪 勝志
七尾市
七尾市在宅医療・介護連携推進協議会委員

• 諏訪 勝志
中能登町
中能登町介護認定審査会審査委員

• 形田 晃⼦
七尾市
七尾市介護認定審査会審査委員

• 形田 晃⼦
一般社団法人 石川県介護福祉⼠会
能登中部 ブロック⻑

• ⻄田 久枝
中能登町 中能登町介護認定審査会審査委員

【ケアマネステーション恵寿】
• ⾼塚 るみ⼦

七尾市 介護認定審査会
審査委員

【苑⻑ 今寺 忠造】
• 全国身体障害者施設協議会

常任協議員
• 石川県 いしかわ介護・福祉人材確保対策推進協議会

委員
• 石川県社会福祉協議会

石川県身体障害者施設部会 副部会⻑
• 公益社団法人 石川県作業療法⼠会

顧問
• 七尾市・中能登町 ⾃⽴⽀援協議会

会⻑
• 奥能登地域⾃⽴⽀援協議会

会⻑
• 七尾市 ⾃殺対策委員会

委員
• 特定非営利活動法人 七尾⿅島⼿をつなぐ育成会

顧問
• 穴水町 障害福祉計画策定委員会

委員

【⻘⼭彩光苑リハビリテーションセンター】
• 久保 奈保

石川県 サービス管理責任者・児童発達⽀援管理責任者
基礎研修 企画委員

• 久保 奈保
石川県 サービス管理責任者・児童発達⽀援管理責任者
更新研修 企画委員

• 久保 奈保
石川県 サービス管理責任者・児童発達⽀援管理責任者
実践研修 企画委員

• 久保 奈保
七尾市・中能登町 ⾃⽴⽀援協議会定例会
委員

• 佐竹 綾乃
七尾市・中能登町 ⾃⽴⽀援協議会 しごとの部会 委員

• 前田 奈津⼦
七尾市・中能登町 ⾃⽴⽀援協議会運営会議 委員

• 前田 奈津⼦
七尾市・中能登町 ⾃⽴⽀援協議会 しごとの部会 副会⻑
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• 前田 奈津⼦
石川県 障害研修科目等検討部会
委員

• 前田 奈津⼦
石川県⽴志賀⾼等学校 評議会
評議員

• 越田 美喜⼦
七尾市・中能登町 ⾃⽴⽀援協議会運営会議
委員

• 越田 美喜⼦
七尾市・中能登町 地域拠点連絡会
委員

• 山崎 亮一
七尾市・中能登町 ⾃⽴⽀援協議会 くらしの部会 会⻑

• 山崎 亮一
七尾市・中能登町 地域拠点連絡会
委員

• 山崎 亮一
石川県 相談⽀援専門員協会
調査企画委員

• 松柳 満城⼦
七尾市・中能登町 ⾃⽴⽀援協議会 しごとの部会
委員

• 松柳 満城⼦
七尾市・中能登町 地域拠点連絡会
委員

【⻘⼭彩光苑ライフサポートセンター】
• 瀧野 利徳

七尾市 健康福祉審議会 委員
• 米田 直美

七尾市 障害⽀援区分認定審査会 委員

【ワークセンター田鶴浜】
• 細木 俊逸

社会福祉法人経営者協議会
⻘年部副代表幹事

• 細木 俊逸
石川県⾃⽴⽀援協議会 相談⽀援部会
委員

• 細木 俊逸
石川県社会就労センター協議会
理事

• 細木 俊逸
石川セルプ振興センター
推進委員

• 細木 俊逸
石川セルプ振興センター 広報研修員会
委員

• 細木 俊逸
七尾市総合福祉施設協議会
幹事⻑

• 杉本 健
七尾市・中能登町 地域⾃⽴⽀援協議会 しごとの部会
委員

【⻘⼭彩光苑⽳⽔ライフサポートセンター】
• 田中 こず恵

石川県主任相談⽀援専門員養成研修
企画委員

• 田中 こず恵
輪島市 障害⽀援区分認定審査会
委員

• 舩山 和浩
石川県障害者虐待防⽌・権利擁護研修
企画委員

【石川県精育園】
• ⼤林 尚美

穴水町 障害⽀援区分認定審査会 委員
• 平譯 ⿇⾥

中能登町 障害⽀援区分認定審査会 委員
• ⾕ 良観

石川県 強度⾏動障害⽀援者養成研修 企画委員
• 前田 加余⼦

石川県 相談⽀援従事者初任者研修 企画委員

【エレガンテなぎの浦】
• 藤澤 優⼦

七尾市 障害⽀援区分認定審査会 委員

【エレガンテたつるはま】
• 畑中 浩樹

田鶴浜地区社会福祉協議会 理事
• 畑中 浩樹

石川県社会福祉法人経営者協議会 ⻘年部
研修部会 部⻑
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メディア出演・その他

FMラジオななお 「ほっとたいむ」 出演者：神野 正博
放送年⽉⽇ 放送内容 放送回数
2021.4.5 骨粗しょう症は早めに予防 生活習慣病で男性も発症 1,244
2021.4.12 関節リウマチ 1,245
2021.4.19 「やせメタボ」の危険性 1,246
2021.4.26 あなどってはいけない疲労・倦怠感 1,247
2021.5.3 胃⾷道逆流症の症状と対策 1,248
2021.5.10 夜間頻尿は年のせい？ 1,249
2021.5.17 かかると怖い！「膵炎」「膵がん」 ⼤量飲酒や脂肪分のとりすぎは膵臓の⼤敵 1,250
2021.5.24 厳選ワクチンQ＆A 1,251
2021.5.31 腎臓の負担を減らすには 1,252
2021.6.7 おくすりの保存方法と飲み方 1,253
2021.6.14 ふくらはぎの⾁離れ 中⾼年、急な動きに要注意 1,254
2021.6.21 尿路結⽯、運動不⾜や過⾷が誘発も コロナ下は要注意 1,255
2021.6.28 しぶとい「水虫」 根絶やしにするには？ 1,256
2021.7.5 ⼤丈夫？イヤホン難聴 ⽿のダメージ、回復難しく 1,257
2021.7.12 困る「肛門のかゆみ」 洗いすぎ・かきすぎで増幅 1,258
2021.7.19 夏の「寒暖差」がつらい 交代浴のススメ 1,259
2021.7.26 発疹が…夏に流⾏の⼿⾜⼝病 ⼤人も感染、重症化に注意 1,260
2021.8.2 夏の脳卒中 1,261
2021.8.9 どんな「がん」でもリハビリが⼤事だった！ 体の機能低下を防ぐ 1,262
2021.8.23 水疱瘡ワクチンの浸透で増える「帯状疱疹」 新型コロナも引き⾦に 1,263
2021.8.30 薬はなぜ「⾷後」に飲むものが多いの？ 胃の状態に合わせて最も効果的なタイミングを狙う 1,264
2021.9.6 ひざが痛みだしたら危険信号! 1,265
2021.9.13 深夜に目が覚める「中途覚醒」 注意したい日中の眠気 1,266
2021.9.20 かかりつけ医どう探す 健診を機に、診療科問わず 1,267
2021.9.27 その⾜のしびれ、脊柱管狭窄症かも 前かがみで痛み緩和 1,268
2021.10.4 乳がん検診を受けよう ピンクリボン月間 1,269
2021.10.11 はじめよう！フレイル予防 1,270
2021.10.18 突然胸の痛みが…狭心症 放置すれば心筋梗塞の恐れ 1,271
2021.10.25 コロナ下で増えた進⾏した⼤腸がん 検診・受診控え影響 1,272
2021.11.1 ⾃覚なく進⾏…慢性腎臓病が心配 発⾒・予防のカギは 1,273
2021.11.8 脳と腸の意外な関係 腸内細菌が認知症に影響する？ 1,274
2021.11.15 祝 開局25周年 急な運動でかかとに激痛 ⾜底腱膜炎 1,275
2021.11.22 頻尿や痛み…⼥性に多いぼうこう炎 男性も慢性化注意 1,276
2021.11.29 鉄摂取不⾜だけじゃない 貧血のタイプ・原因は様々 1,277
2021.12.6 ⾜のむくみに潜む病気 静脈に血栓、心不全初期の恐れも 1,278
2021.12.13 ⾼血圧の放置がリスク 心臓弁膜症、⾃覚しにくく 1,279
2021.12.20 小脳を鍛えよう 久しぶりでも⾃転⾞乗れるのは カギは小脳、加齢で衰え 1,280
2021.12.27 寒い季節ヒートショックにご用心 1,281
2022.1.10 新年にあたって 「⼤きなお荷物を持ちながら⼤きな嵐に⽴ち向かう」 今年もよろしくお願いします 1,282
2022.1.17 酒量過ぎれば膵臓にダメージ 慢性膵炎、糖尿病併発恐れ 1,283
2022.1.24 ⼝臭の原因にドライマウス？ 舌回し・うま味で唾液促進 1,284
2022.1.31 ⾜が赤く腫れて痛い 傷から細菌が侵入「蜂窩織炎」に 1,285
2022.2.7 ドロドロ鼻水 副鼻腔炎 1,286
2022.2.14 血糖スパイク 1,287
2022.2.21 気になる体臭、皮膚からガス発生 ミドル脂臭や疲労臭 1,288
2022.2.28 マスク生活がドライアイの原因にも？ 目の乾きどう対策 1,289
2022.3.28 あわや転倒、姿勢崩しやすく ⽴て直す「感覚」鍛えよう 1,293
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FMラジオななお安心マイライフ
放送年⽉⽇ 放送内容 出演者
2021.4.7 新型コロナウイルス ワクチンについて

恵寿総合病院 内科 科⻑ 山﨑 雅英
2021.4.14 新型コロナウイルス ワクチンの副作用
2021.4.21 新型コロナウイルス ワクチンの接種時期
2021.4.28 新型コロナウイルス ワクチン接種までの流れ
2021.5.12 新型コロナウイルス ワクチン接種について 恵寿総合病院 事務部 副部⻑ 前多 亜佐子
2021.5.19 新型コロナウイルス ワクチン接種 予診票について①

地域連携課 課⻑ 宮田 琴江
2021.5.26 新型コロナウイルス ワクチン接種 予診票について②
2021.6.2 ローソン ワゴン販売について

本部 本部⻑ 進藤 浩美
2021.6.9 カルテコについて
2021.7.14 新型コロナウイルス ワクチン接種 予診票について①

地域連携課 課⻑ 宮田 琴江
2021.7.21 新型コロナウイルス ワクチン接種 予診票について②
2021.7.28 カルテコ ワクチン接種記録

本部 本部⻑ 進藤 浩美
2021.8.4 定年制廃⽌について
2021.8.25 医療福祉ショップめぐみについて

医療福祉ショップめぐみ 山本 由美子
谷 伸悟

2021.9.1 脳活アイスパッケージリニューアル
2021.9.8 七尾市･中能登町

家族介護用品支給事業の支給券について
2021.9.22 けいじゅフレイルドック検診について①

リハビリテーション科 科⻑ 川北 慎⼀郎2021.9.29 けいじゅフレイルドック検診について②
2021.10.6 けいじゅフレイルドック検診について③
2021.12.1 ローレル クリスマスイルミネーション点灯式のお知らせ

ローレルハイツ恵寿 施設⻑ 内田 かおり
2021.12.8 ローレル クリスマスイルミネーションについて
2021.12.15 中能登町の介護施設について
2021.12.22 ⼀年の振り返り
2022.1.5 新年のご挨拶 恵寿総合病院 病院⻑ 鎌田 徹
2022.1.12 放射線課について 放射線課 課⻑

放射線課
坂下 純二
山下 勝
池田 征弘

2022.1.19 PET-CTについて①
2022.1.26 PET-CTについて②
2022.2.2 新型コロナウイルス3回目ワクチン接種について 恵寿総合病院 内科 科⻑ 山﨑 雅英
2022.2.16 双方向型会話アシストシステム「kicoeri」について① 恵寿総合病院 サービス課 課⻑ 寺尾 美樹
2022.3.2 アシストクルーについて①

本部 本部⻑ 進藤 浩美2022.3.9 アシストクルーについて②
2022.3.16 楽のりくんについて
2022.3.23 医療安全①

医療安全管理課 小谷 薫
2022.3.30 医療安全②

2021年度 Foot活マイスター研修修了者（五十音順）

董仙会
赤岩 徹、井上 静、小⻄ 綾、塩村 翔子、竹森 友美、中井 友紀子、中瀬 利美、畑 晶子、藤原 文恵、
松本 幸恵、水谷 幸津恵、森田 志津代、山崎 南慶

徳充会
⽯⿊ 美咲希、大畠 博美、柿島 善浩、加藤 大輔、津﨑 智美、刀祢 千恵、⻄田 さおり、橋本 きさら、
摩郷 陽子、松本 雅代、吉田 來未、

2021年度 ノーリフトマイスター研修修了者（五十音順）

董仙会
上坂 清恵、岡野 裕子、尾蔵 亜矢子、塩村 翔子、杉田 千香子、仙本 武昌、田辺 しのぶ、塚腰 知⾥、
得能 綾菜、中⻄ 礼子、橋本 優、畑 晶子、東 佳子、飛弾 幸恵、福井 雄大、藤岡 千⾥、宮坂 美智代、
室谷 暁美、守山 小奈美
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テレビ放送

放送年⽉⽇ 放送内容 放送番組

2021.4.15 地域社会の発展に貢献 ⽯川テレビ賞（理事⻑ 神野 正博） ⽯川テレビ ⽯川さん Live News イット!

2021.5.13 新型コロナウイルス ⽯川緊急事態宣言 NHK かがのとイブニング

2021.5.17 ⽯川テレビ賞 インタビュー（理事⻑ 神野 正博） ⽯川テレビ ⽯川さん Live News イット!

2021.5.20 【特集】コロナと人間 北陸朝⽇放送 スーパーJチャンネル

2021.7.21 定年制廃⽌
【特集】⾼齢医師と若い医師 どちらを受診する？

東京MXテレビ制作ニュース番組
MEDICAL NEWS LINE

2021.10.6 【特集】最前線
シリーズ・医療現場から「能登のお産を守るには①」 テレビ⾦沢 となりのテレ⾦ちゃん

2021.10.11 【特集】最前線
シリーズ・医療現場から「能登のお産を守るには②」 テレビ⾦沢 となりのテレ⾦ちゃん

その他

第52回⾦沢⼤学第三内科（⾎液内科・呼吸器内科）開講記念会 優秀論⽂
Repeated bronchoconstriction attenuates the cough response to 
bronchoconstriction in naïve guinea pigs

内科 山村 健太

⾦沢医科⼤学病院 医学会論⽂表彰
DNA damage in human glomerular endotherial cells induces nodular 
glomerulosclerosis via an ATR and ANXA2 pathway

内科 藤井 愛

第132回⽇本消化器病学会北陸⽀部例会優秀賞 2021年度研修医 中条 裕一

ユーザー協会主催 電話応対コンクール ⽯川県代表選考会出場 サービス課 受川 朱⾥

マンモグラフィ健診 施設・画像認定（更新） 恵寿総合病院

外国人患者受⼊れ医療機関認証制度（JMIP）更新 恵寿総合病院

雑誌・書籍等掲載

タイトル 著書・掲載誌名・巻・号・頁

“恵寿式”地域包括ヘルスケアサービス 第3回⽇本サービス⼤賞 受賞事例集：
23-24,2021.

世界の病院から97屏東（ピンドン）基督教醫院（その1） FMC NEWS 2021November 
Vol.14 No.11:24,2021.
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It’s a Fantastic World.

最近は、以前にも増して公職が増えた。地元の団体
や全国組織での役員、委員会やタスクフォース、Web
セミナーの講師、Web学会のパネリストのほか、「ちょっ
とご意⾒を」という会など、ホイホイ気楽に引き受けてし
まう。さらに、時差こそ解消できないが、これまでアメリカ、
カナダ、ブラジル、台湾、韓国、オーストラリア、ニュー
ジーランド、シンガポール、マレーシア、インド、イギリス、
フランス、ドイツなどの方々とのLiveのWeb会議に出席
し、また引きうけたWeb講演をこなした。

以 前 な ら ば 、 14:00-16:00 、 16:00-18:00 、
18:00-20:00などといった予定では、東京と地元移
動はもとより、東京都内であろうが、地元内であろうが、
数秒での移動は不可能だ。前か後ろの会に不義理を
して移動時間を捻出せねばならなかった。

コロナ禍を通して、お尻に根が生えたようにWebの前
で、オンラインの設定を変えるだけで瞬間移動が可能と
なった。まさに、ドラえもんの夢物語だった『どこでもドア』
の世界が手に入った。⾃宅では、上は正装、下はパ
ジャマでも会に参加できる。引き籠りながら、広い世界
へ飛躍だ。

東京都内〜地元間の移動で、飛⾏機や新幹線利
用などで最短でも3時間半、往復で7時間以上がかか
る。この時間が消えた。おかげで、Zoom筋トレ、ヨガ、
太極拳などをすることができる人並みの時間的余裕が
生まれ、おまけに会食、宴会なしということですこぶる体
調がいい。

まさに、Fantastic Worldを手に入れた。専門家が
危惧する変異株の性質と流⾏を睨みつつ、一方でワク
チンは流⽯にこの年の内には相当数の国⺠にいきわた
ることだろうと思う。
人類がコロナ禍に打ち勝って欲しいと思いつつも、その

時にこのFantastic Worldはどうなっているのか。元に
戻

けいじゅヘルスケアシステム 理事⻑ 神野正博

戻ることを考えるとぞっとする。気楽にホイホイのツケがど
う回ってくるのだろうか。
ここにきて「ワクチンを打ったら次は会おうよ」という声を

聴くたびに後ずさりする。そのために医療者が優先接種
の対象になったわけではないはずだ。しかも、ワクチンは
対面の必要条件かもしれないが、十分条件ではないは
ずだ。
移動時間が短い都会在住者と、もともと移動時間が

⻑かった地方在住者。会うという感覚に⼤きな乖離が
あるように思う。地方在住者こそ、オンラインの恩恵を受
け、それによって地域格差が消失する。だからこそ、地
方に住んで都会の仕事をするワーケーションも生まれつ
つあるし、この動きを一時的なものにしない風潮も必要
だ。
この目くるめくFantastic Worldから出たくないのは私

だけだろうか。
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Just in Case

七尾市三室町、崎山半島の突端には、全国に誇る
七尾国家⽯油ガス備蓄基地がある。2005年7月に
完成し、ここに25万トンのLPガスが貯蔵されている。⽯
油ショックを経験した政府が、全国10か所の⽯油備蓄
基地と全国5か所のこの⽯油ガス備蓄基地を設けたの
だ。⺠間の⽯油会社もガス会社も「在庫としての」備蓄
は確保するものの、国家がいざという時のために備蓄す
る意義は十分あるだろう。
すなわち、資源を持たないわが国で、⽯油やガスの供

給元である国々の紛争、あるいは南シナ海など中国の
海洋進出で最近きな臭い海域にある輸送ルート、シー
レーンの有事を考えると、国⺠生活と産業へのエネル
ギー安定供給上のリスク管理として当然のことだろう。
企業経営からすれば、トヨタのかんばん方式やコンビニ

エンスストアの物流のように、在庫を減らし必要時に必
要なものが適時納入させるといったJust in Time &
Stocklessの考え方が効率的に違いない。しかし、非
常時の管理をどうするかということになる。企業に、そのリ
スクのすべて負わせることは、その最終産品の価格を押
し上げ、それが消費者負担の上昇につながり、さらには
国際競争⼒の低下に結びついてしまうだろう。

リスク管理は「念には念を入れる」という気持ちで常に
備えることだろう。「念のため」という⾔葉は、英語では
Just in Caseという。Just in Timeと対照的だ。

特に、国⺠の安⼼・安全につながるリスク管理こそ、
警察、消防、防衛と同様に、国家がすべきことではない
だろうか。その一つが先のエネルギーの国家備蓄なので
はないだろうか。そして、もう一つが医療ではないだろうか。

そんな中、財務省の財政制度等審議会財政制度
分科会で4月15日に、発表した資料「社会保障につ
いて」の中で、これまで数次の補正予算で、コロナ患者
の受け入れで影響を受けた医療機関向け⽀援⾦相
当

けいじゅヘルスケアシステム 理事⻑ 神野正博

当を診療報酬で補填する形に変更する案を提出して
いる。すなわち、例えば、コロナ患者受け入れによって、
医業収入が80%となった場合、診療報酬で1点10円
の単価を12.5円に補正すれば前年、または前々年同
月と同様な収入を補償できるというものなのだ。

そもそも患者と保険者の負担増に直結する診療報
酬に、このコロナウイルス禍のリスク管理を担わせるという
財務省のセンスに呆れる。しかもこの方式では、同じ地
域でも病院ごとの影響や経営状況によって医療費が異
なってしまうという説明し難い状況が予想される。今回
を含め、今後も絶えず押し寄せるだろうパンデミックへの
対応は、国家のリスク管理であろう。Just in Caseの
医療体制は診療報酬の枠の外で構築すべきなのでは
ないだろうか。
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日常生活圏域から地域生活圏へ

今更ながらだが、地域包括ケアシステムは機能してい
るのか？機能させるために、市町村も、医師会も、病
院も、介護サービス提供者も頑張っているのに、こんな
ことを⾔うと身も蓋もないかもしれない。
おさらいすると、そのうたい⽂句は右図のように、

○団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に､重度な要介護
状態となっても住み慣れた地域で⾃分らしい暮らしを人生の最後
まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活⽀援
が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を実現してい
きます。

○今後、認知症⾼齢者の増加が⾒込まれることから、認知症⾼齢
者の地域での生活を⽀えるためにも､地域包括ケアシステムの構築
が重要です。

○人口が横ばいで75歳以上人口が急増する⼤都市部、75歳以
上人口の増加は緩やかだが人口は減少する町村部等、⾼齢化の
進展状況には⼤きな地域差が生じています。
地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地

域の⾃主性や主体性に基づき､地域の特性に応じて作り上げていく
ことが必要です。

おおむね30分以内に必要なサービスが提供される日常生活圏域
（具体的には中学校区）を単位として想定。

であった。ここでの突っ込みどころは、医療や介護サービ
スの守備範囲は、この日常生活圏域をはるかに超える
ことが想定され、この圏域ごとに医療機関や介護サービ
ス事業者が引っ張り出されたのでたまらない。また、生
活⽀援や介護予防の実践者は、⽼人クラブ・⾃治会・
ボランティア・NPOなど互助の世界に頼っていることだっ
た。
かねてから私は、この難しさを主張し、もっと広域で統

合されたヘルスケアシステムが必要であることを主張して
きた。加えて、この圏域では、⽂化など地域としてのアイ
デンティティーを醸し出すにも小さすぎるのではないか。

そんな中、3月に国⼟交通省の国⼟の⻑期展望専
門委員会なるところが提⾔書をまとめた。そこでは、コロ
ナ禍で勃興したテレワークと移住の動きを分析した上で、

けいじゅヘルスケアシステム 理事⻑ 神野正博

日常生活圏ではなく地域生活圏なるものでの地域づく
りが示されている。すなわち、
○通勤・通学を始め、多くの住⺠の普段の⾏動が域内で完結する

日常生活の基盤
○医療・交通等の都市的機能の提供を可能とする人口の集積

（概ね人口10万人以上程度の圏域）
○経済圏を形成し、⾦融機関や⼤学等の学術機関も概ね存在

（良好な地域経済循環の構築に取り組むことが可能）
○⾃然環境や歴史・伝統・⽂化等の地域のアイデンティティーを共有

（個性ある地域づくりが可能）
○デジタル技術の暮らしへの実装に取り組みやすい規模・人口集積

（⾏動データ等を活用して利用者目線に⽴ったきめ細やかなサー
ビスの提供が可能）

○圏域の周辺地域にとっても、暮らしを⽀える拠点
○テレワーク等で一層関⼼が⾼まっている地方移住・二地域居住の

受け皿（都市的機能を確保することで、地方暮らしに取り組みや
すくする）

というコロナがまん延しやすい都市集約から「分散型の
国⼟構」の実現をめざす。また、そこでは
・地域⾦融機関、法律・会計等の業務⽀援機能
・⼤学や⾼専等の⾼等教育機関
・圏域内外の交通手段（鉄道、バス、空港）
・救命救急を担える医療機関
・衣・食・住などの総合的な買い物サービス
を機能として持つべきとする。⾦沢、小松、そして七尾
を中⼼としたこの圏域で機能を集約し、足らないものを
埋めていく街づくりはいかがなものだろうか？
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万全で安⼼安全な、、、

世論の懸念を振り切って、「安⼼、安全なオリンピッ
ク」というスローガンの下、万全の感染対策で東京オリン
ピック・パラリンピックが開催されようとしている。感染対
策では「バブル方式」なる新たな⾔葉も出てきた。事前
合宿ということで全国に選手をばらまいておいてバブルも
あったものではない。ここで使われる「安⼼、安全」「万
全」に違和感を持つのは私だけだろうか？
そもそも、安⼼とは？安全とは？だ。物事の本質を理

解する時に、私は時に反対語を考える。あるいは、敢え
て英語という⾔語にして、その同義語を検索する。安⼼
の反対語は、不安であろう。また、安全の反対語は危
険であろう。
危険を回避すれば安全だ。私たちは、科学的根拠の

下にリスク分析、医療安全教育を⾏う。医療⾏為のリ
スクを検討し、ヒヤリハットを分析し、医療事故事例を
収集・共有化し、そして危険予知トレーニングを実施す
る。また、私たちは災害という危険から組織を守るため
に、BCP（Business Continuity Plan 事業継続
計画）を作成する。しかし、あらゆる可能性を想定して
対応しても、リスクはゼロとはならず、100%＝万全の
安全は不可能であることを知っている。

一方、不安を回避するためにどうすればいいか。私に
とっての不安事は、他人にとって不安とは限らない。私
の安⼼と他人の安⼼は同一とは限らないのだ。例えば、
南の島で甚⼤な被害を及ぼした⼤型台風の接近の
ニュースを知った時に、不安になる人と、天気図や風向
き、気圧などのデータを取得して、⾃分の地域は⼤丈
夫と不安にならない人もいる。また、新型コロナウイルス
ワクチン接種における副反応では、SNS上の書き込み
を⾒て不安になる人もいれば、その重症化予防効果の
データを⾒て安⼼する人もいる。

不安の英訳はanxietyだろう。さて、安⼼は？だ。
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secure、trusted、in peace、feel easy、reliefな
どなど、状況に応じていろいろありそうだ。このように安⼼
は、人それぞれ、そしてその人が置かれている状況に応
じて異なるもの、すなわち曖昧なものではないか。科学
としての尺度がないものではないか。そういった意味で、
為政者やリーダーが、軽々に万全な安⼼を使うのはい
かがなものか。
ただ、⾔えることは、先の台風やワクチンの例のごとく、

安⼼には納得できるデータの公開、周知が必須だろう。
データを語ることなく、安⼼を語ることなかれと強く思うこ
の頃だ。
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K字型とコロナ後の医療

世界がコロナ禍の真っ最中の今年に入ってから、K字
という⾔葉をよく⾒受けるようになった。恵寿のK？神野
のK？などと手前味噌の話ではなく、急回復する｢V字
型｣、回復に時間がかかる｢U字型｣、低迷を抜けられ
ない｢L字型｣などと⾔われる経済の動向としての「K字
型」だ。
マスコミを含めて人口に上るのは、コロナ禍の下で厳し

い業界の話だ。「接待を伴う」を含めた飲食、運輸、観
光・宿泊、テーマパーク、エンタメなどから悲壮な叫びが
伝えられる。そこから、世の中全体の悲壮感も醸し出さ
れる。
ところが、2020年度の企業決算などの情報とともに、

好況業種も浮き彫りになった。昨年度の企業所得に
⽐例する国の法人税収も、60.8兆円と過去最⾼に
上振れするニュースに驚いた。
そこで、「K字型」の経済だ。Kの字よろしく、上がるとこ

ろ下がるところと2極化し、格差が生まれていることが鮮
明となったのだ。ちなみに、前述の悲壮な業界に対して、
上向き業界として情報通信、⾃動⾞・ハイテク（半導
体など）などの製造業、巣ごもり需要関連（ゲームな
ど）があげられている。

そこで、医療や介護はどうだったのか。コロナと闘う最
前線を担いながら、昨年度から続く外来患者減、病床
稼働率の低下、手術・検査件数の減少など、どの分野
においても指標は悪化し、下向き経済ではなかったか。
実際、3病院団体が調査した2020年度月別の経営
実態調査でほぼ通年を通した医業利益率の悪化が顕
著だった。また、厚生労働省資料によれば、小児科、
⽿⿐咽喉科の外来診療科での落ち込みが顕著だった。

しかし、最終決算の数字が出てくると一部病院の経
常収⽀に著しい好転が認められる。それは、コロナ患者
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受け入れ病院を中⼼とした前線病院における⽀援⾦
の影響だ。

ここで、病院の経営においても「K字型」格差があった
ことが鮮明となった。コロナ患者に対してチームが一丸と
なって対応した、あるいは対応せざるを得なかった病院
の収⽀が上向きとなり、一般病床を持ちながら、あるい
は回復期病床を持ちながらコロナ患者に対応しなかっ
た、あるいは対応できなかった病院の収⽀が下向きと
なっているのだ。加えて、入院患者や入所者の在院、
在所日数のコントロールができた慢性期病床、入所施
設は上向きとなったのだ。
いつまでもこの⽀援⾦という補助⾦漬けの状況が続く

ことはないと⼼得なければならない。一方で、病院への
かかり方などこの機に変わった患者の価値観は続くだろ
う。今こそ、コロナ後の⾃院の方向性、あり方を検討す
る時期なのではなかろうか。
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「六方よし」の世の中へ

⼤河ドラマの渋沢栄一が「論語（道徳）と算盤
（経済）を一致させよ」と⾔ったのは100年以上前の
明治期に日本の商道徳を規定したこととして有名だ。
さらに、それより前、江⼾時代から、近江國（現在の
滋賀県）に本店、本家を置き、全国へ⾏商して歩い
た近江商人がいた。現在の⻄武・セゾングループ、⾼島
屋のほか、伊藤忠、住友グループ、東レ、⻄川、日本
生命、武田薬品、トヨタ⾃動⾞までもがその流れをくむ。

その近江商人が信用の礎とした『三方よし』という⾔
葉が有名だ。すなわち、
買い手よし
売り手よし
世間よし

という考え方は、⾃分の利益追求だけにとどまらず、顧
客満足を図ること、共栄共存（Win-Win）を目指す
こと、さらに「社会貢献をする」といった経営理念であり、
企業の社会的責任CSR（ Corporate Social
Responsibility ）につながる話でもある。この現代に
おいて決して陳腐化するものではないし、これからのすべ
ての業態においても座右としていただきたい⾔葉である。

最近、この近江商人の『三方よし』に「作り手よし」
「地球よし」「未来よし」を加えた『六方よし』の経営理
念が提唱されている。

「作り手よし」は、作り手を迫害していないか、正当な
報酬を提供しているかといった話である。コーヒー豆で代
表されるフェアトレード認証や政治問題化している新疆
ウイグル⾃治区産の木綿と生産者の人権問題などを
意識しているかということになる。

「地球よし」は、地球環境問題だ。ECO、CO2排出、
地球温暖化からプラスチック廃棄などを意識する必要が
あり、それが人類と地球の「未来よし」につながっていくも
のになるようだ。

けいじゅヘルスケアシステム 理事⻑ 神野正博

このように考えてくると、時代はCSR＋SDGs
（国連が提唱する持続可能な17の開発目標、
Sustainable Development Goals ）ということに
なるのだろうか。医療も、「患者よし」はもちろんのこと、
「働き手よし」「地域社会よし」を目指さねばならないし、
薬品や材料の品質のため、作り手をトレーサビリティす
る必要があり、そして環境問題や廃棄物に責任を持た
ねばならないだろう。
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新総裁にイノベーションを期待する

日本という国は、話題作りに事欠かない。これというの
も、朝早くから夜遅くまでワイドショーとワイドショー化した
ニュース番組の連続だからだ。そして、コメンテーターとし
て新たに「有名人」となった、あるいはなろうとしている御
仁があえて極論を発する。コロナ禍においても、たくさん
の「専門家有名人」を続々と輩出した。

コロナが下火になると同時に、話題の中⼼は⾃由⺠
主党総裁選であった。激戦の末、29日に岸田氏に決
まるまで、毎日毎日、マスコミはこれぞとばかり、ありとあ
らゆる政策で○か×かといった選択を強いた。
岸田氏のコロナ対策を中⼼とする医療政策で注目す

べきは、「納得感のある説明」「人流抑制や医療資源
確保で国・地方がより強い権限を持つための法改正」
「危機発生時に強く司令塔機能を持つ健康危機管理
庁、健康危機管理機構の創設」あたりだろうか。
さて、コロナ対策以上に、わが国のこれからに対する関

⼼事は、「分配」か「成⻑」かだろう。どちらも対になるこ
とは⾔うまでもないが、その順序はいろいろだ。どちらを先
⾏していくか。岸田氏の現実的施策の⾏方をウォッチし
たい。

岸田氏は新⾃由主義、すなわち市場原理主義から
の決別を主張する。私⾒だが、分配を先⾏しても成⻑
につながる消費にはつながらない。なぜならば、将来の
不安がある限り人は貯蓄に回す。社会保障として分配
しても現物給付である限り同じだ。

ならば、成⻑戦略に期待したい。特に2025年以降、
急速に進む生産年齢の減少を踏まえ、いかに分配の
原資となる成⻑戦略を目論むかが重要だ。その成⻑を
将来への借⾦を前提とした公共投資に頼るのか、増え
る社会保障費にメスを入れるのか、それとも新たなイノ
ベーションを引き起こすのかが問われてくるだろう。

人口減の中で、⼥性、シニアが活躍し、障がい者や
外国人
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外国人と共生した社会としなければならない。そのため
には、多様な働き方を受け入れ、健康経営を⾏いなが
ら生産性を向上させる仕組みの構築が必須だろう。そ
こにこそ、イノベーションとしてのDXの1丁目1番地があ
るに違いない。

またDXを推進させるためにも、医療におけるがんじが
らめの人員基準などと決別し、思い切って結果にコミット
したことを担保とした構造改革が必須であろう。岸田総
理には、過去にとらわれないイノベーションを期待したい。
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協調性

作者は不明らしいが、世界各国の国⺠性を表した
『沈没船ジョーク』というものがある。

■世界各国の人々が乗った豪華客船が沈没しかかっていま
す。しかし、乗客の数に⽐べて、脱出ボートの数は足りません。
したがって、その船の船⻑は、乗客を海に飛び込ませようとしま
すが…。さて、船⻑が各国の人を飛び込ませるために放った
⾔葉とは何でしょう？
アメリカ人に対して…「飛び込めばヒーローになれますよ」
ロシア人に対して…「海にウォッカのビンが流れていますよ」
イタリア人に対して… 「海で美⼥が泳いでいますよ」
フランス人に対して… 「決して海には飛び込まないで下さい」
イギリス人に対して…「紳士はこういう時に海に飛び込むもの
です」
ドイツ人に対して… ｢規則ですので海に飛び込んでください」
中国人に対して… 「おいしい食材（魚）が泳いでますよ」
日本人に対して…「みなさんはもう飛び込みましたよ」
韓国人に対して… 「日本人はもう飛び込みましたよ」
北朝鮮人に対して…「今が亡命のチャンスです」
関⻄人に対して… 「阪神が優勝しましたよ」

最後の関⻄人はオチとして、日本人の「他人を気にす
る」＝協調性を表すもので、妙に納得する。10月には、
この日本人を特徴づける話が続いた。

10月5日、2021年ノーベル物理学賞を受賞した⽶
国プリンストン⼤学上級研究員の真鍋淑郎氏は、国
籍を変更した理由について、「日本の人々は、いつもお
互いのことを気にしている。調和を重んじる関係性を築
くから」と述べ、「アメリカでは、他人の気持ちを気にする
必要がありません。私も他人の気持ちを傷つけたくはあ
りませんが、私は他の人のことを気にすることが得意では
ない」として、「私はまわりと協調して生きることができな
い。それが日本に帰りたくない理由の一つです」とした。
一方、第100代の内閣総理⼤⾂に就任した岸田⽂
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雄氏は10月8日の所信表明演説で、「早く⾏きたけれ
ば一人で進め。遠くまで⾏きたければ、みんなで進め」と
のアフリカのことわざを引用し、「分断から協調へ」の理
念を強い口調でアピールした。

新型コロナウイルス感染症の第5波は急速に消滅し
ようとしている。その理由として、ワクチン接種率の上昇
が最も⼤きな理由とされる。しかしそれだけでは、同じく
接種率の⾼い国における感染者数との整合性が取れ
ない。そこに、Factor Xと⾔われる「何か」が必要だ。

ハグや握手をしない、玄関では靴を脱ぐといった日本
人の生活様式と共に、ほぼ全国⺠が⽂句も⾔わずにマ
スクを着用し、検温と消毒に⼼がける。この日本人の協
調性こそ、その「何か」なのではないかと思ってならない。

この協調性をOne Teamなどポジティブな⾔葉に変
えて、これからの日本の社会、組織作りに活かす時では
なかろうか。
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連帯と分断

新型コロナウイルス感染症まん延の中で、今年の7月
23日に強⾏された東京2020オリンピック開会式で、
IOCバッハ会⻑は、
“多様性Diversityの中で、包摂Inclusionと平等
Equalityを持って連帯Solidarityしよう”
と⾼らかに宣⾔した。

まさに、コロナ対応ということで、全世界がロックダウン
や密接・密集・密閉を回避する⾏動制限、消毒、手
洗い、うがいの実施、そして感染して死亡した者への共
通した深い悲しみと、恐らく全世界の人類が有史以来
はじめて一致した連帯を経験したのではないだろうか。
先のバッハ会⻑の連帯も、コロナ対策とオリンピックの成
功への連帯を強調したものだったのだ。
しかし、昨今はどうだろう。世界ではコロナ対策での連

帯がほころび始めてきている。それは⾏動制限への不
満、それ以上にワクチン接種の可否をめぐる分断だ。特
に欧⽶におけるワクチン接種と⾃由を二律背反するも
のという考え方だ。ワクチン接種義務化の動きをファシズ
ムと同一視する動きであり、激しいデモ隊が治安警察と
衝突する。ここへきて、したたかなコロナウイルスが人類
を分断Divisionしようとしているのだ。

テレビではクイズ番組で、政治家が登場するニュース
番組でも、○か×か、YesかNoかを求める。時代劇
『⽔⼾⻩門』では、代官は「善」か「悪」かだ。そして、悪
名⾼かったトランプアメリカ前⼤統領もまた、重要案件、
外交案件を単純化してYesかNoかで物事を決めた。
どうも人は本質的にこの分断が好きなようだ。Yesでも

Noでもない「どちらでもない」と⾔うと、「日和⾒」「曖
昧」などと揶揄される。「どちらでもない」という選択肢に
もっと市⺠権を持たせることはできないものか。コロナ対
策は、少しずつわかってきたものの人類が経験したことの
ない未知な領域だ。YesかNoで単純化できないことも
多
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多いに違いない。
オミクロン株をはじめ、新たな未知の変異株も流⾏し

ようとしている。もう一度、対コロナで連帯できないもの
か。その連帯のための唯一の判断材料は『利他の⼼』
（他人を利する＝他人を思いやる⼼）ではないだろう
か。デルタ株を抑え込んだ日本でこそ『利他の⼼』を持っ
てコロナ対策ができるのではないだろうか。
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いたわり、ねぎらいながら働く

明けましておめでとうございます。
未知のウイルスの発生から3回目の年始を迎えた。こ

の間、私たちの生活も、病院も、患者さんの価値観も
⼤いに変わったかもしれない。医療職も介護職も、常
時も非常時も変わらぬ、いや非常時には業務量が増
⼤するかもしれないエッセンシャルワーカーであることも改
めて知ることとなった。われわれの仲間を「いたわり」「ね
ぎらい」ながら、この2年間の緊張は、今年末にはどう
なっているのか不安を持ちながらの年明けとなった。
教養豊かな諸氏は、当然「労る」「労う」は読めるはず

だ。小学校の漢字ドリルにも載っているそうだ。
「労わる」は「いたわる」であり、辞書によれば例⽂として
- ⺟親の体を労って毎日を過ごそう
- ⾃分の体を労る
- 私は愛⾞をいつも洗⾞して労っている
などがあげられ、「労う」は「ねぎらう」であり、
- 日々頑張ってくれている社員を労った
- いつも苦労して働いてくれている⺟を労う
- ⼤会で優勝した後輩の労を労う
となる。つらい、できればやりたくない使役Laborを「労
働」と訳した先達は、「いたわり、ねぎらいながら働く」とい
う意味を込めたに違いない。
ある雑誌に、ジャーナリストの井上和彦氏は、“本来、

日本には欧⽶的な意味合いの「労働」という⾔葉はな
かった。「働いてやっている」という考え方ではなく、「働か
せていただいている」というのが、日本人が本来持つ価
値観“であると述べる。「働かせていただく」と「いたわり、
ねぎらう」というバランスがあってこその「労働」だと納得す
る。

どうも2019年からの労働基準法改正、そして2024
年からの医師の働き方改革、「使役」をいかに回避する
かに重点が置かれているように思えてならない。「労働」
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には、単に生活のためではない「やり甲斐」「生き甲斐」
の意味が含まれているように思えてならない。医療職の
医療に対する責任感や思いも「甲斐」につながる。今
更、それを法律で規定することに違和感を覚えるのは
私だけだろうか。

医療における「やり甲斐」「生き甲斐」を削ぐことなく、
働き方に対応する。そのためには、患者と向きあい、処
置する時間以外の仕事のやり方、仕組みを変えること
が重要だろう。黙っていても仕組みは変わらない。面倒
くさがっても仕組みは変わらない。「労働」と対峙し、仕
組みを変えねばならない年になりそうだ。
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栗の花

わがふるさと、能登のミネラルが豊富な赤⼟が育んだ
能登栗。生産量こそ少ないものの、⼤粒でしっとりとして
クリーミーだ。定番の栗ご飯や焼き栗ばかりではなく、⼤
好きな能登栗のモンブランも絶品だ。また、山野を切り
拓いた間道には、秋になると毬栗（いがぐり）がたくさん
落ちている。
地元の方から、「栗の花を知っているか？」と聞かれた。

恥ずかしながら、全く⼼当たりがない。花を咲かさなけれ
ば実はつかない。いつも通る間道の脇にも咲いているは
ずだ。

今の時代、インターネットで画像を検索すれば、たくさ
んの写真が出てくる。てっきり栗⾊の桃や桜っぽい瀟洒
な花だろうと勝手に想像していた。しかし、意外に姿は
ススキのようで、猫ジャラシのような花だ。その上、どうも
臭いはあまりよくないというか、嫌な臭いだそうだ。やはり、
⼼当たりがない。いや、たくさん⾒ていただろうけど、栗と
は結び付かず認識の外にあった。

これからの春を告げる梅や桃、桜が楽しみだ。対して、
栗の花は認識されない。しかし、秋につけるその果実は
逸品だ。

そこで、松尾芭蕉が「奥の細道」の旅の途中、元禄
二年四月に福島県の須賀川に訪れた際に読んだ句と
される
世の人の⾒付けぬ花や軒の栗

である。どうも栗の花を認識しないのは、私だけではなさ
そうである。
人口減と人口構造の変化、それに伴う働き方改革に

DX推進と、社会ばかりではなく日本の医療の仕組みで
も今のままでいいということはない。改善やイノベーション
を推し進めなければならないことは⾃明だ。しかし、その
種として皆が異口同⾳に華やかさを賛美する梅や桜を
追い求めていないのか？
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地味だが、実りが⼤きい栗の花を⾒逃していないか？
コロナ禍を理由にやらねばならぬことを留めていないか？
栗の花を意識するように、われわれが地域医療でやら
ねばならないことに気が付く眼を持とう。私たちが提供す
る医療や介護・福祉の魅⼒を再度認識し、掘り起こそ
う。そして、そこでの改善とイノベーションを未来の豊かな
果実に育てようではないか。
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世界史の中で、、、想定外に対応せよ！

キエフ、ミンスク、サンクトペテルブルク、、、ブダペスト、
プラハなどとともに東欧の美しい街並みを思い浮かべる。
いつかは⾏ってみたいと思うが、もちろん⾏ったことはない。
昔々パリやロンドンに向かう折に、モスクワ経由便を利
用した。地図を広げると、航路にキエフやミンスクの字が
並んでいたのを思い出す。もちろん、現在のパリ、ロンド
ン直⾏便は北極圏に近いスカンディナヴィア半島上空
を飛ぶ。これらの街へのあこがれと同時に、旧東側諸国
ということで、スパイ映画007の舞台であり、少しだけ怖
さも感じてしまう。
世界史、特にこの東欧に関する歴史は決して得意で

はない。しかし、キエフの名は、チンギス・カンの⻄征の最
⻄端であり、また、ナポレオンのロシア遠征の戦場であり、
ヒトラーが東部戦線でモスクワではなくキエフを目指した
ことでも有名だ。
このようにウクライナは、東⻄の接点としての要衝だ。し

かも、穀物庫と呼ばれる程、小⻨の一⼤生産地であり、
鉄鉱⽯に⽯油と地下資源が豊富だ。すなわち、この地
はプーチン⼤統領がいうNATO加盟、非加盟という問
題以上に、地政学的、経済的な重要地点であるという
ことのようだ。
ロシアは２月24日、ウクライナに対する軍事侵攻とい

う暴挙に踏み切り、ロシア軍とウクライナ軍の戦闘が続
いている。今月末にはどうなっているのか、あまりの多くの
シナリオがあり予想がつかない。

武⼒をもってすべてを解決するといった暴挙は、どのよ
うな理由があっても許されるものではない。しかし、平和
的な話し合いによる1994年の「ブダペスト覚書」で⽶
国、英国、ロシアによって、ウクライナの軍縮に引き換え
て「領⼟保全、政治的独⽴」に対する安全保障を提
供することで合意されていたのだ。平和の名の下で軍縮
し、そしてそれを反故に侵攻だ。安全保障に関する約
束
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束事、条約など、時の為政者にとっても何でもないこと
が証明された。
さて、わが国、平和が当たり前だ。今の日本にSNSで

流れるウクライナの国⺠のように身体を張って⾃らのアイ
デンティティを守る覚悟があるか。寝ぼけていないか。

性懲りもなく歴史は繰り返す。ナポレオンやヒトラーの
後に独裁化したプーチン、習近平が続くかもしれない。

想定外に対応するということで、われわれはBCPを策
定する。その対象は、地震、津波、豪雨、豪雪など⾃
然災害ばかりではない。これからはサイバーセキュリティも
重要だ。そして、さらにはテロ対応や侵略など、国の安
全保障となると国や地域のリーダーにだれを選ぶかが、
われわれにできるBCPかもしれない。
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董仙会トピックス（社会貢献）

日付 内容

2021.4.1 血液疾患・骨髄腫センターを新設（恵寿⾦沢病院）

2021.4.8 給⾷で台湾産パイナップル活⽤に協⼒

2021.4.9 シダックスと「持続可能な開発目標（SDGs）について考える会をオンラインで開催

2021.4.16 新型コロナウイルスワクチン接種を開始

2021.4.29 ローレル&恵寿 GWでか山イルミネーション

2021.5.10 「カルテコ」ワクチン接種予約日確認サービスを開始（恵寿総合病院）

2021.5.10 制服をリニューアルし旧制服をリサイクル活⽤

2021.6.18 次世代レクリエーション機器「オミ・ビスタ」を導入（和光苑）

2021.7.1 定年制を廃⽌

2021.8.4 新型コロナウイルス中和抗体検査を導入（恵寿総合病院）

2021.8.19 医療へのいざないオンラインツアーin羽咋高校（恵寿総合病院）

2021.8.20 医療へのいざないオンラインツアーin七尾高校（恵寿総合病院）

2021.9.6 ローレル&恵寿 創⽴87周年イルミネーションを開始

2021.10.1 けいじゅフレイルドックスタート（恵寿総合病院）

2021.10.13 董仙会 介護技能グランプリを開催

2021.10.13 看護師特定⾏為研修修了式を開催 特定⾏為看護師が5名誕生

2021.10.19 第22回董仙会TQM発表大会をオンラインで開催

2021.11.10 ノーリストマイスター研修を初開催

2021.11.22 医療へのいざないオンラインツアーin門前高校（恵寿総合病院）

2021.11.27 DX塾⾒学ツアー（恵寿総合病院）

2021.12.3 ローレル&恵寿 イルミネーション点灯式を開始

2021.12.23 ケアマネ事業所交流会をオンラインで開催

2022.1.4 けいじゅヘルスケアシステム新年互礼会を開催

2022.1.14 ダナン大学オンラインツアーを開催（恵寿総合病院）

2022.1.20 外来受付に双方向型会話アシストシステム「kicoeri」を設置（恵寿総合病院）

2022.1.27 次世代予測型⾒守りシステム「Neos＋Care」を導入（和光苑）

2022.3.9 第23回董仙会TQM発表大会をオンラインで開催

2022.3.17 臨床研修修了式

2022.3.22 御祓地域づくり協議会および近隣4町と「一時（緊急）避難所」施設利⽤に関する協定を締結

2022.3.29 Foot活プロジェクト表彰式
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2021.4.16
新型コロナウイルスワクチン接種開始

2021.8.20
医療へのいざないオンラインツアーin七尾高校

2021.11.27
DX⾒学ツアー

2022.3.22
御祓地域づくり協議会および近隣4町と
「一時（緊急）避難所」施設利⽤に関する
協定を締結
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徳充会トピックス（社会貢献）

日付 内容

2021.4.2 石川県精育園 買い物⽀援バス運⾏

2021.4.13 次世代レクリエーション機器「オミ・ビスタ」を北陸初導⼊（ローレルハイツ恵寿）

2021.4.29 ローレル&恵寿 GWでか山イルミネーション

2021.5.7 石川県精育園 買い物⽀援バス運⾏

2021.6.20 石川県精育園 地域連携沿道環境創出事業（いしかわ我がまちアドプト制度）花苗植栽

2021.7.2 石川県精育園 買い物⽀援バス運⾏

2021.8.19 介護のリモート実習をオンラインで初開催

2021.9.6 ローレル&恵寿 創⽴87周年イルミネーション

2021.10.1 石川県精育園 買い物⽀援バス運⾏

2021.11.5 石川県精育園 買い物⽀援バス運⾏

2021.11.24 石川県精育園 地域連携沿道環境創出事業（いしかわ我がまちアドプト制度）花苗植栽

2021.12.3 ローレル&恵寿 イルミネーション点灯式

2021.12.3 石川県精育園 買い物⽀援バス運⾏

2021.12.9 ⻘山彩光苑障がい者週間委員会 七尾市⽴⼩丸山⼩学校 福祉教育（オンラインにて実施）

2022.3.22
御祓地域づくり協議会および富岡町と「一時（緊急）避難所」施設利⽤に関する協定を締結
（ローレルハイツ恵寿）

2022.3.29 Foot活プロジェクト表彰式

188



第7章 トピックス（社会貢献）

2021.12.9 ⻘山彩光苑
障がい者週間委員会
七尾市⽴⼩丸山⼩学校 福祉教育

2021.10.1 石川県精育園
買い物⽀援バス運⾏

2021.11.24 石川県精育園
地域連携沿道環境創出事業
（いしかわ我がまちアドプト制度）花苗植栽

2021.12.3 ローレルハイツ恵寿
ローレル&恵寿 イルミネーション点灯式
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